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俺の妹が最高のオカズだった　〜恋人になっても妹として愛されたい〜














風見源一郎　




Cover Illustration　ミラージュ　
























０１．雨の日は兄妹のセックスがよく似合う





０２．しとしとと雨の降る





０３．清楚





０４．居場所





０５．セックスは愛を注ぐ行為





０６．美優と山本さん





０７．恋人とのデート





０８．お兄ちゃんの精子で孕みたがりな妹と初めての中出しセックス





０９．妹とラブホテル





１０．妹と過ごす時間













０１．雨の日は兄妹のセックスがよく似合う









　窓を叩く雨の音に起こされた、いつもより暗い朝。俺の肺は異様に苦しかった。その原因は俺に覆いかぶさって寝ている美優にあって、よく朝まで眠り続けられたものだと我ながら感心してしまうほどに重い。

　美優とはもう何度も朝を迎えてきたけど、日を重ねるごとに距離が近づいていて、ついにはもうこれ以上ないところまで来てしまった。主に胸のあたりを中心にして全身がぷにぷにしている美優に抱きつかれるのは至福の極みではあるのだが、体中の血管が圧迫されて痺れているため長くは耐えられそうにない。

「んぁ……おにいちゃんだ。おはよう」

　美優は瞼をうっすらと開けて、下敷きにしている俺の姿を確認する。熟睡すると体を揺すられたくらいでは起きなくなる美優だが、どうしてか朝は俺の意識に合わせて目を覚ますのだ。

「おはよう、美優」

　俺は狭まった呼吸器官から空気を絞り出してどうにか挨拶を返す。

「今日もお兄ちゃんと一緒……」

　美優は寝ぼけ調子で顔を近づけてくると、その唇を俺の首に這わせて、吸血鬼みたいに強く吸いついてきた。

「こ、こら、美優」

　ガッツリとキスマークをつけてきた美優を、俺は優しく引き剥がした。

「お兄ちゃんだって、私に所有の証を刻みつけたんだから。キスマークの一つや二つぐらい……」

　そこまで言いかけて、美優は「あっ」と何かに気づいたような表情で目を見開いた。そういえば、美優にキスされたところ以外にも、首の全体に痒みにも似た違和感がある。

「ひ、一つや、二つぐらい……」

　美優は流れのままに誤魔化そうとしたが、俺が寝ている間にたくさんのキスマークをつけたのは明らかだった。首の腫れぼったい感覚からして五カ所以上、そして、鎖骨下のあたりにも、内出血の痕が複数残っている。

「いつの間にこんなにつけたんだ」

「それがね。まったく記憶にないんだよね」

　美優は頭の軽そうな真顔でそう言った。嘘をついている様子はない。どうやら、俺が熟睡している間に寝ぼけた美優がキスをしまくったようだ。

「どんなテンションになればこれだけキスマークをつけるんだ」

　俺は美優の背中をタップして、呼吸の限界であることアピールし、横に寝かせる。これだけ何カ所にもキスをするぐらいなのだから、バカップルも顔が青ざめるほどの（しかも一方的で非常に愛の偏った）ラブラブっぷりだったに違いない。

　なぜ俺はこれだけのことをされておいて目を覚まさなかったのだろうか。美優が俺にベタベタしながら、あるいは聞くだけで砂糖を吐き出したくなるほどの甘い言葉を囁いて、何度も繰り返しキスをしてくれていたかもしれないのに。

　などと考えていると、いつの間にか美優が俺に冷ややかな視線を送っていた。

「妹でよこしまな妄想をしてはいけません」

「美優の可愛い惚気姿を想像してるだけだよ」

「絶対にお兄ちゃんが考えてるようなことはしてない」

　美優は羞恥心を押し殺して不貞腐れる。体こそ正直になってきているが、まだドライな感情が抜けきっていない。そこがまた可愛かったりもするのだが。

「よっぽど俺のこと好きじゃないとこんなにキスしないよな」

「やめてやめて。そんな無慈悲な……」

　美優は手で顔を覆って腰までの長い髪を振り乱す。寝ぼけた様子でキスマークをつけてきたわりにはすでに意識がはっきりしているようだった。軽い興奮状態ですらあるようだし、もしかしたら性欲が溜まっているのかもしれない。

「いい？　現実はこうだよ」

　美優がまた俺の上に覆いかぶさってくる。鳩尾にいい感じのダメージが入るようにダイブされて、そんな激しさも俺への好意の照れ隠しだと思えば可愛いものだった。

「これは初体験で犯された分の恨み……」

　美優はそう呟いて俺の首に強く吸いついてきた。うつ伏せにおっぱいが押し潰されて楕円形にはみ出している。

　妹の体がエロくて俺の股間は朝から膨らんでいた。それは股座に硬いものが当たる感覚で美優にもわかるはずなのに、もはや美優は俺が勃起したくらいでは何も言ってこない。

「美優は朝からセックスするのに抵抗はないかな」

「ん？　したいの？」

　美優は恨み云々はどこかへやって、ベッド脇に置いていたコンドームを一つ取って俺に見せる。

「したいと言うか、しときたいと言うか、とりあえず射精ができればいいって感じなんだけど」

「そうなんだ。まあ好きにお使いください」

　美優は軽い返事でコンドームの袋を破り、中身を取って俺に渡す。「好きにお使いください」とは、このコンドームのことではなく美優の体のことだ。清楚可憐で涼しげな目元が吊り上がったこの誰も寄せつけなさそうな優等生は、お兄ちゃんの性処理に使われることに至上の喜びを覚える深刻なブラコンである。

「私は朝からするのに抵抗はないから、したかったら言ってね」

　美優は体質的に、俺とイチャイチャしてれば濡れるし、唾液の分泌量が多いから寝起きで口が乾くこともないらしい。そのため、寝起きからフェラもセックスもできるようだ。

「指で軽くイジろうか？」

「いいよ、もう挿れちゃって」

　美優はそれだけ言って、指をキュロットの裾から入れて、パンツを股座からズラした。どうやら着衣でするみたいなので、俺は何も言わずにコンドームを装着し、美優の肉穴へとペニスを入れた。

「ふぅっ……」

　挿入した直後に、美優は細く息を吐いて刺激を緩和させる。美優の膣内のキツさは膣壁の温度やザラつきがわかってしまうほど締まりがよかった。

「お兄ちゃんの、もうちょっと小さくてもよかったのに」

「男同士で比べるとサイズが気になるんだよ」

「私とエッチできるんだからそれだけで誇れるモノになったでしょ」

「それはそうなんだけどな」

　挿入をしたのに続けられる日常会話。俺たちはセックスをするための運動行為をしていなかった。美優は「しないの？」という表情で首を傾げている。

「騎乗位で動いてくれるのかなと」

「やだよそんなエッチな女の子みたいに」

　美優はあれだけ激しく乱れた夜を過ごしても、自分がエッチな女の子だということを認めない。あるいは、生殖本能の暴走という言い訳ができてしまうが故に、素の淫らさを晒してもノーカウントにしているのかもしれない。

　お互いに相手が動いてくれると期待してくれている。別に俺からするのが嫌なわけではない。だが、せっかく女の子側が自由に動ける体位になっているのだから、してもらいたくなるのが雄の心情というものだ。

「ディルドで遊ぶぐらいの感覚でいいんだよ。色っぽく腰を前後させたりしなくていいから」

「お兄ちゃんがしたくて始めたんだよ。なら、お兄ちゃんが動くのが筋でしょ」

「それは、そうだが……」

　さすがに美優を口で言い負かすのは難しいか。とはいえ、美優の騎乗位をどうしても味わってみたい。ピストンを始めてしまえば美優も快楽に負けてエッチモードになるだろうし、そこで腰を止めれば美優が自発的に動くようになるはず。

　でも、違う。そうじゃないんだ。美優の理性が残っているうちに、恥ずかしがりながら腰を動かす様を見てみたい。

「動いてはくれないか」

「動きません」

　膠着した二人の攻防戦。挿入したままのペニスが、美優のキツい膣に圧迫されて、なおも勃起を維持しようと下腹部の筋肉が収縮して血液をポンプさせる。

「ん、あっ、ちょっと。ピクピクさせないで」

「無理を言うなって。ただでさえ美優の締めつけが強いんだから、血管がむず痒くなってくるんだよ」

「うぅ……だからって……」

　膣内に挿入したままじっとしていると、ペニスが空の射精をするように動き、海綿体に血液が送られて一時的にペニスが肥大化する。そうして膣穴を広げられる感覚が、美優にとってはもどかしい快感になるようだ。

「ふぅ……。きょ、今日は、雨だね。一日、どうしようか。デートなら明日かな」

　美優は気を紛らわせようと、突然の話題を振ってくる。たしかに、俺たちはまだ恋人らしいデートをしたことがないし、夏休みの間にどこかへ遊びに行きたいものだ。

「デートってどんなとこに行けばいいんだろ。一般的にはカラオケとか水族館とか、遊園地とかなんだろうけど。美優はもう行き飽きてるか？」

「そんなこと、ないよ。お兄ちゃんとならどこに行っても新鮮だろうし。だから、その、水族館とかで、いいんじゃないかな……涼しいし……」

　美優はところどころで息を切らしながら、スマホを手に取って喋る。どうやら近場の水族館を探してくれているらしい。ちなみにまだペニスは美優の膣に入っている。

「都内のね、この西海浜水族館は、今年の夏にリニューアルされて。夏休みに入ってすぐは、ものすごく混んでたみたいだけど、そろそろ人も減ったかも」

「へー。それはよさそうだな」

　俺は美優からスマホを受け取って、会場ホームページを眺める。物心ついてからは水族館など行ったことはないが、はたして美優を楽しませることができるだろうか。魚に関する知識もないし、俺はデートの経験自体もまだ少ない。イルカやペンギンのショーでも見ればいい思い出になるかな。

「近くに温泉もあるみたいだな。水族館のそばに作れるものなのか？」

「温泉っていっても、スパだよ。んっ……近くの、アミューズメント施設に、併合されてて……」

「なるほど」

　俺は美優から受け取ったスマホを弄って、デートスポットを検索していた。騎乗位で俺のペニスを挿入したままの美優は、最初こそ気を紛らわせることに成功していたが、しばらくペニスを入れっぱなしにしているうちに息が荒くなってきた。

　なによりも、挿入しっぱなしにしていることで俺の性欲も高まり、美優の膣内でピクピクとペニスが動く頻度が高くなってきているのだ。美優はそのたびに快楽に顔を歪ませ、しかしそれを悟られまいと、必死に平静を装って我慢を続ける。

「ふぅっ……じゃあ、もう……その水族館と、温泉でいいよね」

　美優はベッド端の何もないところを見つめて、必死に膣内の感覚を無視しようとするも、ついには我慢ならなくなって俺にしがみついてきた。

「お兄ちゃん、動いて。お願い……」

　美優に必死の表情で頼まれて、さすがにこれはもう俺が折れるしかなかった。美優からセックスしてほしいとおねだりされたようなものだからな。そんな可愛い妹の願いを無下にはできない。

　俺はスローモーションに近い動きで腰をグラインドさせ、キツい美優の膣壁を押し広げるように、剛直化したペニスを奥へと進める。すると、亀頭が子宮に近づくにつれて、美優の反応が一気によくなっていく。

「あっ……ああっ……!!」

　自分でも恥ずかしいくらいの声を出して、美優の顔が真っ赤に染まった。それでも挿入を止めずに、じっくりと美優の濡れた淫肉を堪能しながら、俺はペニスを深くまで差し込んだ。

「い、ひやぁ、それだめッ……、ゆっくりはだめ……っ！」

　緩慢な動きで挿入すると、美優は俺のペニスを細部まで感じとってしまう。そうなると、美優にとっては刺激が強くなりすぎるのだ。それなりの速さでピストンをしたほうが、美優が耐えられる快感になるらしい。

　俺は工夫も激しさもない淡々とした腰の動きを続けた。それでも美優の穴はびちゃびちゃといやらしい水音を立てるし、それが美優の羞恥を煽って快感を増幅させている。

　美優の子宮ギリギリ手前にある快感スポットにもペニスを届かせて、美優の体は激しくビクついているのに、美優はまだイかない。もう何度か絶頂していてもおかしくないのに。

「はうぅ……ひぁ……恥ずかしい……もうイカせて……」

　美優が泣きそうな顔で懇願してきて、さてどうしたものかと俺も思案する。俺も意地悪をしているつもりはないのだが、美優が達しないのだ。

　なぜかと考えると、ふと、美優はいつでも俺を気持ちよくする立場だったことを思い出す。美優のことをイかせるようになった今でも、そのタイミングは俺を射精させたあとばかりだった。ならば、こうして美優をかわいがるのではなく、一緒に気持ちよくなるセックスに切り替えれば美優もイクかもしれない。

「美優。俺も、もうイクからな」

　俺は美優の体に両腕を回して拘束し、膣コキとでもいうべき自分本位への挿入へと切り替える。美優の狭い肉穴に、カリや裏筋などの敏感なところを擦りつけて、射精に向けた準備運動を続けた。

「ああっ……ひぃっ……んああっ、あっ……お兄ちゃん……！」

　美優が敏感に艶声を上げて、膣内の肉がギュルンと蠢く。全身の痙攣と、その酸素の足りなさそうな呼吸が、演技ではない本物の絶頂を迎えようとしていることを示していた。

「気持ちいいよ、美優……締まってて最高に気持ちいい……！」

　ラブドールを抱くように、美優に何度もペニスを出し入れする。ただ快楽を貪るようにピストンをするほど美優の感度が増して、その表情は喜びに蕩けていった。いつだか性欲の処理と精液の処理は別だと言っていた美優にとって、性処理だけに使われる行為はそれだけ特別なものだったんだ。

　美優とは何度も肌を重ねているのに、まだまだ知らないことがたくさんある。そしてそれを知るたびに、美優のことが可愛く思えて、心の底から好きになる。もっと美優を性処理のために使ってあげたい。俺の性欲のすべてを美優に委ねて、精液が枯れるまで処理してもらいたい。

「んあっ、あっ……！　お兄ちゃんの、また、おっきくなってる……もう、だめ……だめぇ……ああうぅあっ……んあああっ!!」

「美優……もう、射精するからな…………イクぞ……美優ッ……！」

「あっんっああっ……お兄ちゃん……！　きひぇ……ああんっ……あっ……んひゃぁああっ……！」

　ドクン、ドクン、と射精するたびに、美優の膣肉がそれを吸い上げようと狭い肉穴をうねらせる。俺の精液が大好きなこの妹は、ついには溜まりに溜まった性欲を発散させて、額にうっすらと汗を浮かべて俺の胸に沈み込んできた。

「はぁ……ふあぁ……朝からがっつりエッチしてしまった……」

　美優は湯上がり後のような顔で全身を脱力させる。そして、まだ芯の残ったままのペニスを俺が引き抜くと、「んっ」と小さくエッチな声を漏らして、美優はその恥ずかしさに唇を噛みしめた。

「朝から可愛い妹とエッチができて幸せだよ」

　俺は美優の頭を撫でてからまた横に下ろす。着衣でのエッチだったので、コンドームを外して精液を拭ったら就寝前と同じ状態になった。

「妹が可愛くてよかったね」

「あとはこの日常がゲームに迷い込んだ夢でないことを祈るだけだな」

「お兄ちゃんが持ってるゲームは妹モノばっかりだったもんね」

　ピロートークにしては慎ましさのない会話をして、心地よい疲れを深い息と共に吐き去る。ゴムの口を縛ってティッシュに包もうとすると、美優が慌てて俺の腕を引っ張ってきた。

「ゴムは縛らないで、中身をティッシュに吸わせちゃって。もし私の頭がおかしくなったら、こっそり中身を使っちゃうかもしれないし」

　美優とのエッチには細心の注意を払う必要がある。生殖本能により増幅する美優の性欲は、想定外の妊娠をするリスクが高いのだ。

「俺が直接出した精子で受精しなくていいの？」

　そう尋ねたことに、深い意味はなかった。俺もそれなりのエロゲ脳になっているから、初体験のときのようにエロ漫画みたいな受精をねだる美優の気持ちを考えると、コンドームから絞り出した精液で受精するのは本意からズレると思ったのだ。

「あっ……そっか。その通りだね」

　そんな俺の言葉に、美優は即座に食いついて俺の手を握ってきた。

「その考えがあれば、大丈夫かも。私、お兄ちゃんに中出ししてもらった精子以外で妊娠しない。お兄ちゃんが『孕め』って命令しながら射精してくれたら、私はそれで受精するね」

「そうか。わかった」

　美優の誓いは元オタクである俺だから理解できたもので、一般人が聞いていたら困惑の極みだっただろう。やはりエロゲで性の勉強をしたのは間違いだったような。しかしまあ、美優がこうまではっきりと口にした約束をなかったことにするとは思えないし、ひとまず美優が俺の精子をこっそり使う心配がなくなったのは大きい。

「ところで、妹モノの何がよかったの？」

　美優は途切れていた会話の続きを聞いてきた。

「なんだろ。時間を共有してることに違和感がないからじゃないかな」

　改めて考えてみると、俺は妹属性そのものに惹かれていたわけではなかった気がした。

「妹なら一緒にいて違和感がないの？」

「可愛い女の子と親密な関係になるには、それなりに恵まれた才能がいるものだろ？　でも俺はコンプレックスの塊だったし、そういう主人公には感情移入ができなかったんだよ」

　険悪な関係から喧嘩を通して仲良くなっていく物語だって、ヒロインが嫌いな男にいがみ合うだけの時間を割いていること自体に違和感を覚えてしまう。

　俺がそう話すと、美優は神妙な顔つきでコクコクと頷いた。

「お兄ちゃんが普段から妙に冷静なのは、モテない自分に可愛くてエッチに協力的な妹がいたから？」

「それはだいぶある」

「でも私も奏さんも、むしろお兄ちゃんを都合よく使ってる側だよ？」

「わかってるよ。もう何度も言ってもらってるし。ただ、実感が追いついてないだけで」

　俺が美優の価値観や山本さんの過去を否定しなかったのは、結果的にそうだっただけのはずなのに、二人はそれが俺の性格由来だと確信的に主張する。今では自己評価を下げることもなくなったけど、こればかりは芯から理解するのに時間がかかりそうだ。

「奏さんのハマりっぷりを見れば、お兄ちゃんの魅力がわかろうものだよ」

　美優は優しく微笑んで、俺の胸骨を中指でコツコツする。現に二人がこれだけ俺を好いてくれているのだから、あとは俺が自信をつければいいだけだ。

「その山本さんなんだけど、このままで仲直り作戦は上手くいくのか？」

「もちろん。たまにイチャイチャしてるのも、その作戦の一環だからね」

「へえ。そうだったのか」

「うん」

　真顔でジッと俺を見つめてくる美優。なにやら意味ありげな目つきだ。

「イチャイチャは作戦の一環なのか」

　念の為に問い直してみる。

「いえ、まあ。したくてしてる部分は割合として少なくないのですが。計画の一部ということにしておかないと、羞恥に耐えかねるので」

「なぜそこで素直にならない」

　精液を飲んでもらうようになったあのときから、美優の感性は不思議なままだ。これまで謎掛けみたいに伝えられてきたあれこれも、美優からしたら独自の合理性に則って適切に選ばれた言葉だったんだろうな。

「私ってほら、恥ずかしい思いをするたびに知能がアレになるじゃないですか」

　自覚はあったんだな。

「なので、計画を破綻させないためにも、そう簡単にお兄ちゃん大好きモードになるわけにはいかないのですよ」

「そうか……」

　美優にとって、美優らしく生きることと、義理を貫くことは同義だ。たとえ思う存分イチャイチャしたい気持ちが燻っていたとしても、成すべきを成すまでは自己を律する。それが美優の言ったありのままの姿なんだ。

「作戦が終われば、簡単にお兄ちゃん大好きモードになる美優に会えるのだろうか」

「変な期待をするものではありません」

　やんわりと厳しく叱られてしまった。そんなガードの硬い妹は、ベッドから起き上がってグッと背伸びをする。

「私も私で、ようやく遥に返すものが見つかったからね。お互いにこれが最後の戦いになるわけだよ」

　美優は力強く拳を握る。そういえば、俺は遥から美優とエッチをさせてほしいと言われていたんだった。そう長くは続かないって言ってたけど、まさかこんなにも早くに終わるものだとは。

「返すものか。裁縫関係なのか？」

「まさか。遥は私じゃなきゃ満足しない。でも、もう体を売ることもできないから、となればあとは魂を売るしかないんだよ」

「魂を……!?」

　それはむしろ事態が悪化しているような気がするのだが。魂を売るとはどういうことなのか。

「とりあえず、朝ご飯にしましょう」

　美優はカーテンを開けて朝陽に目を細める。どうやら詳細までは話すつもりがないようなので、俺は大人しく美優に続いて階段を降りた。

　今朝は美優が調理担当で、エプロンをつけると美優は鮭を焼いてオーソドックスな和風の朝食を作ってくれた。

「なあ、美優。作戦のために俺とイチャイチャするのって、どんな意味があるんだ？」

　山本さんと俺が元の関係に戻るために、きっとこれからやることが最後の頑張りになる。だというのに、俺と山本さんは会うたびに睦まじくなっていくばかりで、友達に戻れるような解決に向かっているとはとても思えなかった。

「お兄ちゃんの女性経験は大半が性行為なわけじゃないですか」

「デートとかすっ飛ばしてまずセックスだからな」

「裏を返せば、エッチの経験値は足りているわけですよ」

「……つまり、恋人らしいイチャイチャの経験が少ないから、今はそっちの修行をする番だと？」

「まさしく」

　理は通っているのだろうが因果関係はまるでわからない。それでなぜ山本さんと友達復縁できるのか。

「お兄ちゃんが奏さんと一番イチャイチャした思い出ってどれ？」

「えっ……そうだな……」

　山本さんと過ごした最も新しい記憶は、カラオケやバスでエッチをしたこと。でもそれはイチャイチャしたというよりは互いの性欲を発散させただけに近い。やはり、デパートで過ごしたあのデートが山本さんとのイチャましい思い出としては鮮明にある。

「遥に呼び出された日に、山本さんとも会ってデパートで色んな店を回って、そのときの、なんというか……」

　そう話し始めたものの、舌の回りがどうにもよろしくなかった。たしかにあのデートは恋人がするそれと遜色ないものだったが、美優のことが常に頭にチラついていたし、どうにもギクシャクした時間を過ごした印象の方が強かった。

「いや、違うな。俺がまだ美優以外の彼女を作ろうと必死だった頃に、一週間近く泊まったあの時期かな」

　最後の最後で俺は美優を選んだが、あのとき美優からの電話がなかったら、俺は今頃山本さんと付き合っていてもおかしくなかった。それぐらいにあの期間は俺と山本さんの心の距離が近づいていたんだ。

「山本さんの部屋はフローリングで過ごすタイプだったからさ。一緒にご飯を食べるときは、いつも二人でぴったり並んでて。たぶん、それかな」

「ふむふむ。では今から同じようなことをやってみましょう」

　美優が食器をキッチン側のテーブルから背の低いテーブルへと移していくので、俺も美優と横に並ぶように食器を移動させることにした。同じようなことをするってことは、美優に「あーん」をして食べさせてもらえるということなのかな。いやマジなのか。

「もう何度か聞いてるけど、山本さんのための作戦ってことでいいんだよな？」

「もちろん。私だって奏さんには恩があるし。なにより、奏さんのことは私も好きだから。だからこそ妥協をするつもりはないんだよ。やるからには、徹底的にね」

　美優はカーペットの上に正座して、俺を見上げながら微笑む。

「山本さんとの接し方も前と同じでいいと」

「デートもエッチも奏さんの望むままに」

　迷いなく美優は頷く。

「もうだいぶ親密な雰囲気になってるんだが……」

　俺は食器を運び終えて美優の横に座る。一軒家だと広さがあるので山本さんの部屋の再現にまではならないが、どうしてだか美優が隣にいてくれるこの形はしっくりきた。

「それで大丈夫なんだよ、お兄ちゃん」

　美優は自信ありげに答える。

「奏さんには魔法をかけてある。だからお兄ちゃんは自然体のまま、奏さんのしたいようにイチャイチャすればいいの」

「ま、魔法……？」

「お兄ちゃんも知ってるアレだよ。気づかないなら、教えないけど」

　そこで話を区切って、美優は箸を手に持って鮭の身をほぐす。

　山本さんに満足するまでやらせる作戦なら、その先には解決がないことは俺にもわかる。俺と山本さんの仲が深まっていくばかりのこの状況で、いつか山本さんが別れを決めたとしても、悲しみやわだかまりを残さずに終われるはずがない。それなら振った後の関係のままでいたほうがまだマシだっただろう。

　これは俺と山本さんの関係を改善するための作戦であるのと同時に、美優の矜持を守るための作戦でもある。自分に不利益があっても義理を通す美優が、山本さんに俺との恋人体験をさせるだけなんて押しつけがましいやり方で、問題を解決するつもりだとは到底思えない。

「まあまあ、難しく考えずに。可愛い女の子とイチャイチャしてればいいだけなんて楽な仕事ではないですか」

　美優がほぐした鮭を箸でつまんで、空いている手を受け皿にしながら目の前に差し出してくる。本当にあーんをしてくれるらしい。

　山本さんに魔法が掛けられていて、しかもそれは俺が知っているものというのが気になるが……。今は美優とイチャイチャするのが先か。というか美優とイチャつくより優先するべきものなど一つとしてないのだ。よし、美優とイチャイチャするぞ。

「はい、お兄ちゃん。あーん」

　思いのほか楽しそうに美優が箸を運んでくるので、俺もそんな気分になってきた。

　口を開けるとそこにご飯が入れられて、ずいぶんと偉い立場になったような気さえする。美優に主人として慕ってもらえているからなのだろうか。

「美味しいよ。外でどんな料理を食べても、この味が一番染みる」

　取り立てて上質な素材を使っているわけではなくても、美優が作るご飯は美味しい。長年二人で料理を作り合ってきたおかげで俺の好みも把握している。

「お兄ちゃんが作るご飯も同じだよ」

　俺が味噌汁を飲んで、美優が鮭をご飯の上に乗せ、それを食べさせてもらう。これまで俺が作ってきた料理でも、美優が同じように思ってくれたのなら嬉しい。旅行で全国を飛び回ってきた美優に料理が美味いと評価してもらえるのはまた格別な喜びだ。

　俺が咀嚼している間に美優も自分のご飯を食べ進めて、それから、半分ほど食べ進んだところで各々の食事に戻った。

「あーんをするならスプーンのがよかったかな？」

「してもらえるなら頼む」

「ではデザートにしましょうか」

　美優はおもむろに立ち上がると、冷蔵庫にあったプリンを取ってきた。そして、両手のそれぞれにカップとスプーンを持ち、ジッと俺の食事姿を眺めながら待機している。正座で。

「この飯は食べ終えたほうがいいか」

「そうしてください」

　美優は俺が朝食を食べ終わるのを待っている。そんな姿が飼い犬のようで健気だった。客観的に物事を眺めているときは神のような全能さを持ち合わせているのに、自分の恋愛感情が関わるとどうにも不器用な妹だな。

　ボサッとしていると美優のご飯が冷めてしまうので、俺はかき込むように残りの食事を片付けた。

「よし、いいぞ」

　美優に食べさせてもらうためとはいえ色々と本末転倒な気がしてならないが、こうして謎の作戦に付き合っているのも面白いので、雨の日にできる恋人との過ごし方の一つだと思えば悪くはない。

「お兄ちゃん、あーん」

　カラメルソースに包まれてツルンと口に入ってきたプリンは、舌でほぐすとほのかな卵の香りを伴って甘みが広がっていく。一口食べると、美優がスプーンで次を用意してくれて、俺が飲み込むのを確認してからまた同じように口に運んでくれる。

「美味しい？」

「美味いよ」

「じゃあ私も食べるね」

　美優はまたプリンをひと掬いして、スプーンの先を数秒だけ凝視してから、パクっと自らの口に放った。

「どうした？」

「んや。間接キスだなと思って」

「今になってそんな淡い感情を抱くとは……」

　しかしまあ、わからないでもない。何かを介するだけで物の印象は変わるもの。口内射精に抵抗がない女の子でも、コップに出されたものは飲みたくないだろうしな。

　プリンがなくなるまで俺は美優に食べさせてもらって、恋人らしい時間を堪能できたものの、山本さんのときと比べると何か物足りなかった。それは美優も感じてくれているようで、どうしたものかと二人で首をかしげる。

「あれじゃないか。ある程度は美優が照れを感じないとダメなんじゃないかな」

「私にどんな恥ずかしい思いをしろと」

　目を細めて身構える美優。そこに俺はようやくらしさを覚えることができた。

　山本さんに「あーん」をしてもらうことで親密な雰囲気になれるのは、あの献身的な性格と大地のように豊かな母性が根源として備わっているからだ。いくら美優でもその道の天才である山本さんに敵うはずもなく、やはり分野というものは考えなければならない。

「要は、イチャイチャできればいいんだろ？　恋人らしく、他の人では満たされないくらいの」

　俺が話し始めると、美優は自分のご飯をもぐもぐ食べて胃に流し込む。

「たとえばだ。美優が『お兄ちゃん大好き、チュッチュ』とかしてくれたら、おそらくは何者も敵わない」

「それは私が死ぬんですが」

　実に冷静に、冷淡に、美優は俺の提案を切って伏せた。しかし、食事が終わる頃には美優の中でも整理がついたらしく、改めて俺に向かい合う。

「で、具体的には何をするんですか」

　美優に問われて、俺は首元の小さな赤い腫れを指差す。

「このキスマークをつけたときみたいにしてくれればいいんだよ」

「私はそのキスマークをつけたとき『お兄ちゃん大好き、チュッチュ』なんてしてませんが!!」

　美優は強く否定したが、記憶にないらしいので可能性はゼロではないし、むしろ高いと俺は思っている。

「ならフリでいい。このキスマークのついているあたりに、形だけのチュッチュをしてくれるだけでいいんだ」

「チュッチュっていう表現がすでに気持ち悪い……」

　美優はため息をついて、俺を蔑むような目で見てから、横を向いてまたため息をつき、再び距離のある視線で俺を睨んでから諦めたように三度目の深いため息をついた。

「まあ、その案を認めましょう」

　認めてもらってしまった。

　俺と美優は一区切りをつけるために、食器を片付けてから歯磨きや洗顔などの朝の支度を終えて、それからリビングに戻ってきてソファーに座った。イチャイチャ作戦の第二弾を始める前に、美優は深呼吸をして心を落ち着けて、それから膝立ちになって顔を近づけてくる。

「それじゃあ、始めますね」

　美優はこれからイチャイチャするカップルとは思えないむっつりした顔で、俺の首にキスをしてくれた。チュッと唇が離れると、俺と美優は真顔のまま、無言で見つめ合う。美優も俺が言わんとしていることを理解しているようで、眉毛が不機嫌そうにピクピクしていた。それから、やがて諦めたように美優は再び唇を近づけてきた。

「お、お兄ちゃん、だいすきー」

　呪文のようにぶつぶつと小さい声で、酷い棒読みをする美優。形だけとはいえ、これでは成ってない。

「大事なところが抜けてる」

「おにーちゃんだいすきー、ちゅっちゅー！　んむーっちゅ」

　ヤケになった美優がやぶれかぶれに首にも頬にもキスをしてくる。当初の目的を思い出してもっと恋人らしく振る舞ってもらいたいものだが、こんな美優でも可愛いので止めさせることができない。

「俺ってやっぱりすごく愛されてるよな」

「何を今さら」

　美優は大きな目をパチクリさせる。

「お兄ちゃん。男の人にとって、女の子に愛されていることの最もわかりやすい証はなんだと思いますか？」

「愛されている証？　なんだろうな……」

　女の子の立場を考慮するなら、一緒にいたいと伝えられることだったり、記念に残るような物を共有することだと思う。でも、男の人にとっての愛されている証というのなら、真っ先に思いつくのは肉体関係を許してもらうことだ。

「それとね、お兄ちゃん。ここに座っていて思い出すことはない？」

「思い出すことって言われてもな。それはさっきの質問に関することなのか……？」

　こんがらがった頭で周囲を見渡して、俺は美優の問いへの答えを探す。その答えは目に見えるところにはなかったが、たしかにソファーにいることで思い出されることはあった。

「あっ、あの封筒か」

　俺は美優に謎の小さな洋封筒をもらったんだった。そこに書いてある内容が、セックスに関する何かの注意文なのか。もし山本さんに関係することだとしたら例の魔法とやらについてわかるかもしれない。俺は玄関のコートハンガーに掛けっぱなしにしていた外出用のポーチから財布を取り出して、美優からもらった切手サイズの手紙を引っ張り出した。

「読んでいいのか？」

「うん」

　俺は封筒から小さい紙を取り出して、そこに書かれている美優からの短いメッセージを読んだ。そして、その文面を見て、俺の思考回路はしばらく止まることとなった。

『ピルを飲んでるのでゴムなしでエッチできます』

　内容が想像だにしなかったものだったために幻覚すら疑った。しかし、何度頭を振ってじっくり読んでみても、そこにはピルを飲むことにしたから生でセックスをして膣内射精をしてよいという意味の文章が書いてあった。

「こ、これは？」

「中出し許可証？」

　そんな単語をどこで覚えてきたんだ。いや俺のやってたゲームにもそんな単語があったっけな。己の汚れた過去を強く反省しなければならない。

「どこから突っ込めばいいのかわからないんだが……。これを手紙にした意味はあるのか？」

　口にするのが恥ずかしかったのだろうか。でもこれは将来にも関わる大事なことだし、生でするにしてもきちんと話し合ってからにするべきだと思うのだが。

「理由はたくさんあるよ。お兄ちゃんは私がそれを渡すときに言ったことを覚えてる？」

　この手紙を渡されたときに美優に言われたことか。そう問われるまでは忘れていたが、美優は「理性があるときの私が書いた」とわざわざ口にしていたんだったな。

「お兄ちゃんと本番をするようになって、私が急にピルを飲むから中出ししていいなんて言い出したら怪しいでしょ？　子作りしたくて嘘をついてるかもしれないし」

「する前に言えばよかったのでは」

「それについても色々ありまして」

　どうやらそう簡単な話でもないらしい。

「お兄ちゃんにどれだけ知識があるかわからないから、念の為にお伝えするのですが」

　ピルには生理周期を安定させる目的もあるため、原則としては生理明けから服用することになる。排卵日から十日ほど経っていれば服用前から中出ししても安全だったが、生理周期自体に不確定要素が多すぎることと、美優の生殖本能が強すぎるので薬効が浸透する前の中途半端な生セックスは極めて危険だった。

　それに加えて、美優の理性がセックスに耐えられるかを、まずはゴム付きで判断しなければならなかったのだ。そのためにも初体験を前に俺に不要な情報を入れておきたくなかったらしい。

「他にもまだ理由はあるんだけど、安全と雰囲気を考慮した結果ということで」

　残されている理由が気になるところだが、一つ謎が明らかになったのはよかった。

「ん？　もしかして、これって最初の質問に繋がってる？」

「そうだよ。妹がお兄ちゃんに中出しを許したんだから、これはもう愛されている以外にないではないですか」

　そんな愛情の伝え方があってたまるか。

「美優と生でセックスしていいのか」

「今すぐはダメだからね。お兄ちゃんとした感覚からすると、まだ受精する余力が残ってるから」

「そんなことまでわかるとは驚いた」

　生殖能力のすべてを兄とのセックスに注いでいるだけあるな。

「お兄ちゃん。外は雨だね」

　美優が身を預けてきて、俺は流れのままにソファーに横になった。

「ああ。雨だな」

　両親のいない家。その外側を、雨粒がカーテンのように囲っている。

「兄妹のセックスが一番似合う天気だよね」

　美優は俺の喉元をジッと見つめて、そこにゆっくりと唇を落とした。

「今日は丸一日、声を我慢しなくていいからな」

「ばか。一日ずっとなんてするわけないでしょ」

　呆れたような、怒ったような、そんな声で叱りながら、美優は五月雨のようにキスをしてくる。

「お兄ちゃん。大好き」

「俺も好きだよ。美優」

　俺が口を開くと、それを塞ぐように美優がキスをしてきて、そこからは舌を絡めてくちづけを貪り合った。

　密着したわずかな空間に満ちる蒸し暑さに、俺の股間は膨らんで、それでもすぐにセックスを要求することなく美優の体を弄り続ける。こうやって、やんわりと叱られながらイチャイチャすることが、俺と美優の恋人らしさだと再認識することができた。俺と美優の間だけにしか生まれないこの愛の形を、今は大切にしていたい。

「お兄ちゃん。そろそろ、妹を襲える頃合いですよ」

　美優が小声で心の内を伝えてくる。エッチがしたいのだろうか。

「今は俺と美優の愛の形を確かめ合う時間かなって」

「そんなこと言ったってほら。ピルを飲んでゴムを使わなくなるんだし。いっぱい買ったじゃないですか」

　美優がなりふり構わない薦め方をしてくる。エッチがしたいんだな。

「美優がいるって言うから」

「私は棚にあるよって言っただけですが」

「どうしても兄をエッチな男にしたいらしいな」

「エッチな妹であることを認めたくない乙女心を察するのも兄の役目です」

　口にしてしまったら意味がないだろう。

「わかったよ。でも、一日中することになっても怒るなよ？」

「怒るけどしてほしいの選択肢はありませんか……？」

　まったく難儀な妹だ。でも、そんなところがまた可愛い。

「だったら、美優が怒らなくなるまで、美優が怒るたびにするからな」

　俺は合意の意味を込めたくちづけをして、美優と一緒にソファーに沈み込んだ。
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　俺は美優とセックスするとき以外は部屋に篭りきりなっていて、すでに学校の宿題も終わりが見えていた。恋仲になったのでもっと一緒にいる時間を増やすべきだとも思うのだが、俺たちにはむしろ間を作るぐらいが適切らしい。これまで俺と美優はずっとそれぞれの都合で暮らしていたため、必要なときだけ側にいるほうが体に馴染んでいる。

　それに、美優は理解している。男の愛は性欲と結びついて切り離せないことを。施しと渇きはどちらも適切な量だけ必要で、壁一つ分でも離れて過ごしていたほうが、ムラムラと愛情は強くなるのだ。

（昼までにはまだ時間があるか）

　俺は学校の問題集を閉じて、受験勉強用の参考書を机に広げる。この頃は問題文を読むことにも抵抗がなく進みがよい。自分で言うのもなんだが、美優の兄である俺の脳の作りは悪くないみたいだ。とはいえ、ゲームには知能とは別のゲーム勘が必要なように、勉強を効率的に行うためには勉強脳を鍛える必要があったみたいで、これまでサボってきたツケはそう簡単に払えそうにはなかった。

　そんな俺にも救いの手が差し伸べられている。山本さんから勉強会をしないかと提案されているのだ。俺がデパートで勉強道具を買っていたことを山本さんが覚えてくれていた。

　これが勉強会という名目のエッチを楽しむ会であることは明らかなのだが、勉強もできて美優の計画も進められるなら一石二鳥なので断る理由はない。俺は前向きに検討しているとだけ返事をして、午前中は勉強に集中することに。昼飯のタイミングで美優に今後の予定を聞くことにしよう。さすがに美優とのデートより優先するものはないからな。

　不慣れに参考書に蛍光ペンを引いて、キリのいいところまで進めてから、俺は勉強道具を片付けて部屋を出た。隣の部屋のドアをノックしても返事はなく、料理当番の美優はもう一階に降りている。俺がリビングに行くと美優がキッチンに立っていて、下味をつけた肉やスープを保存パックに入れて冷凍し、余った野菜を切っては混ぜて別のパックに小分けにしていた。

「勉強、お疲れさま」

　俺に気づいた美優が労いの言葉をかけてくれた。昨晩も一緒に寝ていたので朝から俺が勉強をしていたことは美優も知っている。今朝の美優はまたずいぶんと寝ぼけていて引き剥がすのに二十分ほどかかったが。

「宿題は片付いたよ」

　俺が返事をする先には、髪を二つに結んだ美優がいる。毛量が多いので結うときは束を分けたほうが楽らしい。

「それはよかった」

　美優は「これで残りの時間は他のことに使えるね」と、ほのかに口元を緩めて下準備を続けた。他のことというのが、受験勉強を指すのか、仲直り計画を指すのか、はたまた美優とのエッチを指すのか。それはともかくとして、エプロン姿で料理に励む美優は眩しいくらいに可愛かった。

「献立にない食材も出してるな」

「性欲旺盛なお兄ちゃんのせいで献立の意味もなくなってきたからね」

　野菜の処理が終わって、美優は包丁を洗い、水滴を拭ってからケースにしまう。一日二回以上のペースでセックスをして、事後はそのまま寝てしまうこともあり、日に三度の飯が食べられずに冷蔵庫の中身を余らせていたのだ。

　そのため、これからは作り置きをメインにして、必要なときに食べる方針に切り替えたらしい。俺に受験勉強を優先させて美優が料理当番を増やしたこともある。今年受験するのは美優なんだが、俺と同じ高校に来るつもりらしい美優に受験勉強など不要なのだ。

「やりすぎかな」

「それはもう。妹を相手にやりまくりですよお兄さん」

　俺が美優のすぐ後ろに立つと、俺の鎖骨より下に美優の頭頂がくる。そこから艶やかな髪が流れ落ちて、お人形のような小さく整った顔があって、その下は元気に発育した胸部によって見えなくなっていた。

　これで痩せ型なんてことがあるのか。俺とエッチするようになってからはむしろムッチリ度が増してさえいる。肉体が性熟しているからこそ、飾り気のない無地の服とエプロンでも、妙なフェチズムを感じられる。このエロスを凝縮したような妹が、にゃんにゃんと甘えてくれる女の子だったらな……いや、普段の美優がこれだけクールだからこそそうした欲望が湧いてくるのか。

　美優は俺が邪悪な妄想をしていても、体をベタベタと触っても、気にせず洗った調理器具を拭いていた。どこか他人行儀でも愛情を感じるのはこの妹にしかない魅力と言えよう。

「美優は今日また一段とエ……エプロンが似合うな」

　邪念のせいで「エロい」と舌が滑るところだった。本当は可愛いと褒めるつもりだったのに。

「ただのエプロンがそんなにいいの？」

　美優は両手の指でエプロンを摘んで上目で俺を見る。

「ただのエプロン姿だからいいんだよ」

　昨今、エプロンといえば有無を言わさず裸エプロンだが、俺は普段着にエプロンを重ねている格好の方が可愛いと思うし、その姿のままで興奮する。なにより、以前まではおっぱいが目立たない服を着ていた美優が、エプロンの紐を縛ることでその膨らみを強調させているのだ。エロくないわけがない。

「それはおっぱいに興奮しているのでは」

「おっぱいにも興奮しているというのが正しいな」

　こんな妹がいるのでは否が応でも勃起してしまう。もはや俺は日常生活でこの妹に勃起を強いられていると言ってもいい。

「あの、お兄ちゃん」

「いやほら、今日はまだしてなかっただろ」

　着衣のまま勃起したペニスを押しつけるのは、セックスとはまた違った興奮と快感がある。男の性欲とはそういうものだ。

「今作ったのは明日からの分だからね。お昼ご飯はこれからお料理するんだよ」

「だからちょうどいいタイミングかと思って」

　キッチンの上も片付いてキレイになっているし。

「私はお兄ちゃんとエッチすると妙にお腹いっぱいになるんだよね」

「なら飯の前後は控えたほうがいい？」

「いえまあ別にいいんですけどね。兄の性欲を満たすのは妹の義務なので」

　美優はなんだかんだ言いつつもその気になってくれたようで、俺を後ろに下がらせると、キッチンに手をつけるだけの幅を取った。そして、スカートの中に両手を入れて、パンツをずり下ろし、太ももの付け根にある臀部の肉の盛り上がりが見えるくらいに背面のスカートをたくし上げた。

「はい、どうぞ」

　セックスをするまでの準備はそれだけだった。前戯もなし、脱衣も最小限で、誘い文句も極めて簡潔。女の子に挿し入れ口を出されておきながら、俺はウブな男児のように混乱していた。

「挿れればいいのか……？」

「そのための穴だからね」

　それはそうだけどさ。

「ゴムは持ってるよね？」

「持ってはいるよ」

　この数日、俺がベッド以外の場所でも欲情するせいで、コンドームは常に持ち歩くことになっていた。美優からの雰囲気を壊すなという旨のお達しである。

「なら、はい。早くつけて」

「お、おう」

　俺は促されるままにコンドームをつけた。勃起はしているし、セックスもしたい。しかし……。

「なあ、前から思ってたんだけど。美優は前戯とかいらないの？」

「お兄ちゃんとスキンシップするだけで濡れるから」

「美優が濡れやすいのは知ってるんだけどさ」

　前戯をするのは挿入の痛みを緩和させるためだけではない。セックスを盛り上げる前準備でもあるし、オーラルの時点から本番と同じように楽しみたい人だって多くいる。男としてのテクニックの見せ所でもあるのだ。

「少しぐらい、指でする時間があってもいいんじゃないか」

「えー……だってお兄ちゃん変な触り方するし……」

「しないって」

　美優は恥ずかしがり屋なのだ。これまでのやりとりからしても、されたくないわけではないはず。

「指でするの上手いって美優も褒めてくれただろ？」

「嘘はついてないよ。でも私は一度たりともしてほしいとねだったことはないからね」

　なるほど、たしかにそれはその通りだ。美優の態度があからさまに誘っていたことはあっても、はっきりと言葉にしてお願いされたことはないし、舐めることに至っては凄まじい勢いで拒絶された。

「だったら、俺がしたいから、少しだけ指でさせてくれないか」

「もー。仕方ないな。少しだけだからね」

　美優は諦めた様子で承諾してくれた。これまではセックスするとなったら即挿入だったからな。美優だってアソコに触られることに慣れたら前戯が欲しくなるはず。

　そう信じて俺は美優のスカートに手を突っ込み、下腹部から美優の股に指を触れさせた。美優はやや前屈みになって、二つに結んでいた左右の髪が背中から滑り落ちる。

「んっ……」

　美優の反応は悪くなかった。今でも変わらず毛の一本も生えていない陰唇が、指触りのよいぷっくりとした緩い丘を作っていて、俺は割れ目の左右に二本の指を滑らせて美優の感度を高めていった。

「あっ……んあっ……だから……そこ……だ、だめっ……」

　指先を押し込むと弾みのよい肉がぷにぷにと返ってくるのがたまらない。その秘部は本人のドライな性格に似たのか侵入者を拒むようにぴっちりと閉ざされていて、しかし、指の一本でも入ることを許せば、卵の黄身を割るようにトロッと熱い粘液が垂れてくる。

「にゃぁ……あんっ……だめだってば……！　やっぱりそういう触り方する……！」

　美優が力いっぱいに太ももを閉じてきたので、俺は美優の腰を抱えたまま指を止めた。美優は恥ずかしそうにしながら俺を睨んでいる。

「人のコンプレックスをねちねちと……！」

　美優は子供っぽい自分のアソコを気にしている。それは俺も知っていた。しかし、これまで愛撫を拒んできたのは、感じている姿を一方的に見られるのが嫌だったという理由が主だったはず。

　気持ちよくなっている姿を俺に見られることには慣れてきたから、残されたコンプレックスが大きな存在になってしまったのかな。ならば、それをコンプレックスでないものに──いや、むしろ長所として誇れるものにしてあげたらいい。

「美優、聞いてくれ。巨乳で『つるぷに』は男のロマンなんだ」

　パイパンなだけでも、あどけないだけでも足りない。美優のように大人びた少女のアソコが、新雪を思わせる白肌でぷっくりした縦スジになっているのが好ましいのだ。

「下が『つるぷに』なら上は『つるぺた』で然るべきなんです女の子は」

　二人の性癖は噛み合わなかった。これは言葉で交わした以上に根深い方向性の違いがありそうだ。無理に踏み込むのは危険かもしれない。

　しかし、だからといって手マンを断念するわけにはいかない。俺には確信がある。このイヤイヤは、いつもの『口にするほど気にしていない』の範疇であると。

「なあ美優。他の人には見せたくなくて、ましてや男には絶対に触れさせたくないような、その可愛らしいつるぷにをだな」

「可愛らしいは余計です。あと妹の陰部を指してつるぷにを強調するものではありません。自分が一番よくわかっています」

　それは申し訳なかった。

「そんな誰にも見せたくない、体の一部をだ。俺にだけ触らせるところにしてくれたら……俺と美優の関係にも、もう少し特別感が出るんじゃないかな」

「もう充分に特別な関係だと思うけど……」

　美優は釈然としない様子で、しかし、万力のように俺の手を締め上げていたふとももの力は緩んでいく。

「私もお兄ちゃんと本番エッチするようになったら、少し大人っぽくなると思ってたんだけどね」

「驚くほどぴっちりつるつるしたままだよな」

　おまけに連日セックスしても膣のキツさも変わらないし。

「一生この白桃みたいなお股と過ごしていくのかと思うと気が重い」

「温泉以外で見ることがあるのは俺だけだよ」

「まあそうだね」

　美優と会話する空気もマイルドになってきた。この流れならいけるか。

「というわけで、続きをするからな」

「えっ、あ、ちょっ……私は、まだ許可したわけじゃ……んっあっ……」

　俺は再び美優の股に指を這わせて、奥に手を入れるときは全体を撫でるように伸ばし、引くときは曲げてクリを刺激した。

「あっ……あっ……だ、メッ……おにい、ちゃん……それ……だめぇ……」

　美優の喘ぎ声は先ほどより小さくなっていた。悦びが混じり始めたその声を、美優は自覚して必死に抑え込もうとしている。しかし、俺が穴の入り口をなぞるように指先で撫で回すと、美優も我慢ならなくなって溜めていた息を一気に吐き出した。

「やっ……ひやぁ……やめっ……そんなに触っちゃイヤ……！」

　美優は腰をくねらせて俺の手を退けようとするが、背後からガッチリとホールドしている俺の優勢が変わることはない。俺が指の第二関節を曲げて蜜壺の表層をかき回すと、抵抗感より快感が上回ったのか美優の暴れる力が弱まって、俺は四指の全体を使って美優のまっさらな股間を撫で回した。

「んんっ、あっ……こら、やめなさい……！」

「美優……頼む……俺はもうこのつるぷにじゃないと満足できないんだ……！」

「いゃ、あっ！　もう、お兄ちゃん……ほんとに気持ち悪い……!!」

　口では俺を拒絶しながらも、刺激を逃すように動いていたはずの腰はいつの間にか前後に振られていた。そんな正直者な妹に、俺は中指を上にしてその先端を穴に当てがってやる。すると、美優が腰を突き出す動きに合わせて、俺の中指が美優の膣内にニュルッと根元まで入り込んだ。

「あああっ──イッ……っ──!!」

　美優はキッチンの縁に力いっぱいに掴まって、爪先立ちになりながらオーガズムに達した。しばらくそのまま硬直して、膣内の疼きが収まったところで踵を下ろし、美優は息を整えてから涙目で俺を睨む。

「ううっ……変態のロリコンめ……」

　まさか前戯をするだけでここまで妹に蔑まれるとは。

「もう怒ったんだからね」

　美優は頬をぷぅと膨らませて冷蔵庫まで移動し、磁石で扉にくっついていたキッチンタイマーを取って戻ってきた。それから、時間をリセットし、次いで『一分』のボタンを一度だけ押してキッチンに置いた。

「タイマーが鳴るまでに出して」

「さすがに短すぎないか!?」

「足りるでしょ。お兄ちゃんどうせ早漏なんだし」

　結構それグサッときてるんだが。

「ほら、さっさと挿れる」

　美優はお尻を向けて情緒のかけらもなく誘ってきた。悔しいことにこれだけ怒られ罵倒されても、ペニスは勃起しっぱなしだったので挿入することができてしまう。

「奥まで挿れるのはダメなんだよな？」

「当たり前です。許容幅はカリ下三センチですので。厳に守るように。私にはわかりますからね」

　美優はツインテールの片側を鞭打つように振って、キッと俺を睨む。膣に入れていいペニスの長さまで決めるなんて風紀委員にでもなったのか。いっそ制服でエッチをさせてくれたらいいのに。最近は着衣でするのにも抵抗がなさそうだから、頼んだらさせてくれそうだ。

　こんなに強気でいても、性感帯を責められると俺と変わらないくらいの雑魚になるので即落ち二コマになるのは目に見えている。それでも美優なりのプライドというか、素の自分はまだエッチの快感に溺れていないことを誇示しておきたいらしく、欲しがる姿は絶対に見せない。

　どうせ堕ちたら本能ちゃんのせいにされるのだし。なんだかエロエロモードの美優が不憫に思えてきた。

「何をボサッとしてるの」

「わかってるって。挿れるよ」

　俺はスカートをめくり上げて生肌の露出されたお尻を見下ろす。太ももに掛かったままのパンツは床に落としておくか、このままにしておくか悩むところだ。セックスのときに大事なのは穴の向きとペニスの角度で、立ちバックというものは脚を広げてもらわなければきちんと挿入することはできない。

　とはいえどうせ半分しか挿れることが許されていないのだし、美優を軽く持ち上げて挿れてしまうか。兄の性処理に使われたいこの妹なら、雑にペニスを出し入れするだけでも満足するはず。

　美優は無心に努めようと窓の外を見つめていて、あれだけ強気な態度を取っただけあって簡単に陥落するわけにはいかないと構えているようだ。そんな美優に俺は背面から覆いかぶさって腰に手を回し、軽く爪先立ちをさせるくらいに持ち上げてから、タイマーのスタートボタンを押してすぐにペニスを挿入した。

「うっ……くぅ……っ──」

　軽く指でイジるくらいではすぐにぴっちりと閉じてしまう美優の割れ目には、大量の愛液がダムのようにせき止められていて、亀頭が侵入するのと同時に生まれた気泡がぐじゅりと音を立てると、美優は真顔のまま薄っすらと頬を赤らめた。

　美優の注文通りにペニスの半分ほどの深さでストロークをして、美優が俺の肉棒の形状まで感じ取ってしまわないように一定以上の速さを保つ。俺とセックスをするために作られた美優の膣穴は、ペニスのカリ首の当たりが美優の性感帯と絶妙にフィットして、奥まで差し込まなくてもギュンギュンと竿を搾り上げてきた。後背から犯す犬の交尾のようなこの体位が、俺の性本能も刺激してイキやすくさせてくるのだ。

　悔しいことに一分もあれば射精ができるのは事実だった。だが、そろそろ俺も兄としての威厳を示すときというか、無様に射精してばかりではいられない。ギリギリまで射精をしないように、俺も無心で腰を振った。そうしてセックスを続けること三十秒。

「ふっ……ぁ……ふうぅ……ん、んんっ……ぁっ……」

　ふと美優の横顔をうかがってみると、その表情はだらしないくらいに緩んでトロトロに蕩けていた。キッチン台に腕を張り、背筋はまっすぐに伸ばして毅然とした態度を見せているが、脳内は快楽を叫ぶ淫らな言葉で溢れかえっていることだろう。

　美優はそんな状態でもタイマーだけには意識をやっていた。カリ首に愛液をかき出されて秘部からぴちゃぴちゃと音を立てながら、美優は六十秒のカウントダウンを確認している。その視線を戻すたびに、悦楽の奥に切なさを滲ませる美優は、きっと時間制限をしたことを後悔しているはず。

「もう、イキそうだよ、美優。ほんとに、こんな早く出していいのか……？」

　俺はそんな美優に背後から煽るように尋ねてみた。すると美優は何かを取り繕うように、緩んでいた表情を隠して強気な目に戻る。

「と、当然です……ん、ああっ、わたし、には……お昼を作る……役目が……あっ……んぐっ……はぁっ……」

　呼吸と一緒に押さえ込まれていた嬌声が美優の口から漏れ出る。こんな状況になっても兄にご飯を作る気でいてくれる健気な妹だ。

「んっ……もう、一分経つんだから……あっ、ああっ、ん、あっ……早く出さないと……！」

　あと十秒もすれば時間切れになる。だが、美優が俺に注文したのは「タイマーが鳴るまでに射精する」こと。俺も一分あれば足りることには納得したが、だからといって一分以内にイクと約束したわけではない。

「美優はタイマーが鳴るまでに出せって言っただけだよな」

　俺はタイマーに手を伸ばして一時停止のボタンを押した。これで好きなだけ美優の肉穴でペニスを擦っていられる。

「あっ、ちょ、そんな屁理屈……ズルっ、いッ……んやっ、ああんっ……！」

　一段落つけると安堵していた美優につけ込み、俺はピストンする速度を上げた。

「あんっ、あっ……ああっ……んあっ……！　おにい、ちゃん、ヒドい……んんっ、ああっ……そんなこと、したら、怒るんだからっ……！」

　口では怒っていても、美優はその声音にセックスの享楽を隠しきれていなかった。横目で俺を睨む瞳にさえ、情欲に塗れた愛のマークが映っている。

「怒ってても美優は気持ちよさそうだよ」

　俺がほんの少しペニスを深く突き刺せば、美優はワントーン上げて喉を絞った声を漏らす。私物化を望む美優でも、ただ好き勝手されるだけで喜ぶことはなくて、理屈が通っているからこそ意にそぐわないことも美優は受け入れてくれる。つまるところ、タイマーを止めたことに言い分のある俺は、いくらでも美優にペニスを挿れてもいい。

「あんっ、あっ……きもちぃ、けど……んぐっ……ふぁ……それ……と、これとは……んんっ、ああっ……！」

　俺の肉棒を貫通させている美優の下の口が、フェラチオをするようにぐぱぐぱと蠕動する。俺も亀頭の先に神経が集中してきて、ひと擦りするたびに股間に響いてくる快感も増していった。

「やばい、もう本当に我慢できないかも……」

「ああっん……あっ……我慢なんて、してないで…………今すぐ……出しなさい……!!」

　顎を浮かせて涙目の美優から厳しめの命令を受けて、俺の体が急激に熱くなっていく。これほど強く射精しろと命令されたのは初めてだった。そのせいか、俺の胸のうちにはトキメキにも似た昂揚が滾っている。ペニスはビクンビクンと美優の膣内で跳ね上がり、思考をするよりも早くこの体は屈服した。

「み……みゆ…………もう、出るからな……美優……美優ッッッ──!!」

　射精するまでは一瞬だった。俺はペニスを浅い位置で動かしたまま、美優の膣内でびゅるびゅると精子を放出し、射精の終わりに合わせて徐々にピストンのテンポを落としていく。さすがに動かしながらの射精ではその瞬間まではわからなかったのか、珍しいことに美優は俺と一緒に絶頂することはなく、ひとまずの行為の終わりにペニスを抜かれるとぐったりとキッチンに項垂れた。

　俺が美優の腰を解放すると、爪先立ちでギリギリ体を支えていた足が筋力の限界を迎えていたようで、美優はガクガクと脚を震わせていた。コンドームを結んでゴミ箱に捨てるまでの間に美優は呼吸を整え、片手で少しずつ全体を引き上げながらパンツを穿く。

「お……お昼、作らないと……」

　セックスの直後でも構わず美優は調理に取り掛かった。エプロンで内股気味の脚を隠してキッチンを小幅で歩いている。疲れたのなら休んでから始めればいいのに、手伝おうかと言っても美優は頑なに拒むので、俺はソファーでスマホを手にぐだぐだと過ごしていた。

　美優とは会話をすることもなく料理は並べられ、俺は美優といつものように昼飯を食べることに。

「無理してご飯を作る理由はあったの？」

　あからさまな態度だったので尋ねてみた。ご飯が並べられる頃には美優の呼吸も落ち着いていて、座るときに股のあたりを気にすること以外は平常通りに戻っていた。

「私はイチャイチャするためのエッチと性処理は別だと思うから、どうあれ処理の方はサクッと抜きたいわけですよ」

「なるほど」

　性処理ではたとえ挿入されても快楽に溺れたくはないらしく、その結果としてヘトヘトで料理もできないような状態になるのは美優の本意ではないようだった。俺も性欲を処理してもらうだけのエッチも嫌いではないし、深みに嵌るわけにはいかない俺たち兄妹にとって、抜き目的のセックスも今後の日常生活には必要なのかもしれない。

「フラストレーションが溜まったりしないかな」

「お兄ちゃんはまだまだ甘いね。エッチ初心者だから仕方ないけど」

　女限定に経験豊富な美優が上から目線で語ってくる。それなりに経験人数のいる俺がエッチ初心者とはどういうことなのか。これでも半野外でのプレイや、授乳、コスプレなどのエッチもひと通りこなしているのだが。美優は「具体的に今後をイメージしてみればわかる」とだけ俺に告げて、ご飯を食べ終えてからは自室へ戻ってしまった。

　俺はというと、勉強に戻るでもなくウダウダとまたソファーに寝転ぶことに。このまま雨が止むまでデートを控えていたら夏休みが終わってしまう。美優との思い出を残しておくなら無理にでも外出しておくべきだ。とはいえ、花火大会などのめぼしいイベントは大部分が八月上旬に終わってしまっているため、ネットで調べてみても温泉旅行特集ぐらいしか見つからなかった。美優と一緒なら景色のいいところに電車で行って泊まるだけでも楽しいかもしれないけども。

　そうしてしばらく今後の予定を考えてから、俺は天井を見上げてボーッとしていた。

（そういえば……そろそろアレの日だって美優は言ってたな……）

　いわゆる女の子の日と呼ばれる、俺たち男にはその実態の秘匿された生理という名の現象。男側が生活する上で意識することといえば、ホルモンバランスが崩れて体調が悪くなることと、数日間はセックスができなくなるということくらいだが。この生理が明けるのに合わせて、美優とは生でセックスができるようになる。

　そうすれば俺は美優に中出しできるようになるんだ。あれだけＡＶやエロアニメでは見てきた行為なのに、いざ自分がするとなると実感がわかない。美優が「イメージしてみればわかる」と言ったのは中出しをするようになったあとの関係だと思うが、はたして中出しと淡白なセックスはエロく結びつくものだろうか。

　中出しセックスといえば、エロゲでもエロ漫画でも濃厚なラブシーンとして描かれるもの。それが陵辱のような一方的なものであっても、とにかく濃い交わりとして扱われていて、それだけ女の子の膣内に精液を流し込む行為には特別な意味がある。

　そんな中出しを、セックスとしての行為とは切り離して性処理のためだけに使う。それはもはやオナホのように扱うですらなく、ただ精液を流し込むだけの作業と言っていい。……いや、たしかにそれは、エロい行為なのかもしれないけれども。

　中出しなんてしたら、膣内に残った精液がパンツに滴り落ちて、美優はトイレに入るたびにセックスしたことを思い出すことになるかもしれない。あの体質でムラムラせずにいられるのだろうか。美優が他の子たちと違うところはいくつか挙げられるけど、オナニーが好きなのは女の子にしては珍しい性格だよな。山本さんだって俺と会うまではほとんどすることがなかったって言ってたし。

　もしかして、今も部屋に戻ってしてたりするのかな。あんな中途半端なセックスでは美優も欲求不満になるはず。俺と一緒にいるときはＴシャツを基本としたシンプルな服ばかりだし、一人でするときぐらいはまた可愛い服を着てたりして。

　そういや、山本さんと勉強会をするために美優の都合を聞くつもりだったのに、すっかり忘れていた。今部屋に行ったら怒られるかな。オナニーをしてるかどうかを確認をするためには、聞き耳するかドアをノックしなければならない。同じ家に住む恋人がオナニーをしている声をこっそり聞くのは盗み聞きになるのだろうか。直接性器を擦りつけ合ってエッチをするのも、面と向かって自慰をし合うのも、お互いをオカズにしてこっそりオナニーをするのも、恋人の関係からすれば似たようなもの。ならば、バレないように確認するぐらいならいいか。

　と、こじつけのような理屈を捏ねて二階に上がることに。美優の友人らに影響されて俺の人間性も捻れてしまったようだが、今さら後悔することもない。階段に登るとドアが二つ見えて、その手前側が俺の部屋、奥が美優の部屋になっている。この家は古い建物ではないのだが、我々子どもたちにとって致命的な欠陥を抱えている点といえば、やはり小部屋のドアに鍵がないことだろう。自慰行為を覚えた思春期の少年少女からしたら心穏やかならぬ環境だ。それでも俺は美優が自分の部屋に入ってくることなどないと思って堂々とエロゲをやっていたんだけどな。

　足音を立てないように近づいて、美優の部屋の前まで来ても、喘ぎ声らしいものは聞こえなかった。俺が初めて美優のオナニーを目撃したときは俺がバイトで帰ってこないと美優が思っていたからこそあれだけ大胆にしていたんだ。外出する予定のない俺がいつ二階に戻ってくるかわからないこの状況では、美優もさすがに声までは出せないか。

（オナニーしてる前提ってのがまず失礼なんだよな）

　俺はこれまでの邪悪な思考を深呼吸と共に吐き捨てて、美優の部屋のドアをノックした。

「美優。今いいか？」

　声を掛けて、反応がないまま十秒、二十秒と時間が過ぎた。部屋にいないはずはないのだが、まさか俺の部屋にいるわけもあるまい。念のために自分の部屋に行ってみたが、やはり人影はなく、使用された形跡もなかった。となればもう、美優がオナニーをしていたところに俺がノックをしてしまったから、すぐに出られなかったと考えるほうが自然か。そう思っているところで隣のドアノブが回る音がして、ギギギと重たく扉が開かれていく。

「取り込み中だったか？」

　美優は数センチだけドアを開け、なおかつ顔を斜めにして目元しか見えないようにしていた。裸になっていたのなら服を着る十数秒だけで済むし、これは恥ずかしい服を着ていて上手く応対ができなかったパターンだな。

「ご覧の有様なのですが」

　美優は気まづそうに眉をひそめて答える。今着てるものは見せられないよということだ。まあそうだよな。

「すまんな」

「ご用件は」

「直近の美優の予定を聞こうと思って」

「奏さん優先のスケジュールでいいよ」

　さすがに美優は俺の言わんとしていることがわかるようだ。

「わかった」

　そんな短い言葉のやり取りをして、美優がずっと目のあたりしか見せていないことに、俺は若干の引っかかりを覚える。いつもなら顔を出すくらいはしてくれるのに。

「着てるんだよな？」

「うん」

「新しいやつなのか？」

「新しいというか、魂を売るための衣装」

「ほう」

　それが遥に返す最後の恩義ということか。美優は淡々と答えているが、ドアの影に隠れているのはとんでもないエロ衣装だったりするのかもしれない。

「服そのものはエッチではないのですが」

「ならどうして隠すんだ？」

　俺も美優のロリコスはいくつも見てきているし、それなりの理解は示しているつもりだ。

「ひと口では言えない……。からまあ、しょうがないか」

　美優はドアを開けて衣装の全容を俺に見せてくれた。身につけているブラウスは黒い縦のストライプで、ロリータ服としては綺麗にまとまった装いをしている。しかし、その中でとりわけ目を引いたのは、ツインテールに乗っかった三角形の小高い二つの山と、臀部から細く長く伸びたしなやかな尾っぽだった。いわゆるネコミミファッションと呼ばれる性癖アイテムである。

「美優……そんなもの、どうして……」

　ありふれたコスチュームのはずなのに、それを美優が身につけていることは俺にとって衝撃だった。ネコ耳コスは、美優のこだわりというか、本来の趣味とは合わない気がしたからだ。

「まあ、入って入って」

　美優は俺を部屋の中へ招き入れる。

「いいのか？　取り込み中だったんじゃ……？」

「まだ観察してただけだから平気。お兄ちゃんにどう話そうか迷ってただけ」

　美優は俺を勉強机の椅子に座らせて、自身はベッドに座った。膝を曲げてから腰を下ろすまで、美優がやたらと慎重な動作を取っていたが、まさかその尻尾はそういう仕組みなのだろうか。

「遥の仕事を一度だけ手伝うことになって。これはそのために支給された服なの」

「一度だけの手伝いで服を？」

「中古が値下がりするとは限らないからね。特に遥にとっては」

　なるほどいかがわしい事務所の仕事らしい内容だ。俺も実態を詳しく知っているわけではないけど。

「でも、またなんでネコミミなんか」

「遥の趣味だから。お兄ちゃんは私が選んだ服しか知らないけど、実際にはもっと色んな種類の服があってね。遥と私のロリータの好みは似てるようで正反対なの」

　美優が言うには、趣味とビジネスの両面でロリータファッションを扱っている遥にとって、結果的に女の子がロリ可愛くなれば、素体か服の一方はロリでなくてもいいらしい。だからこそ遥は山本さんを見てもテンションが上がっていたし、巨乳が大好きだし、ロリ巨乳の美優にはどんな服でも着せたがる。

「いわば遥の嗜好はロリータ・オア・ロリータ。でも、私はその逆で服も本体もロリであってほしいの。言うならロリータ・アンド・ロリータだね。これまでそのあたりはお互いに不可侵の領域にしてて」

「そこまで違うものなのか？」

「ぜんぜん違います」

　美優はどういう原理か付け耳を畳んだり尻尾を振ったりしながら説明を続けた。遥が順ずるのはあくまでも自らの悦であって、ロリータ好きであっても少女性を突き詰めることはないし、レズを主張していながらディルドなどの道具を使うことに抵抗はない。趣味もビジネスも混ぜ込んで自分に都合のよいものを選ぶ。これに対して、美優は現代的に意味付けされた幼さとしてのロリと、ファッションとしてのロリータを、趣味であり主義として好んでいる。

「美優の主義を曲げて遥の仕事を手伝えば、遥も満足すると」

「詳細については聞かれても答えないけどその通り」

「その服をなんで今着てるんだ？」

「サイズ合わせのため。あとはまあ……」

　──可愛いことに、変わりはないし。と、照れながらに呟いたそれが、美優の本音のようだった。いくらこだわりがあっても、自分の性的魅力にはなかなか逆らえない美優にとって、理性的な判断と本能的な決定は別にあるのだ。

「その服を買い取ってエッチに使ってくれるなんてことは」

「絶対にないからね」

　さすがに難しいか。しかし、コスチューム自体は似たようなものを美優が持っているわけだし、あとは耳と尻尾さえ俺が買ってあげれば同じことができるのでは？

「ないったらない」

　念押しするように否定されてしまった。

「ちなみにその尻尾って入ってるのか？」

「入っているかと聞かれれば入ってる」

　まるで聞かれるまでは入っていない可能性があったような答え方だな。

「ってことは、俺はやっぱり邪魔したんじゃないかな」

「平気だよ。生理も近いからこの格好のままするつもりはなかったし。まずは気分だけ上げて、あとはこう、流れで」

「そうか」

　観察をしていただけというのはそういうことか。美優もだいぶ気持ちを素直に伝えてくれるようになったな。軽く欲求不満になっているからだろうけど。

「そういや、あんまりこういうのは、はっきり確認しないものかもしれないけど」

　生理というワードを聞いて浮かんできた疑問。俺はそれなりに性欲が旺盛だし、美優も俺とのエッチが好きで付き合ってくれている部分がある。だからこそ俺は聞いておくべきだと思った。

「美優が生理のときって、俺は一人で処理してたほうがいい？」

　大多数の女の子が体調を崩す期間だし、おりものの問題で脱衣が伴う行為は実質的に不可能になる。とはいえ、生理だからといって女の子の性欲がゼロになるわけではないんだ。そうなると、美優にとってもお預けの期間になってしまうから、必ずしも自己処理がよい選択ともならない。

「うーん……」

　美優はベッドに姿勢よく座って、目をパチクリさせて、ネコミミをピコピコさせて、しばらく考え込んだ。

「私の体調は気にしなくても。抜くのに使えるところを使ってもらえれば」

　それが上等なロリータ服とネコミミ衣装を身に着けた妹の回答だった。

「美優ほど物扱いされることに抵抗がない子もいないよな」

「お兄ちゃんがやってたエッチゲームの妹も実家にある便利な風俗みたいなものだったから。体が勝手に憧れてるのかも」

　そんなバカな。

「そうでなくても、自分らしさみたいな部分ではしっくりきてるんだよね。私は奏さんみたいに毎日全力ご奉仕はできないから」

　美優にそう言われて、理解はできないまでもどこか納得できるところはあった。美優と山本さんのどちらが彼女になっても、抜きたいときに抜いてくれる恋人にはなってくれたはず。でも、自分がエッチな女の子だという自負があって積極的に抜いてくれる山本さんと、エッチな女の子であることをなかなか認めないくせに頼めばいつでも抜いてくれる美優とでは、その関係性に大きな違いがあるのだ。それは俺にとっても『美優にしてもらうから興奮する』要素として大切な部分だし、自身の存在そのものが俺を興奮させる生き方が、美優にとってしっくりくるのは頷ける。

「その山本さんなんだけど、一緒に勉強しないかって誘われてるんだ」

「奏さんも数日お預けでムラムラしてるだろうからね」

　まあそうなるよな。

「明日でいいんじゃない？」

　美優は他人事のように意見を述べた。この余裕は成功の確信によるものか。連日の雨で山本さんも家で暇をしているなら、いきなり誘われても困らないかな。

「山本さんとの関係には、どこかで逆転の秘策があるんだよな？」

　美優は俺の余計な行動を抑制するためにその全容を話してはくれないが、俺が山本さんと仲良くなるほど経過が順調ということは、どこかで山本さんが俺を諦めざるを得なくなるような決定的な瞬間が存在しているということになる。

「別に秘策なんてないよ？」

　美優は首を傾げると同時に尻尾をふにゃっと揺らした。尻尾が動くときに下腹部の性感帯に刺激がいくことがないのか、非常に気になるところではあるがともかくとしてまさかの秘策なしとはどういうことなのか。

「逆転の必要がないし」

「いやだって、このまま行ったら俺は山本さんとゴールインすることに……」

「それが違うんだよ。お兄ちゃんはね、一歩一歩、着実に、円満に別れるための道を進んでるの。だから、このまま地を踏みしめて、足を前に出していけばいいだけ」

「そんなまさか」

　あれだけ恋人らしい雰囲気になっている俺と山本さんが、特別なイベントの用意もなくあっさりとお別れすることなんてできるのか。山本さんの予想にあったように、俺とのスキンシップを好きなだけ許していればそのうち満足するということであれば、むしろその目論見はマイナス方向に進んでいると言っていい。

　──しかし、それは根本的な部分からの、俺の認識違いだった。仲良くなるほど関係が進展していると思えるのは、一緒にいるときの山本さんだけを見ている俺の評価でしかなくて。俺がこうして何気なく美優と話している間にも、山本さんは山本さんの時間を過ごしていて、俺の知らない何かを体験し、何かを思っている。

「あの手紙はそういうものだから」

　憂うでも嘲るでもなく、冷淡にそう語った美優は、しとしとと雨の降る窓の外を見つめて尻尾を揺らしていた。











０３．清楚









　畳んだ傘の先で床を突くと、灰色の一帯に小さな水玉が浮かび上がった。駅の通路を往く人々の数は心なしか少なくなっている気がして、この蒸し暑い時期に雨天の外出は控えたくなるのが人の心というものだろう。

　そんな中でも俺が家を出てきた理由は山本さんとの勉強会のためで、指定された場所が都内のカフェだったので駅までやってきたわけだ。こうしてデートらしい外出をするのなら美優とも遊べばよかったと申し訳なさも感じるが、あの美優を雨の中に引っ張り出すのは改めて考えてみても忍びなく、相手が山本さんだったからこのような結論に至ったわけでもある。

「ソトミチくん、こっちだよ」

　ハツラツとした声が飛んできた方向に目をやると、男性の下半身の負荷を考えない豊満ボディの女の子がいた。シャツとフレアスカートという一見すると清楚な服装なのだが、ウエストの高いスカートを採用しているためシャツの膨らみが見事な乳袋を作り上げている。

「待たせたな」

「いいのいいの。いつ来るのかなーってワクワクしてる時間も楽しいから」

　山本さんは出会い一番に俺の腕に抱きついてきた。この蒸し暑い季節だと、谷間の熱がブラ越しにも伝わってくる。百センチを超えるバストを誇る山本さんに乳袋を押しつけられたりなんてしたら、美優のエプロンの膨らみでさえ興奮してしまう俺が劣情を掻き立てられないわけがない。これはもはや凶器だ。そのうち税関にでも引っかかるんじゃないか。

「行こっか。ソトミチくん」

　山本さんは迷わずに俺と手を繋いで改札へと歩き始めた。前のカラオケでのエッチ以降、山本さんも吹っきれたというか、俺への恋を満足させるために本格始動した雰囲気がある。それはショッピングデートのときのようなしおらしい姿ではなくて、一緒に日直になってプリントを配っていた、あの頃の山本さんに戻ったような感じでもあった。

「電車はすぐ来るみたい」

「こう蒸す日は一層冷房が恋しくなるな」

　ホームに響く電車のアナウンス。山本さんの長い髪をさらうぬるい風。なんてことない日常会話を続けて、二分後に到着した電車に俺と山本さんは乗り込んだ。すると吊革に掴まっていた人々が一斉に目を向けてきて、次いで座席にいた人たちが俺と山本さんの存在に気づく。これまでに感じたことがないぐらいに視線が集まっていた。

　以前にもセクシーな服を着た山本さんとデートしたことはあったのに、これまで俺が気にならなかったのはきっとその視線のほとんどが山本さんだけに注がれていたからだろう。俺は横にいても気にならない程度の、絶対に恋人ではない誰かとしか認識されない存在だった。

　しかし、山本さんの俺への意識が変わったことでその見え方も変わった。これだけの美少女から積極的にスキンシップを受けて、しかも相手が冴えない男とあっては、よからぬ感情を向けられるのも無理からぬこと。なによりこのムンとくる季節に男の理想を煮詰めたようなエロボディを侍らせているとなれば、それはもう男の敵でしかないのだ。それは俺と山本さんの関係が、友達としての境界線から恋人側の領域へと踏み込んだ証拠でもある。

「気になる？」

　横に立っている山本さんが肩を寄せて俺に微笑んでくる。山本さんほどの人なら男にジロジロと見られる経験もたくさんあるはずだ。当事者になってみるまでは他人の視線がこれほど気になるものだとは知らなかった。

「怖いような、申し訳ないような、なんとも言えない気分だよ」

　俺は小声でそう返す。周囲からの目は、何も嫉妬や羨望の感情ばかりではない。俺のような男と付き合う女ならば、自分にもワンチャンスあるのではないかと、下心を含んだ眼差しも向けられているはずだ。もし俺が山本さんの彼氏だったら、他の男の目に映ることすら嫌がっていただろうな。

「デート中に変な人に絡まれたこともないわけじゃないけどさ。だいたいは『可愛い彼女でいいなー』って思ってるだけだよ」

「聞いたことがあるのか？」

「んーん。でも絶対そう思ってるに違いない」

　ニイッと白い歯を見せる山本さんの笑顔がまた以前のように輝いていた。自分の可愛さへの評価の高さはさすがと言うか、俺にとって好ましい山本さんらしさだった。

　一緒に日直をやった頃を思い返してみると、山本さんは元々は自信家で、俺に興味を持ったのだって、俺が妹以外を異性として意識しなかったことがきっかけだった。いつからか乙女チックで慎ましい顔をするようになって……たしか、初めて山本さんの家に行ったときはまだ自分の魅力で俺を浮気させてしまうと本気で心配していたほどだったよな。

　最近まで山本さんがしおらしくしていたのは、少ない失恋経験が俺に固執する理由を与えていたからか。彼氏と別れた経験は多くとも、最初から付き合えなかったことなど皆無だろうし。だとしたら、元の明るさを取り戻したこの態度は空元気とも考えられる。こうして楽しげな表情を見ている限りではそんな感じはしないけどな。

　それから電車を降りて、街中を歩くその最中も、俺に引っついてくる山本さんの恋人ムーブのおかげで好奇の目は絶えなかった。それは目的のカフェに入っても同じで、カップルでテーブルを挟んでいる男でさえ、山本さんの姿をどうにか視界に収めようとぎこちなく姿勢を変えていたほどだった。

「お二階の席のご予約ですね」

　カフェに入ると、俺たちは二階にあるソファー席に案内された。ソファーと言ってもテーブルは低い掘り炬燵タイプで、各テーブルを仕切る壁に合わせてＬ字型に座席がある。客や店員が移動してこない限りは人目につくことがなく、密着して過ごしていても気恥ずかしさを感じることもない。というか通りがかりに見た客も密着してモゾモゾしているカップルばかりだった。

「勉強の目的で来たんだよな？」

　俺は山本さんと並んで腰を下ろしながら尋ねる。

「もちろん」

　山本さんは綿の生地に包まれたふわふわの乳袋を揺らして答えた。

「ソトミチくんがエッチしたくなったら、私は今すぐにでもするけどね」

　怪しげなウインクを飛ばして鞄から勉強道具を取り出す山本さん。このエッチに対する明け透けな欲望の表し方は、美優との関係が深まった今でさえ、悔しいことにとても望ましく思えてしまう。女の子はエッチであるだけいいのだ。

　美優もエッチな女の子であることはバレているのだから、山本さんみたいにもっと積極的に性欲をぶつけてくれたらいいのに。そういえばエロエロモードの美優にはしばらく会ってないな。セックスをするようになったら美優の性本能が暴走することさえ懸念していたのに。テンションが上がってデレるのは行為の最中と朝のイチャイチャのときだけだ。なにが足りていないのだろう。これは真剣に悩むべき事案ではないのか。

「なにか心配事？」

「ああいや、なんでもない。始めようか」

　注文を取りに来た店員にドリンクとつまみを頼んで、早速二人で勉強をすることに。山本さんはぴったりと俺にひっついてきてもうラブラブ状態だった。

　柔らかい人肌を押しつけられるほどに俺の渇いた何かが満たされていく。美優とのイチャラブ成分だけではまだ足りていなかったようだな。帰ったら美優にエロエロモードでご奉仕してもらおう。

「こんなに堂々と勉強してていいのか？」

「平気平気。店長も了承済みだから」

　どうやら山本さんはこの店の店長とも面識があるらしく、開店当初にヘルプとして働いたときの誼みで予約時の席選びも優遇してもらえるようになったらしい。ＳＮＳで噂話が拡散されるこの時代、山本さんが働くだけでも広告効果は絶大だろうからな。

「まずは世界史のお勉強からね」

　注文した料理が一式届いたところで、俺たちは勉強を始めた。まず勉強資料として取り出したのは山本さん特製のノートだった。学校での次の定期試験範囲に重点を置いた内容になっていたものの、授業では教わらないような補足情報でノートのほとんどが埋め尽くされている。

「地歴はマルっと覚えちゃったほうが楽だからね」

　思っていた以上に本格的な勉強が始まって、動揺しつつも俺は山本さんの講義を受けることに。参考書でインプットをしてから問題集でアウトプットを繰り返す、それ自体は一般的な勉強方法と変わらなかったが、点数を気にせず自分が答えを出すまでの考えを訂正してもらえるのは異様なほど身の入りがよかった。

「このノートって山本さんが勉強するときに使ってたものなのか？」

「友達用に作ってたやつだよ。個人レッスンは見返りも多くてさ」

　さすがは受験勉強の水準などとうに超えている山本さん。そういや山本さんが普通の女子高生として過ごしているのだって昔の悩みが影響してたんだよな。俺や美優と出会って、少しは人生観に変化を与えられただろうか。

　それからも至って真面目な山本さんと勉強を続けて、次は数学の時間に。エッチありきの勉強会だなどと考えていた自分が情けなく思えるほど山本さんは丁寧に教えてくれた。

「数式ってどうにも苦手なんだよな」

「すぐに慣れる方法で教えるから大丈夫だよ。公式を覚えればいいだけのと成り立ちから知っとくのがいいのと分けてあるから」

　山本さんならあらゆる教科が暗記だけで済んでしまうところを、俺のような勉強初心者にもわかりやすく解説してくれてありがたい限りだった。これまた持参してくれたノートに数学知識が順序立てて記されている。

「微積とかでよく見る数式ってね、最終的には公式を組み合わせて作った方程式を現実の値が代入できる形に変換するのが主な使い道で……」

「いきなりハードルが上がりすぎて脳が拒絶反応が起こしてるんだが」

「いいからいいから、ここの参考情報を読みながら気楽に聞き流して」

　しかしてこの参考情報というものがなぜか学習の吸収速度を高めてくれて、山本先生による勉強効率の高さはわずか一時間ほどで実感となった。世の中こうしたサービスにこそ人はお金を払うんだな。今や数学の壁でもある微積やベクトルの分野でさえ怖くはない。無料で授業を受けさせてもらっていることが申し訳なくなってきた。

「そろそろ休憩しよっか」

　空になったドリンクのおかわりとランチを注文して、勉強道具を片付けた。カフェのランチは見栄えもよくて豪華な食事をした気分になる。実際に値段も高めなんだけれども。

「山本さんって普段は何をして過ごしてるの？」

　これまであまり聞いたことのなかった山本さんのプライベートを深堀りしてみる。ピザとパスタが運ばれてきたので、答えに悩んでいる山本さんを待ちつつそれぞれを半分に取り分けた。

「休日はこの辺に遊びに来るのが多いかな。友達に呼ばれることもあれば、一人で散策してるだけのときもあるよ。道を歩いてるとナンパとかスカウトがしつこいから、デパートとかカフェに落ち着いちゃうんだけどね」

「声を掛けられたりって今でもあるんだな」

「規制でかなり減ったんだけどねー。名目を変えて近づいてくる輩がいるんだよ」

　これまで山本さんとは親密すぎるほどの日々を過ごしてきたのに、俺はどれぐらいの頻度で山本さんが外出するのかも知らなかった。学校で会った日を除けば、俺は山本さんと一緒にいてエッチをしなかった日の方が少ないぐらいだ。

　なんて不健全な間柄なのだろうか。しかしこう、いざカップルらしいことをしてみると、清純なお付き合いをしている二人に見えなくもないのではないか。

「一日家にいることもあるの？」

「結構あるよ。最近は、特にね」

　山本さんはうっとりとした目を俺に向けて続ける。

「ひとりエッチの時間が増えちゃったから……」

　赤裸々に告白する山本さんが醸す、徐々に濃厚になっていく淫靡な空気に、俺の中で不安よりエッチへの期待が上回っていた。

「それは、大変だな」

　俺は危険な会話をどうにか躱しつつ食事を済ませる。テーブルが片付いてからは再び勉強道具を広げた。

「ものすごく今さらなんだけどさ、山本さんって学校では男性経験がないことになってるんだよな」

「はっきりとどうって答えたことはないけどね。友達にも興味がないか聞かれてるよ」

「なんて答えてるんだ？」

「理想の人を探してる最中だよって、答えてる」

　山本さんはそう口にしながら、俺と手を重ねて寄りかかってきた。この乙女らしくいじらしい姿が如何とも度し難い。こんな美少女を相手に、男として心の奥底で歓びを感じてしまうのは罪だろうか。

「学校が始まったら気をつけたほうがいいこととかあるかな」

「大丈夫。ソトミチくんとの噂が回ったときもそうなんだけどさ、噂が流れるのだけはみんな慣れてるから、逆に信じないの」

　だから俺の噂も否定されてすぐ誰も気にしなくなったのか。駅で待ち合わせしてるときも知り合いに鉢合わせたらどうしようかと思ったけど、山本さんは『誰とでも仲良くする清楚で可愛い女の子』だから、さして大事になることもないようだ。

「だから、安心してね」

　俺の腕を掴んで身を寄せ、山本さんはこれでもかと乳袋を押しつけてきて、その丸みが俺の腕で押し潰されていく様を見せつけてくる。それは美優が言っていた通り、単に性欲が溜まってムラムラしているからだと思っていたが。

「あ、あの、山本さん」

　それは俺の注意不足だった。よくよく確認してみると、山本さんはシャツの下にブラジャーしか着けていなかったのだ。雨の日に透ける可能性すらあるのに大胆な格好をしている。思わず喉が鳴ってしまった。

「と、友達とは、他にどんな遊びをするの？」

　俺が山本さんとエッチをしたところで責める者など誰もいないのに、美優という恋人がいる手前、誘惑に容易く屈服してしまうわけにもいかず与太話で気を紛らわす。

「遊びもするけど、この夏は彼氏作りの協力が多かったかな」

「彼氏作りの協力？」

「二年生の夏だから、みんな思い出も欲しいし、エッチなこともしたくなるんだよ」

　山本さんはコソコソ話でそんな実情を教えてくれた。年頃を考えれば盛りの時期だからな。しかし、山本さんほどの美人がいたのでは協力にならないのでは。

「私ぐらいの高嶺の花になると、二番手を選ばせる方法もあるんだよ」

　海に行けば手頃な男集団もいるし、交流会と称して行われる合コンにお呼ばれすることもある。川藤がそこに絡んでいたりもする。山本さんが友人の彼氏作りに協力するのは、恩を売るためでもあり、興味のない男から逃れるためでもある。

　二番手を選ばせる方法としては、山本さんの友達が彼氏にしたい男に対して「山本さんは隣の男を狙っている」という偽情報を流すのが効くようなのだ。酷な話だが、山本さんがいることによって、その場の女性の評価が『山本さんかそれ以外か』に均一化されるらしい。そんな状況で山本さんが別の男とお喋りを続けていると『友人に彼女ができるかもしれない』という焦りに駆られて他の男がハードルを下げてアプローチしてくるようになるのだとか。

「そんなに上手くいくのか」

「飢えてるのは男の子も同じなんだよ」

　山本さんの手がさりげなく俺の膝に伸びてくる。これまで山本さんの誘惑によってボディーブローのように蓄積されてきた性欲が、俺のペニスの芯を着実に硬くしていた。

「そ、そっか、勉強になったよ。じゃあ、試験勉強の方も再開しようか」

　スキンシップが濃厚になってきたことを咎めようとも思ったが、勝てる気がしなかったので逃げの一手を選択することに。エッチな展開になるとわかっていても、こんな公共の場では理性が咎める。

「んふふ」

　しかし、山本さんはもう勉強などするつもりもなさそうだった。

「ちなみにね、そんなグループで一番の高嶺の花が本当に好きなのは、今すぐ隣にいる男の子なんだよ」

　山本さんは吐息で耳朶をくすぐるように答えてノートを遠ざけた。待ちに待ったエロ教師の登場に、肉棒は悦び勇んでムクムクしている。

「勉強よりもエッチしたい生徒さんはいますか？」

　密着状態なのをいいことに、山本さんが小声で煽ってくる。エッチをしないと気が済まなそうな女教師の色声に愚息の挙手行動が止められない。

「ソトミチくんのムスコさんは正直ですね。先生は大賛成なので、さっそくエッチしちゃいます」

　山本先生はなんの躊躇いもなく俺のズボンのチャックを開けてペニスを触ってきた。すっかり大きくなった窮屈そうな竿を、パンツの中で指を絡めて刺激してくる。

「や、山本さん、こんなお店の中で……」

「ソトミチくんだって好きなクセに。美優ちゃんも許可してるんでしょ」

　山本さんはシャツのボタンを一つ開けて、その隙間から見えるブラジャーをアピールしてくる。それはフロントホックのビキニタイプで、横から手を入れれば簡単に乳首に触れてしまう、まさにエッチをするための下着だった。

　そんな準備のいいエロ下着に俺の手が止められるわけもなく、ペニスと同じように固くなった乳首を指先でこねると、山本さんは歓喜の吐息を漏らして身を震わせた。

「んっ……あんっ……！」

　俺は無意識のうちに山本さんのおっぱいを揉みしだいていた。店内であるというのに、むしろ店内であるからこそ、俺は山本さんの性感を刺激するように強く鷲掴みにする。山本さんの言う通り、俺はこういう場所で山本さんとエッチするのが好きだ。美優の許可も出ているから遠慮することもない。

「ソトミチくんもいっぱい気持ちよくなって」

　山本さんはトランクスの隙間を全開にして俺の肉棒を外に出した。元気よく上向きに屹立するそれを、山本さんは嬉しそうに撫でて、それから優しく手のひら全体を使って握り込む。

「私の耳がいいのは、もう知ってるよね」

　店員が来る音や客が立ち上がる音を、山本さんは感知することができる。だから、これだけ大胆なことをしていても、周囲を意識して気が散ることがない。特殊な性癖を持っている人からすればスリルが足りないと思われるかもしれないが、俺と山本さんはあくまでもノーマル。したくなった場所が店内だったからここでしているだけにすぎないんだ。

「山本さん、ちょっとエッチすぎる気が……」

　そうは言いつつも俺は山本さんのシャツのボタンをもう一つ開けて、ブラジャーからそのたわわをポロリと外に出した。これで俺も山本さんも同条件。山本さんは俺のペニスをずっとコキ続けている。

「ソトミチくんだって、すごくエッチだよ」

　山本さんは自らのスカートに手を入れて、紐とレースだけで作られたパンティをスルリと床に下ろした。それから犬のように浅い呼吸で興奮を吐き出して、山本さんは自ら股ぐらの愛液を掬い取ってペニスに塗りたくる。滑りのよくなった竿は、神経が研ぎ澄まされていることもあって、店内に響き渡っているのかと思うほどグチュグチュと音が鳴っている。

　そんな挑発的な行為が俺の対抗心を燃やしていた。美優との抑圧されたセックスとは違い、思う存分に欲望を開放できることを知った俺の性欲が、迷わずその手を山本さんのスカートへと潜り込ませた。山本さんのアソコは美優とするときと変わらないぐらいに濡れていて、指を挿れて腹部に向けて軽く関節を曲げるとグジュッと卑猥な音がした。

「ああっ……だめ、ソトミチくん……そんなにおっきい音……」

　俺のペニスをシゴく山本さんは、感覚が鋭いからこそ周囲にバレないギリギリの音に抑えることができるが、そんなことがわかるはずもない俺は山本さんの熱い膣内をぐちゃぐちゃとかき混ぜるだけ。もはや山本さんに清楚さなど形すら残っておらず、ただエロい女の子がおっぱいを揉ませながら俺のペニスを手コキしているだけだった。

「ん、んんっ……あっ──!!」

　山本さんも思わず嬌声を漏らして、堪えることができなかったその羞恥心に顔を真っ赤にしていた。喉を絞ってどうにか紛れるぐらいの声に抑えたものの、異変を感じ取った店員が階段を上って様子を見回りに来る。

「お客さま……お水のおかわりはいかがでしょうか……？」

　やってきた店員に、俺たちは苦笑いをしておかわりを断ると、店員は軽く会釈をして次のテーブルに向かった。俺と山本さんは直前で服を着直していて、勃起したままのペニスは山本さんの肩掛けで隠していたのでどうにか事なきを得ることができたのだ。

「……中途半端に終わっちゃったね」

　山本さんは寂しげな表情をしながらも目をキラキラと輝かせていた。よっぽど先ほどのプレイが楽しかったらしい。たぶんこの人は変態なんだと思う。

「お勉強会の場所、変える？」

　山本さんにそう提案されて、真っ先に思い浮かんだのがラブホテルで、それは山本さんも同じようだった。カフェで会計を済ませた俺たちは、次の勉強場所としてラブホテルに行くことに。まさか恋人とラブホテルに行ったこともないうちに二度目の来館になるとは、俺もつくづく数奇な人生を歩んでいるよな。

「ここが、友達と恋バナするたびに話題に上がる、ベスト・オブ・ラブホテルだよ」

　その建物は予め行くことが決まっていたかのように近くにあった。緑色の看板が掲げられた入り口には、休憩と宿泊の料金が明記されていて、それは間違いなくセックスをするためのホテルだった。

「それって学校の奴らも頻繁に使ってるってことじゃ……」

「友達の予定は探っておいたから大丈夫だよ。そのまた知り合いが来たら、そのときはそのときで」

　ラブホテルの部屋のよさはエントランスの綺麗さやネットの写真だけで判別するのが難しい。入ってみて初めてわかる、どことなく漂う古さが場の雰囲気を損ねてしまうからだ。俺と来る初めてのラブホテルがそんな中途半端な部屋だと嫌だったようで、山本さんは多少のリスクも承知でここを選んだようだ。

　一回だけとはいえ経験があるおかげで部屋選びや料金の前払いに戸惑うことなく、俺は鍵を受け取って山本さんとエレベーターに乗り込んだ。

「美優ちゃんとは来たことあるの？」

「ないよ。考えてみると、妹とラブホテルに来るっていうのもな」

「そうかな。私はいいと思うけど」

　駄弁りながら俺たちは部屋の前にやってきて、二重の扉を開けて入室すると、ソファーの近くに荷物を下ろす。

「ラブホテルで『お兄ちゃん』って呼んでもらえるの、背徳的でちょっと羨ましい」

　山本さんが冗談めかしく、しかし艷っぽい声でそう呼んできて、おあずけを食らっていた俺の肉棒が急速に肥大化していく。

　たしかにラブホテルに来てのお兄ちゃん呼びはかなり股間に来るものがあるな。もし制服を持ち込めるのであれば、あのクイーンサイズのベッドに学生服を着た妹を座らせて、「お兄ちゃん」と呼ばせてみたい。

　制服を着たままラブホでセックスなんて美優が許さないだろうけど。想像するだけで、射精してしまいそうだ。

「さっそく反応しちゃってるね」

　山本さんは問答無用でズボンの腰から手を入れてきて、俺のペニスを握ると前後に動かし始めた。

「や、やばいって……今そんなことされたら……！」

「ソトミチくんってば、美優ちゃんのこと考えるとすぐイっちゃうんだから。そんなので普段のエッチは困らないのかな」

　山本さんは意地悪く口角を上げて、俺のズボンをパンツごと脱がすと、しゃがみ込んでペニスにむしゃぶりついてきた。

「んっ……んちゅっ……ちゅぶじゅ……んぐっ……！」

　まるで空腹でも満たすかのように、山本さんは俺のペニスを夢中で咥え込んだ。グボグボと下品な音を立てて、その清楚な装いとは正反対の淫猥な目を俺に向けてくる。

「ああっ……あああっ……山本さん……だめだ……！」

　カフェで散々焦らされた上に、美優のことを考えているところへ不意打ちにフェラなんてされたら、射精するまでは一瞬だった。

「んふっ。だーめ」

　しかし、山本さんは数回ほど口を往復したところで、すぐにペニスを解放してしまった。急にやってきた冷感に、発射直前だった肉棒も上向きの角度を落としていく。

「なんのためにここに来たのか忘れちゃったのかな？」

　こんな状況で、山本さんが次に取った行動は勉強道具をテーブルに並べることだった。俺は下半身裸のまま、性欲の行き場を失った勃起を持て余して立ち尽くしているだけ。

「勉強したら復習しないと。はい、ここ座って」

　山本さんは俺の手を取って、パンツを穿き直す暇も与えず、陰部を露出させた俺をソファーに座らせた。当人は俺の股の間にしゃがみ込んで俺を見上げている。

　上目遣いになるといつにも増して可愛い。清楚さも割増だ。そんな美少女の巨乳で膨らんだシャツが股間のすぐ近くにあるというだけでペニスが脈打ってしまう。

「今広げてあるページの問題、大問一つ五分で解いてね」

　そう言って山本さんは俺の肉棒を摩り、顔を近づける。右手に握られていたのはスマホのタイマーだった。

「山本さん、それはまずいかも」

「ん？　どうして？」

「たぶん、我慢できない」

　俺が小声で白状すると、山本さんはニヤけた表情を奥に隠してぷっくりと怒り顔をした。

「美優ちゃんと同じようなことしたの？　ソトミチくんたちってエロカップルだよね」

　自らの淫猥さを鑑みないお説教に、しかし返す言葉もなくて俺は黙ってしまう。すると山本さんは諦めたように嘆息して眉を下げた。

「ソトミチくんが射精するの我慢できそうにないから、ぺろぺろするだけにするね」

　山本さんは舌を伸ばして、俺の玉袋や竿を丁寧に舐り始める。

「あっ……ああっ……き、気持ちいい……」

　たしかに舐められるだけであれば射精はしないが、これはとんでもない生殺しだ。それでも山本さんは容赦なくタイマーをスタートさせて、ペンを持つように俺を催促する。

「五分以内に解けるまで、ずっとこうだからね」

　問答無用でフェラを始める山本さん。ひと舐めされるだけで勃起が引き締まり、背筋までもがまっすぐに伸びる。

　これほどの快感にいつまでも侵されていてはいつか脳がおかしくなってしまう。こうなっては早く問題を解いてしまうしかない。

（大丈夫、見たことのある式変形が二つあるだけだ……これぐらいなら……っ）

　数式を視認して、二秒後には文字が霞んでいく。ラブホテルのテーブルは背が低いため、フェラをされている様子が目下に映ってしまう。女の子のフェラをするときの顔は不思議なことに幼く見えるもので、その表情がシャツを基調とした服装と相まって清楚さを強調するのだ。

　しかし、ここはラブホテルで、行われている密事は卑猥そのもの。山本さんは精子を貪るように玉袋を舐めて、我慢汁が溢れ出すと、その先端を美味しそうに舐め取っていく。

「山本さん、やっぱムリ。頭が回らないよ」

「んっ……もう、ソトミチくん……私も早く咥えたいんだから……頑張って……ちゅっ、へろっ……」

　公式を頭から引っ張り出そうとしても、ペニスの裏筋を山本さんの舌が滑るたびに脳が痺れ、下半身に意識が集中してしまう。開始から三分もしないうちに、俺の精神は射精欲に囚われていた。

「せめて、一回出させてくれ……カフェのときからもう我慢しっぱなしで……」

「知ってるよ。先っぽから出てくるの舐めてるだけですっごい濃い味がするもん」

　山本さんは切ない視線を向けて舌をいっぱいに伸ばし、俺のペニスをざらざらとした表面全体で舐め上げた。

「久しぶりのソトミチくんの精液の味……早く飲みたいなぁ……」

　自らの欲望を垂れ流す山本さんのエロさが、股間に響いて堪らない。大きく開けたその口内に、これまで溜め込んだ精液をどっぷりと注ぎ込みたくなってくる。

「五分経っちゃった。問題は解けた？」

「まだ、何も……」

「そっかぁ。なら、やり直しだね」

　それからも山本さんのフェラ教育は容赦がなかった。三回目ぐらいからは俺もその環境に適応してきて、なんとか途中式を書けるぐらいにはなったが、どうしても記憶に頼らなければならない部分は脳が働かずに先に進めなくなってしまう。

　頭で考えているようでは間に合わない。視認した数式に対して反射的に変換式を導けるようにならなければ、山本さんのフェラに耐えながら問題を解くことなど到底不可能だ。

（この形は一度式を展開して……ここの乗数を下ろして……あっ……あああっ、ダメだッ……い、イク、イクッ……！）

　最初は優しく舐めるだけだった山本さんも、時間が経つにつれて我慢ならなくなったのか、俺がイかないギリギリまで亀頭をしゃぶるようになった。完全に射精したとは言えないまでも、本気の限界で寸止めされたときは我慢汁とは呼べない量の精液が漏れて、それを飲む山本さんの興奮もピークに達してしまったらしい。そうして六回目を数えたところで、ようやく時間内に答えを出しきることに成功した。山本さんは名残惜しそうに俺のペニスから口を離して立ち上がると、ソファーに座る俺の膝を跨いできて、その途中に一瞬だけ解答に目を通した。

「よくできたね、ソトミチくん」

　俺の頭を撫でておっぱいに顔を埋めさせて、それから小さな声で山本さんが囁く。

「二問目の最後のとこの係数だけ、間違ってる、気がするかな……」

　山本さんはあえて確信のない言葉を使って、後ろを振り返ろうとしない。それが気づいていないフリだということにはすぐに気づいて、俺が指摘のあったミスだけを直すと、山本さんは待ってましたと丸をつけてくれた。

「ちゃんと解けて偉いね、ソトミチくん。それじゃあ、ご褒美の時間だよ」

　もはやそれがどっちにとってのご褒美だったのかはわからない。山本さんは一人でどんどんと話を進めて、そんなに我慢ならなかったのなら素直にエッチをすればよかったのに、ソファーから降りると今度こそ本当に飢えた獣のように俺の肉棒にかぶりついてきた。

「ぐちゅ、ちゅぶっ……はぁっ……ソトミチくんの……硬くて好き……んっ……んぐっ……じゅるっ!!」

「あ、あああっ……山本さん……もうほんと保たない……!!」

「んっちゅ、んむっ……いいよ……イッて……いっぱい出して……!!」

　俺の腰に両手を回して、絶対に逃さないとばかりに俺の股間に張りつくと、根本まで口内に入れて激しく舌を波打たせながら吸い上げてくる。山本さんの性欲全開のフェラに数秒と我慢できるはずもなく、金玉から精液が上ってくる感覚と同時にペニスは最高硬度となり、尿道にゼリーが通ったような感触が下腹部に走った。

「はぁっ……ああうっ……出るよ山本さん…………出るッ……!!」

　ドロッとした音が体内から響いてきて、俺は山本さんの口の中で排尿に近い射精をした。喉奥にまで遠慮なく吐き出された精液は、山本さんが嗚咽を隠しきれないほどの液量とニオイを与えて、涙目の美少女の口からその凶悪な性器を引き抜くと白い液体が舌の根を覆い隠すほど溜まっていた。

「うっ……うううっ……」

　美優とセックスをするようになってからさらに濃くなった精液は、もはや山本さんを以てしてもすんなりと飲み込むことはできないようだった。それでも山本さんは噛み切るように精液の粘性を減らして、小刻みな呼吸でタイミングを測ってから、ひと思いに精液溜まりを胃に流し込んだ。

「んぐ……はぁ……このすっごい不味いの……ソトミチくんとエッチしたって感じがして……好き……」

　疲弊した様子の山本さんは俺の膝にぐったり倒れ込んできた。その顔のすぐ横にはまだ勃起したままのペニスが天を衝いている。

「どうしたの、こんなに元気で。最近してなかったの？」

「そんなことはないんだけどな。昨日の午後から出してないぐらいで」

　きっと山本さんが清楚な格好でエロいことをするからだ。美優とイメージが近い服装であるがために、ただでさえ美優と似ている山本さんに俺の本能が反応してしまっている。

「もしかして、まだ出せそう？」

「出せるかと聞かれると、だいぶ出せそう」

　自分でも不思議なぐらいまだ射精できそうだった。そして、俺の答えを聞いた山本さんは、目を輝かせてソファーに飛び乗ってきた。

「ならもっとエッチしよ、ソトミチくん」

　疲れなどどこへ行ったやら、勉強会に戻る気もさらさらなさそうで、山本さんは俺と腰を近づけてソファーにペタリと座り込んだ。すると、俺のペニスに付着した唾液とは異なる、明らかにぬるぬるした液体に、竿を舐められるような感覚があった。スカートに覆われているから目で見て確かめることはできないが、それがパンツ越しの感触とは思えなかった。

「パンツ、穿いてなかったの？」

「カフェで脱いだときからね。ソトミチくんもムラムラしてたし、挿れたいときに挿れられるようにしておきたくて」

　巨乳をたゆんと揺らして恥ずかしげに語る山本さんは、そんな最中でも俺のペニスに割れ目を擦りつけていた。男の興奮は視覚情報からくるものだと云われているが、視認できないところでエロいことをされているというのも、なかなかに掻き立てられるものがある。

「な、生だと、さすがに危ないかな」

　あらゆる男を一瞬で果てさせる名器に、生で突っ込んでみたい気持ちは正直なところあった。このまま腰を深くに沈めて蜜口に亀頭をあてがい、挿入して、中出ししたい感情が嘘をつけないほど巨大に渦巻いている。

　それでも俺にはきちんとした彼女がいるから、この激情も区別しなくてはならない。生でのセックスが禁止だと明言されたわけではないけど、まだ美優ともしていないうちに、他の女性と生セックスするのはダメだと俺は思った。

「赤ちゃんは今はできないから、その点は大丈夫なんだけどね」

　山本さんからのまさかの返答。いや、カラオケでエッチしたときも、似たようなことを言っていたか。

「ピルを飲んでるの？」

「ソトミチくんとエッチするための条件だからね。中出しし放題だよ」

　山本さんはスカートの裾を両手の指でしとやかに持ち上げる。俺だってセックスがしたい気持ちがないわけではないが、自分から始めるのは美優に対して申し訳なさも感じる。

「そこの、ティッシュ箱の上に、ゴムが置いてあるから。まずはそれをつけようか」

　せめてコンドームをつけるところまではと、俺の方から進めることにした。そうすればその流れのまま、どっちつかずでセックスを始められるだろう。

　しかし、山本さんはソファーから立ち上がろうとせず、悩ましく秘所を肉棒に擦りつけているだけだった。

「んーと……その……ソトミチくんに無理やり襲ってもらえると……助かるんだけど……」

　エッチが大好きなはずの山本さんが、なぜかセックスになると受け身になる。レイプ願望もないわけではないのだろうが、最近のやり取りを思い返してみると、どうやら意図的にセックスを避けているようだ。

「本番ができない理由があるのかな」

　態度が露骨だったので直球で尋ねることにした。こうなることは山本さんもわかっていたようで、驚く様子もなく首を縦に振る。

「美優に禁止されてるの？　俺は何も聞いてないんだけど」

　もし本番禁止を言い渡しているなら美優がそれを教えてくれてもいいはず。だから、正解とは遠いだろうと思っていると、山本さんは肯定とも否定とも取れないような首の振り方をした。

「禁止は、されてない……けど、私からは、しにくくて……今となっては、有耶無耶な約束なんだけど……」

　山本さんのこの微妙なニュアンス。一方的に自分が誓っているだけだから破ろうと思えば破れるということか。今こうしてお互いの性器を重ねているこの状況で、山本さんが勢いで挿入してしまえば、結果的に「してしまった」で済んでしまうのに、それを選ぶ気もなさそうだ。

　少なくとも美優が関係していることはわかった。だとしたら、昨日美優が言っていた手紙が関係している可能性もある。その手紙があるせいで、山本さんは俺とイチャイチャするほど、どんどん恋を諦めざるを得なくなっていくようだが。まさかセックスを禁止にすることによって、恋人との境界線をわからせようとでもしているのか。それなら山本さんがあの手紙を失恋レターだと称した理由もわかるけど。

　どうにもしっくりこない。もう一つぐらい確信的な理由があってもいいはず。

「無理やり犯すのは……申し訳ないけど、難しいとして。……山本さんはどうしたい？」

　俺も由佳を犯したことはあるが、あれは美優の命令でやったことだし、もし自分から犯したくなることがあったとしても、それは美優を相手に理性が利かなくなったときぐらいなものだろう。

「中に……精液を出されてみたいな……」

　どうやら山本さんはまだ中出しをされた経験がないらしい。男からすれば貴重な初めては残しておいたほうがよいと考えるものだが、女の子にとっては本気で好きな人にできるだけ早く捧げておきたいもののようだ。

　しかし、中出しをするのは俺も初めての経験。だからその相手は美優にしておきたいし、それは山本さんも理解している。

「そしたら、こういうのはどうかな？」

　山本さんはソファーで対面座りをしたまま、ゆさゆさと腰を前後に動かし始めた。これまでの裏筋を撫でるようなものとは違って、陰唇の内側で肉棒を挟み込み、その全体の面を使って竿の根元から先まで滑らせていく。

「こ、これって……」

　美優と素股に近いことをしたことはあるし、背面から擦りつけるだけなら以前のカラオケエッチで山本さんともした。しかし、こうしてきちんと女の子側に動いてしてもらった素股はこれが初めて。ピルを飲んでもらっているとはいえ生で性器を触れ合わせているからドキドキする。

「んっ……あっ……これだとやっぱり……ソトミチくんの硬いのいっぱい感じる……」

　腰を後ろにグラインドさせるとき、クリトリスがペニスに擦れるため、女の子側にも少なからず快感が伝わる。そうでなくとも秘部にイチモツが当たるだけで興奮は高まるのだ。だからこそ、美優が進んで素股をしてくれることはなかった。俺のペニスを生で感じたい山本さんにとっては、むしろもうこれしかない。

「でも……中に出すのは……」

　素股であれば「生セックスはしなかった」と言い訳をすることはできても、最後に精液を膣内に流し込んでしまったら中出しをしたことになるので意味がない。

「だから、あの、後ろに……」

　山本さんの求めていたもの。それは俺にアナルへ射精してもらうことだった。

「前に、ちょっとした事故で、入っちゃったことがあったでしょ？　あれ、すごくよくて」

　カラオケエッチのときに誤って山本さんのお尻の穴に精液を出してしまったことがあった。今回はそれを意図的に、膣内への中出しの代わりとしてしてほしいと言うのだ。

「カフェを出るときに、キレイにしておいたから。入り口のとこも、ひとりエッチのときに、ちょっとずつほぐしてあるし」

　山本さんは妄想の中で何度も俺にアナルへ射精されてきたらしい。それがこうしてラブホテルに来ることになり、どうにかして実現させたくなったようだ。

「わかった、イキたくなったら、後ろの穴に出すよ」

　山本さんが提示してくれた妥協案。これぐらい乗ってあげられなくては男ではない。俺の了承を得てすぐ、山本さんは腰の動きを激しくした。

「ああんっ……あっ……ソトミチくん……！」

　素股とは一方的にご奉仕するもの。それでいて同時に山本さん自身も気持ちよくなれる。だからこそこのプレイは山本さんにとって相性がいい。

　二人はお互いに下着を脱いだのみで服を着たまま。とめどなく愛液が継ぎ足される陰裂に、スカートの内側からはぴちゃぴちゃと水を打つ音がくぐもって響いてくる。

　その音も感触も、膣内に挿入しているのと変わらないほどに芳醇で、それを包んでいるのがガワは清楚な美少女であるがゆえに、卑猥さが鋭く際立っている。これまではさり気なく揺らすだけだった胸も、たぷんたぷんと俺の目の前で大きく上下して俺の視線を釘付けにしていた。

「あっ……ああっ……！」

　性感帯は快感に侵され、視覚からは本能を揺さぶられ、射精したばかりの俺のペニスはもう発射の準備を再開していた。胸部の生肌を暴いてしまいたい感情と、清楚なままの体に犯されたい感情がせめぎ合って、混乱した両手は腕を上げることすらできずにいる。

　山本さんのやりたいようにやられているだけ。しかし、それがお互いにとってちょうどよく、結局は俺が情けなく一方的にやられているのが、俺たち二人にとっての理想のセックスだった。

「そ、ソトミチ、くん……あんっ……だ、めっ……イッちゃ……う……ッ！」

　体が小刻みに震えて、それでも体を動かすことはやめられない。こんなにも早くイクなんて、山本さんも相当に性欲が溜まっていたようだ。俺が相手でないと得られない快感だからこそ、山本さんは貪欲に求めてくる。

　視界の端で揺れる黒髪があって、大波のように眼前に押し寄せてくる巨乳がある。シャツに包まれたその清純な装いに、俺の脳が何かの錯覚を起して、痺れたようにぼやけていった。

「山本さん……俺も……もう……!!」

　いつものように射精感が湧き上がってきたわけではなかった。だが、感覚的にそれを悟っていた。射精をするためなら容易く騙される俺の脳は、これまで蓄積された経験と、美優に似せた容姿から山本さんを射精してもよい対象だと認識している。あとはトリガーを引くだけの状態だった。

「いいよ……出して……！」

　そして、それを理解していたかのように、山本さんは俺の耳もとにその言葉を放った。かつて俺が射精するために美優に何度も命令された言葉。それは俺にとって、もはや射精をするためのスイッチのようなものになっていた。

「山本さん……イクよ……中に、出すよ……!!」

　山本さんの腰が前に来た瞬間を狙って両腕で抱え込み、俺は山本さんのアナルへと勃起したペニスを挿入した。

「ああっ……ああああっ……きひゃっ……あッッ!!」

　そこは膣に挿入するより硬く、抵抗する力が強かった。それでも、自己開発によってほぐされていた山本さんのアナルは、ふわりとした柔らかさに満ちて俺のペニスを受け入れてくれた。

「出るッ……出る……!!」

　ゴムに覆われていない開放的な射精は、物理的な感触よりも、体内に精液を吐き出している事実により俺の脳内に快楽物質を満たした。

「ソトミチくん……射精してる……私の中で……あっ……んんんっ……!!」

　それは山本さんも同じだったようで、さきっぽだけとはいえアナルに挿入された事実に興奮が高まり、まるで初めてのアナルセックスで絶頂したように山本さんはイキ果てた。

　やがて射精が落ち着くと、山本さんはふやけた顔のまま腰を上げて、アナルに挿入されていたペニスを抜いた。

「ソトミチくんに、中出ししてもらっちゃった……」

　着衣だったのでエッチさえ終わってしまえば見た目上は元通りなのだが、そのフレアスカートの中には俺が出した精液が残っているのだと思うと、余韻とは呼べないほど男としての歓びが昂ってくる。

「山本さんは満足できた？」

　生のペニスを挿れられた嬉しさで山本さんはイッたみたいだが、あれだけ濡れていた膣にはなんの刺激も与えられていない。美優には手でするのも慣れてきたし、その経験を山本さんに活かしてあげたかった。

「あっ、ちょっ……まって……今は……ダメッ……！」

　俺がスカートに手を突っ込んで蜜穴に指を挿れると、山本さんは想像していた以上の感度でビクンと体を跳ねさせた。イッた直後だから敏感になっているのかもしれないと、そんな山本さんが可愛く思えて、俺はカフェでしたときのように二本の指を感度のよい肉へ押し込んだ。

「んああっ……ああっ……！　だ、だめぇっ……！」

　これまでにないぐらいか弱く喘ぐ山本さんに、俺も調子に乗って指をグチュグチュと動かしてしまう。肉棒は再び血液を充満させて、それでも膣内に指を入れているだけで俺の性欲は満たされていった。

「あんっ、あっ、せっかくソトミチくんに、出してもらったのに……漏れっ……ちゃう……ん、ああっ……！」

　中出しされた精液が流れてしまわないよう、お尻に力を入れているせいで、膣から伝わる快感に身構えることができず性感帯の刺激を直に受けてしまっているらしい。山本さんのことを想えばやめてあげるべきだとも考えたが、俺の本能がとにかく欲望をぶつけろと背中を押し続けていた。

「ひゃっ……もう……イッちゃう……イッ……く──ッ!!」

　二度目の絶頂は一回では収まりきらず、俺が指を動かす分だけ山本さんはイッた。俺の脳を支配していたのは、山本さんが精液を漏らすまでイカせてしまえという悪戯心で、少女らしく嬌声を叫ぶ山本さんの体力が尽きるまで愛撫は止まらなかった。

　やがて山本さんの口から、か細く「あっ……」と息を漏らすような声がもれて、スカートの中から白い液体が床に垂れていく。

「ううっ……ソトミチくん、ひどい……」

「ご、ごめん。つい気持ちが入っちゃって」

　山本さんはおぼつかない足で床に立って、恥ずかしそうにキョロキョロとティッシュの在り処を探す。自分で漏らしてしまったものは自分で処理したいらしく、俺はできるだけ関わらないように服を着直していた。

「ソトミチくんったらエッチなんだから」

　最後には笑顔になった山本さんは、なんだかんだで楽しくエッチさえできればいい健康優良児なので、今日の勉強会──勉強会と呼んでいいのかは定かでないが──は大満足の結果だったようだ。

　それからもまだ休憩時間は残っていたため、まるっきり勉強する気もなくなった俺たちはベッドで眠るでもなく添い寝をしてまったりしていた。山本さんのような美人の横で寝ているとそれだけで男としては幸せな気分になる。得したと言えば嫌味な言い方にはなるが、男としてこれほどの幸福は他に考え難く、むしろ恋人がいる手前山本さんは選べないと気持ちを保ち続けていられる俺は実は偉いのではないだろうか。

「私も早く満足しないとなー」

　隣で寝ている山本さんが天井に向けて呟く。言葉ほどに、感情がこもっていないことは気になったが。山本さんも美優ほどではないけど、ふとしたところで不思議な雰囲気を醸し出すんだよな。

　俺と山本さんにとって、この時間は美優から与えられた猶予期間だ。フッて必要以上に傷つけてしまった山本さんに対する義理として、せめて俺への恋が満足するまでにと用意されているラブラブＯＫの譲歩。そういう風にしか考えられない状況だから山本さんは俺とイチャイチャすることに心を決めた。

「ねえ、明日はデートしない？」

　俺を見つめて山本さんが提案する。今日のような勉強会の建前ではなく、ごく普通にどこかへ出かけて、一緒の時間を楽しもうということだ。

「明日か」

　美優も生理の時期のようだし、遥との仕事の手伝いも始まると言っていた。であれば、これはちょうどいいタイミング。美優の作戦のことも考えれば願ってもないお誘いだった。

「いいよ。どこに行こうか？」

　美優とのデートでは温泉と水族館に行くことになっていた。できればそれ以外のところにしたい。

「夏だし、フルーツ狩りとかどうかな？　予報では午後から晴れみたいだけど、雨でも室内でレストランみたいに食べられる農園があるんだ」

「それはいいな」

　これまでのどのデートよりも健康的で健全だ。外を歩くだけで性欲も多少は発散されるはず。

「なら、決定ね！」

　次も会えるとわかった途端に山本さんは元気になって、時間も休憩が終わろうというところだったので俺たちはホテルを出ることにした。帰りの電車から見える空は曇りがかっているとはいえまだ明るく、妙な気の高ぶりもあったので、座席が空いても俺たちはドアの傍に立っていた。

　その分だけ目立ちはするというか、周囲から向けられる視線は朝よりも露骨だったが、不思議なことにそれも気にならなくなっていた。山本さんも言っていた通り、可愛い彼女を連れていれば羨ましく思われる。付き合っていなくとも二人きりで話していれば嫉妬もされる。俺もつい最近まではそういう立場だったからよくわかるのだ。

「周りの人には私たち、どんなカップルに見えてるんだろうね」

「どうだかな。やっぱり、釣り合わないカップルとかじゃないか？」

　いつだったかバイト帰りの電車でも同じような話をしたな。冴えない男が美女に弄ばれているだけ。あるいは、山本さんに同情して、そんな男を選んでしまって可哀想だとすら思っているかもしれない。でも、その実態は……。

「お尻に注がれた精液のお掃除もしないで街中を歩いて、今もこうして電車に乗ってて。私の方がエッチなお願いをなんでも聞いちゃう雌奴隷なんだけどね」

「誰がどう考えてもそんな力関係だとは思わないよな」

　山本さんはどんな男より俺を慕ってくれている。その事実が俺に誇りを与えて支えてくれているんだ。視線が気にならなくなったのは、今が山本さんとセックスをしてきた直後で、そんな自信の源を再確認できたからだろう。俺だっていつまでも冴えない男の殻に閉じこもってもいられない。俺はあの可愛い妹の恋人なのだから。

「美優とデートするときも似たような感覚になるのかな」

　美優だって山本さんに負けず劣らず清楚で巨乳な美少女だ。向けられる視線の多さも今日と変わらないぐらいだろう。なにより本物の恋人なのだから、一層イチャラブできるはずだし、そこで俺がどれだけ胸を張って彼氏でいられるかがデートの肝になるのだ。このデートで得られた経験は、次の美優とのデートにも活かせるはず。

「んー。それはどうかなぁ」

　意外なことに山本さんの口から出てきたのは否定的な言葉だった。それは美優を嘲るでも下に見るでもなく、ただ俺に真実を伝えようとしているだけの声音をしている。

「どういうことだ？」

　俺が尋ねても、山本さんは微笑むだけ。いつもと雰囲気が違う。

「ねえ、ソトミチくん」

　そして、そう。それは初めてのことだった。

「明日のデートは、きっと楽しくなるよ」

　誰もがそうだろうと思うことを述べただけなのに。これまで自然体でいるだけだった山本さんが、あからさまに隠れた意図を匂わせた。

「俺も、楽しみだよ」

　感づいているのに突っ込めない。俺が美優の作戦に組み込まれているからこそボロが出せなかった。今にして思えば、作戦の全容を聞かされずにいて本当によかったと思う。根掘り葉掘り聞かれたらごまかしきれなかった。

「うんうん。楽しみにしてて。満足は、二人でするものだからね」

　このときの山本さんは、初めてマンションを訪れたときと似た空気を纏っていた。美優からの恩赦を拝受するだけだったように見えた山本さんからの、これは挑戦状なのか。

　もし、これが美優の望んだ展開なのだとしたら。

　あのたった一枚の手紙に、どれほどの呪いが仕掛けられていたのだろうか。











０４．居場所









　ぶどう狩り農園までのツアーバスを待つ晴天の下。ハットのついた帽子を頭に乗せた山本さんが、深刻な表情で俺を見つめていた。

「ソトミチくんに、残念なお知らせがあります」

　湿気の抜けた風にワイドパンツがひらひらとはためくその姿は、昨日のような清楚な装いではなく、街中でよく見かけるような女の子の格好だった。Ｔシャツからバレーボールでも出てきそうなバストの膨らみに目を瞑れば、ではあるが。

「残念なお知らせって？」

　底が厚めのスニーカーで少しだけ俺より背の高くなった山本さんの顔を見上げ、カールさせた前髪から覗く真剣な眼差しに息を呑み、身構える。

「なんと今日は…………エッチ、禁止です」

　物々しく放たれた言葉。俺の脳裏に電流が走る。

「……そうか」

　たしかに山本さんが口にすることで衝撃的な宣告にはなってはいた。しかし、美優という恋人がいる俺にとって、エッチは山本さんからのお誘いに付き合うものだ。だから、禁止されたところで何も困ることはない。

　……と言いたいところなのだが、実際はとある事情によって俺は非常に残念な気持ちになっていた。昨日から美優とスキンシップを取っていないのである。

　遥との仕事の準備が忙しいということと、生理初期に共寝をするのは不都合が多いことから、美優は意識的に一人でいるようにしていた。仲直り作戦は俺と山本さんが親密にならなければ効力が薄いということもあって、あえて距離を取ることで俺が山本さんを女として強く意識するように仕向けている面もある。

　当たり前にあった妹成分が急に得られなくなったとなれば、本能が女体を求めてしまうのも無理からぬこと。事実として俺は山本さんに会ってから胸部のシャツの膨らみばかりに目がいっていた。生地が薄いので肉の揺れもぷるんぷるんと生々しく伝わってくるのだ。見ないようにしていても重力に引かれるように視線が吸い込まれてしまう。

「山本さんは、その……暑くないの？」

　セミの声と共にジリジリと暑さが迫ってくるこの季節に、日陰にいてもなお汗が吹き出してくる。濡れた跡が目立たない服を着てきてよかったと安堵している俺に対して山本さんは涼しい顔をしていた。豊満ボディなので俺なんかより熱を含みやすいはずだが。

「おっぱいのこと？」

　身の丈に合った自意識を持っている山本さんはすぐに俺の意図に気づく。

「胸のあたりは特に」

「そうだね。胸が一番暑いかな。蒸れてかぶれないようにベビーパウダーを塗ったり大変なんだよね」

　山本さんはシャツの上から両手で巨乳を持ち上げ、谷間に隙間が開くようにそれぞれの乳房を左右交互に揺らす。そんなことをしたらバス待ちをしている人たちの視線が余計に集まってしまうのだが。巨乳としての自覚が足りていない。

「男の子もさ、蒸れるとニオイがするじゃない？」

　山本さんは俺の下腹部に一瞬だけ視線を落とす。

「あれって男の子同士でいても気になるものなの？」

「自分のニオイはわかるけど、他人のは感じたことないな。あるとしたら運動部の部室くらいじゃないか？」

　帰宅部の俺には想像上のものでしかないが、その手の匂いフェチからしたら堪らないほどの臭気空間だろう。

「ふーん」

　今度は俺の股間を凝視する山本さん。匂いフェチというほどではないだろうが、フェラをするときは即尺するタイプの山本さんにとって、汗に混じった精液のニオイはセックスを想起させる魅惑の香りに違いない。

「山本さん……？」

　周りに聞こえないボリュームにしているとはいえ、爽やかな朝の時間に猥談をするのはいかがなものか。そう思ってる傍で視姦されている愚息がわずかに反応してしまう。すると山本さんは急に我に返ったようにハッと息を漏らした。

「清らかな男女のデートなんだから、エッチな話はいけません」

　理不尽に俺を叱る山本さんは暑さとは別に顔を赤くしていた。急にエッチを禁止にして山本さんもつらいはずだし、清純デートがしたいというのであれば俺も協力してあげたい。

「そしたら、気分転換にコンビニで何か買おうか」

「いいね、お菓子買おう、お菓子」

　農園は山の方にあるのでバスに乗っている時間も短くはない。車内は涼しいからドリンクを買い込む必要はないが、お菓子があったほうが旅行感が増すし楽しく過ごせるはずだ。

　バス停は駅の近くにあるためコンビニに困ることはなく、近くの店に二人で入った。こうして山本さんとコンビニに来るのは、あのエッチ三昧をしていた時期に手繋ぎしたままコンドームを買いに行ったとき以来か。それは山本さんも覚えていたようで、ふと横目で山本さんの顔をうかがうと、店のドア側に陳列されていたコンドームの棚に目をやっていた。

　その様子を俺に見られたことに気づいた山本さんが、誤魔化すように照れ笑いをする。思い出はエッチをしたことばかりなのに、その笑顔が花のようにキレイだったのは、エッチをすることも含めて人と一緒にいる時間を心から楽しんでいるからなんだと思う。山本さんが清純かはともかくとして、純真な人であることは間違いないんだ。

　俺たちはバス内でも気を使わず食べられるお菓子を三つほど買って、集合時間も近くなって並び始めたバスの列に合流した。お年寄りが多いのかと思っていたら意外なことに若者が多く、最近では写真映えのするデートをするために景色のいい場所まで遠出するカップルが増えているようだ。

「悪い、トイレだけ行ってくる」

「じゃあ私は席を確認して座っておくね」

　長距離移動になると思うと尿意を催してしまうもの。俺は急いで近くのトイレに駆け込んで、用を済ませてからバスの中に乗った。

　予約した席はバスの中央のあたり。背が高くて黒色が美しい髪をしている山本さんはすぐに見つかった。

「こっちだよ、ソトミチくん」

　控えめに手を上げて山本さんが俺を誘導してくれる。通路を歩く俺の横から「あそこにメチャクチャ可愛い子がいた」と声が聞こえてきて、その男が隠れて指差していた先にいたのは山本さんで、その美少女の隣に空いている席は、他でもない俺のものだった。

「お待たせ」

　俺が腰を下ろすと、山本さんは早速一つお菓子を取り出して、ニッコリと笑った。

「好きな人を待ってる時間っていいよね」

　カップ型の入れ物の蓋を開けて、細く練り揚げされたスナックを口の先に咥える。山本さんはポジティブな人なので、先にある楽しみを不安なく待つことができる。昨日の勉強会でも山本さんは俺より早く合流場所に着いていたし、人に尽くすことが好きな山本さんらしいデートの楽しみ方だ。

「そう言ってもらえて嬉しいよ」

　俺はそれほど待っている時間を前向きには捉えられない。アニメや映画の見すぎというのも問題で、いわゆる『上手くいきすぎているときは不幸の前触れ』という死亡フラグが脳裏にチラつくのだ。

「山本さんはぶどう狩りの経験はあるの？」

「ぶどうはないんだー。だから、今日は楽しみで」

　バスガイドが乗車して、挨拶を済ませて、間もなくバスが発進した。山本さんが一つお菓子を差し向けてきて、俺はそれを遠慮なくパクッといただいた。

「このツアーのぶどう狩りは四十分食べ放題で、おまけにワイン工場の見学もあるから、色んなジュースを試飲できるみたいだよ」

　もちろん本来ならワインの試飲がメインのイベントなので、「ソトミチくんとお酒も飲んでみたかったけどね」と残念がる山本さん。いつかは山本さんともお酒を飲むことができるのか。この夏に仲良くなったみんなとも、酒の席を囲む日が来るのかな。

　山本さんは酔ったら激しそうだ。イケナイとわかっていてもエロい妄想が膨らんでしまう。泥酔セックスなどした日は、翌日を生きていく精力の一片すら残してはもらえまい。

　美優は……、そもそも、大人になったらどうなるのだろうか。今のままロリ可愛い姿でいるのか、山本さんのようなエロ美人になるのか、あるいはそれを超えていくのか。いずれにしても、酔えばツンツンしたままともいかないだろうし、どんなギャップで萌えさせてくれるのか今から期待が高まるというもの。できれば猫のようにニャンニャンに甘えてほしい。そして翌日はそれを思い出して悶絶してほしい。

「ソトミチくんは、お酒を飲んだらどうなるかな」

　山本さんに聞かれて気づく。美優や山本さんの酔う姿を見るためには、俺もお酒を飲まないといけないんだ。これは盲点だった。

「酒に強くはないと思うんだよな」

「ねー。さすがのソトミチくんも、酔ったら女の子を獣みたいに犯しちゃったりして」

　ふふふ、と満更でもなさそうな顔をして、山本さんはお菓子を一口食べ、次の一口を俺に「あーん」と言って食べさせてくれる。

　俺はどうにか理性で性欲を抑え込めているので、美優とエッチするときも山本さんとエッチするときも相手本位で行為を終えることができているが、そのタガがなくなったらこの美少女たちを相手に欲望を制御できる自信がない。それがたとえ生セックスをするしかない状況だったとしてもだ。そう考えると、この二人を相手に理性的な判断ができている俺はやはり偉いな。

「あっ」

　そして、再度我に返る……というか、自制心を取り戻す山本さん。唇を尖らせて恨めしく俺を睨んでくる。今日はエッチな話は禁止なのだ。

「す、すまん」

　こんな理不尽なやりとりも、俺は慣れてしまっているので素直に申し訳なく思う。エッチな話をしないことがここまで難しいことだと思わなかった。女の子との猥談は経験の少ない男子たちの夢ではあるが、ここまで関係が進展してしまうと避けるほうが難儀する。

　それからもちょくちょくエッチな話に入ったり逸れたりしながら会話を続けて、バスでの旅行気分を味わった。高速道路に乗ったバスはほどなくしてサービスエリアに入り、一回目の休憩をすることに。

　バスを降りると一気に温い空気に包まれた。広大な駐車場の奥には売店があって、その先は田舎町が見下ろせる山景色になっている。

　サービスエリアに来たのは修学旅行以来か。なんてことない場所だけど、馴染みの薄い人間からすれば中々にテンションの上がる場所だ。

「ご当地グルメを探そうよ。おまんじゅうとかおにぎりとか、手軽に買って食べられるのも多いんだよ」

　そして、俺以上にはしゃいでいる山本さんに連れられて、お土産売り場に向かうことに。手を繋ぐか迷いながら、山本さんからは手を伸ばしてこないので後ろをついていき、二人で売店を回る。二人とも少食というわけではないけど、分けられるものは一つだけ買って、半分こにした。

　同じ景色を見て、同じ味覚を楽しんで、おしゃべりをしながら歩き回る。なんてことないどこにでもあるデートの一風景だけど、俺にとってはどれも新鮮だった。これまでが不健全な付き合いばかりだったせいか、こんなごく普通なやりとりに胸が高鳴って仕方がない。

　そして、それは同時に違和感でもあった。なんとも表現しがたいのだが、ごく微弱な地震に揺られているような、心の淀みを胸の奥で感じていた。その原因の一端はわかっていて、ちょっとしたトイレの時間でも、会計をするだけの間でも、山本さんが俺から離れてまた戻ってくるその瞬間に、俺は少なからぬ優越感を覚えてしまっていたのだ。なぜこんな今さらなタイミングでそれを感じるのかはわからないけれど、今日はどうしてか、山本さんの一挙手一投足が俺に向いていることが嬉しかった。

「どうかした？」

　気分よさそうに俺の横を歩く山本さんは、露店で買ったソフトクリームの頭にかぶりついている。

「山本さんとデートしてるのが、なんか、楽しくて」

　隠すことでもないと思って言ってしまった。すると山本さんはニヘッと笑って、ソフトクリームを「どーぞ」と分けてくれたので、同じように上からかぶりついた。甘くて濃厚なミルクの味がした。

「私もソトミチくんとデートができて楽しいよ」

　無理のない等身大の姿で接してくれているからこそ、デパートを二人で歩いたときには感じなかった喜びがあって、それはきっと山本さんも似たようなものを感じてくれているのだと思う。今日の俺たちは間違いなくラブラブカップルだった。

　熱気を照り返すアスファルトの道を早歩きで渡って、駐車場の真ん中あたりに停まっていたバスへと戻る。一人でバスに乗り込んだときにはなんとも思わなかったのに、入り口の段差が高いように感じて、気づけば後ろにいる山本さんに振り返っていた。

「段差、転ばないように気をつけてね」

　底が厚めと言っても五センチにも満たない程度なので、履き慣れている女の子からしたら運動靴で歩くのとさして変わらないのだが、それでもふとそんな言葉が出た。すると、山本さんは学芸会の出来を褒められた子供みたいな笑みで、「ありがとう」と言ってくれた。

　そんなやりとりが俺の中にある違和感を大きくしていた。俺は無意識に山本さんを大切にしてあげようとしている。そうした感情の動きをなんと呼ぶか。

　下心だ。俺は今、山本さんに好かれようとしている。それは人としてなんらおかしくはない行動だし、仲直り作戦のために美優も俺が山本さんと仲睦まじくなることを望んでいる。だから、俺が省みるべきことはないはずで、そこにある引っ掛かりはどこまでも違和感だった。

「農園に着くのが楽しみだね」

「あと一時間ちょっとだってな」

　バスの通路を歩きながら山本さんとおしゃべりをする。こんなにも可愛い子の声が、意識が、俺に向いている。そこにあったのは、もしかしたら優越感ではなく安心感だったのかもしれない。

　かつて、外出するたびに道行くカップルたちを羨んでいた俺は、可愛い女の子を見つけては得した気分になり、その子がどこかの男のものだとわかると勝手に失望していた。そうしたショックを受けることがなくなった現在の状況……その根幹を成す山本さんという存在を、俺は特別に想っているのだとしたら。これまで感じてきた周囲からの視線は、ダメ人間だった頃の自分から向けられていたものであったとも考えられる。

　……なんて、意味もないことまで考えて、俺もどうかしている。美優に振り回されているうちに悪い癖がついたのかもしれない。せっかく美優も山本さんも望んでくれているデートなのだから、難しいことを考えずに楽しまなくては。

「食べる？」

　そんな俺の心の切り替わりを肌で悟ったのか、山本さんがいいタイミングで二箱目のお菓子を開けて差し出してくれた。

「山本さん、ずっと食べてるけど、食べ放題は大丈夫？」

　俺は山本さんに出された分をつまんでいる程度だから問題はないが、山本さんはそこそこの量を食べ続けている。

「う、うん。食べようと思えば、たくさん食べられるから……」

　山本さんはほんのり恥ずかしそうに、それでもお菓子を口の先にパクリと挟む。この『食べようと思えば』の程度がどれほどのものなのか、思い知るのは農園に着いてからのことだった。

　天井にぶどうのツタを張り巡らせた店の前に到着したバスから、降りてすぐに籠とハサミを渡された。簡単に取り方を説明してもらい、グループごとにまとまって、先導される道を歩いていく。いくつかに区画分けされたぶどう畑が左右に広がっていて、そのうちの一つに俺たち団体は案内をされた。

「たくさんあるね、どれが美味しいんだろ？」

「ネットには完熟を選べって書いてあったよ。房と枝の色をみるんだと」

「あ、調べてくれたんだ。ありがと、ソトミチくん」

　大したことをしたわけでなくても、山本さんはニコニコと感謝をしてくれる。暑さも構わずくっついてきて、ほっぺにチューでもしてくれそうだ。

　風通しのいい場所を見繕って、ハサミで一房を切り取り、大粒のぶどうを皮を剥いて食べる。お世話好きの山本さんもいっぱい皮を剥いてくれて、それをもぐもぐと口に頬張ること三房目。

「や、山本さん、そろそろお腹が……」

　いくら食べ放題とはいえ、ただでさえ糖度の高い大粒のぶどうを四十分も食べ続けられるはずもなく、残りの時間は山本さんに食べてもらうことに。どうにも遠慮がちだったので今度は俺から皮を剥いて食べさせてあげると、山本さんはそれから吹っきれたように食べ始めた。

「んー、美味しい」

　山本さんが年相応に少女らしくしていて、俺もつい機嫌がよくなって、できるだけ美味しそうな房を見つけてあげようと周囲を見渡す。

「あのあたりは色がよさそうだな」

　指を差しても山本さんは食べるのに夢中でよくわかっていなさそうだったので、俺は山本さんを奥にまで誘導しようと手を取った。

「あっちのやつ、食べてみよう」

　そう言って山本さんを引っ張ると、山本さんは俺から手を繋がれたことに一瞬だけビックリした顔になって、それからすぐにコロッと笑顔になって、それはもうすごく嬉しそうについてきてくれた。そんな山本さんの明るい表情に、俺の胸もときめかずにはいられなかった。

「ソトミチくんが選んでくれるから美味しい」

「ネット知識サマサマだな」

「選んでくれるのがソトミチくんだから美味しいの」

「わかってるって」

　わざとらしく膨れて、わざとらしく戯けて。そうして二人で笑い合う。バカみたいにカップルらしくイチャイチャしてるな、俺たち。

　これまで付き合ってきた子たちといえば、性知識が皆無な佐知子と、いつも不機嫌な由佳と、無表情でツンデレな美優と、小難しい性格をした相手ばかりで、山本さんみたいに素直な感情を吐き出してくれることがこんなにも嬉しいだなんて知りもしなかった。

「結構食べたな」

「いやー、つい美味しくて」

　後半はほぼ一人で食べていたにもかかわらず、気づけば籠には七本の穂軸が入っていて、それでも控えめにしたのだと言うのだから驚きだ。山本さんは美味しそうにご飯を食べる表情も素敵なのでとてもいいことだと思う。どこを切り取っても山本さんは人を幸せにする女性だ。

「ソトミチくんといるとさ、なんだか、自分の変かなって思うとこも見せられちゃうから、気楽で助かるんだよね」

「へぇ、なんでだろうな」

「んふふ。なんでだろうね」

　山本さんは理由がわかっているかのように含みのある笑みを浮かべた。俺が思いつくところでは、付き合ってはいないから、というのが結局の理由だと思う。山本さんの昔のことを聞かない云々の話が出たときもそうだけど、お互い真剣に交際を狙っていたのならまた評価は変わっていたはず。多分。

「戻ろっか」

　満足に食べきった俺たちは籠とハサミを農園に返却して、バスの出発時間までを休憩スペースのベンチで待つことになった。屋外だが立地の問題と天井のツタのおかげで涼しい空間になっている。隣に座る山本さんはバッグから水筒を取り出して、キュッと小気味いい音とともに蓋を開けると、長い髪を後ろに分けてゴクゴクと喉を鳴らしてそれを飲んだ。

　そんな横顔も美しくて見惚れるほどで、俺は目を瞑る山本さんの長い睫毛をぼーっと眺めていた。その気配に気づいた山本さんから、「いる？」と聞かれたので、一口もらうことに。これほどの美少女の間接キス、以前は想像するだけで興奮するほどだったというのに、俺は平然といただいてしまっている。もし別の誰かがここに座っていて、俺がそれを目撃する立場だったら、歯痒さにテーブルを引っ掻いていたことだろう。

　こんなに可愛い人を、どうして俺が独占できているのだろうか。これまで山本さんと出会ってきた男たちは全員が節穴ばかりだったのかと、どうしたって不思議に思う。たかだかコンプレックスを拗らせたぐらいで、こんなに優しくて可愛い──何よりもエロい──女の子を突き放すなんて考えられない。そういえば、実際にそんなようなことを、山本さんの部屋で寝泊りしていたときに聞いたっけ。

「何か気になる？」

「ああいや、こうして山本さんと一緒にいるとさ、あまりに楽しいもんだから」

　それが羨みや妬みからきた疑念ではなく、当時の俺はあまりに自信のない人間だったから、単純な疑問として尋ねた。その答えは、結局は有耶無耶にされていた気がする。しかし、それを改めて聞くのもな。

「なんで前の人たちはダメだったのかって？」

　そこはさすがに山本さんというか、読まれてしまった。

「それはソトミチくんの宿題にしてたはずだけどな」

「えっ、そうだっけ」

　俺にあるのは断片的な記憶だけ。ベッドの上で話をした俺と山本さんの姿が、俯瞰的にぼんやりと脳内に残っている程度だ。

「私をフるなんて信じられないってソトミチくんが言って、今の私しか知らないからだよって、私が答えて」

「ああ……」

　そう言われたことは覚えている。俺は今の山本さんしか知らない……つまるところ、山本さんも成長しているので、過去はこれほどいい女ではなかったのだと、俺はそう解釈していたのだが。川藤と話をしたあとでも、その印象は変わらない。

「シンプルな話なんだよ」

　山本さんは俺から水筒を取り上げて、そして、その飲み口に唇を押し当ててキスをした。

「ソトミチくんが相手だから、私は今の私なんだよ。好きになれば一途に尽くすけど、その人をどう幸せにしたいかは、その人の反応によって変わってくるから」

　人の行動原理は義務か義理に由来していて、それはご奉仕大好きな山本さんであっても例外ではない。尽くしたい想いのベクトルは常にプラス向きでも、度合いや方策は相手により千差万別だ。

「私がこんなにエッチな女の子になったのもソトミチくんのせいでしょ？」

「えっ……ああ、うん。それは申し訳ない」

　俺の影響より根のエロさの方が勝っている気もするが、異議申し立ては心の中に留めておく。

「でも、ソトミチくんからしたら、それも私の魅力なわけで」

「そうだな。間違いないよ」

　山本さんの語り口を聞きながら思い出した。あの質問をしたとき、俺は山本さんに軽く叱られたんだ。山本さんは俺に自信をつけようとしてくれていて、そんな山本さんだからこそ「大事なことを忘れてる」と言って、俺にそれを気付かせようとした。

「もし私が魅力的だと思うなら、その魅力を引き出してるのはソトミチくんなんだよ」

　なぜこれほど素敵な人が、と思うその姿は、そもそも俺しか知らなかったのだ。

「私もね、ソトミチくんのことを好きになってから、自分のこと、ちょっと可愛くなったかなって思うし」

　山本さんは自分で言っておいて恥ずかしそうに、場を茶化して話を締めくくった。

「どれくらい好きなの？」

　それほど真面目に話し込む話題でもないと思って、俺も冗談半分くらいの気持ちで聞いてみた。

「え、すごく好き」

　その簡潔な回答に添えられた幸せそうな笑みが、何より俺への好意を表現していて、くすぐったさのあまりに上手く話を続けられず、俺はベンチから立ち上がって山本さんと一緒にバスへ戻ることにした。

　次の目的地はワイナリーで、そこでの試飲会が終わったら昼食を挟み、植物園を回って早めの解散になる。工場見学なんて生まれてこの方楽しいなどと感じたことはなかったのだが、好きな人と未知の場所を歩くというのはそれだけで特別な時間になるもので、少なくともデートに使うのであれば断然アリだと思った。

　それから、試飲会の会場に辿り着くまでの間、山本さんは周囲に頻りに意識を向けていた。会場に着いて、蛇口付きの樽を一つ一つ見て回ってから、二人で紙コップを手に椅子に腰を下ろして、そこでようやく山本さんはとある人物に指を差した。

「あの人」

　そこにいたのは、日焼けをしたスポーツ系の好青年だった。カップルではなく男女二組の四人グループで来ていて、見たところ大学生の知り合いが集まって遊びに来た感じだった。その男はグループの中心的存在で、四人グループとは言ったものの、他の女二人はその男にベッタリでチヤホヤしている。しかし、男に嫌味ったらしさはなく、むしろ陽気に周囲を笑わせていて、整った顔に作られる笑顔は爽やかで、なによりそのガッチリとした体型はセックスが上手そうだった。

「ソトミチくんの思う、私の理想的な恋人って、あんな感じ？」

　唐突に訊かれて、図星だったこともあってドキリとした。

「運動も勉強もできそうだし、背も高くて顔もいいしな」

　前者はともかくとして、顔や背丈は生まれ持ってのものだ。俺たち下々の者からしたら羨むことぐらいしかできない。そうした、いわゆる上位にいる人間こそが、山本さんの隣には相応しいと思っていた。でも、今となっては、そうでもなくなっていた。

「あの人と付き合ったら、私は幸せになれると思う？」

「……どうかな」

　即座に「そう思う」と答えることができなかった。少なくとも、その辺のブ男と付き合うよりは幸せになるだろうが、それは一般的な女の子がごく普通に享受するレベルの幸せであって、山本さんほどの人に相応しいとは思わない。

　かといって、もっとレベルの高い芸能人レベルなら……と考えても、むしろ幸せなイメージからは遠ざかるだけだった。どんなに優秀な恋人を手に入れても、どれほどの大金で豪遊ができたとしても、自身が優秀すぎる山本さんからしたらその程度のことでしかないのだ。

「エッチもできないしな」

「うんうんうん」

　力強く首を縦に振る山本さん。俺としても山本さんの持つ最大の才能が活かされないのは残念に思う。

「でもそうじゃなくてね」

　山本さんは真顔で訂正をする。

「居心地のよさが、ソトミチくんは格別なの。そのままでいていいって言ってもらってる感じがして。最近は離れてると、恋しくなるぐらい」

　穏やかに語る山本さんは、紙コップを両手で持って中を覗き込んだ。

「デパートのとき、美優ちゃんも同じなんだよって言ったのは、そういうこと。勉強したりとか、お金を稼いだりとか、一人で済んじゃうことは、別に私たちは自分で満足するまでできちゃうから」

　それを彼氏のステータスとして求めたところで得られるものなど何もない。ましてや世間からよく見られたいと考えているわけでもない美優や山本さんにとっては、恋人と二人でいるときだけに満たされる何かこそが重要だった。

「居心地がいいって言われても、俺は何かしてるつもりはないんだけどな」

「それがいいんだよ。だからソトミチくんはすごいの」

　山本さんはキラキラした目を俺に向けて話を続ける。

「ソトミチくんはさ、色んな子とエッチさせられたり、恋人が友達と肉体関係だったり、無茶苦茶な諍いに巻き込まれたり……」

　レイプを強要されたり、清楚な見た目に反して破廉恥の度がすぎる特殊性癖の子ばかりが相手だったりな。

「そういうの、少しぐらいは自分の好みに合わせて直してほしいって、お願いしたりするものじゃない？」

「そうなのかもな」

　気にならないのもある一方で、相手の子がみんな自分よりステータスの高い人間ばかりだったから、俺はそれ以上を求めるほどの立場にないって思ってた部分もあるけど。

「私も他人のこと言えないけど、特にあの美優ちゃんの性格とか性癖は、すんなりそのまま受け入れられるものじゃないと思うんだ」

　なるほど鈴原や由佳の例を見れば、好きな人がどれだけ上等でも自分の価値観に当てはめて変えたがるタイプはいくらでもいる。逆に遥とは互いにそのままを受け入れ合える関係だったからこそ、二人は仲良しだったのかもしれない。

「ソトミチくんは、人を無理に変えようとしないから」

　その話を聞いて、ようやく俺にも整理がついた。山本さんがこれまで教えてくれた俺の好きなところは、すべてがここに繋がってたんだ。

「常々こんなことを考えてるわけじゃないんだよ？　次に会ったときは別のことを言ってるかもしれない。でも、理屈でどうっていうのは、些末な話で」

　山本さんはまっすぐで想いの詰まった目で俺を見つめてくる。

「ソトミチくんと一緒にいるだけで、ソトミチくんの中にあるものが居心地のよさとして伝わってくるの。それが好き」

　あるいはそれは、これまで由佳の友達やハルマキさんから言われてきた「なんとなく」の正体だったのかもしれない。それで初対面の男を相手にセックスを許せるというのは些か過剰な気もするが、そのあたりはあの妹の存在が大きいのだろう。

「あと、ソトミチくんはエッチがいっぱいできてめちゃめちゃ気持ちいいから、もう絶対に他にないってぐらい好き」

　山本さんはやや興奮気味にわかりきった情報を付け加えた。イイ話をしていた風だったのに結局はそこにオチを持ってくるとはな。美優に育ててもらったこの体は性方面で大いに健闘しているようだ。

「今日はエッチの話は禁止なんじゃ？」

「なんだか揮発したアルコールに当てられて口が滑ったみたい」

　そんなわけがあるか。

「俺は……どうだろ。やっぱり山本さんのまっすぐなところかな。そこが好きで」

　もちろん、顔のよさもあってのことだけど、顔だけなら美優以外を好きになることはなかったはず。身に余るほど幸福な話だが、可愛い女の子だけなら俺の周りにはたくさんいるんだ。その中で、美優だけは特別で、美優だけが特別なはずなのに、きっと今の俺はいつ恋をしてもおかしくないほどに山本さんを好きになっている。

「……ん？　あっ、私、褒められてる……？」

　山本さんは目を丸くして驚いていた。

「あ、あれ？　伝わらなかったか？」

　たしかに、まっすぐなところが好きだなんて言われてもピンとこないよな。でも、俺のこの感情も山本さんが抱いているものに似ていて、こうして一緒にいるときに伝わってくるなんとなくの安心感が、ここまでの好意を育んだのだ。

「山本さんが笑ってるところ、ほんとに好きなんだよ。見てるこっちが癒されるというか。山本さんといられてよかったって思う」

「へー、そうなんだ、えへへ。嬉しいなぁ」

　山本さんは予想していたよりずっと上機嫌に話を聞いてくれた。当たり障りのない褒め言葉なのに、こんなに喜んでもらえるものなのか。好きな人の言うことだからってことかな。

「ソトミチくん、行こっ」

　バスガイドに呼びかけられて、俺たちは再度バスへと戻ることになった。しばらく経っても山本さんはニヤニヤと高いテンションを維持したままで、ワイナリーを出てから最後の植物園に着いても、山本さんは俺にベタベタだった。

「そんなに嬉しかった？」

　斜面の一帯に広がる花畑を見下ろしながら、スロープ状に伸びている道を、俺は山本さんと腕を組んで歩いていた。バスは植物園の上に停車していて、そこから俺たちは園内を歩いて回ることになる。下方には小博物館とレストランがあって、俺たちにはそこで過ごすための自由な時間が与えられていた。

「ソトミチくんみたいに褒めてくれた人、今までいなかったから」

　少し強い風が吹いて、山本さんは片手で帽子を押さえる。コスモスとアジサイが段々になっている花畑に映るその姿は、まるで絵画の一部のようでつい見惚れてしまった。

「そうなのか」

　それは意外だった。

「だって私、可愛いし、なんでもできるし」

　得意げに口角を上げる山本さんは、その自負が相応しいほどに美人で優秀だ。まず第一に褒め言葉として挙がるのは、優しい、可愛い、頭がいい、エロい……とかだろうか。

「こんなに人に甘えたいって思ったの、初めてかも」

　ちょうど木陰になるところにベンチがあって、俺たちはそこに腰を下ろすことに。都会のように人や車が行き交う喧騒もなくて、景色はこんなにも広大なのに、二人きりでいる空間はより密に強調されていた。

「なんでソトミチくんの彼女じゃないんだろうなー」

「こうしてると彼女みたいじゃないか？」

「えー違うよー、彼女は彼女だもん」

　山本さんは遠くの景色を眺めながらベンチの後ろに両手をつく。

「付き合うって、言ってみれば居場所の確保じゃない？　友達でも他人でも、ソトミチくんに甘えることはできるけどさ、所有権を主張できるのは付き合ってる間柄の一人だけだから」

　山本さんはさりげなく片方の手を伸ばして、俺と手を重ねてきた。

「本当に欲しいときに、優先して相手をしてもらえるのって、やっぱり特別なんだよ。私がこうしてイチャイチャしてても、もし美優ちゃんがここにいたら、私はこの手を離して美優ちゃんに渡さないといけないわけだし」

　そうして常に一番近くにいる権利を持つこと、あるいはそれを宣言していることが、他人と恋人を分ける決定的な差なのだと山本さんは云う。

「ソトミチくんの隣は、居心地がいいんだ」

　手を伸ばした分だけ身を寄せて、帽子を膝に下ろしてから、山本さんは俺の肩に頭を乗せる。

「私がソトミチくんのこと好きなの、伝わったかな？」

　山本さんは人差し指でツンツンと俺の腹をつついてきて、どうやらそれを理解させたくて俺に心の内を丁寧に教えてくれていたらしい。俺の方からも、山本さんのテンションに合わせるように笑いが漏れて、その次に見渡した景色は一層鮮やかだった。

「伝わったよ。スッキリした」

　背中に一本、筋が通ったような気がした。俺は山本さんのためにデートをすることができて、山本さんは俺とデートをして幸せを感じている。山本さんの手を握ることだってできるし、抱き寄せて体の距離をゼロにすることも、「ありがとう」と優しく感謝を伝えることも、手を引いてエスコートすることもできる。

「えへへ」

　山本さんは軽快な足取りで俺についてきた。

「わーい、ソトミチくんとデートだ」

　わざとらしく、子供っぽく、小声で呟いた。スロープの反対側に咲いていた向日葵に彩られて、山本さんは一人の少女になっていた。

「写真でも撮ろうか」

　この日のデートは俺にとっても大事な記念になる。そう思って、残しておきたくなったのがその美しい姿だった。

「一緒に撮ろうよ」

　山本さんは俺の腕を引き込んで、カメラモードのスマホを内向きにかざす。女の子と二人で写真を撮るのなんて初めてだったから、どんな顔をしたものかと困惑していたところに、早速シャッター音が飛んできて慌ててカメラに目を向けた。

「あ、ちょ、待って」

「んふふ。そういうソトミチくんの素の可愛さも撮っておかなくちゃ」

　山本さんは慣れた様子でパシャパシャと撮っていく。二人でくっついているので背景などロクに写っていないのだが、それでも山本さんは満足そうに撮影ボタンを押し続けた。

「恥ずかしいな、写真って」

「自分で言い出したくせに。あとで送っておくね」

　これまでは作戦とやらに追い回されるばかりだったのと、単純に自信がなかったこともあって、自分から何かを提案することなんてなかったのだが。こんなにも喜んでもらえるなら、やりたいことを言うってのも悪くないものだな。

「そろそろお昼にしようか」

「はーい」

　山本さんと花畑を下りきって、中庭になっている公園を囲む施設を見渡し、レストランの入り口を探す。そんな俺を引っ張って山本さんが急に走り出して、中庭に着いたところで振り返った山本さんに、俺は正面から押し倒された。地面には芝生が植わっていて、大地の柔らかさと草の匂いを感じたのは久しぶりだった。

「どうしたの、急に」

「ここなら気持ちよく寝られそうだったから」

　山本さんは横向きになって俺と添い寝する形になっていて、これならベッドで寝るよりは抵抗はない。

「気持ちいいな」

「街中と違って気温も湿度も低くていいよね」

　ビル群に日差しが反射して蒸されるような暑さもなく、山の風は空気全体が動いて、撫でられているみたいで心地よい。中学生になってから引きこもりがちだったけど、小さい頃は旅行好きの両親に連れられて色んなところに行ったんだった。芝生に寝そべって見上げる青空の遠さはあの頃と変わっていなくて、懐かしさを覚えるこの気分は、センチメンタリズムと呼ばれるものなんだろうな。

「日差しを浴びすぎるのもよくないし、中に入ろうか」

「うん、そうだね。美味しいの探しに行こ」

　立ち上がって土埃を払って、それから、向かったレストランでランチを食べて、博物館を回った。帰りのバスが出るまでの時間潰しのはずが、デートの終わりが迫るにつれて胸がザワついてきて。それは山本さんが彼女ではないからこそ湧き上がってきた、寂寥感と呼ばれる感情だった。

　まるで片想いの女の子と同じ班になって回った修学旅行の帰り道みたいに、現実に戻ってしまう虚しさと、それを避けようとする奇妙な焦りが、歪に絡んで心臓を締めつけてくる。そして俺は、山本さんと二人で下ってきたスロープを戻りながら思うのだ。『なぜ？』と。

　そう自分に問いかけた瞬間、俺は地面の底が抜けたような脱力感に襲われ、足をふらつかせて倒れかけた。

「大丈夫……!?」

　山本さんに支えてもらって、俺はどうにか踏ん張ることができた。

「ごめん、助かった。坂に躓いちゃって」

　どうにか誤魔化したものの、頭は混乱していた。脚の力が抜ける直前にやってきた、得体の知れない二つの違和感に同時に浸食されるような感覚。そのうちの一つは、俺がすでに同じものをどこかで体験したことがあった。

　直感的にわかっただけだ。実際にそれが何だったのかはわからない。一連の感覚を喩えるならば、熱湯と冷水を同時にぶっ掛けられて、気絶してしまいそうなほどの恐怖に耐え抜いた結果、ただ濡れているだけでなんともなかった、みたいな。そんな訳のわからない瞬間だった。

「気をつけてね。お借りしてる恋人に怪我させたら、美優ちゃんに怒られちゃうかもだし」

　山本さんは変わらず元気にニコニコしていた。せっかくのデートに水を差される形になったけど、こんな楽しい時間を無駄にするわけにもいかないな。

「山本さんに心配をかけた俺の方が怒られるよ」

　山本さんの手を握り直して俺はまた坂道を上がる。意識もはっきりしてるし、視界も良好。むしろ以前よりはっきり見えるぐらいだ。

「筋力不足かな」

「そんなことないんじゃない？　ソトミチくん、むしろ運動とか得意そう」

　山本さんと駄弁りながら坂道を歩いて、言われてみると息も上がっていない自分に、我ながら驚く。昔から運動は苦手というほどではなかったが、エロゲばっかりやってた元引きこもりにしては体力がありすぎるよな。

「すごいのは、ソトミチくんなのか、美優ちゃんなのか」

　山本さんの呟きに、そこでどうして美優が出てくるのかと疑問が浮かんで、すぐに美優の命令で筋トレを始めたことを思い出した。しかし、多少筋トレをした程度で、そんなに筋力がつくものかな。

「愛のパワーってやつなのかな」

　俺に尋ねるでもなく呟く山本さん。その言葉の意味を説明してもらったのは、バスに戻って二人で腰を落ち着けてからだった。

「愛のパワーって、俺と美優の？」

「正確には、ソトミチくんの美優ちゃんに対する愛かな」

　俺の美優への愛か。別の女の子とデートしておいてなんだが、そこいらのカップルには負けないぐらい愛している自信はある。

「ソトミチくんってさ、美優ちゃんがエッチしたいって言ったら、その前に何回抜いててもエッチできるんでしょ？」

「まあな」

　自分でも異常な体質だとは思うが、俺の性本能は美優の命令に強制服従する。出せと命じられても、出すなと命じられても、美優が本気でそう願えば俺の体は実直にそれを叶えるのだ。

「セックスできる回数って、性欲よりも筋力とか体力に依存してるから、たとえどれだけソトミチくんがエッチな男の子だったとしても、毎日複数回なんて絶対に無理なんだよ」

　微妙にツッコミたい部分はあったが、言い分には納得できた。俺がエッチをしてきた頻度はアスリートと同等か、あるいはそれ以上のレベルかもしれない。

「逆説的に俺の肉体も美優によって強制的に鍛えられていると」

　山本さんは頷いて、俺と肘をくっつけて、太腿を触ってくる。ちなみに、バスではこれまでずっと通路側だった俺は今、窓側に座っていた。山本さんが譲ってくれたのだ。

「よりセックスに特化した身体に進化してるんだよ。学校で会ってた頃に比べても、目に見えて筋肉が増えてるもん」

　俺の肉体は知らずのうちに立派になっていたらしい。

「あと、こっちの方もね」

　予想していた通り──いや、期待していた通り、だったのか──、山本さんは俺の股間を手のひらで撫で回してきた。そろそろ、今日一日疑問に思っていたことを聞いてもいい頃だろう。

「今日は、エッチ禁止なんじゃ？」

　デートの内容は青春そのものだった。もしかしたら本気でしないつもりなのかも、という可能性も充分に考えた。しかし、結局のところ行きから帰りまで、ずっとエッチに関する話はしていたのだ。そして、今は下腹部を触られている。

「もちろん、ダメだよ……？」

　そう言いながら、山本さんは膨らみかけのムスコを優しく起こすように、なおも俺の股間を撫でて、瞬きで俺を誘惑してくる。これはダメじゃないパターンだな。

「ほんとにダメなのか？」

「私は……何回も、ダメって、言ってるよ」

　そうか責任を取りたくないわけか。そうしたい理由があるんだな。でもエッチはしたいんだよなこの様子じゃ。

　それならこっちも望むところだ。俺だって昨日から抜いてなくて、睾丸を揺らせばたぷんと音がしそうなぐらいには精液が溜まっている。ここまでされたからには、挿れさせてもらうか飲んでもらうかしなければ気が済まない。

「これから帰っても、まだ夕方の早い時間だよな」

「うん。そうだね」

「だから……その、だな」

　エッチは禁止と言われている。直接的な誘いは厳しいか。

「ほ、ホテル、とかは……今日は、あれか。ダメか」

　これでは直球勝負してるのと変わらない。女の子をホテルに誘う口実を考えるのがここまで難しいことだとは。これまでの俺は誘われるがまま、流されるままだったから、ダメだと言い張る女の子を誘う方法がわからない。

「ホテルって、どんな？」

　山本さんはねちっこい声で問い返してくる。次第にその指先が、勃起したペニスを頭から根元までなぞるようになった。

「それは……あー……ら、ラブホテル……」

　引っ込みがつかなくなって正直に答えてしまった。わざとらしくても話題を変えるか、ビジネスホテルと答えてしまえばよかったのに。

　どっちでもやれることは同じなんだ。無論、コンドームを買う都合はつけなければならないが、でも、この際フェラだけでも構わないし、なんならもう精液を飲んでもらうだけでもいい。

「んー？　どうして、ラブホテルに行きたいの？」

　まだまだ俺に誘う余地を残してくれる山本さんからの再度の質問。そんなもの、セックスがしたいからに決まっているのだが。今の山本さんにはそのお願いを承諾することはできない。

「まあ、カラオケ……とかでも、いいんだけどな」

「カラオケ？」

「そう、カラオケ。……が、やりたかったんだけど、ほら、どっちにもついてるだろ？　カラオケ。でもビジホにはない。だから、ラブホ」

「へぇ……そうなんだ」

　山本さんは人差し指と親指で俺のペニスを挟んで、クニクニとマッサージをしてくれる。血流も過剰なほどよくなって、まだ帰るまで数時間かかるのに、ヤル気は最大近くまで高ぶっていた。俺の脳のバックグラウンドではもう、サービスエリアのどこかでフェラ抜きをしてもらえるところはないかと思考が巡っている。

「ホテルで、カラオケしたい？」

「したい！　したい……！」

「エッチはダメって、私は言ったよね？」

「言った言った。わかってるから、ちゃんと」

　これまでどんな状況でもエッチを受け入れてくれた山本さんが意見を反転させるだけで、こうまでしたくなるのか。初めてだ。無理やり押し倒してでもセックスがしたいと思ったのは。

「ならいいよ。じゃあ、それまでは……」

　山本さんがスマホを取り出して、メッセージを一つ送ると、俺の端末に一枚の画像が届いた。そこには青春というタイトルで額縁に飾りたいほどの笑顔で写る、俺と山本さんの姿があった。

「次のデートプランについて話そうね、ソトミチくん」

　こんなに可愛い人と、楽しくて気持ちのいい思い出を、これからも作っていける。それはもはや本物の恋人と過ごすそれと変わりないものだった。この急速な接近は、奇妙な関係性の終わりを、暗に示していたのかもしれない。

「山本さんの浴衣姿も見てみたいな」

「いいね、それ。脱がしやすいし？」

「も、目的は、お祭りとか花火だから」

　体を密着させて、小声で繰り返される会話。

「木陰に連れ込まれたりしたら、私、怖くて声が出せないかも」

「そうやって妄想を掻き立てられるとだな……」

　俺たちは、二人きりの空間にどっぷりと浸かりきって。バスが駅に着くまで、乗客も疲れて眠りにつくその間に。ごく自然な、カップルとしてあるがままの、なんの違和感もない時間だけが過ぎていくのだった。











０５．セックスは愛を注ぐ行為









　バスから下車した俺と山本さんは、まだ暗くなる前の街を歩いてラブホテルへと向かっていた。車内で二時間近く焦らされて、当然サービスエリアに抜いてもらえる場所があるはずもなく、散々性欲を煽られまくった俺はもう山本さんとセックスさえできればいいぐらいの気持ちになっていた。

　バスに乗っている間にラブホテルの候補はいくつか見繕っていて、あとはそこに向かうのみ。ラブホテルに行くことを合意しておきながら「エッチはしないよね？」なんて初潮前の女の子でも聞かなそうな無理を主張する山本さんの腕を、俺は強く引っ張って早足で歩き続けた。

　勘違いしてもらっては困るが、イラついて乱暴にしているわけではない。こうして強引に連れ込むみたいにすると、山本さんが喜びをひた隠しにしてエッチな顔をするので、もはやこれは前戯なのだ。かつてこれほど女の子が無理やりされたがっていると確信したことはないし、なんならこの場でペニスを挿入しても秒で山本さんをイかせられる自信がある。

「満員の表示も出てないから、あそこで大丈夫そうだな」

　比較的新しいホテルには電光掲示板で『ＦＵＬＬ』か『ＯＰＥＮ』の表示が出されていて、館内に入ることなく部屋の空き状況を確認することができる。せっかくヤル気満々で女の子を引っ張ってきたのにエントランスで待たされたのではシラけてしまうからな。

　俺は入館して即スイッチを押し、受付で鍵を受け取ってエレベーターに乗り込んだ。山本さんはなされるがままについてきてモジモジしている。自分からエッチをしない言い訳のためにむっつりスケベになった発情中の雌に、充血した肉棒はもはや勃起というより筋肉の隆起と表現したほうが適切に思えるほどギチギチに膨らんでいる。

　不思議な感覚だった。まるで美優を相手にしているかのように山本さんに欲情している。山本さんが美優と似ているからだとか、そんなどころのレベルではない。性欲が発散できれば誰でもいいわけではなくて、山本さんとセックスをして、山本さんの身体を使って射精がしたいのだ。

　朝から一日中一緒にいたはずなのに、今になって山本さんの整髪料の香りが漂ってくる。興奮のしすぎで感覚器官が鋭くなっているのか、山本さんのうなじからほのかに漏れ出す汗の匂いまで感じ取ってしまって、俺の本能はその濃厚なフェロモンにやられていた。目的の階へと上昇していくエレベーターの中で俺は山本さんにすり寄って、髪の毛の匂いを嗅ぎながらおっぱいを鷲掴みにするという変態じみた行動に出てしまうほどだった。

「ひゃっ……ソトミチくんっ……」

　驚く山本さんをよそに、Ｔシャツの丸みを下側から支え上げて、指をいっぱいに開いておっぱいを揉む。ペットボトル二本分を注ぎ込んだ水風船に近い重量感があって、両の指先から巨乳を揉んでいる実感が伝わってくる。その高揚感が下半身にまで届いて疼きへと変わると、いよいよ俺は我慢しきれなくなって山本さんのお尻にペニスを擦りつけた。

「あ、あんっ……ソトミチくん、ダメ……あっ……」

　自分で勝手に開発してしまったのでお尻が敏感になっている山本さんは、ラブホテルに来たのはあくまでもカラオケをするためという建前があるので、こんな状況でも形だけの抵抗を見せる。そんな約束は連れ込んだ時点で反故にしてしまってもよかったのだが、言い訳をして抵抗する山本さんに悪戯をするのは隷属させるのとはまた違った興奮があった。

「ごめん、エレベーターが揺れるもんだから、ついフラついて」

　こちらも言い訳をして合わせると、山本さんは「なら、仕方ないよね」で済ませてくれた。どんな理屈でもこじつければ許してもらえそうなので、さっさと部屋に連れ込んでフェラをしてもらおう。

　エレベーター前には監視カメラもあるため俺は一旦山本さんを解放し、ドアが開くのを待った。山本さんがスカートを穿いていればもっと悪戯ができたというのに、今日はあいにくパンツスタイルなので股座に手を突っ込むこともできない。エッチをする上でスカートというものがどれだけ偉大かを思い知らされた。次からはスカートを穿くようにお願いをしておこう。

　ラブホテルの中身は建物ごとに変わることもなくて、部屋に入ると大きめのベッドを中心とした見慣れた空間が広がっていた。前と同じようにソファー近くに荷物を置いてから、山本さんは「疲れたから少し横になろっか」とベッドへ向かった。

「山本さん、待って」

　俺は山本さんを背後から抱き止めた。

「わっ……あ、はい……」

　次第に雄としての本能が強くなっていく俺に感化されて、すっかり雌になった山本さんは、ほわほわの乙女顔をして赤面する。

「そのズボン、シワになりやすそうだから脱いだほうがいいよ」

　山本さんを脱がせられればなんでもよかったので、適当な理由をつけてまずはズボンを下ろさせる。本音ではエッチがしたい山本さんはなんの疑問も挟まずに同意して脱いでくれた。床に落ちたそれを拾うついでに、肉厚な尻に食い込んだパンティを見上げると、クロッチの部分だけが違う色の作りなのかと思うほど愛液に濡れていた。

「そんなに見ちゃヤダ……」

　山本さんは内股をすり合わせてアソコを隠す。なんでもしてくれる山本さんも大好きだが、やはり乙女の恥じらいはよいものだ。

「パンツもだいぶ汚れてるよ」

　俺は山本さんの腰に指をかけて、有無を言わさず脱がしにかかる。展開の早さに山本さんも何か言い訳を挟もうとしたようだが、俺がそれより早く山本さんのパンツをズリ下ろすと、観念して脚を開いてくれた。足首にかかるまでパンツが落ちると、アソコから糸を引いていた粘液を隠すように山本さんはまた膝を閉じて俺の方を向く。

「ソトミチくんのも、ズボンが破けちゃいそうだよ」

　三角定規でも内側から当てているのかと思うほど立派なテントを張っているズボンは、腰周りを留めるボタンが弾けそうなぐらいに張り詰めていて、早く脱がないと本当に壊れてしまいそうだった。

「実はさっきから、トランクスのボタンが先っぽに当たってかなり痛くて」

「それは大変だね、ズボンもパンツも脱がないと……」

「屈むと痛みが強くなるから、脱がせてもらっていいかな」

　着々と進んでいくセックスの準備。山本さんとのやりとりはどれもエッチをするための建前ではあったが、ズボンを脱がないと陰部が怪我をしそうなほど勃起しているのは事実だった。どうしたことか興奮が凄まじい。山本さんを相手にこれほど欲情したことは今までなかった。

「そういうことなら、脱がせるね」

　竿が引っかからないように腰の布を引っ張って、ひと思いに脱がせてもらう。その直後に、自分でもわかるぐらいの汗と精液のニオイが部屋に広がった。

「はぁ……ソトミチくんの匂い、すごい……」

　俺のズボンを下ろすためにしゃがんでいた山本さんの目の前には、勃起した俺のペニスが反り立っている。無意識だったのか山本さんは鼻を亀頭に近づけて、その裏側に付着している粘液のニオイを嗅ぐと、顔を蕩かせて秘部からとろりと愛液を漏らした。

「だいぶ汗をかいたからな」

　この暑い時期に長いこと外で過ごしていたため、いつもより発汗量が多く、そこに山本さんの焦らしが加わった結果、パンツの中は雄のニオイで充満していた。

「ずっと窮屈そうだったもんね」

　自分でやっておいて他人事のように俺の肉棒を愛撫する山本さん。汗まみれのパンツの中で長時間勃起させられるのはかなりしんどかった。

「そのせいか、股のあたりが痒いような、ひりつくような感じで。もしかしたらかぶれたりしてるかも」

「そうなの？　どうしたらいい？」

　山本さんは期待の眼差しで俺を見上げてくる。バスで焦らされたのは俺だけではなくて、山本さんも俺のペニスを咥えたくて仕方がなかったはずだ。

「デリケートな部分だから、できるだけ染みない方法で汗を取りたいかな。我慢し続けでもう限界だから今すぐお願いしたいんだけど」

「そう言われても……染みないようにって言われたら、人肌ぐらいの温度で触れるしかないし……今すぐって言われると……お口で舐め取るぐらいしか……」

　それぐらいしか思いつかない。そんなはずはないのだが、今の俺たちはそういう思考回路をしている。もうそれでよかった。

「なら舐めてもらっていいかな」

「ソトミチくんのためになるなら、したいけど……それだと、ふぇら……みたいで……」

「いいから。頼むよ」

「そ、そうだよね。急がないとだもんね」

　強引に迫った分は俺の責任になる。だから、山本さんは素直に願いを聞き入れてくれて、俺の腰を掴んでペニスに顔を近づけた。その嬉々とした従順ぶりに尻尾を振っているのが見えるようだった。

「どこを舐めればいいですか……？」

「今は、ちょうど股の間がつらくて。足の付け根の内側のあたりから頼む」

「付け根っていうと、このあたりかな」

　山本さんは少し俺に足を開かせて、金玉の横側から鼻面を突っ込むと、舌を伸ばして俺の股下を舐め始めた。

「んっ……んんっ……へろっ……むちゅっ……」

　山本さんは舌を出し入れして股の奥から陰嚢の裏までを丹念に舌で愛撫する。鼻から大きく息を吸い込んで、精液の臭気を堪能しながら、ペチャペチャと卑猥な音を立てて股座に顔を埋める。

「うっ……いいよ……山本さん……」

　山本さんのエロさは体の肉付きだけからくるものではなく、献身的な性格にドロドロの淫乱さを混ぜ合わせているからこそ、強烈に性欲を掻き立ててくる。その卑猥さはバスやお店で何度も繰り返したエッチを通してさらに強まっていて、これだけ乱れた姿は俺以外には見せたことがない。そもそも俺以外ならバスでの焦らしすら耐えられずに射精してしまっている。山本さんからしても、俺になら変態行為をしても大丈夫だという信頼があるからこそ、ここまでの素を晒してくれるのだ。このエロさが俺が引き出した山本さんの魅力だというのならば、男としてこれほどまでに誇らしいことはない。

「もっと全体的に汗を舐め取ってもらえると嬉しい」

「はむっ……うん……」

　山本さんは唾液が漏れそうなぐらい口を広げて睾丸を含み入れ、絶妙な愛撫で陰嚢全体を舐め回す。常人なら痛みを与えてしまうであろうその行為も、山本さんにかかれば性感帯全体を刺激する絶技に変わった。

「山本さん……ああっ……すごい、イイっ……」

　山本さんが俺の玉袋を舐めて、勃起したペニスに遮られたその顔面に、悦びの表情が滲んでいる。鈴口からトロトロと溢れ出した先走り汁がツーと糸を引いて、山本さんの頬に垂れ落ちてもなお、山本さんは構わず玉フェラを続けてくれた。

　山本さんはパンツを脱いだだけで上半身は着衣したまま。上から見下ろすその姿はＴシャツの裾でギリギリ秘部が隠れていて、そこからスラッと伸びた生足がほぼ丸見えになっている。そんな絵面を眺めていると無性にムラムラした。

「や、山本さん……そろそろ先っぽの方も……」

　山本さんに思いきりフェラチオをして、いつもみたいに美味しそうにペニスにしゃぶりついてほしい。

「んっ……ちゅっ……、先っぽも汗でかぶれちゃった……？」

　もはやエッチをすることが最優先になった俺にとってはペニスを咥えてもらえればなんでもいいのだが、理由があってエッチを拒んでいることにしている山本さんとしてはそうはいかない。だから、どんな行為をするにも理由が求められた。

「それは、だな……」

　しかし、このやりとりを面倒なものだとは思わなかった。なぜなら、俺はあの美優とずっとエッチをしてきたのだ。むしろこうして謎の抵抗をされると燃えてくる。

「ボタンが擦れたせいか痛くて。股のとこは山本さんに舐めてもらって楽になれたから、竿もお願いしたい」

「そうなんだ。なら、頑張るね」

　山本さんは優しいので、ペニスが痛くなったら優しく舐めてくれる。我慢汁の滴る精液の出口を、山本さんはカリ裏まで丹念に舐ってから口に含んだ。

「あああっ……やっぱ、すごい……気持ちいい……！」

　フェラなら昨日もしてもらったはずなのに、山本さんもフラストレーションが溜まっているおかげか舌捌きがエゲツなくて腰がガクつくほどだった。射精をせずとも精子が少しずつ漏れ出していて、それを味わうように山本さんはディープスロートで竿の全体を吸い上げてくる。

「あっ……ああっ……ッ……!?」

　俺の身体に異常が起こり始めたのはそこからだった。いや、正確には、もうとっくに俺の脳はおかしくなっていて、それが肉体へと顕著に表れ始めたと言うべきか。

　射精しそうだった。山本さんの口内に精液を思いきりぶちまけたい欲望が噴き上がって、それと共に強烈な射精欲が俺の下腹部を襲っていた。

「ん、んちゅ……ちゅぶっ……ぐっ……ちゅっ……じゅるる……っ！」

　フェラをする大義名分を手に入れた山本さんは容赦がなく、一心不乱に俺のペニスを味わうことだけに集中している。隆々と屹立したペニスが根元まで山本さんの口に丸呑みにされているその景色が、俺の脳内を酷くエロティックにさせていた。

「ソトミチ、くんの……ふぐっ……んぶちゅ……じゅるっ……きょうは……ひゅごくおっきぃ……んっぐっ……」

　肥大化したペニスを、これまでないぐらいに苦しそうに、懸命にフェラをする山本さん。亀頭は喉に入りっぱなしで締めつけられ、裏筋はぬるっとした舌で撫で回されるのがはっきりとわかるぐらい、山本さんは力強く俺の肉棒をしゃぶっている。

　その様は飢えた動物のようでもあり、生殖と無関係の行為であるという面では非野生的で、フェラこそが人間特有のエロさであることを再認識させられた。そして、雌を孕ませることができるわけでもない口の中に、射精をすることも。

「じゅるっ……ちゅぶ、じゅるるっ……んっちゅ……んぐっ……！」

「ああぅあっ……山本さん……俺、もう……!!」

　限界をあっさりと超えてしまった。俺の体はいつもとすっかり変わっていて、今日は射精を我慢しなければならないのだと、そう悟った瞬間にはもう遅かった。

「出るッ……出るッッッ!!」

「んっ、んんっ!?」

　山本さんは驚いて、以前に空イキを繰り返した俺のことだから、まだ耐えられる余裕があると判断して口を離そうとした。

　しかし、もう尿道にはカウパー腺液が打ち水のように塗り広げられていて、あとはもう精液が押し流されてくるだけの状態。脳からの発射命令は下っているし、Ｔシャツを着ている山本さんに精液を掛けるわけにはいかないという想いが強く働いて、気づけば俺は山本さんの頭を両手で掴んでいた。

「出すよ、山本さん……飲んで……!!」

「んんんーー!!　んっー?!」

　ドピュドピュッと遠慮なく山本さんの口の中へと放出された精液は、無許可で口内射精したという事実を認識した瞬間に爆発的に興奮が高まり、追い打ちのように濃い精液を山本さんの舌に垂れ流していった。

「うっ……ううっ……んぐっ……！」

　俺のペニスを奥まで咥えたまま、頬を膨らませないと溜めきれないほどの精液を出されて、山本さんは横隔膜を引き攣らせながら俺の射精を受け止めた。しかし──

「うぶっ……げほっ……！」

　山本さんの反応も予想だにしないものだった。俺の精液をどうにか飲み込もうと頑張っていた山本さんが、手のひらを器の形にしたかと思うとそこに精液を吐き出してしまったのだ。

「ううっ……ごめん……」

　気管に入ってむせたわけではなく、拒絶反応から吐き出してしまったようだった。手の受け皿に溜まった白濁液を、それでも懸命に飲もうとする山本さんだったが、体が拒絶してしまっているので口を近づけることもできない。そんな山本さんの姿に俺も申し訳なくなって、なんとしてもごっくんしようとする山本さんをなだめて洗面所にまで連れていった。

「あぁ……ソトミチくんの濃いのが……」

　蛇口を捻って山本さんの手を水で洗い流す。分離させた卵の白身を捨て去るように、ドロっとした半透明の液体が排水溝へと消えていった。

「ほんとにごめんね」

　ベッドに連れ戻した山本さんは意気消沈して力なく俺に抱きついてきた。俺が飲んでもらうのが好きだからというのもあるだろうが、山本さんまでもが精液を飲めなくなったとなれば、あとはもう俺の精液を口で処理できるのは美優だけになる。そのあたりの悔しさなんかもあったのだろう。

「不味すぎて飲めるものじゃないってみんなに言われてるから」

「そうだけど……なんで今日は飲めなかったんだろう……」

　意気消沈する山本さんの疑問に、俺の脳内では一つの答えが出ていた。俺の精液を飲んだときに言われる「苦い」には味覚としての不味さの他に、俺の精子が体に合わないために引き起こる生理的な拒否反応がある。

　味だけが問題ならどれだけ苦くても山本さんは笑顔で飲み込んでくれただろうが、残念ながら俺の精子の適合者は美優しかいないようで──美優は俺の精液を不味い不味い言うが吐き出そうとする素振りすら見せたことがない──、俺が興奮して濃い精液を出すほどみんな極端に苦さを感じるようになる。

　これまで山本さんが飲めたのは、俺の射精に美優をオカズにした負い目があったからで、つまりはまだ飲める程度の薄さだったというだけのこと。それが飲めなくなったのであれば、その結論は至極単純なところに落ち着く。

「山本さんのこと、好きになりすぎたのかも」

　山本さんが好きすぎてかつてないほど精子が出てしまったという以外になかった。

「へっ……？」

　涙を引っ込めて驚く山本さん。俺が相手を好きになるほど精液が苦くなるという関係性は、山本さんの頭の中でもすぐに結びついた。

「じゃあ、その、おっきいのも……ソトミチくんが私のこと好きってこと……？」

　山本さんは射精前と変わらない勃起を維持する俺のペニスを指差す。それについては俺も戸惑っていた。まるで薬でも飲んだかのように肉棒が怒張している。こんなにも竿が重たくなったのは、美優を相手にしたときでさえあったかどうか。

　ただ、一つ確実に言えるのは、山本さんと植物園を回っていたときに感じたトキメキに似た何かが、俺の性欲を突き動かし続けているということ。だからきっと山本さんの言う通り、俺は山本さんが好きで勃起している。

「山本さん」

「は、はい」

　俺は山本さんの両肩を掴んで、そのフィギュアのように可愛らしい顔と美しい体を眺める。美優とは違って、がっしりとした体型に搭載されたその肉という肉は、見るだけで柔らかさがわかるほどにキメ細かくて色っぽい。万人を慈しむような優しい目尻の曲線も、あらゆる欲望を受け止めてくれそうなふくよかな乳房も、今はもどかしいほどに魅力的に映る。

「山本さん。俺……」

　ビクンビクンと猛る俺の肉棒。この女性とセックスしたいと性本能が叫んでいる。

「山本さんのことが好きだよ」

　これまで伝えてきたものとは違う。衝動からくる「好き」の告白だった。

「それは…………あー……うぅ…………」

　山本さんはデレっとした顔をゆるゆるにして、それから両手で顔を隠す。何かを聞きかけたようだが、それを上回るほどの照れ恥ずかしさがあったようだ。純情に染まって足をバタバタさせる山本さんと、ヤりたい衝動を抑えきれない俺と。男女の悲しい宿命である。

「山本さん。そこに寝て」

　俺は山本さんの体を倒して、ベッドへと横たえる。俺が上半身を割り込ませて山本さんに脚を開かせると、その意図を察知したのか、山本さんはごくごく軽い力で俺を押し返した。

「そ、ソトミチくん、わかってる……？　さっきのは、結果的に出ちゃったけど、今日はエッチ禁止だって……」

　満更でもなさそうに、それでも抵抗しないわけにもいかない山本さんは、正常位の形になってしまっていることに一応の異を唱える。

「山本さんが可愛いすぎて。本当はバスに乗ってるときから山本さんとセックスすることしか考えてなかった」

「ふぇ……えぇ……」

　山本さんはニヤけたいのを我慢して、むず痒そうな真顔で歪んだ口を閉ざす。こうして俺が抑えきれなくなってセックスに至るのは計画の範疇だったはずだが、それでもこれだけ新鮮な反応をしているのは、山本さんも自分の感情がこれほど揺さぶられると思っていなかったからだろう。あんな手練手管を持っているくせに、本気の恋には純情なところも山本さんの可愛いところだ。

「だから、これから山本さんとセックスするよ」

　俺はティッシュ箱の上に置いてあったコンドームの袋を一つ取って、中身を取り出す。山本さんは緊張した面持ちで、ゴムの装着が完了したペニスに視線を落としていた。そうして、俺が山本さんに覆いかぶさり、亀頭が蜜口に沈もうかというときだった。

「待って。それを挿れたら、今はダメな予感が……」

　山本さんが秘所を両手で押さえて行為を中断する。これまでの形だけの抵抗とは違って、明確に躊躇している喋り方だった。性欲の限界だった俺はその意味を深く考えることもなく、イキリ立ったイチモツを山本さんの膣内へと挿入した。

「ああっ……ぐっ……あっ、ああんっ!!」

　直後、山本さんは背中を反らして嬌声を上げた。それはほとんど絶頂に近い感じ方だった。

「ひゃっ、あっ、だめ、ああっ……ん、ああっっ！」

　久しぶりの山本さんの膣肉の柔らかさに、俺は歓喜のあまり腰を何度も打ちつけていた。以前よりも山本さんの感度が格段によくなっていることなど気にすることもなく、山本さんの体の大きさに対してちょうどよいサイズになったペニスを肉壁いっぱいに擦りつけて、猿のように盛った腰の動きで肉槌を打ち下ろす。

「山本さん……気持ちいい……ッ!!　あああっ……山本さん……好きだっ……もっと……イッてくれ……!!」

「んぁあぅっ……んっ、あっ、あっ、あああっ、だめ……いひゃ、らぇ、ひゃっ……ああんっあっ!!」

　ペニスを奥深くまで突き刺せば、先端に子宮の硬さを感じる。そこを何度もノックして絶頂の催促を入れると、山本さんはその要望に応えるようにイキ狂った。

「まっ、まって……これ、ちがっ……あっんんっ……きもひよひゅぎぃっ……ああっん、あああぅぁあっ!!」

　久しぶりのセックスがそんなに気持ちいいのか、山本さんは快楽に溺れるのを恐れるように、俺の体を押し返して抵抗する。その意思にノーを突きつけるように山本さんの腕をベッドに押しつけて、あとはめちゃくちゃに腰を振るだけで山本さんはイッた。

　セックスを止めようとする腕の動きとは真逆に、俺のペニスに快楽責めされている山本さんの下半身は素直になっていて、両脚は俺を逃すまいと腰に巻きついている。もう男の生殖器を受け入れてしまっているのだから素直になってしまえばいいのに、なぜか山本さんは無意味な抵抗をし続けている。

「ひゃぁ、ら、らめっ、ああんんぐっ、あっ……んんあああっ、あんっ、あ、あああっ!!　そ、とみちっ……くんっ……とめ、ひぇ、ああっんっ、ああっ、ひゃっ、んああああっ!!」

　ペニスを出し入れすれば山本さんがイく。その享楽に浸ってしまってた俺は、山本さんのビクビクと痙攣する体を愛おしく抱きしめて、山本さんのお願いも、自らの筋力の疲労さえ無視して、ただひたすらに山本さんを犯し尽くした。

「山本さん…………山本さん……ッ!!」

　なによりその衝動は熱烈な愛情によって生まれていた。山本さんと頻繁に会うようになってから、自分でも違和感を抱くほどに大きくなった好意のすべてをぶつけなければ気が済まなくて、俺は繰り返し想いを叫びながらセックスを続けた。そうして、山本さんの喉から乾いた音が聞こえ始めた頃に、自然とやってきた射精の衝動に俺は従った。

「ううぁあっ……山本さん、もう……ダメだっ……イキそう……!!」

「ぁあぁっ……ゅぐっ……イッ……アアッ……そ、とみちっ……くんッッ……んンンッ!!」

「もう出すよ、山本さん、あ、ああっ……!!」

　最後は腕の力いっぱいに山本さんに抱きついて、俺はその柔らかな肉に包まれながら山本さんの膣内で射精をした。さきほど山本さんの口に出した量を超える精液が射出されたのだと、ペニスを抜いて確認しなくとも体感でわかるぐらいの射精量だった。

「うっ……ううっ……ん、あっ……」

　山本さんは俺の射精後もしばらくイキ続けて、ペニスを引き抜くと愛液と空気が一気に漏れ出してグジュッと下品な音を鳴らした。今の山本さんにはそれを恥ずかしがるほどの余裕すらない。

　そんな息絶え絶えの山本さんを見下ろして、俺の背中には冷たい汗が流れていた。形だけの抵抗をする山本さんと、なんだかんだで楽しくイチャラブセックスをするだけのはず。それなのに、俺はいつしか山本さんを犯すことだけに夢中になっていた。それはこれまで由佳を相手にやってきたことと同じように。女の子を強引にイかせまくることだけを目的とした一方的なセックスだった。

（こ……これって……）

　コンドームを外して、なおもそそり立つ剛直を目にしたとき、俺は戦慄した。俺が山本さんのことを好きになったのは事実で、その想いがこれだけペニスを肥大化させているのは間違いない。だが、それだけではなかったのだ。美優に調教された俺の体は、形式上とはいえ山本さんを犯すことになったとき、山本さんへの好意を相乗効果として交配欲求を爆発させた。

　美優の指示で由佳を犯した、あのときのように。つまりは最近になって、俺が山本さんとのエッチで射精できるようになっていたのは、すべて美優の──

「はぁ……うぅぅ……ソトミチくん……」

　ようやく意識のはっきりしてきた山本さんが体を起こした。

「ソトミチくんのエッチ、すごすぎて、私……」

　山本さんは何かを言いかけて、そして、俺の勃起したままの肉棒を視界に入れると、わずかに奥へと身を避けた。

「ソトミチくん……どう、しちゃったの……？」

　射精をしてもまるでサイズの変わらない肉棒に、山本さんも怯えている。本来であれば俺がこうして性欲を持て余すのも山本さんの計画通りだったはずだ。ここに至るまで散々俺を煽ってきたのは、こうして無理やりセックスをさせられたかったからに他ならない。

　俺が性欲を抑えきれなくなって、山本さんに迫って、情けなく腰を振る俺を宥めながら、最後には愛のあるセックスをする。そうしたシチュエーションを思い描いていたのに、現実は獣の如き暴れっぷりで快楽地獄を味わわされた。結果として、俺から本気の恋を引き出そうとした山本さんが、それに成功してしまったがために墓穴を掘ったことになる。

　偶発的にそうなったわけではない。おそらくは、ここまでが美優が思い描いていた図式のうち。山本さんが直前になってセックスを止めようとしたのは、計画外に絶倫状態になった俺を見て、この身体に仕込まれた美優の作意を感じ取ったからだったんだ。

「自分でも、不思議なんだけど」

　それを理解したところで、山本さんが好きな想いと、犯したい欲望は変わらなかった。俺はどうしたって山本さんが好きで、そのことになぜか一切の負い目がなくて、このパンパンに血液が詰まったペニスでもっと山本さんの膣内を掻き回したかった。

「山本さんのことが可愛くて仕方ないんだ」

　俺は枕の上に座る山本さんに近づいて、二個目のコンドームを手に取った。そして、迷わずにそれをペニスへと装着する。

「それは、嬉しいけど……今日はエッチ禁止だから……！」

　山本さんは俺の脇を抜けて、四つん這いになって俺から距離を取ろうとする。俺はそのあとを追いかけてお尻を鷲掴みにした。

「とりあえずこれだけ鎮めさせてくれ」

「そとっ、ソトミチくんは、そういう人じゃないよね!?」

　山本さんの言う通り、俺の人間的本質はマゾ寄りなので、これは美優の策略によって後付けで植えつけられた性衝動だ。それは俺が山本さんを相手に自然と射精していることからも証明されている。

　だからこそ一層タチが悪い。俺がそこに免罪符を見出してしまうからだ。要するに、これは美優本人と、美優を本気にさせた山本さんが悪いので、俺のレイプは正当化されるということ。俺のペニスは二人の見えない攻防を物理的な現象に落とし込むための媒体でしかない。

「すぐ終わらせるから。挿れるよ、山本さん」

「え、あ、だめっ……だめえっ……！」

　雄の生殖器を欲しがるようにグパグパッと伸縮する蜜口に、俺は後背位で肉竿を挿入した。

「うっ……はあぁぁ……！　気持ちいい……っ！」

「あああんっ、あっ、ああアアッ……!!」

　挿れた瞬間から体をガクつかせて、支える力を失った山本さんの腰を持ち上げてペニスを打ちつける。

「あっ、ひやっ、だめっ……！　こんなのぉ……だめ、なの……ああん、んあ、ああうぅっ!!」

　自らの肉棒の硬さを顕示するように。山本さんの柔らかい膣肉の隅々にまでペニスを擦りつけて、抉るようにストロークさせていく。もとより体力があったわけでもない俺は、呼吸も筋力も限界近くなって、それすら快感になって山本さんを犯し続けた。

「ああううぅ……あっ……ああアアっ……ひぃ、ああぁぅ……ああンンッッ!!」

　快楽が脳天にまで響き渡ってしまっている山本さんは、言語らしい声を発することもできなくなった。そんな堕ちた姿がまた愛らしくて、まだまだ俺のペニスがパンプアップされていく。

「ひぃぁああっ、ん、あああっ……!!　ああひぃいうんぐっ、がはあふっ、んあっ……ああんんうぅあっ……!!」

　ひと突きするごとに山本さんの嬌声が激しくなり、涙に頬を濡らしながら悶絶する山本さんの表情を見て、どうしようもなく堪えがたい射精欲が湧き上がってくる。それでも即座に射精にまで至らなかったのは、この体がまだ山本さんを犯し足りないと感じていたからだった。

　それはもはや使命感のようでもあり、しかしその実態は、美優が俺の体を使って間接的に山本さんを犯していると言うほうが適切だった。俺一人の力でこんなに山本さんをイキ狂わせられるはずがない。だから、こんなにも簡単に山本さんがイクようになったのは、俺のせいではなく美優のせいだ。

　それだけではない。強引に俺を引き剥がそうと思えば山本さんなら簡単にできたのに、山本さんはそうしなかった。たとえそれが確実に美優への敗北に近づくとわかっていても。つまりは山本さんは、もう俺とのセックスがやめられないぐらいに俺のペニスに嵌ってしまっているということ。故にこれは、完全無罪、完全合意のレイプだ。

「ああんあっっ……あひぁああぐっあっ……!!　んんっ、んあぁううぅあっ……アアッ、ンンンぁああっ!!」

「山本さん……イッてくれ……もっと……!!」

　そこにはもはや相手を気持ちよくしようなどという気遣いはなく、俺はさらに数十分をかけて山本さんを犯した。山本さんは四つん這いの姿勢も維持できなくなってベッドに沈み込み、それでも俺は寝バックの体勢で強引にペニスをねじ込んで、全身をプレスするようにピストンを繰り返す。

　そして、大袈裟ではなく山本さんの絶頂回数が百を超えた頃。山本さんは全身を痙攣させる力さえなくして、そこで俺はようやく射精に向けた挿入として、ペニスの重さをすべて子宮に叩きつけながらコンドームの中に精液を撒き散らした。

「あっ……ああっ……ぅっ……」

　目も虚になった山本さんをうつ伏せのままベッドに寝かせる。ペニスを引き抜くと、先端に精液が溜まりすぎていたのかコンドームが外れてしまい、膣口からはポコポコと中出しをしたかのように白濁液が流れ出てきた。それをティッシュで拭ってきれいに取り去ったところで、俺は全身の疲労感にベッドへと倒れ込んだ。

　今日だけで体に蓄えていたエネルギーのすべてを使いきってしまった気がする。明日になれば筋肉痛で二日は寝たきりになりそうだ。

「うっ……トイレ……」

　しばらくして意識を取り戻した山本さんが、なんとか体を起こして、まずはベッドの縁に座った。そして、脱衣所の奥にあるトイレに向かおうと、立ち上がった。そのときだった。

「えっ……わっ……！　うそ……ッ!?」

　筋力の一切が言うことを聞かず、数秒ほど脚をプルプルとさせて持ち堪えていたものの、山本さんは耐えきれずに床にペタンと座り込んでしまった。

「やっ、ヤダっ……待って、あっ、ダメッ……!!」

　緊迫した声に切なさが混じって、山本さんはシャツを両手で思いきり下に引っ張るが、そんな行為に意味はなく。

「どうした？」

　俺が駆け寄ったとき、山本さんは泣いていた。顔を真っ赤に染め上げた本物の羞恥からくる涙だった。床一面が水浸しになっていて、その範囲はなおも広がり続けている。山本さんは口をギュッと一文字に結んで俯いていた。

「あっ……、と、とりあえず、タオルを……！」

　俺は咄嗟に脱衣所からタオルを取ってきて、湯上り用のバスタオル一枚を残して他を床に敷いた。ほんのりとレモン色が広がり重たくなっていくそれを、なんとも言えない気分で俺は見つめる。

「ううぅ……ソトミチくん……」

　潤んだ目で山本さんが俺を見上げてくる。そんな顔をされても俺にはどうしようもないのだが。

　もう自力で立ち上がることもできなくなった山本さんの腕を引っ張り上げて、ふとももから伝う聖水──山本さんは聖女なので──を気にしないように風呂場まで連れていってから、俺は給湯のボタンを押すだけしてまたベッドルームへと戻ってきた。

　山本さんがシャワーを浴びている最中に洗面所とベッドルームとを何度か往復して、最後には消臭剤を撒いてどうにか気にならない程度に掃除を終わらせた。もう疲労困憊でこのままベッドで寝てしまいたい気持ちを振り払い、風呂場の様子を確認することに。山本さんは広いお風呂の端っこで、まるで田舎によくある正方形の風呂桶にでも入っているかのように、小さく膝を折って体育座りしていた。

「入ってもいい？」

「……うん」

　大丈夫かと聞くのも忍びなく、しかし一人にしておくよりは何か紛らわせたほうがいいかと思ったので、俺も一緒に入ることにした。シャワーで軽く汗を流してから、山本さんの正面に、俺も膝を折って風呂に入る。

「はぁ」

　落ち込んではいるが怒っている様子はない。まあこの人を怒らせるなんて相当なものだろうが。

「まさかこの歳でお漏らしするなんて……」

　山本さんは湯船の床を指で擦りながら呟く。美優のときみたいにトイレでならここまで落ち込むこともなかっただろうが、ホテルのカーペットを水浸しにしてしまったとなれば心の傷も相当に深いだろう。

「もうお嫁に行けない」

　山本さんはちょっぴり恨めしそうに俺を横目で睨む。美優のように本当に心にくるような厳しい目ではなく、可愛らしく不満を訴えかけてくるようなその表情は、男心がくすぐられて嬉しくさえなってしまう。

「ソトミチくんが責任を取ってくれたら何も問題はないんだけどね」

「そうしたい気持ちは山々なんだけどな」

　俺のその返答に、山本さんはごく僅かな落胆の色を顔に滲ませて、それからまた普段通りの優しい雰囲気に戻った。山本さんが泳ぐように俺に近づいてきて、膝を突いて脚を伸ばすように要求してきたので、それに従うと山本さんは俺の膝を跨いで両手を俺の首の後ろに回してきた。

「どうだった？　無理やりシた感想は」

　山本さんは意地悪な顔でそう訊いてくる。どうにもバツが悪くて俺は目を横に逸らし、それでも好奇心の収まらない様子の山本さんはずっと見つめてきた。やがて俺も観念して答えることに。

「してる最中は楽しんでたのかもしれない。でもやっぱり俺は、山本さんに優しく抜いてもらうほうが好きかな」

「男の子って挿れてるほうが好きなんじゃないの？」

「普通の人はそうなのかもな。俺は経緯が特殊だから、本番行為にそれほどロマンは感じないんだよ」

　俺にとっての初エッチは、美優の口に精液を注ぎ込んだあのときだ。佐知子に童貞をもらってもらうまではずっと自分でシゴいて美優に精液を飲んでもらっていて、だから俺にとってはその行為が特別な意味を持ってしまい、挿入以上に興奮するプレイになっている。

「そうなんだ。でも、私もなんだかんだで、ソトミチくんにご奉仕してるほうが好きかも」

　山本さんはフッと笑って、俺の身体に胸からお腹まで手を滑らせていく。やっぱり山本さんと言ったらこの包み込むようなエロスだ。

「挿れてもらってると、愛は感じるけどね」

　山本さんは綺麗な瞳で正面から俺を見つめてくる。山本さんにとってまともな本番の経験は俺しかない。だからそう感じられた相手も俺しかいないわけで。それが恋人としての愛だったかはわからないけど、俺が山本さんを大切にしている気持ちはたしかに伝わっていたらしい。

　それをこれからの人生で形にしていけないのは申し訳なくもあり残念でもある。俺には、そう思えるだけの余裕があった。

「今回も美優ちゃんにしてやられちゃった」

「俺もこうなるとは自分でも予想外だったよ」

　俺は間違いなく山本さんが好きで、その山本さんは誰もが羨む美人で、そんな子が全裸で俺と触れ合っている。そのうえに、山本さんも俺のことが好きで、他では味わえないほどの極上の性快楽もセットにしてそれを伝えてくれている。にもかかわらず、俺はただ、それらのことを冷静に認識しているだけだ。それが意味することなんてもう一つしかない。

　俺はこの比類なき美の女神を相手に、精神的優位に立ってしまっている。その結果として、俺の山本さんが好きな気持ちは強まる一方、感情は俯瞰しているというか、落ち着き始めていた。愛を深めながらも恋を遠ざけるを実現した一つの形。美優の指示を受けていた俺自身、こんな風になるなんて思ってもみなかった。

「でもね、ソトミチくん」

　山本さんも今日の結果がどうなったかは理解しているはず。それでも、山本さんはいつもと変わらない様子で、その顔には偽りのない笑みが浮かんでいた。

「それでもまだ、ソトミチくんは私か美優ちゃんか、あるいはその両方を選ぶことになるんだよ」

　山本さんが語った不可思議。選ぶという行為に付随する、俺が迷う余地がそこにはまだあるのだと、そうはっきりと口にした。

「どういう意味なんだ？」

「んふふ。美優ちゃんとデートすれば、思うところがあるんじゃないかな」

　山本さんはそう言って、俺の手を引っ張って立ち上がった。風呂からはもう出るようなので、栓を抜いて脱衣所に戻り、バスタオルを使い回しして体を拭いてから着替えることに。

　美優とのデートについては、昨日も妙なことを言われたっけ。山本さんとデートするほど楽しくはならない、というのが本当であれば、たしかにそれは大問題だし、あるいは山本さんを必要とする可能性にもなるかもしれない。そりゃ美優は山本さんほどイチャラブはさせてくれないだろうが、美優とのデートには美優とのデートなりの楽しさがあるはずだ。

「ところでソトミチくん」

　二人が着替え終わったところで、山本さんはベッド横の湿ったカーペットを一瞥してから口を開いた。

「私がお漏らししたのは、絶対に誰にも言わないでね？」

　いつにない怖い目つきで山本さんがお願いしてきた。

「もちろん、口外するつもりはないよ」

「ほんと？　誰にもだよ？　美優ちゃんにも言っちゃダメだからね？　墓まで持っていってね？」

　山本さんはグイグイと体を寄せて念押ししてくる。立ち直ったようでまだかなり気にしているらしく、このダメージはしばらく引きずりそうだ。

「わかった、わかったから」

　この美貌にしてお漏らしをするＪＫだなんて、また山本さんの魅力が増してしまったわけだが、これは本人には言うまい。

「ソトミチくん」

　念押しにじとーっとした目で山本さんに見つめられる。俺はこうした思考が表情に出やすいのだろうか。気をつけなくては。

　ホテルを出て、帰りのバスに乗り込んだ俺たちは、二人席に並んですっかり暗くなった夜空を何気なしに眺めていた。美優の指示もあって色々とやってきたわけだが、山本さんはこの状況に何を思っているんだろう。当初は恋を満足させるためにイチャラブして、今では俺と本気の恋をするためにデートをして、いつかの未来には俺と暮らしていく道を見出している。どうにも、そこに山本さんらしさを感じられない。山本さんだって一人の女の子だということを考慮しても、俺と恋人になることで本当に欲しいものが手に入れられるとは思えないのだ。美優も山本さんも、何を考えてるのかな。

「次のデートはどうするんだ？」

　俺が尋ねると、山本さんは真っ暗な窓に映る俺と目を合わせて、それからこちらに向き直った。

「どこかテーマパークに行きたいな。海が近くて、景色のいいところ」

　楽しそうに答える山本さんに、陰りのようなものは見えない。

「アトラクションメインより、ショーとかがある方がいいのかな？」

「あ、そうそう。花火が上がるとこなんかがあれば、ソトミチくんと一緒に見たいなーって」

　山本さんはウキウキとした笑顔で、あれやこれやとしたいことを口にしていく。俺は罪滅ぼしになるのであればなんだってやるつもりだが、はたして山本さんは本当に今を楽しめているのだろうか。

「山本さんはさ、美優のことはどう思ってるんだ？」

「ん？　それは私と美優ちゃんが勝負みたいなことをしてることへの質問？」

「まあ……そうなるな」

　さすがに見透かしてくるか。核心を聞かせてくれるのであれば願ってもないことだが。

「そうだなー。ソトミチくんの奪い合いになっちゃってはいるかな。それが望まれてたし、今となっては美優ちゃんにとっても必要なことだから」

「美優のためにやってるように聞こえるな」

「今となっては、ね」

　山本さんは人差し指を立ててウインクする。これまでのデートは、山本さんに一方的に押しつけられた、失恋までの執行猶予のはずだったが。

「美優ちゃんは私のために。私は美優ちゃんのために。お互いを想って、本気でソトミチくんを狙ってるの」

「俺の立場は……？」

「可愛い女の子二人に取り合いされて幸せじゃない？」

　山本さんはさも当たり前のように切り返す。以前にもそんな理屈を平然と並べ立てる女がいたな。

「仮に俺が山本さんのことを好きになりすぎて、もう離れて暮らせないってなったら、どうなるんだ？」

「それはもちろん、美優ちゃんは身を引いてソトミチくんを差し出すか、三人で生きていく道を選ぶことになると思うよ？」

「えっ」

　それはない。あれは義理に厚い生き物だから、しばらくの期間は俺の体を他の女の子に預けているけれども、独占欲は人一倍に強くて、本人だって俺が他の人とセックスするのは絶対に嫌だと言っていたんだ。

「お互いに全部が計画通りじゃないんだよ。それぞれに予想外があって、その過程で、自分の将来のために必要なことに気づいて。それは私と美優ちゃんが本気になって、初めて手に入るものだから、こうなってる」

　最初っから置き去りにされっぱなしだったというのに、まさか知らずのうちにそんなところまで行っていたとは。それが事実ならこれまでの山本さんの言動にも説明はつくが、なんだってそうややこしい解決しかできないんだあの妹は。

「そこに勝ち負けがあるとなったら、ソトミチくんは美優ちゃんがどんな人間かはよく知ってるよね？」

「生半可な覚悟ではやらないだろうな」

　犠牲なく相手に同じレベルのものを求めない。それが人生に関わる大事なものであっても。美優はそういう人間だし、そういう生き方しかできない。一般人の価値観とは覚悟の度量が違う。

「大変な妹を好きになってしまったものだ」

「男前だよね。だから私、美優ちゃんのことは、大好きだよ」

　それが最初の問いへの返答。二人は決していがみ合ってはいないんだ。今はそれがわかっただけでもよしとするかな。

「デートができる日はまたあとで連絡するよ。とりあえず数日は筋肉痛で動けそうもない」

「自分で処理できなくても美優ちゃんがいるもんね。私のことをデリバリーしてもいいけど」

「ほんとにそういう貞操観だけは希薄だな……」

　俺の周りに真っ当な女の子はいないものか。

　佐知子かな。今は佐知子が恋しい。

「あ、今浮気した？」

「もうそんなこと言ってられる状況じゃないと思うが」

「ふふっ。そうだね」

　俺は背もたれに体重を移して長く息を吐く。美優にとって必要なことって何だろうな。きっとまた俺が気づかなきゃならないことなんだろうけど。直接それを言わないってことは、実感が持てなければ意味がないものなんだ。

　それが美優とデートをすればわかることなら、そうするまで。俺は美優と恋仲なのだから、まず誰よりも美優とデートするべきだ。

　むしろなぜまだしてないんだ俺は。いや俺のせいか。決断力のなさを他人のせいにしてはいけないな。よし次は誰がなんと言おうと絶対に美優とデートするぞ。水族館と温泉のデートだ。

「んっ……ふぁ……やばい、眠気が……」

「起こしてあげるから寝てもいいよ」

　優しく頭を撫でられて、霞んでいた視界が暗く狭くなっていく。

「ねえ、ソトミチくん」

　明らかに図ったタイミングだった。その言葉に反応する必要を与えず、俺にその意味を考えさせないために。俺が眠りへと誘われる直前、山本さんは穏やかな声音で呟いた。

「本気の恋に懸けられるのは、同じ価値の一人だけなんだよ」

　お互いのための奪い合いだなんて、どれだけ体のいい形容をしようとも、それは決して水を浴びせ合うような微笑ましいものではなかった。

　この二人が求める互いに足りない何かが、いったいどんなものなのかはわからない。それでも、今の俺には、そのために俺が求められていることはわかる。

　そのどちらもが俺にしか与えられないものだというのなら、この体はいくらでも使ってもらおう。そして、俺も考えるんだ。この大切な二人を幸せにする、最善の方法を。











０６．美優と山本さん









　物事はより多角的に捉えるべきだ。やり方が常人の倫理観にそぐわないというだけで、美優は間違いなく俺を助けてくれている。俺一人では山本さんを傷つけて距離を置くしかなかったところを、美優が手伝ってくれているからこそ、みんなが幸せになる道があるのだと信じることができた。そもそもの話、この事態は俺が妹をオカズにしないと抜けないという体質だからこそ引き起こったのであって、だとしたら俺は協力するのではなく、むしろ当事者としての意識を持たなければならない。

　意外と難しいことではないのかもしれない。美優にとっては最後に俺に選ばれることが幸福につながっている。そこさえ守れば美優の幸せは保証されるのだ。それを前提として、俺が最後に山本さんに美優を選ぶと伝えたときに、笑顔で送り出してもらえるような、そんな関係を……あるいは、思い出を、山本さんと作っていけたらいい。

　──そんなことを、俺は天井を見上げながらボヤッと考えていた。

（う、動かん……）

　仰向けに寝たまま腕の一本も上げることができずにいた。どうにか指の関節が曲がるというぐらいで、他は全身麻酔でもかけられているのかと思うほど動かない。昨日の山本さんとのセックスで肉体の限界を超えてピストンを続けた代償は想像以上に大きかったようだ。

「こんこーん。お兄ちゃん起きてますかー？」

　その元凶である妹が俺の部屋にやってきた。幼い頃からなぜかノックをするときに擬音を口にする。癖なんだろうか。

「起きてるよ」

「あ、ほんとだ」

　ドアの隙間から顔を出して様子をうかがってくる。頭を一本に編んで、もうお出かけをする格好になっていた。

　昨日は帰ってからすぐに寝てしまったし、時計を確認することもできないのでどれぐらいの時間を寝ていたのかもわからない。おかげで美優ともほとんど話せなかった。俺のくたびれた姿を見て何があったのかだいたいのことは把握したようだったが。

「って、美優、出かけるのか？」

「今すぐ出るわけじゃないけど、遥のところには行く予定だよ？」

　それは困る。非常に困る。何せ今の俺はまったく動くことができないのだ。食事はともかくとしてトイレがやばい。

「首から下がまるで動かなくてな」

「あら大変」

　あら大変、じゃないぞ妹よ。このまま出かけたら俺の部屋が大惨事になる。

「少しも動かせないの？」

　美優が俺の真横まで近づいてきて、床に膝をつく。遥と会うときには甘々コーデにする美優の巨乳フリルが眼前へとやってきてドキドキしてしまった。

「頑張っても立ち上がるのは難しいな」

「えー。じゃあちんちんに管でも通しとく？」

「もうちょっと穏やかな発想はできないのか……」

　俺が美優におあずけをくらっている分だけ、美優も俺とのスキンシップする機会も減っている。なので最近しばらくはドライモードだ。まあこっちの美優も好きなのだが。

「ほんとに動けない？」

「動けない」

「今だけ私のおっぱいを好きにしていいって言っても？」

「残酷な質問をするものじゃない」

　美優は柔らかな胸部の膨らみをベッドの縁に乗せて、俺の目の前でたゆんたゆんと上下に揺らす。手を伸ばせば鷲掴みにできる距離にあるのに、何もできない己の無力さが歯痒くて仕方なかった。

「えっ、全身どこも動かせないんだ」

「だからそう言ってるだろ」

　ようやくわかってくれた妹に、どうにか救済の手を差し伸べてもらえないかと、俺は寝ながら目で訴えかけた。

「なんだかそうまでなるとイタズラがしたくなるよね」

「いや知らんが何をするつもりだ」

　美優にイタズラをされるなんて初めてのことだ。怖いようで楽しみなようで緊張してくる。

「まあエッチな内容なんだけど」

　おおよそわかりきっていたことを口にすると、美優はスッと姿勢よく立ち上がり、スカートに手を入れてパンツを脱いだ。その人差し指に引っ掛けられていたのは、小さなリボンのついたピンク色の可愛らしいパンツだった。

「まさかそれが取れたらくれるとか」

「それは考えてなかったけど。お兄ちゃんはまだこんなものが欲しいの……？」

　美優はもはや蔑むでもなく俺を見下げてくる。お兄ちゃんはその『こんなもの』が欲しいんだよ。さあ早く妹のパンティをおくれ。

「今ならスカートをめくっても怒らないよ」

「マジか!?」

　あまりの衝撃に俺は叫び、そして続けてやってきた腹筋への激痛に俺はまた叫んだ。あれだけ秘所を見られるのを拒んだ妹が、こんな明るい場所でその割れ目を拝ませてくれるなんて、この先の人生でも一度あるかどうか。

「いくらこの兄が相手とはいえそこまでするとは……マジでやるからな……」

「いいよ。まだ出かけるまで時間があるから、お兄ちゃんで遊んであげるね」

　美優はこれみよがしに自分の手でスカートをヒラヒラさせて、かろうじて中が見えないように風を送ってくる。しかも楽しそうにするでもなく真顔で煽ってくる感じが余裕たっぷりで、余計に腹立たしいというか見下げられている感じがするというか、もうとにかく生意気な妹だった。ここは兄としての威厳を見せつけてやらねばならない。

　しかし、そう思うその心の傍らでは、妹のスカートをめくるのに命を掛ける兄ってどうなんだろうと冷静になる自分がいないでもなかった。

「スカートをめくれたら、そのまま舐めてもいいよ」

「なんだと……!!」

　美優が手を口に添えてコソコソと、耳打ちにとんでもない提案をしてきて、俺はすべてを投げ出して脳からあらゆる神経にパルスを送った。

「うぉおっ……おおおっ……いづあっ、あぁぁ、痛い痛い……ってかちっとも動かない……!!」

　どれだけ命令を送っても返ってくるのは痛みだけだった。やがて頑張る体力すらも底をつき、俺は再びベッドへ沈んだ。下半身の一部だけは元気になった。

「そっちは動くんだ」

「反射運動だからな」

　時間があるならセックスをお願いしたかったが、この状況では美優が主体的に動くしかないのでどっちにしても断られていただろう。昨日あんだけ山本さんとしたのに、何を考えてるんだかな。

「もし俺が動けたら舐めてよかったのか？」

　舐めるのだけは頑なに拒んできた妹だ。そう簡単に許せるはずもない。

「そもそもお月のものの期間なので」

　そうだった。完全に騙された。

「もし期間外だったら舐めてよかったのだろうか」

「約束した以上は舐めさせてたけど、その日からお兄ちゃんのことをちょっとずつ嫌いになってたと思う」

「そんなに舐められるのは嫌なのか……」

「仮に明日お兄ちゃんが死ぬとしてもイヤ」

　美優は何事もなかったかのようにパンツを穿き直して、それから、どことなく後ろめたそうにチラッと俺に視線を落とした。

「ん……まあ、死ぬ前ぐらいは、舐めさせてあげるけど」

「死ななきゃ舐めさせてもらえないとはな」

　これが優しさと呼べるものかは不明だが、どことなく美優の心の暖かさに触れた瞬間だった。

「生理用にしては随分と可愛いパンツなんだな。脱いで大丈夫だったのか？」

「これは特注で遥からもらったやつ。血は常に出続けるものじゃないから大丈夫だよ。私は比較的コントロールできるほうだし」

　そんなものなのか。女の子の体はよくわからんな。コントロールができるならやはり舐めさせてもらえたのではないかとも思ったが、まだ俺の知らない女の子の秘密がありそうなのでやめておいた。

「ところでトイレの問題は何も解決してないんだが」

「あっ、そうだった。奏さんに来てもらおっか。あの人なら嬉々としてお世話してくれそうだし」

「そんなに暇ではないと思うけど……」

　美優が連絡したところ、『おっけー！　すぐ行きます！』とのことだったので、山本さんが来ることになった。

「いいのか？　俺の部屋に呼んで」

「色々あってね」

　美優は何を考える様子でもなくスマホをいじっている。恋人になった俺が他人に触れられるのは美優も嫌だと、はっきりそう口にしていたのにこれはどうしたことか。山本さんだから特別に許されているんだろうか。

「山本さんがさ、俺を取り合うのは美優との勝負だって言ってたけど、いつの間にそんなことになってたんだ？」

「そうなの？　私は何も聞いてないけど」

「だって昨日山本さんがそう……」

　たしかに口にしていた。俺が山本さんと一緒に過ごしていくことを望めばその通りになるとさえ言ったんだ。そんな勝負がなんの言葉も交わさずに始まるわけがない。

「考え方によっては、そうとも言えるかも？　私がお兄ちゃんをけしかけてるからには、もし二人が両思いになったときに『やっぱりあげません』って言うのは卑怯じゃない？」

「だろうな」

　つまりは明確な合意で始まった勝負ではなくて、美優の覚悟の決め方が自然と勝負の形にさせているだけか。そういや山本さんも、勝負してると言いきったわけではなかったからな。

「とはいえそうなるなんて微塵も思ってないけどね」

「そこは信頼してもらって構わないよ」

　あくまでも目論見通りにならなかった場合の美優の責任の取り方の話だ。失敗するなど美優は思っていないし、だからこそそれを勝負だとも考えない。

「私としては奏さんが本気になってくれればそれでいいの」

「全力でぶつかれば山本さんも満足するって話？」

　少なくとも俺と山本さんはそう考えていた。というより、でなければここまで俺と山本さんをイチャイチャさせる理由がないのだ。

「そうなんだけど、ニュアンスがちょっと違くて」

　美優は正座して俺と顔の高さを合わせる。

「奏さんってさ、完璧超人なのに、普段は天然というか、おっちょこちょいな印象じゃない？」

「たしかにそうだな。たまに見る本気の山本さんは凄いけど」

「そこが要点なんだよ」

　美優は食い気味に話を切り込んでくる。

「奏さんは過去のトラウマのせいで、努めて普通の女子高生でいる。それでも何をやっても一番の山本さんは、いつも『その気になればできる』で生きてるわけですよ」

　たしかにそれは川藤とも話した通りではあるし、かつて資料室で山本さんに悩みを打ち明けてもらったとき、その秀ですぎた体を呪って、自分はごく普通に生きたいのだとも口にしていた。

「それで美優は傲慢だって言ったのか」

　俺の脳内で紐づいたその情報に、美優は頷く。俺は聖母のような山本さんと接している時間が長かったからそのイメージばかりを持ってしまっていたが、よくよく思い返してみればあれは自分の可愛さをよく理解している要領のいい気さくな美少女だったな。

「そんな奏さんにとって、お兄ちゃんは自分に興味を持たなかった稀有な存在で、唯一付き合う前にフラれた男で、今ではその恋も手放せないほど惚れ込んでる初恋の人になってて……、まあ、手放せなくしたのは私なんだけど」

　そうだろうな。あの優しい山本さんを暴走させて、あまつさえその行為を肯定し続けたのは他ならぬ美優なのだから。山本さんも見えていながら飛び込んだ罠だったとはいえ、ここまで深みにハマるとは思ってもみなかっただろう。

「要はね、奏さんが身を引いたとしても、奏さんの中でお兄ちゃんが『その気になれば手に入ったはずの相手』でい続けるのが、私は嫌で。中途半端に関係が終わったら、お兄ちゃんの中にもわだかまりが残るだろうし。私はそういう一切を排除したいの」

　なんという我が妹の不遜ぶりよ。完璧主義というか、潔癖症なのか。そういやいつだか、この作戦は俺と気兼ねなくイチャイチャするためのものだって言ってたけど、そこは当初から変わってなかったんだな。

「だから奏さんには本気を出してもらって、その上で徹底的に負かすことにした」

　目をキッと細めて、しっとりと美優は言い放つ。もう俺を独り占めにするのをやめたのかと思っていたら、とんでもない独占欲の塊だった。

　もとより、俺とイチャイチャし続けることで山本さんが俺への恋に満足するなんて、美優は微塵も思ってはいなかったんだ。全力を出しきった山本さんを負かさなければ、山本さんが心から納得することはないと理解していたからこそ、美優はそれを引き出すために俺の体を山本さんに預けた。

「それにね」

　美優は一呼吸を置いて、俺と視線を交える。

「私たちは少しでも多くの人に祝福してもらわないといけないから」

　不意に溢した、美優のその意味深な言葉は、この間の美優との会話でうっすらと悟った山本さんとの仲直りの意味を、確信に変えるものだった。

　由佳を相手にやってきたことも、これから遥へ恩返しをしに行くこともそうだが、美優はいずれお互いを忘れ去ってしまいそうな微妙な距離感での別れを許さない。それがどれだけ都合のよい、強欲な願いだったとしても、この妹はそれを真っ当なこととして叶えてしまう。そういう人間だということを、俺はこの数ヶ月の間で知ってきた。俺が当事者の自覚を持たなきゃならないことって、存外そのあたりなのかもな。

「負かすって意味じゃ、昨日のでだいぶはっきりした勝敗がついた気がするよ」

　俺がやるべきは、山本さんと円満にお別れすること。まずはそれを完遂することに集中するべきだ。

「そうなの。もう大部分は完了してるんだよ」

　美優は両手でチョキチョキと指を動かす。どうやらそのジェスチャーが完了の意味を表しているらしい。

　思った通りあれは美優の狙い通りだったんだな。でも、まだ山本さんには余裕がありそうだった。美優にとっても解決しなければならない課題があるとか言ってたけど、それは美優がさっき呟いたことだったのだろうか。なんか、そんな感じじゃなかったんだよな。あるいは、美優も自覚していないことなのか？

「あ、奏さんが着いたみたい」

　美優のスマホのバイブが鳴って、ディスプレイには一件の通知が表示されていた。山本さんが家に来たらしく、美優が玄関にまで出迎えにいく。

　本当にこの部屋に山本さんが来るのか。なんだか、今までになく緊張するな。

「昨日ぶりだね、ソトミチくん」

　ドアを開けて、山本さんが手を振りながら部屋に入ってきた。見慣れたはずのその姿も、俺の部屋という景色には溶け込めずにいる。自分の部屋に女の子を呼ぶことなんてそうないことなんだけどな。佐知子も由佳も俺の部屋を使ったことがあるし、これで関係を持った子たちはみんな俺の部屋に呼んだことになってしまった。

「見ての通りマグロでして」

　美優が手のひらを上向きに示して俺の状態を山本さんに伝える。

「見事なマグロだね」

　肩出しニットを中心に大人っぽいコーデの山本さんが髪をかき上げて俺を覗き込んでくる。美人二人に見つめられて、動かない体が余計にガチガチに固まっていた。

「で、具体的に私は何をすればいいの？」

「お兄ちゃんが要望する全部、ですかね」

「任された」

　それでいいのか。と心の中でツッコミを入れている俺の傍らで、山本さんは楽しげに「この前のお勉強の続きでもしよっか」と囁いてきた。美優は早々に遥のところに行ってしまって、俺は山本さんと二人きりに。

「こんな状態でも俺は勉強ができるんだろうか」

「それを色々模索してみるのだよ」

　トイレは山本さんに便座まで運んでもらってことなきをえた俺は、またベッドに寝かされて山本さんの授業を受けることになった。山本さんが取り出したのは漢字の問題演習で、それを手にベッドの横に座っている。

「俺は腕が動かせないんだが」

「私が書くから、その読みを答えるの」

「ほう……。して、どこに書くのかな」

「ソトミチくんの胸板とか、おへそのあたりを、こう……指で……」

　やっぱりエロ教師じゃないか。

「いやね、別に今日はエッチをするつもりはないんだよ？　ソトミチくんもそんな感じだし、この部屋でエッチなことするのも、なんだか美優ちゃんに悪いし」

　そういう配慮はあるわけだな。

「俺はずっと生殺しなんだが……」

「そこは、ほら。あとで出すべき人に出してもらえばいいというか」

「それはそうか」

　射精してくれる人がいる幸せ。それを当たり前のものだと思ってはいけない。世の男子ならば、いや数ヶ月前の俺だって、渇望するほどにその存在を求めていたのだから。

「……今さら、なんだけどさ」

　山本さんが本を床に置いて、小さい声で喋りかけてくる。

「ソトミチくんと美優ちゃんって、ほんとにそういうことしてるんだよね」

「ま、まあな」

　言わんとしていることはわかる。話ではいくら聞いたことがあっても、実の兄妹がこのベッドの上でまぐわっているなど想像するのは難しいだろう。それも、ついさっきまで親しげに話していた少女と、目の前にいるクラスメイトの二人でだ。仮にそれがただの友達同士だったとしても、行為に及んでいると知れば顔を逸らしたくもなるものだ。

「なんか……すごいよね……」

　ほんのりと赤面する山本さん。美優に抜いてもらっていると伝えたとき、最も驚いていたのも山本さんだった。美優の同級生の性事情が異常なだけで、あれが普通の反応なんだけど。そういうモヤモヤがあって今は手が出しづらいのかもしれない。

「あっ……それともお腹が空いている？」

「そうだな、いつも朝は食べる習慣だから。何かしら入れておきたいかも」

「なら、腕によりをかけて作ってくるね」

　山本さんは足取り軽く部屋を出ていった。もしかしたら、俺と一緒に作りたかったりしたのかな。それは思い上がりだろうか。

　それから、ご飯を食べさせてもらって、山本さんが言った通りエッチはなしで勉強の時間を過ごしていた。俺は美優の計画のために何ができるのかと考えたものの、結局は俺らしく山本さんに接しているのが一番だという考えに至り、これまでと変わらない団欒を楽しむことに。

　一人でも多くの人に祝福されるようにと言った美優の言葉を聞いて、山本さんが好きなままの俺でい続けることが大事なのではと考えたからだ。それは美優に指示されていた内容と変わらないけど、その意味を理解できただけでも大きな進歩だと思う。

「ソトミチくんさ、腕も動かないの？」

　しばらくスキンシップをしたりしなかったりしながら勉強を続けて、ずっと寝返りも打てずにいる俺に山本さんが尋ねてくる。

「動くような気がしないでもないんだが、細い枝でも刺さっているような感覚というか、変な痛みと怖さがあってな」

「そうなんだ。そしたら、マッサージしてみよっか」

　山本さんは俺の腕を取って布団の上に乗せ、丁寧に肩から指先までを揉み始める。筋肉痛に対してマッサージがよいとは言えないが、ここまで動けなくなっているのはもはや筋肉痛の問題だけではないようで、そのマッサージはなかなかに効果的だった。

「最初は痛かったけど、かなり楽になったよ」

　おかげでどうにか腕は動くようになった。その様子を見て、山本さんは足のマッサージへと移行する。

「うあっ……ッッ!?」

　山本さんが太腿を押した瞬間に焼けるような痛みが全身を駆け抜けた。腕に関しては支えをなくした山本さんの腰を上げるのに使っていたぐらいだったが、脚と腹筋は延々激しい運動をし続けていたため、その消耗の具合は比ではなかった。

「こっちはまだ難しいかあ」

　山本さんは脚へのマッサージを諦め、それでも楽しげに教材を持ってきた。

「腕が動くようになっただけでもよかったね。これで文字は書けるし」

　ベッドの縁に両手をついて、ニットに形作られた二つの膨らみを腕に挟む。

「私のおっぱいで漢字練習でもする？」

　やはり基本エロいことしか考えない人だ。

「悪い女教師め……」

　そんな誘いを受けてしまっては下半身がピクピクと反応してしまう。やはりここは美優が帰ってくる前に一度抜いてもらえるようお願いするべきでは。

「えいっ！」

「ぐほっ……?!」

　山本さんが俺に飛び乗ってきて、俺は二十秒近く呼吸ができなくなった。その見た目以上に重量感がある山本さんが飛び乗ってきた衝撃は美優のときの比ではなく、肺にあった空気は一瞬ですべて押し出され、内臓の競り上がりすらリアルに感じた俺は本当に死ぬかと思った。

「そんな大袈裟に反応しなくても」

　小恥ずかしそうに咳払いをする山本さん。言っておくが下手をすれば肋骨がイッててもおかしくなかったからな。

「実はこんなこともあろうかと水性ペンを持ってきておりまして」

　俺の手に渡されたマジックペンには、確かに水性の二文字が書かれていた。いったいどんな事態を想定したのやら。

「こっちの方が書きやすいかな？」

　腰に両手を伸ばした山本さんは、服の裾を掴んで下乳のあたりまで引き上げた。そこには引き締まったボディに必要な脂だけを乗せた、スベスベした書きやすそうな肌が露出されていた。

「おや」

　山本さんは体を捻って、その下にある物を興味深そうに見つめる。

「こっちは相変わらず元気だね」

　ズボンの上から指でツンツンされて、その棒の形状がはっきりと浮き上がる。

「小さいのも好きだけど、私はやっぱりおっきくなってる方が好きだな」

　屈託のない笑みでそう語る山本さんに、俺まで嬉しくなってしまって、それと同時に性欲もムクムクと湧き上がってきた。

「今日も、エッチは禁止なんだよな」

「それは抜いてほしくなっちゃったってこと？」

　そういう意味で間違いはない。

「別に禁止ってわけじゃないけど。ほら、美優ちゃんが急に帰ってこないとも限らないじゃない？」

　もしエッチをしている最中を目撃でもされたら、このあとのことがどうなるかもわからない。そんな心配をしているらしい。

「それなら大丈夫だよ。美優はそういう配慮はするタイプだから」

「信頼されてるんだね」

　山本さんは目を伏して呟く。その言葉遣いにほのかな違和感を覚えたのは、気のせいではなかったのかもしれない。

「で、お腹で漢字練習はやるのか？」

　とんだエロ勉強法だが、モチベーションを高めるという一点においては非常に理に適っている。……もしかして、もう一般に普及している勉強法なのだろうか。そんなはずないか。

「それがね、実際にこの体勢になってみてわかったんだけど」

　山本さんは両手で胸の丸みをなぞってから、そのくびれたウエストに沿ってストンと落とした。

「自分の胸が邪魔で、ソトミチくんが何を書いたのかわからないんだよね」

「じゃあダメじゃないか……」

　水性ペンなんてものまで用意しておいて、なぜそこは事前に予行演習しておかなかったのか。

「いやね、私が上の服を全部脱げば、おっぱいをこう、ブラインドみたいに開くだけで覗けるわけですよ」

　なるほど全裸での予行演習はしていたようだ。偉いぞ山本さん。どことなく美優っぽさが出てきている気がするけど。

「脱ぐ？」

「ぬ、脱いでみようか」

　そして誘惑に逆らえない俺である。ブラジャーに支えられた胸の丸みも好きだが、重力に引っ張られて少し平らみを帯びたおっぱいも堪らなくいいものだな。

「そしたら、試しに何か書いてみる？」

　山本さんが軽く背中を反ってお腹を張る。もうそれだけでエロい絵面になるのだからズルい人だ。こうして寝ながら見上げると、山の頂に突起が二つあって、やはりこの景色はいつ見てもいいものだなと想いに浸ってしまう。というかもう勃起がビンビンでキツい。そのせいで、背徳感に苛まれながらも俺は『フェラしてほしい』などと書こうとしてしまった。

　ほんの冗談のつもりが、くっきりと黒文字で山本さんの体に『フェラ』とまで書いてしまって、女の子を汚してしまった感覚がゾワっと後悔と興奮を湧き上がらせてきた。

「ソトミチくん……」

　何を書かれたのかなんて、確認するまでもなく山本さんにはわかってしまい、むっつりとした視線で俺は見下ろされていた。

「ソトミチくんお勉強する気ないでしょ」

「いや、ほら。せっかくだし、勉強ばっかしてると勿体ないかなって」

「もー。しょうがないんだから」

　山本さんは前傾姿勢になると、俺の両腕を膝に挟んで、その豊かな果実をぶら下げた。デカい。あといい匂いがする。

「いったい、何を……」

「ソトミチくんがエッチなことばっかり考えてるから、ちょっとお仕置きというか、イタズラがしたくなってきて」

　女の子ってみんなそうなのか。

「ふふふっ。今日はこの時間しかおっぱいを吸わせてあげませんよ、ほれほれ」

「うぉっ……ぉおおお……っ!!」

　ピキピキと悲鳴を上げる腹筋に鞭を打って、ギリギリ届かない位置に用意されたご褒美を口にしようと必死に体を起こす。しかし、筋という筋が切れそうなぐらいに力んでも体は一ミリも上がらずに、俺はまたしても惨めに敗北を喫したのだった。この数分でいくらか首が伸びた気がする。

「ソトミチくん一生懸命で可愛い」

「くっ……」

　俺はまた妹を相手にしたときと同じ失態を繰り返してしまった。しかし、こればかりは我慢ならないのだ。たとえ一度は味わったことのあるものだとしても、これだけ大きいおっぱいを目の前に晒されては、吸いつかずにはいられないのが男というもの。

「そしたらご要望通りフェラをしてあげるね」

　さすがは山本さんというか、エッチをするとなったらノリノリだった。反対向きになった山本さんは、お尻を俺の顔のあたりまで下げて、四つん這いの体勢になる。このムチムチしたエロいふともも、落書きがしたくなってくるな。

「また邪なこと考えてる？」

　山本さんがおっぱいを腕で押さえて股の間にある俺の顔を覗き込んでくる。

「ああいや、その、昔のＡＶとかで見た光景を思い出してだな」

　俺が遠回しの表現で伝えると、山本さんは数秒思案して、それからまた口を開いた。

「『雌豚』とか書いてみる？」

「いや山本さんを相手にそんな……」

　山本さんもその手の動画とか見たことあるんだろうか。

「ソトミチくんなら、『中出し無料』とかでいいんだよ」

　山本さんが悪戯な顔で囁いてくる。それがまた嘘でないというところが、イヤらしくも悩ましいところだ。

「もしくはソトミチくんがこれまで私とセックスした回数分だけ、正の字でカウントしてみるとか」

「やはり凌辱系ＡＶを見たことがあるな？」

「ソトミチくんと違って私は勉強熱心なの」

　尤もらしいことを言ってエロビデオを見てただけじゃないか。男を悦ばせるための努力を惜しまないその姿勢は尊敬するけれども。

「それはともかく抜いちゃいますか」

　山本さんは俺のパンツを脱がせて躊躇なく勃起したペニスにかぶりついた。

「おっ……おうふっ……」

　やはりいい。フェラをしてもらうと最高に気分がよくなる。口内の人肌の温かさも、唾液の粘性に包まれるのも、唇と舌の柔らかさに触れられるのも気持ちいいし、何より女の子自らが男のペニスを気持ちよくするために動いているその姿がどこまでも支配欲を満たしてくれる。

「ふっ……んじゅっ……ぐぢゅっ……」

「あぁ……いいよ、山本さん……上手……」

　結局はエッチをしてもらうことになってしまった。昨日、山本さんが冗談っぽく、デリバリーしてくれてもいいなんて言っていたが、それもその通りになってしまったな。しかも、口内射精も中出しも無料でできる美少女デリバリーヘルスだ。この男としての至上の極楽を手放そうとしているのだから、俺が選ぼうとしているものの大きさが改めてわかるというもの。

「はむっ……ちゅっ……ん、んんっ……！」

　俺は両手を伸ばして山本さんのおっぱいを揉みしだいた。美優と違って勝手におっぱいを触っても怒られないところが山本さんのいいところだ。山本さんのおっぱいがデカすぎて、フェラをしてもらっている様子が見えないこともある。ただ、腕しか使えないこの状況で、山本さんのおっぱいの重さはかなり手首に来るものがあった。

「ああっ……山本さん……すごいよ……気持ちいい……！」

　山本さんが俺のペニスを咥えているところを眺めながら、手のひらいっぱいに乳房の柔らかさを感じて、たまに乳首をイジっては色っぽい声を漏らす山本さんの反応を楽しむ。腕が疲れてからはふともものあたりを指でなぞったりして、感じながらもフェラを続ける山本さんに、俺の興奮も高まっていった。

「ちゅっ、ちゅぷっ……じゅる……んくっ……じゅぶっ……」

「山本さん、もう……出すよ……！」

　このベッドで、この体勢で、俺はまさに美優とエッチなことをしたことがあって、それを思い出せば簡単に妹のオカズは出来上がった。

「山本さん……出るッ……!!」

　金玉に溜まった精液を口の中に放出する。どれだけ繰り返そうがこの至福感だけはなくならない。

「んっ……くっ……ぷはぁ。今日は、飲めたよ」

　山本さんはニッコリ笑顔でピースサインをしてきた。昨日は俺の精液を飲めなかったことにえらくショックを受けていたようだったしな。俺としても山本さんにはやはり精液を飲んでもらいたい。俺の欲望が満たされるからというのもあるのだが、山本さんにはそういう女の子でいてほしいという、個人的な願望もあったりするのだ。

「スッキリしたね、ソトミチくん」

　エッチができて山本さんも満足したようで、それからは与太話をしながら残り時間を過ごした。

　美優から帰ってくるとの連絡があって、入れ替わりで行ってしまうのかと思っていたらそんなことはなく、今度は玄関にまで来た美優を山本さんが迎えに行った。

　恋人持ちの男とエッチしたあとにその恋人を出迎えに行くって、どんな感覚なんだろうな。まあ俺がやらせたんだけど。

「ただいま、お兄ちゃん」

　行きと同じ格好の美優が戻ってきて、その後ろを山本さんがついてきた。

　また俺の部屋に美少女二人。そして、腕が動くようになった俺は、なんとかベッド脇の壁に体を起こすぐらいのことはできるようになっていた。

「だいぶ回復したんだね」

「かなりしんどさは残ってるけどな。あと何日かは家で休養したいよ」

「奏さんもありがとうございました」

「いいえ、とっても楽しかったので」

　三人で、円満団欒。大人になってもこうして仲良くしていられるといいんだが。

　山本さんは身支度を整えて帰宅モードに。夜飯を一緒に食べたりすることはないようだ。そこまでいくと、もう違うっていうのは、なんとなく俺にもわかる。

「そういえば、前に話してた件だけど。私も急に大きくなったタイプだから、実家にほとんど未使用のブラが残ってるかも。あの頃の私のアンダーなら美優ちゃんに合うんじゃないかな？」

　唐突な、山本さんから美優への振り。いったいなんの話だ。

「え、あ、いや、まだいると決まったわけでは」

　そして、珍しく美優は焦った表情をした。まさか、美優、いやまさかな。

「ともかく、夜道も暗いので。奏さんも気をつけて帰ってください」

　会話を強引に区切るようにして美優は山本さんを送っていった。あれだろうか。生理になると胸が張るとかそういう話だろうか。

　そういや、あと数日でその期間も明けるんだよな。そしたら、俺は、美優と生でできるんだよな。中出し、してもいいんだろうか。また条件とか出されたりしないかな。念のためコンドームは携帯しておいたほうがいいだろうか。

「お兄ちゃん」

　山本さんを見送りした美優が戻ってきた。

「ああ、美優か」

「考え事？」

「いやほら、デート、例の水族館と温泉、行こうと思って。いつなら大丈夫そうだ？」

　水族館ならともかく、温泉はそういう時期には行けないものだ。だからこればかりは美優に日にちを決めてもらうしかない。

「三日後なら平気だよ。その日に行こっか」

「ならそうしよう」

　ようやく美優とのデートが決まった。天候に左右されるものでもないし、何があろうと三日後は美優とデートをするぞ。

「あと、これも念のため、確認しときたい」

「なんでしょうか」

「えっと、だな、ゴムの代わりの、薬の方についてなんだが」

「ああ、はい」

　美優は至って冷静に俺の話を聞いている。

「中に出したくなったら、どうしたらいいだろうか」

　この際なので誤魔化さずにはっきり教えてもらうことにした。

「別に人目につくようなところでなければ、どうぞご自由に？」

「えっ。あ、そうか」

　コクっと首を傾げて、何を迷っていらっしゃるとむしろ不思議な様子で答える美優。これまでに比べて条件が緩すぎないか。中出しは好きにしてよくてアソコを舐めるのはあんなにも嫌がるのかこの妹は。らしいといえばらしいのかもしれないが。

「ん？　そのペンは、なんでそこにあるの？」

　美優が指差した先にあったもの。それは俺が枕に挟んだままにしていた水性ペンだった。

「これは、山本さんとの勉強で使ってて」

　結局勉強には使わなかったけど。

「ふーん」

　美優はさして興味もなさそうな反応をした。山本さんのように喜んでマゾ化してくれる女の子より、やはりこういう強情な娘を汚すほうがそそられるものがあるんだよな。

「いつか生でするときさ、『中出しＯＫ』とか、そのふともものあたりに書いてみたい欲はある」

　矢印付きで。

「お兄ちゃん、ペン貸して」

　美優が手を出してきて、俺はそこに素直にマジックペンを置いた。あんなことを言えば美優に怒られるのは目に見えていたのだが、山本さんとの会話の弾みで言ってしまった。

「って、待て、そういうのは男に書いても絵にならないから……！」

　これまで俺は美優に何度待てと言ってきただろうか。なぜだか美少女たちが受けるべき恥辱を、今日は俺が引き受けることになり。無残にもすべての服を剥ぎ取られた俺は『変態』『シスコン』『射精脳』とか、色々と酷いことを下半身を中心に書かれ、しばらく放置されたのだった。











０７．恋人とのデート









　よく晴れたわけでもない、しかし、夏にしては涼しい、実にデート日和の天候だった。美優と出かけるのならばこれ以上を望むべくもない。絶好の曇り空だ。

「ようやく初デートだね」

　電車のドアから外の景色を眺める美優は、珍しく胸元が開放的なシャツを着て、膝上が充分に見えるぐらいに短いスカートを穿いている。その美優を後ろから眺めていると、腰からお尻のラインにはくっきりとした丸みがあって、胸の大きい子はお尻も大きくなるのかなみたいなことを俺は考えていた。ちなみに今日はストレートヘアなのでそのお尻に毛先がかかっていたりする。

「ようやくだな」

　美優とは服を買いに行ったことはあったが、あれは当時の俺からしたらデートだったというだけのこと。俺たち二人にとってのデートはこれが初めてになる。

　電車に揺られること一時間。比較的都会にあるその水族館は、規模こそ大きくはないものの、周辺に様々なお店が並び立っていて、水族館自体が丸一日、時間を潰すには難しいからこそ逆に絶好の寄りどころとして選ばれている。

　最寄りの駅に着いて、電車から降りる人は多かった。美優は体が小さいので人混みに紛れてしまうと見つけるのが大変なため、自然と手を繋ぐ形になって俺たちは歩いていた。山本さんとは手の大きさが段違いで、心許なさを感じると同時に、歳上としてしっかりしなければならない自覚が芽生えていく。どちらかというと、兄として、という感覚ではあったが。

「美優って遥とは手を繋いで歩いてたりしたのか？」

「なんで？」

「こうやって歩くのはどれだけ慣れてるのかなって」

「引っ張られるのには慣れてるよ」

　美優は半歩後ろを歩いて俺を見上げる。由佳や遥が相手じゃ、たしかに美優は引っ張られる側かもな。美優は山本さんのようにどんな状況でもぴったり引っついて行動してくれるわけではないので、こうして手を繋がなければと思ったのは必然だったのかもしれない。

「俺は水族館の楽しみ方を知らないんだけど、魚に詳しくなくて平気かな」

　遊園地と違って、眺めることに特化したその施設には、どんな楽しみがあるのかを俺は知らなかった。昨日までの暇な時間に有名な生き物は調べておいたが、それでもいざ行ってみてどの種類か当てられる自信はない。

「水族館を楽しむポイントは、仲のよい人と行くことだよ」

　美優は大人しく俺に手を引かれながら教えてくれる。駅を出てからは直通の広い歩道橋を進んで、目的の水族館の名前が書いてある標識に従って歩いていた。

「身も蓋もないような……。付き合う前はよくないとか？」

「知らない街を一緒に歩いてるだけで楽しい人とかいるじゃない？　そういう人たちが、より盛り上がれる場所、みたいな」

「なるほど」

　これまでほとんど家でイチャコラするだけだった俺たちにとっては、むしろ好都合な場所ということか。

「カップルのデート先なんてそんなとこばっかりだけどね」

　たしかに、水族館のあとに行く予定の温泉にしたってそうだ。もしそれが旅館ともなったら、どれだけいい湯や美味い食事が目的だったとしても、最後は部屋でストレスなく過ごしていられる相手が望ましい。何気ないことを共有できる相手って大事だよな。

「それなりに並んでんな」

　売券の受付にはパッと見だけでも百人以上が複数の列を作っていた。それでもライブスタッフをやっていた経験があるので面食らうほどではないのだが。

「オンライン予約してあるからコード認証で入れるよ」

　美優はスマホの予約完了画面を俺に向けてかざす。

「頼りになるよ」

　美優は遊び慣れているだけあって手際がいい。男としてはリードしてあげたいところだが、ここは焦らず急がず、今日のデートを楽しもう。

　館内に入るとすぐに薄暗い空間になって、エアコンの涼しさに身が包まれた。入り口からすぐの水槽には大量の魚の群れが……いるかと思ったらそんなことはなく、オープンスペースに三メートルほどのアザラシのオブジェが置いてあって、そこに写真撮影の列が出来上がっていた。

「なんだあれは」

「この水族館のマスコットキャラだよ。でかアザラシくん」

「でかアザラシくん」

「の、十分の一スケールの像」

「元の設定がデカすぎる」

　あれだけキレイにデフォルメされたオブジェなんて、かなりの値段がしただろうに。

「だいたいああいうのは入り口にあって、館内を見終わったら印刷した写真とデータを買えるの」

「無料ってわけじゃないんだな」

「だいたい二千円ぐらいが相場だよ」

「たっか」

「『せっかくの思い出ですので』って言われると、安く感じるものなんだよ」

　そうか。せっかくの思い出、か。

「撮影自体は、無料みたいだな」

　これは美優との初デート。その思い出にと言われてしまうと、たしかに欲しくなってしまう。

「……撮っていくか？」

「そうしよっか」

　美優がすんなりオーケーしてくれたので、俺たちは撮影の列に並ぶことになった。美優と二人で写真を撮るなんて、家族写真以来な気もするけど。どんな顔して写ればいいんだ。

「お次の方、どうぞ」

　十五分ほど並んでいると、俺たちの番が回ってきた。スタッフさんたちは撮影の要領は掴みきっていて、俺たちが大人しめなカップルだと見るや否や、腕に抱けるサイズのぬいぐるみを持ってきて、それと一緒に撮るように提案をしてくれた。なるほどこれなら変なポーズを取る必要もないし、くっついていても恥ずかしくないので自然な形で被写体になれる。

　問題なのは表情で、ここでまさかの美優が困った様子で「どんな顔をしたらいいかな」と相談してきたのだった。思えば家を出てからも俺たちは恋人らしい雰囲気を醸してこなかったし、いざカップルとして写真に写れと言われてもどうしたらいいかわからなかった。俺たちは人前でイチャイチャするのが苦手なカップルだったのだ。

　それでも後続が待っているし、モタモタしていては適当なタイミングでシャッターを押されてしまう。だがここで閃くのが兄の頭脳だった。

「このぬいぐるみ、美優が持ってろ。遥との撮影だと思って、ほら、あのカメラにスマイルを」

　そう指示すると、美優は即座に言葉の意味を理解して、エビのぬいぐるみを腕に抱きながらほんのり横目線のカワイイスマイルをキメた。そこでパシャっとカメラのシャッターが切られる。なお俺はその後ろで若干苦笑い気味の笑顔を作って、手だけはさりげなく美優の腰に回していた。どうにか二人とも笑顔で撮ってもらうことができたが、なんともカップルらしさはない。俺たちらしさはあるのでよしとするか。

「最初は、ペンギンだね」

「まさかの魚じゃないのな」

　水族館を進んで、まず視界に入ったのがクチバシのついた二足歩行生物だった。まるで集会をするように岩の上でたむろしている種類もいれば、頻繁に水に出入りしている個体もいる。

「ビルに入ってる水族館だと、入り口からほとんど魚ってパターンも多いけど。ここは一応専用施設だから、外に近いところは陸の生き物を置いとくんだよ」

　水族館も色々と展示の工夫がされているみたいだ。奥へと進むと、映画のモチーフになった魚や食用でも有名な甲殻類が並んでいて、さらに進むごとに水深も大きくなってクラゲや深海魚なんかが見れるようになっている。館内もブラックライトによる光の加減で空間全体を神秘的に見せたりといい雰囲気だ。

「近くで見ると面白い顔の魚って多いな」

「そうそう。女友達と行くとだいたい『可愛い』と『キモい』って言って回るだけで満足する」

「羨ましい……」

　男集団ではできない楽しみ方だ。こうして実際に回ってみても思ったが、いい歳の野郎が大勢で遊びに来るところとは言い難い。そのおかげで客層はそこそこ品があるというか、まあ子連れが多いのでかなりうるさいのだけれども、恋人とまったり時間を過ごすにはちょうどよい場所になっている。

（しかし、これって……）

　俺は隣を歩いている美優を横目に見て思う。なんというか、普通に二人で水族館を回っているのだ。家を出てきた兄妹二人のままというか。

　山本さんとデートしたときのように、周囲からの視線が気になることもなければ、連れの存在を自慢げに感じるでもなく、妙な胸騒ぎを覚えることもない。家にいるときと変わらず、当たり前の時間を過ごしているだけ。これを恋人とのデートらしい一日と言っていいものか。

　やはりイチャつきが足りないんだろうか。男からイチャイチャしにいくってのも気持ち悪い話だし、ここは美優から『お兄ちゃん大好き』をしてくれるように誘導するしかない。

「これが一番大きい水槽みたいだな」

　そこは館内でも一番の人気スペースで、多くの人が立ち止まって大水槽を鑑賞していた。下にはエイ、上にはサメやイワシなど、多種多様な魚がごっちゃになって泳いでいる。水槽をすぐ近くで観察したい人用の低い床と、水槽全体を観察したい人用に高い床があって、その二つを分ける手すりにはたくさんの人が密集していた。

　着いてすぐは人が多すぎて近寄れなかったものの、数分遠目から眺めているうちにいい隙間ができたので、美優とそこに入ることに。これならちょうど一人分しか空いてないわけだし、男女でくっついていてもなんらおかしくはない。薄暗くて目立つこともないしな。

「こういう水槽さ、どこもサメと小魚が一緒になって泳いでるけど、どうして食べられたりしないのかずっと不思議なんだよね」

「調べてみるか？」

「いや、なんか、謎のままの方がいいというか」

「そうか。楽しみ方もそれぞれだもんな」

　そんな会話をしつつ、俺はさりげなく美優に後ろから抱きついて、その細ましくも柔らかい体の感触を堪能する。嗅ぎ慣れたいい匂いがして、抱き慣れた体温があって、そこでようやく俺は、美優がそこにいる実感を得ることができた。

　スキンシップが急に濃くなったことは美優も感じ取ったみたいで、手すりに手をかけながら俺を見上げてきた。しかし、美優は何も言わず、単に触れ合いがしたかった気持ちが伝わったのか、すぐに前を向き直った。

　その状態のまましばらく大水槽を眺めていて、美優の体の柔らかさを感じているうちについ胸の膨らみに手がいってしまい、揉むか揉まないかぐらいの強さで触ってしまう。するとまた美優がこっちを振り返って、俺をジッと見つめてきた。

『どっち？』

　そんな心の声が聞こえてきて、俺もごくごく小さな声で「したいとかではなくて……」と答えると、美優は納得してまた水槽の方を向いた。おっぱいは性的な興奮材料だけでなく、そこにあるとつい見たり触ったりしたくなる不思議な魅力がある。

　そうしていると、美優が俺の腕を内側へと引っ張ってきた。どうやら密着の具合が足りないらしく、俺はもう少しだけ美優をキツめに抱きしめてみる。だが、それでも美優は物足りなかったようで、腰を何度も後ろに引いて俺にぶつけて、もっと強めるように催促してきた。俺は全身でベッタリと美優に覆いかぶさって、密着の度合いをさらに高めると、思いきって美優の肺が潰れそうなぐらいに力をかけ、手もおっぱいを掴んだまま強く美優を抱きしめてやった。

　美優は苦しそうにしていたが、まったく拒むようなそぶりを見せなかったので、このぐらいの強さが正解だったとみて間違いない。美優って結構、こういうの好きだよな。

「こんな楽しみ方も、あるわけだな」

　俺が力を緩めると、美優は数回深呼吸をして、わずかにドヤ混じりの満足顔で振り返った。

「カップルだからね」

　そうやって周囲にバレないように美優とイチャイチャを堪能して、手すりから離れてから歩く館内は、先程までと景色が変わっていた。俺と美優がいる場所にはしっかりとカップル空間が出来上がっていたのだ。やはりスキンシップは偉大だ。ようやく恋人としてのラインに立てた気がする。

　ただ、悔しいことに、性欲にまで火がついてしまって、下半身の方も穏やかではいられなくなっていた。山本さんが来てからの三日間は美優に抜いてもらっていなかったせいもあってすぐにスイッチが入ってしまう。これではエロ目的で付き合っているだけと思われかねない。冷静になるんだ、冷静に。

「あと、残ってるのは野外ゾーンだな」

「だいたいカワウソがいるとこだね」

　薄暗い廊下に徐々に光が差し込んできて、自動ドアを開けた先には、小さな動物園にも思える緑豊かなオープンガーデンが広がっていた。美優が言っていた通り、頭上に張り巡らされたパイプにはコツメカワウソがせわしなく行き来していて、若い客がこぞって写真を撮っていた。どこでも人気の動物らしい。これだけ開放的なスペースなら性欲も落ち着かせられそうだ。

　俺は美優と清らかな気持ちで最後のスペースを眺め歩き、亀やうさぎと触れ合ったりして、最後に例の写真を購入して水族館を出たのだった。フレーム付きの写真は美優のポーチに入れ、電子データは専用のサイトからダウンロードすることなり、俺は初めて公に見せられる美優の写真を手に入れた。

　次の目的地である温泉は、スパをメインとした総合エンタメ施設で、湯につかるだけでなく食事や岩盤浴なども楽しむことができる。受付でロッカーキーを兼ねるＩＣチップ入りの腕輪を渡され、まずは更衣室で浴衣に着替えることに。

　浴衣なんて人生で初めてだからきちんと着れているのか不安でたまらなかったが、これまでのあれやこれやのおかげで体が引き締まってきているからか、鏡に映るその姿に恥ずかしさはなかった。更衣室を出るとそこには美優の姿があり、ピンク色の浴衣に身を包んで姿勢よく手を前に重ねて立っていた。

「おまたせ。思ってた通り可愛いな」

「そういうときは思ってたよりもって言わないと」

「ああ、悪い」

　デート慣れのなさがまたここで露見してしまった。ほんとエロゲの知識って役に立たないよなこういうとき。

「お兄ちゃんも似合うよ。いい体になったね」

　美優は俺の腹筋をバシバシと叩いて、それから腕を組んで歩き出した。まずは館内をぐるっと一周して美優が案内してくれるらしい。

　横髪がさらりと揺れると、どんなときでも釣り上がりで強気な印象になる美優の目に楽しげな輝きが宿っていて、今日はデートしてあげられてよかったなと心底思った。俺の妹はやっぱり可愛い。

　こうした施設に慣れていない俺にとって、ソファーチェアが大量に並んでいるリラクゼーションエリアなんかは壮観で、バイキングにはビールサーバーも設置されており、いつかあれを美優と二人でグラスに注いで一杯やりたいものだ。もしここが温泉旅館なら、酔った美優と部屋に戻って、浴衣を脱ぐのもそこそこに、なんてのもな。

（……ダメだ。落ち着け。エロいことを考えるな）

　俺は瞼を力いっぱい閉じて邪悪な妄想を吹き飛ばす。美優の浴衣姿がいけなかった。スパで配られる浴衣は生地が薄かったので、巨乳かどうかわかるぐらいの膨らみが見えてしまっていた。腕に当たる美優の胸の感触も、普段よりダイレクトに感じられる。こうした諸要素が間接的に俺の性欲を煽っていた。

　それでも美優曰く、ブラジャーの膨らみが目立たないようにワイヤーのないタイプを持参してきたというのだから、この妹の胸のデカさというのが改めてわかるというもの。思わず脱がせたくなってしまう。

「お兄ちゃん、お風呂場でおっきくしたりしないでよ」

「しないって」

　美優のことを考えながら湯に浸かったりなんかしたら、風呂場で一人で勃起する変態になりかねない。この浴衣だって勃起すればすぐに股間の膨らみがわかってしまうから、この館内にいる限りはエッチな妄想をしてはならないのだ。

　だが、それでいい。エロいことばかりを考えていたら、俺と美優はエッチをするだけの関係になってしまう。もっと、恋人らしく、彼氏と彼女らしく、しなければならない。

「ここは予約制の個室があるみたいだから、我慢できなくなったらそっちに行ってからね」

「まさかそんなものが」

　冷静にならねばと思った矢先に美優がとんでもない情報を持ってきた。

「でも、夏休みだから満室になってるよな……」

　そう思ってホームページから予約ページを見ると、予想通り灰色の文字でびっしりと。しかし、それはまさに奇跡的に、一時間だけ休憩の枠が空いていたのだった。

「まじか、こんな時期にあるのかそんなこと」

「当日だと逆にキャンセルで空くことがあるんだよ」

「そうなのか。よ、予約、しとくか？　三時間後だけど」

「お兄ちゃんがしたければどうぞ」

　ここで俺にボールパスか。ここで本当に予約をしたら、エッチがしたいだけだと思われかねない。

　だが、せっかくの温泉で偶然にも巡り合った個室に入れるのだから、思い出としては貴重な体験と言えようもの。ざっと見る限り、もう先の予約は二週間ほど満室になっているし、事前にリサーチして使おうと思ってもできなかったはずだ。

「予約したぞ。風呂の前にメシを食いたいんだけど、いいかな」

「いいよ。私も食べたい」

　お風呂に入る前に食事をすることになり、フードコートに行って和食をいただくことに。同じ刺し身の定食を注文して、対面に座って二人で喋って、美味しいご飯をいただいて、ひと休憩。和室スペースを使っていたこともあり、食べ終わったあとは美優も俺の横に来て、二人でダラダラと寝ていた。

　俺たち以外にも二人で寝ているカップルがいたので、そう目立つこともなくくっついていられた。美優の寝顔は可愛くて、頭を撫でるとまた気持ちよさそうに眠るので、愛おしさが倍増する。これが俺の彼女なんだよな。

（ただ、なんというか……）

　美優は俺の理想とする彼女だ。かつて、俺がエロゲをやっていたころから憧れていた、まさしく妹的な愛嬌のある存在で、他に望むべくもない。今日のデートだって楽しく過ごせているし、美優のことが心から好きなことに疑いの余地など微塵もなかった。

　だからこそ、俺はもう、その事実から目を背けているわけにはいかなかった。

（美優を彼女って呼ぶのには、何故か抵抗があるんだよな）

　あくまで言葉遣いとしての問題だと思い込んで避けていた。美優を俺の彼女だと呼ぶことへの違和感。

　互いに他のパートナーを作らない契約関係として、恋人同士であるとは公言していたものの、俺はほとんど美優のことを彼女だと言ったことはなかった。俺にとっての美優の存在と彼女という言葉の定義が、微妙にズレている気がしたのだ。

　美優のことが一番に好きなことに嘘偽りはないものの、正直なところを話してしまえば、『理想の彼女』のイメージを挙げるときに出てくるのは山本さんだった。

（もしかして、これなのか）

　山本さんが言っていた、俺が美優か山本さんかを選ぶ余地とやらが、この気持ちの迷いを指しているのだとしたら。たしかに解決しなければならない大事な課題ではある。

「そろそろ、お風呂に行く？」

「そうしようか。水族館を歩き回って足も疲れたしな」

　美優が短い眠りから目覚めたので、そこで二人で別れて浴場に行くことになった。せっかくカップルで来たのに、肝心のお風呂は一人で入らなければならないのが温泉の残念なところだ。客室露天風呂のある旅館なら混浴で入れるらしいし、美優ならいいところを知ってないかな。まず間違いなくエッチなことをするだろうけど。

「はぁ……」

　シャワーで体の汚れを落としてから、俺はヒノキで作られた円形の風呂に浸かってさっきの続きを考えていた。俺と美優がイチャイチャしているときは常にエッチをしている。無論、ドライな関係でいるのが嫌なわけではなし、だからこそエッチに耽る美優が可愛く映る部分もあるわけで。今の距離感が悪いとはまったく思わないのだが、そこにはいわゆる彼女感というものはなかった。

（そもそも、いるのか？　彼女感）

　なんてことを考えてしまうほどには俺の脳は考え疲れていた。こんな調子ではせっかくの初デートが台無しになってしまいそうだ。

　今日は、いつもの俺でいよう。美優もエッチをすることに前向きだったし、これまでお預け状態だったのは美優も同じなのだから、むしろ美優だってエッチがしたくてたまらないはず。しかも中出し解禁日だ。美優の生の膣内に精液を注ぎ込める日。本能側の美優はめちゃくちゃ喜んでくれるだろうな。

　早く生セックスがしたい。妹に中出しができるなんて兄として最大の幸福じゃないか。マジで彼女感とかどうでもよくないか？　あの可愛くて巨乳の妹に中出しできるんだぞ。しかも、美優が許してくれるなら、このスパの休憩室で、さっそく試射できるわけだ。

　それとも、初中出しはきちんと俺の部屋のベッドでしてほしいかな。それもありうる。なら休憩室でできるのはフェラだけになるわけか。だが、それでもいい。美優と家以外でエッチができるなんて、そうない話だろうからな。それに三日も精液が溜まってるんだ。ドロドロに濃い精液を飲ませてあげることができる。早く飲ませたい。

「ダメだ、落ち着け、何してるんだ俺は」

　小声で自分を諌めて気を静める。妹に中出しをしたすぎて公共浴場で思いっきり勃起してしまった。美優にもするなと注意されていたのに。

　俺は膝を畳んで勃起したペニスを隠し、それが通常サイズに縮まるのを待ってから風呂を出た。美優とエッチがしたいがまだ二時間以上の待ち時間がある。ここは一旦、深呼吸だ。これからまた美優と合流だからな。失言だけはないようにしないと。

「スッキリした？」

　湯上がりの美優は髪の毛を結い上げていた。髪をまとめると顔面のよさがより際立って、その低い身長との対比がよく映えるようになる。大和撫子然とはこのような姿を指すのか。

「汗もかいてさっぱりだよ」

　血流がよくなりすぎて困るほどにな。さて、どうやって個室までの時間を潰すか。

「岩盤浴にでも行ってみるか？　俺は名前を聞いたことあるだけで、どんなとこなのか知らないんだよ」

「行こ行こ。そこぐらいしかないし」

　そうして俺は美優を引き連れて岩盤浴エリアへ。どうしてか、このあたりから美優への視線が集まり始めた気がする。すっぴんの女の子が多いせいで、相対的に美優の美少女度が最高値に達してしまったからなのだろうか。でも、各カップルの彼女さんたちも、みんな美人ばかりだ。

「すっぴんでも、可愛い子って意外と多いな」

「あれがお兄ちゃんたちの好きなナチュラルメイクってやつだよ」

「えっ、化粧してんの？　あれで？」

「公共の場ですっぴんになるわけないじゃないですか。ましてや彼氏の前で」

「そうか……」

　美優に教えてもらったポイントに従って目元や眉毛を確認してみると、たしかに人工的な痕跡があった。あれで肌本体はゴリゴリに濃く美白しているらしい。とはいえ、それで可愛く見えるのなら、化粧って正義だよな。

「美優はしてるのか？」

「私はあんまり。元のメイクだって薄いし」

「そうなのか」

　美優はまだ若いもんな。出かけるときは化粧らしさを感じることはあっても、私生活で化粧をした顔をみることはほとんどない。うちの妹はいついかなるときでも可愛いんだ。

「妹のすっぴんが可愛くてよかったね」

　美優が俺にぴったり寄り添って、自慢気にそう囁いてくる。

「ま、まあな」

　こういうときはすかさず心の中を読んでくる妹だ。何にしても素体がよいにこしたことはない。お風呂に入ってたってベッドの中だって美優は可愛いんだからな。

「二時間後はそんな可愛い妹と二人きり」

「やめろ、俺を盛り上げるな」

　美優から追撃の燃料投下。むくむくとやる気が湧き上がってきてしまう。下半身は反応させないようにしなくては。

　だが、美優の言う通り、俺はこの顔のよい湯上がり美少女とイチャラブエッチする予定があるんだ。存分に自慢の妹を眺めていくがいい男子諸君よ。そして羨ましがるがいい。

　なんて、怨念じみたことを考えていたら、本当にあの山本さんとデートをしていたときのように視線が集まってきた。どうやら、水族館の最後のあたりから俺が欲情しだしたのがきっかけらしく、俺に欲情されるとテンションが上がってしまうこの不埒な妹は、それを機にラブラブオーラを醸し始めたのだった。やはり女の子からの大好きアピールは誰もが憧れるものなんだな。

「お兄ちゃん、その部屋のとこが二つ空いてるよ」

「なら、そこから行くか」

　岩盤浴はその効能によって部屋が分かれている。これから入る青色ライトの岩盤浴室は全身の筋肉をリラックスさせる効果があるらしく、この間の筋肉痛からいよいよ完全回復ができそうだ。

「下は普通に硬いな」

「それが岩盤浴ですから」

　ブランケットを敷いて温められた床に寝転がり、そこで美優と仕切りを挟んで寝る。美優が一番奥で、俺がその手前。

　たしかに全身が内側からポカポカと温まってきて、疲労回復には効きそうだ。枕まで硬いのは個人的に困りものだが。

（美優はどうしてるかな）

　静かなのでしゃべることもできず、寝る以外にやることがない。そういう施設なので当然なのだが、ふと美優がどんな様子か気になって体を起こしてみる。

（うーん……これは……）

　おっぱいが重力に押されて、浴衣の隙間からお肉の丸みが覗いてしまっていた。それは日常見える谷間ぐらいの隙間ではあったが、他の男の目には入るのは好ましくない。対面の位置にいる人たちは全員が女性のグループだったので、美優もそのあたりわかっててやっているのだろうが、俺としては気になってしまったのでそっと手を伸ばして美優のおっぱいを隠したのだった。

　そうしてようやく安心ができたところでまた寝転がる。早く時間が過ぎ去ってほしいと願いながら。これはデートなのだから、一分一秒を惜しみながら楽しむべきなのに。どうして俺はこうも性欲優先なのだろうな。

　これでは山本さんとお外でエッチをしているのと変わらないのではないか。山本さんは恋人ではないので問題はなかったのだが、それが美優も同じとなってしまっては困るのだ。たとえ彼女感はなかったとしても、セフレになるのだけはいけない。それでは俺が山本さんを捨てて美優を選ぶ理由がなくなってしまうんだ。

（ここは一つ、視点を変えてみるか）

　美優は俺にどんな彼氏でいてほしいのか。美優から見た俺に彼氏感はあるのだろうか。できることなら頼れる男になって、デートでもぐいぐい引っ張っていってほしいとか、そういう理想を俺に抱いたりすることはないのだろうか。

　考えて、考えて、グルグルとこれまでの美優や山本さんとのやりとりを反芻し、一つの答えを得る。美優からの要望なんてものは、ない。これは断言する。今の俺でいい。その結論だけは変わらなかった。

　だとしたら、じゃあさっきの彼女感なんてものも、どうでもいいものだったのか？　そう自分に問いただしてみると、一番しっくり来るのは「なくてもいい」という回答だった。しかし、答えに無責任な感も否めないわけで。

　ここだけなんだ。彼女感なんてどうでもいい。これはしっくりくる。だが現実、美優とは彼氏彼女として付き合っていかなければならなくて、その事実を無視することもできない。この不協和。こいつさえ正せれば、俺に迷いなんてものはなくなる。ならこれだけを、じっくりと考えていくことにするか。そうすれば山本さんへの態度もはっきりできるかもしれない。

「お兄ちゃん、あとどれぐらいいる？」

「もう出ようかとは思ってて。空いてそうなとこ適当に回ったら、あと汗を流して時間まで休もうか」

　せっかく来たので岩盤浴なるものをあるだけ堪能して、体の調子がよくなった気がしてきたところで切り上げる。最後にその岩盤浴でかいた汗を、もう一度お風呂に入り直してさっぱりと流し、残りの時間はリラクゼーションエリアでまったりすることにした。

　のだが、そこは残念ながら人でいっぱいだった。ポツポツと椅子の空きはあったのだが、二人で並んで座れそうな余裕はない。ソファーチェアを後ろに倒せば寝ながらテレビが見られることもあって人気のスペースなのだ。

「雑魚寝の方なら空いてるね」

「そっちにするか」

　リラクゼーションエリアの一画にはゴザが敷かれた休憩スペースもあって、そこには四角いたわら枕が規則正しく並べられている。広さとしてはテニスコート二つ分ほど。寝ている人は疎らだった。

　というのも、床にゴロ寝するタイプは低温サウナに似たような場所があって、多くの人はそちらに流れるのだ。俺と美優はできるだけ入り口から遠く、人の少ない所を選んで横になった。美優は髪を結い上げていたクリップを外して、その長い髪を下ろす。内側にこっそりと入れたピンク色のエクステが艶のよい黒髪と混ざり、同じ淡赤色の浴衣とマッチしていて、そこには現代風ながらも奥ゆかしい美少女が寝そべっていたのだった。和風ってエロい。

「あと三十分もあるね」

　美優が俺との距離を縮めてきて、温まった体の湯気すら感じてしまうほど接近してきた。思いっきり抱きついて寝ているカップルも何組かいたので、それほど目立つこともないだろうが、こんな公共の場所で美優と触れ合えるなんてドキドキしてしまう。

「休憩室を使うために休んでるって、なんか変な感じだよな」

　それだけカップルにとって、個室というのは重要な場所。『二人きりになれる』という言葉がもたらす付加価値は人類にとって無限大の意味がある。

「休憩する気なんてないくせに」

　美優は人差し指を俺の浴衣の隙間に入れて、胸元の重なりを緩める。美優の言う通り、俺はエッチがしたいから待っているだけだ。それは美優も同じはずだが。

「美優も期待してるんじゃないのか？」

　俺も同じように、美優の浴衣の胸元に指を入れて、その隙間を開けるように下ろしていく。その指先に当たったのは、柔らかい生肌の感触だった。

「インナー、着てないのか……？」

　美優は中にＴシャツも身につけずに、下着の上に直に浴衣を羽織っていた。もうそれだけで俺の心臓の鼓動は最高潮に達して、体が熱くなってくる。

「ほんとはブラも外そうと思ったんだけどね。先っぽが浮いちゃうから」

　美優は腕で胸を隠して、その豊満な乳房を寄せ上げた。エロいなこの妹は。

「奏さんなら全部脱いできただろうけど」

「やりかねないな」

「私はそこまでできないので、これでご容赦いただけますでしょうか……」

「充分だよ、充分すぎる」

　俺は美優の浴衣を上から覗き込むようにして、そこに広がる美肉の園に、目が釘付けになっていた。かつてないほど防御力の低いその装い。襲いたくなってくる。

「お腹、触っていいか」

「えっ……ぁ…………んっ……」

　俺は美優の浴衣の中に手を入れて、サラサラとした肌の感触を手のひら全体で堪能する。くすぐったいのか感じているのか、時折美優が色っぽい声と共に身を捩って、そんないじらしい姿に俺の性欲がまた燃え滾ってしまう。

「お兄ちゃんのエッチ」

　抵抗もしない妹に潤んだ目で見つめられて、そんなありふれた言葉がストレートに俺の性癖に突き刺さった。トランクスはもう我慢汁でベトベトになっていて、このままだと浴衣まで汚しかねない。というより、こんなに勃起してしまって、俺はどうやって立ち上がればいいんだろうか。でもそんなこともどうでもよくなるぐらい、美優の浴衣に手を突っ込んで弄るのは滅茶苦茶に興奮した。

「あ、あんまり、激しく触ると、はだけちゃうよ」

「……っ、すまん、やりすぎた」

　俺は浴衣から手を引き抜いて、襟を整えて美優の肌を隠す。緩んだ帯はそのままなので浴衣全体は乱れたままなのだが。

　どの瞬間を切り取っても美優がエロい。心臓が肋骨の中心を叩くように激しく拍動している。今すぐガス抜きをしないともっと破廉恥なことをしてしまいそうだ。

「ずっとおあずけだったもんね。溜まっちゃって大変なんじゃないかな」

　美優は勃起した俺のペニスに爪の先を軽く当てて、浴衣の上からツーっと筋に沿ってなぞっていく。射精できない状況で妹に煽られる多幸感が、限界近い性欲にさらに燃料を投じていた。

「美優だって、ツラいんじゃないのか。ほんとはしたいだろ」

　俺がそう尋ねると、美優は上気した頬を緩めて、その本音を口にしてしまうかをしばらく迷ってから、ついには打ち明けた。

「妹はお兄ちゃんに欲情されていれば幸せなので」

　いつだかも聞いたその答え。だが、事実として、美優にとってはエッチをするにあたってそれ以上に大事なことはないようだった。

「エロ妹め」

　まるで男に興味なんてありませんみたいな顔をしておきながら、兄の前となると淫らな本性を隠せなくなる、どうしようもないブラコン性欲妹だ。俺はそんな憎らしい妹に仕返しがしたくなって、浴衣の下から手を忍び込ませると、パンツの裏側にある小さな肉芽を爪で軽く弾いた。

「んんっ……あっ……!!」

　予想だにしなかったほど大きな声が漏れて、俺も美優もテンパって身を縮こまらせた。実際には、自分たちで聞こえていたほどの声量ではなかったようなのだが──そこはさすがに美優が耐えた──周囲の目がこちらに向いていないか怖くて動けなかった。

「お、お兄ちゃん……」

　美優が指先でちょこんと俺の服を引っ張って非難の目を浴びせてくる。仕方がないので勇気を持って周りを確認してみたが、こちらに視線をよこしている人はいなかった。一番近くで寝ていた女の子組も急にヒソヒソと話を始めたりはしなかったので、あれが喘ぎ声として誰かに届いたことはなかったみたいだった。

「指先で擦ったぐらいであんなに感じるとは思わなくて」

「うっ……、う、うるさい。そういう体質なんだからしょうがないでしょ」

　美優は股を隠すように浴衣を下に引っ張る。

「個室が空くまであとどれくらいだ」

「まだ何分も経ってません」

「なんて生殺しだ……」

　こうして手で触り合うだけでなく、美優の柔肌を全身で感じて、勃起したペニスを慰めてもらいたい。もっと男女で使えるプライベートスペースが増えたらいいのに。

　いや、俺たちが寝ているこの場所も、充分に人目につきにくいところではある。全体が浴室のようなものだから監視カメラも設置されていないし、何もできないわけではないんだ。

「ここは壁際だし、人がいるところからも美優の背中で隠れるから、おっぱいを吸うぐらいはしてもバレない気がする」

「できるわけないでしょうが。声を我慢するのがどれだけ大変だと思ってるんですか」

「そこは、どうにか、美優の努力で……」

　そうでもしてくれないと気が収まらない。何かしら俺の性欲が満足できるご褒美が脳に欲しい。

「そうだ。美優、パンツを脱いでくれないか？」

「えっ、なんで」

　そんな露骨にドン引きした顔をするものじゃない。

「美優がこの場でパンツを脱いでくれるだけで死ぬほど興奮する」

「変態さに正直なのは結構ですが、そうすると妹はノーパンになってしまいます」

「エッチな格好になって恥ずかしがる妹が見たいんだ」

「実の妹に向かってなんてことを」

　それでもなお、俺は期待の眼差しで美優を見つめた。美優に触れるわけじゃない。性器をイジるわけじゃない。だからこれはエッチではないのだ。

「いやぁ……それは、ちょっと、ね……」

　美優はふとももを擦り合わせてモジモジしている。どうやらやんごとなき理由がありそうだ。

「これがないと、歩くときにお汁が垂れてしまうので」

　美優はなおも股を押さえながら目を泳がせる。どうやら愛液を受け止めるものがないと、床に垂れ落ちてしまうことを気にしているらしい。俺とエッチなことをしているとすぐに濡れてしまう美優からしたら大きな問題だ。

　だが、脱いでもらわなければ困る。俺が興奮を抑えきれそうにない。ここで脳に何か満足する情報を与えないと、大変なことをしでかしてしまいそうだ。

「要は、漏れなければいいんだよな」

　俺の頭は驚異的な速度で回転していた。兄は妹とエロいことをするためならどこまでも進化を遂げられる。

「美優、その点なら大丈夫だ。パンツがなくてもどうにかなるよ」

「そうなの？」

「ああ。だから、まずは兄を信じて脱いでほしい」

「お願いの内容がもう信用ならないんですが」

　そうは言いつつも、美優は周囲からの視線がないことを俺にアイコンタクトで確認してきて、誰もこちらを向いていないことを俺も頷きで返した。それから、浴衣の下から手を入れた美優は、できるだけ上半身の姿勢を変えないまま脚だけを巧みに曲げ伸ばしし、するりするりとパンツを脱いで足先から手に取った。

「ぬ、脱いだよ」

　美優はまた目を合わせてくれなくなって、恥ずかしそうにパンツを浴衣の中に隠しながらノーパンになった事実を伝えてくれる。

「なら、そのパンツをまずは俺に」

「いいえこれはポーチに隠します」

「なっ……」

　ここまでやっておいて付き合いの悪い妹だ。別に何をしようってわけじゃないのに。

「せめてこの瞬間だけでも触らせてほしい。美優の温もりを感じたい」

「もー……しょうがないな」

　美優は背後にいる人たちから見えないように、低い位置で薄桃色のパンツを外部に晒して、それを俺に触らせてくれた。髪色にピンクを入れているおかげか、最近の美優は同系色のアイテムがマイブームのようだ。

「うぁ……すっごいあったかい……」

「妹がついさっきまで穿いてましたから」

「もうこの中に射精したいんだけど」

「ダメに決まってるでしょ」

　美優は「そんなことしたらもったいないもん」と言って巾着ポーチにパンツを入れて仕舞った。俺が三日も射精せずに溜まっている事実は美優も知っていて、だからこそ勝手な射精は許されないのだ。ましてや美優の体外になど。

「で、私はどうすればいいの。まさか手で押さえて歩けなんて言わないよね」

「それについてはだな」

　美優がどんなに興奮しても愛液を垂らさずにノーパンで歩き回れる方法。それは実にシンプルで、かつ雰囲気を損なわない至高の対処法だった。

「美優のことだから、絆創膏を持ってるんじゃないかなと思って」

　ぴっちりツルツルのパイパンだからこそできる最善の策。美優が無毛なのは絆創膏を貼るためだったのではと思えるほどのジャストアイデアだった。

「悔しいことに持ってるけどさ。その、なに。お兄ちゃんはそんなので興奮するの」

　美優は身を守るように体を抱きすくめる。そんな美優を励ますように、俺は美優の肩を揺らしてありったけの想いを打ち明けた。

「するよ。死ぬほど興奮する。てかもう想像するだけでイキそうだ」

　美優が疑問に思う気持ちも理解はできた。見栄えでエロい部分はもちろんあるが、絆創膏を貼るだけでそこまでの興奮材料になるかと問われるとそうでもなかった。

　だが、今回は目的が別。これから貼る絆創膏には、この公衆浴場で美優をノーパンにするという大事な意味があり、さらには美優の愛液を漏らさないという重要な役割を担っている。だから、その絆創膏は果てしなくエロいのだ。

　その情熱は、俺の意志を込めた告白で美優にも伝わったはず。

「このポーチに入ってるんだよな？」

「化粧品用のミニバッグにありますけども」

　美優は嫌がるそぶりを見せながらも絆創膏の存在を教えてくれた。つまりは、貼る気は満々ということだ。

「よし、あった。俺が貼ってもいいか？」

「え、いや。お兄ちゃん絶対に触るじゃん。それに、貼っても見せないからね」

　なんと強情な妹よ。強気な目がさらに迫真がかって、しかし、これから股に絆創膏を貼るという事実は揺るがないと思うと、それはそれでエッチなのでまあいいかなという気もしてきた。

　俺は大人しく絆創膏を美優に渡して、貼るのを任せる。美優はまずティッシュでアソコを拭おうとして、そこで、実は自分でやるのも結構恥ずかしいということに気がついたようだった。

「そんなに見ないでよ」

　トイレで用を足したあとの姿を見られるようなものだ。恥ずかしくないわけがない。

「やっぱり俺がやったほうが」

「い、いいです。自分でやります」

　美優はやりづらそうにしながらも、できるだけ股座に手を突っ込んでいるのがわからないよう、何度も浴衣の掛かり具合を調整して、まずは愛液を拭き取った。それから絆創膏のシールの片方を剥がし、再び下半身へと手を伸ばした。

「ん……んと、ここで、いいのかな……」

　美優は割れ目の位置を指で探って、迷いも吹っきれないまま、自分の股を弄っている姿を俺に見られるのが恥ずかしくて適当にアタリをつけて絆創膏を貼りつけた。そして、最後にもう片方のシールを引き剥がそうと、指の摘み方を調整しているところで俺がストップをかける。

「片端を貼るのだけでも俺にやらせてくれないか」

「えぇ……まあ、いいけど……」

　これで結構押しに弱い美優は、大好きな兄の願望を無下にすることもできず、渋々と俺の手を誘導して絆創膏の端を渡してくれた。

「美優のそういうところ、俺は本当に好きだからな」

「こんな状況で言わないでください」

　それでも嬉しそうにするのがうちの可愛い妹で、そんな美優のために俺は丁寧に絆創膏を貼りつけていった。最後にペロッとそのシールが剥がれると、なんとも言えない達成感と幸福感が俺の身を包んだ。

「念のため、割れ目が隠せてるか確認するからな」

「う、うん……」

　俺は絆創膏の上を指でなぞって、その両端に指が沈み込む溝が残っていないことを確認する。

「ん、んっ……なんか、変な感じ……」

　絆創膏の上から性感帯を触られるのは、コンドーム越しの感触ともまた違った感覚だろう。

「貼ってるとこ見てもいい？」

「それはダメだって言いました」

　ダメなものはダメだった。しかし、あの美優がアソコに絆創膏を貼ってるなんて。考えれば考えるほど興奮する。今後の妄想に影響をきたしそうだ。そして、ミニバッグに残った絆創膏を見て、俺の脳がさらなる閃きに至る。

「この絆創膏があればトップレスにもなれるんじゃないか」

「どれだけ妹を剥きたいんですか」

　美優がブラジャーをしてきたのは乳首が浴衣に浮いてしまうからだと言っていた。であれば絆創膏で乳首を隠しさえすれば、美優は下着の一切を身につけずに浴衣だけになることができる。さすがにブラ紐を抜くのに浴衣を脱ぐ必要があるのでその願いは叶えてもらえなかったが。

「予約まであと何分あるんだ。俺はいつになったら美優とエッチができる」

「あと十分もないから、もうちょっとだけ待ってね。移動の時間を考えたらすぐだよ」

　時間を確認しながら美優もそわそわしている。性欲が抑えきれないのは俺だけではない。

「美優も早くエッチしたいもんな」

「……うん」

　もう正直になるしかない美優に、俺は最後の癒しを求めてもう一度秘部を触りにいった。今度は美優も抵抗せずに俺の指を受け入れてくれている。左手で絆創膏に隠されたスジをなぞり、右手は美優のブラジャーに手を突っ込んで、すっかり硬くなっていた乳首を手のひらでグリグリと弄りながら揉みしだく。

「んぁっ……はぁ……お兄ちゃん……」

　美優が熱い吐息を漏らして、つい声が漏れそうになると、美優はその瞬間に自らの手で口を塞いだ。遠くから見ても怪しまれないように、不要な身動ぎをすることもできず、無抵抗にやられている美優はこの世で一番エロかった。

「美優。部屋に着いたら、中に出していいよな？」

　二人きりになったらもう我慢なんてできない。前戯はもう済んでいるし、なんならドアを閉じた直後にペニスをねじ込んでやりたい。

「う、うん。お兄ちゃん、いっぱい溜まってるもんね」

　美優の生の膣内に精液を注ぎ込める。妹のこのいやらしい体に俺の生殖の証を染みつけられるんだ。

「大事な記念だから、今日は子宮に一番近いところで射精しようか」

「うぅ……それは……非常に危ないような気もするのですが……」

　美優は俺のペニスで子宮口を小突かれるとすぐに雌化してしまう。ましてや生の挿入で、互いの生殖器にキスをさせてるような状態で精液を注いだりなんかしたら、美優は本能剥き出しのエロ妹へと変貌しかねない。

　それでも出したかった。その後のことはどうにでもできる自信が、今度は俺の本能の側から湧き上がってきていたからだ。

「美優が一生忘れられないぐらい、思いっきり射精するからな」

　俺は美優を抱き寄せて、さりげなく露出させたペニスを美優のお腹に擦りつけた。その瞬間に美優の膣内がビクビクと脈打って、もしかしたらその瞬間にイッていたのかもしれない。

「優しく、してください……」

　エロスイッチが入った美優と、ようやく耐えた三十分。時間になると、俺と美優はラブラブな生ハメセックスをするために、足をもつれさせながら駆けるように個室へと向かったのだった。











０８．お兄ちゃんの精子で孕みたがりな妹と初めての中出しセックス









　スパの休憩室フロアへ向かうエレベーターには、同乗してくる客もおらず、俺と美優は二人きりになってしまった。

「こう静かだと、エッチなことしたくなるね」

　美優は俺の浴衣の袖を引っ張って何かを主張したそうな顔で見上げてくる。その意見には大いに賛同するが、残念ながらここには監視カメラがあるのだ。浴衣の下をノーパンにしてアソコに絆創膏を貼っている妹にエッチなイタズラがしたくても、大っぴらに乳繰り合うことはできない。

「美優が浴衣をめくってくれたら物凄く興奮するものが見られるんだけどな」

　カメラは背後にあるので、二人ともドアを向いたこの状態なら、ちょっとした露出をすることぐらいはできる。

　上昇していくエレベーターの中。俺たちに与えられた時間は十秒程度しかない。

「見せたらいいことある？」

　すっかりエロモードのくせに、まだモジモジして踏み出せない美優が尋ねてくる。

「美優に中出しする精液が増える」

　その言葉を聞いて、美優の指がピクンと反応する。それは美優にとって何よりも嬉しいはずのご褒美で、恥ずかしさを隠しきれずも美優の手が浴衣の隙間に吸い込まれていく。

　低音の鳴り響く鉄箱の中。数字が大きくなっていく階数表示に目配せしながら、美優はついにその指を帯の下に入れた。

「一瞬だけだからね」

　自発的な行動のくせに、なぜか顔だけは不服そうに美優は承諾する。

　宣言された通り、それは一秒にも満たないわずかな時間だった。

　幕を開けるように開かれた浴衣からは、美優の生脚と白桃のような恥部が覗いて、美優の色白さに馴染めない肌色の絆創膏がスジに沿って貼りつけられているのが見えた。

　ゴクリ、と唾を飲んで、勃ちっぱなしの愚息が脈打つように反応する。薄灰色に変色したガーゼが美優の濡れ具合をそのまま表していて、もうしばらくしたら美優の愛液を受け止めきれずに剥がれ落ちてくるだろう。

　美優のアソコが見られただけでも興奮するのに、それを公共の場で晒すことがあるなんて。妹がだんだんとエッチになっていく様をずっと眺めている身としては、言葉にできないほどの充足感があった。

「満足、した？」

　美優は照れ恥ずかしそうに浴衣から手を放す。一生懸命に頑張ってくれた美優に、俺は思わず抱きついて、頬にキスをしてしまった。

「大満足だよ。部屋に着いたら、すぐに挿れてやるからな」

　俺も妹のことが大好きな兄としてお返しをしてあげなくてはならない。

「約束だからね」

　美優は手を繋ぐ代わりに小指を絡めてくる。頬の赤らんだ惚れ顔を隠すように俺の反対側を向く美優は、すっかり雌に仕上がっていた。

　エレベーターのドアが開いて、俺たちは予約した番号の部屋まで足早に移動をした。そこには暗証番号を入力するタッチパネルがあって、予約完了時に指定された数字を入力してロックを解除する必要がある。

「えっと、番号は……」

　俺はスマホを片手に写真を表示させる。番号はスクリーンショットで取ってあるので、それを見ながらたった六桁を入力するだけなのだが、興奮して上手く指が動かず、失敗してはクリアボタンの連打を繰り返してしまう。

「早く早く」

　エッチがしたくて待てない妹が、たまらず俺の浴衣に手を突っ込んで、ペニスをシゴいてくる。

「あっ、お、おい、ダメだって」

「ここも監視カメラは背中側だから大丈夫だよ。お兄ちゃんも見せてくれなきゃフェアじゃないよね」

　そう言って美優は俺の腰に巻かれていた帯を奪い去った。前に重ねられていた浴衣がストンの垂直になって、そこから上向きに膨張する肉棒が丸出しの状態になる。

「早くしないと誰かに恥ずかしいとこを見られちゃうよ」

「お前な……」

　エッチなことになると楽しそうに煽ってくる妹の手コキに耐えながら、どうにか暗証番号を入力して、最後に精算用の腕輪をＩＣリーダーにかざす。ロックが解除されてすぐにドアを開け、先に美優を押し込んでから俺も部屋に入った。

　玄関らしき空間がそこにはあって、すぐ目の前には大きな棚が置かれている。左手には掛け軸、右手に襖があって、おそらくは右手にある部屋で休みながら、料理などを注文した場合にこの棚に置いてもらうのだろう。部屋がどんな感じになっているのかは気になるところだが、まずは何よりセックスがしたい。

　俺は美優の後ろから浴衣をめくり上げて、股の後ろから前へとペニスを擦るように前後させた。だがそこにはまだ絆創膏が貼られているので、俺のペニスを挿入することはできない。

「そんなに焦らさないで……」

　美優は配膳用の棚に手をついて、悩ましくお尻を振って挿入を催促する。美優とはセックスすること自体が久しぶりだ。山本さんとの仲直り作戦のことがあったとはいえ、これまでいったいどれだけの日々を自慰で済ませてきたことだろうか。

「美優が挿れられるようにしてくれないと」

　俺はなおも絆創膏の上からペニスで秘部を撫でるだけにとどめた。今日のセックスはこれまでとは違う。俺の性欲を発散させるためだけではなく、美優が中出しされたがっているからしているんだ。その比重は、もはや後者の方が大きくなっている。

「部屋に着いたらすぐ挿れてくれるって約束したのに」

「だから居間にも行かずにこうして挿れる体勢になってるだろ。でも美優が絆創膏を貼ってるから入らないんだよ」

「むぅー……お兄ちゃんが貼れって言ったんだもん……」

　そうは言いつつも、そろりそろりと美優の手は自らの股の間へと伸びていく。自分でも理不尽を言っていることは理解している。美優が言うように、その絆創膏は俺が貼らせたものだ。しかし、これはただの理不尽ではなかった。イヤなことは絶対にイヤだと言う美優が、こうして従順になっているのは単にムラムラしているからだけではない。

　美優にも自覚があったんだ。その絆創膏は俺が一方的に貼らせたのではなく、美優自身にもそうしたエッチなことをしてみたい欲望があったのだと。それが負い目となって、こんな意地悪なことでも美優は従うしかなくなっている。この問答こそが、美優が自らをエッチな女の子だと白状した決定的な瞬間だった。

　不満そうに頬を膨らませて、それでも今は性欲より優先するものがない美優は、せめてもの抵抗をするように無言のまま絆創膏を剥がした。そして、愛液に塗れて粘着力を失いかけているそれを、棚に置いてもう待ちきれないと目で訴えかけてくる。こんなにも頑張ってくれた妹にご褒美をあげないわけにもいかず、俺はすぐさま剥き身のままのペニスを美優の膣内へ挿入した。

「ひゅぐっ……あっ、あっ……!!」

　背中を反って快楽を受け流そうとする美優の腰をがっしりと掴み、暴れさせないようにしてずぷずぷと竿を沈めていく。絆創膏によって垂れ落ちずに溜められていた濃密な愛液に生の肉棒を埋めると、お湯の中に放尿するような温かい快楽が下腹部に広がって、気を抜いたら膣内に精液を漏らしてしまいそうだった。

「奥までいくからな……！」

　たっぷりの愛液ですんなりと挿入ができたかと思ったのも束の間、ただでさえキツキツだった美優の膣肉が久しぶりのセックスで狭まっていて、そこにペニスを捻じ込むとギュッと絞り出すように膣襞が絡みついてきた。

「あぐっつ、ぁ、ああぁっ……ひゅご、いぃはぁあっ……らめっ、あっ、ああっ……!!」

　いつもより少しだけ深くペニスを挿入しただけで、美優は快感に喘ぎ悶えた。もう美優が一番感じる子宮にペニスが達してしまったらしい。

「んあぁっ、あっ、ああっ……！　おにぃ、ちゃん……きもひ、ぃあぁっ、あああんんっ!!」

　初セックスのひと突きで絶頂してしまうような妹が、大好きな兄の男性器を生で受け入れて正気でいられるわけもなく、数回膣内を擦っただけでもう火花を散らしたように目を浮かせていた。

　俺もしばらくは半挿れで慣らしてあげるつもりだったのだが、こんなにも容易く奥に届いてしまうなんて。挿れる前からもう子宮が降りてきていたんだな。

「エロい妹だな……ほんとに……！」

　こうなってしまったからには構わず根元まで挿れることにした。俺は美優のお尻をピシンッと叩いて、しっかり自分の足で立たせてから、浴衣の上の方に手を伸ばしてブラジャーを外す。目立たないように潰されていたおっぱいが、解放を喜ぶように零れ落ちてきて、俺はその豊乳を揉みしだきながら腰を打ちつけた。

「はぅぁあぅ……ああんっ、うぅあぁ……おにい、ひゃん……うぅうっ、ああっ……ッッ!!」

「美優っ……すっげぇきもちいい、けど……声は抑えないと……！」

　ここは客室だけが効率よく密集して並べられた専用のフロア。ましてやドアの真ん前で行為をしているのだから、大声を出したら丸聞こえになる。

「むりぃ、い、はぁっ……あぅ、んっああぁあっ、きもひよしゅぎ、て、む、りぃ……っ!!」

　待ち焦がれた兄との生セックスで、理性を保てるわけもなかった。それがわかっていても、乱れる美優の姿が可愛くて俺も腰を振るのを止めることができない。

「あっ……ああっ……」

　そうしてバックで突きまくっていると、美優もイキっぱなしで筋力の限界が来たようで床に崩れ落ちてしまった。

「はぁ……はぅ……これ、もうだめかも……」

　美優は息を乱して、配膳台の中段にもたれ掛かる。そこで一旦の小休止となった。

「俺はまだイッてないんだけど」

　意地悪なことを言ってみると、美優は申し訳ない気持ちで目をいっぱいに潤ませて俺を見上げてきた。あんまりイジめるものではないな。

「部屋に入って、じっくり続きをしようか」

　俺は美優の手を引いて立ち上がらせてから襖を開ける。八畳ほどの和室の真ん中に四角い木製のテーブルが置いてあって、そこに四つの座敷用の椅子が並べられていた。他に部屋にあるのは注文用のタブレットと水の入ったピッチャー、そして給湯器とお茶セットだけだった。

　まさかベッドが置いてないとは。畳だからそこに寝転べってことだろうけど、そんなところでエッチをするのもな。

「美優はテーブルの角のとこに座ってくれ」

「ここ……？」

　美優は俺が指さした木製テーブルの端にちょこんと座る。その手前に俺が膝を立てればいい具合にペニスが美優の穴に合うのだ。

「……どうした？」

　互いに乱れた浴衣のまま。美優は立ち尽くす俺の勃起したペニスを眺めている。

「あ、いや、その……こんなおっきいのがさっきまで私の膣内に入ってたんだなって……」

　美優は指を竿に当てて長さを測り、それを自分のお腹に当てて深さを確認した。それで何を思ったのかはわからないのだが、美優の体が小さいせいで結構なところまで入っているのがわかってしまい、美優は何か後悔したように手を引っ込めた。

「これが入ってるときはすごい勢いで喘いでたよ」

　俺がそう言うと、美優は咄嗟に両手で顔を覆って髪を振り乱した。

「やだやだ……言わないで……！」

　エロ娘ながら純粋な美優をからかうのは楽しい。しかしそれ以上にセックスがしたかったので、俺は美優の前で膝をついて挿入の準備をした。

　角っこに座らせた美優は自然と脚を開く形になっていて、上体を少し後ろに倒させると見えてきたその蜜口に、俺はペニスの先端を触れさせた。

「あ、あの、これはいったい……」

「この角度なら入るのがよく見えるだろ」

「そんなものを見せたら妹の気が触れます……！」

　自分のことをよくわかっていながら、それでもこれから結合されるカ所から目を離すことができない美優に、俺は構わずペニスを挿入していく。

「ふぁ……あっ……キてる……んっ……！」

　小柄な体格につるぷにの陰部は、そこだけを切り取ればまだ初潮前の体のようで、そんな薄い線だけが見える股の間に生の肉棒を捻じ込むのは陶酔に近いほどの快楽があった。

　無機質に男根を咥え入れていく愛液たっぷりの肉穴が、まるで大好きな兄の肉棒を味わいながらも無表情でフェラをしていた頃の美優のようで、それは視界を共有している美優にとっても否応なく共感させられる光景のはず。

「やだ……んんっ、あっ……！　恥ず、かしぃ……んあっ、やんっああぁっ!!」

　羞恥のあまりに美優が手で視界を塞いでも、構わずスローペースでの挿入を繰り返す。美優は膣内に挿入された肉棒の状態を、指先で触れるのと変わらない精度で感じ取ることができてしまう。そんな美優からしたら、生の肉同士が擦れる感覚なんて卒倒物だろう。

「あっ、あっ、あっ……んああっ……ああっ……!!」

　勃起で上向く俺のペニスは、正面からの挿入時に常に美優の腹部を押し続けてＧスポットを刺激する。そこを通り過ぎる瞬間にビクンと跳ねて喘ぐ美優の姿が堪らなく好きだ。

　美優は演技でさえ感じている姿を晒そうとは絶対にしない。それなのに、みっともなく股を開いて体をビクビクさせるのは、抗いようがないほど気持ちよくなっている証拠だった。

「あっ……あっ……らめ……あぁぅぅ……気持ひぃ……ん、あああぐッッ!!」

　一往復に五秒をかけるほどの緩い動きで、亀頭の笠が美優の肉襞に引っかかる感覚すらわかるぐらい、ねちっこいスローセックスで美優を快感責めにする。それかららさにスピードを落としていって、腰の動きを止めると、今度はペニスでピクつく刺激だけを美優に与えることにした。

「んっ……んんっ……!!」

　美優を休ませると同時に、体力の回復から生まれる余裕を焦らしへと変えていく。俺は中途半端に脱がしたままになっていたブラを片方ずつ腕を通して外させて、最近また大きくなっているらしい美優のおっぱいを揉みしだいた。

「あぅ……あっ……ああっ……」

　美優は文句も言わず、されるがままに俺に胸を揉まれている。無断でおっぱいを触ってもこの頃は怒られることもないのだ。この妹、慣れさせてしまえばなんでもできる。

「お兄ちゃん……」

　美優は自分のお腹に両手を乗せて、俺のペニスの先端があるあたりを指先で撫でている。どうやらどの位置まで入っているのかを外側から探っているらしい。

「美優の子宮はどのあたりなんだ？」

　興味本位で聞いてみただけだった。それが美優にとって、俺に握らせるべきでないキケンな情報だと、俺自身も気づかずに。

「えと……このおへその下のとこ……ちょうど届くときが、いちばん、あたまがふわってなる……」

　美優はお腹を触っていた両手の中指でその位置を指し示すように軽く押し込む。偶然にもハートにも似た形が表れた、その先端こそが美優の子宮の入り口だった。

「ならそこに精子を出すから、しばらくマークしといて」

「ふぇ……あっ、ああっ……ん、ぁああっ!!」

　俺は徐々にピストンの速度を上げて射精に向けた運動に切り替える。美優が教えてくれた位置にぴったりペニスの先が当たるように、決して強く押しつけず、コツン、コツン、と二人の性器が小鳥の啄みのようなキスをするように腰を前後させる。

「ああっ、んっ、だめっ、あっ……おかひくなっちゃ……ああっんっ、ひゃぁんっううあうっ!!」

　快楽の波に体は痙攣し、呼吸が苦しくなって顎が上がってもなお、美優は腹部に置いた手で俺に子宮口の位置を教えてくれていた。どんなに体が苦しくても脳内に分泌される快楽がそれを上回っていて、責め苦から解放されようとすることもなく刺激を求め続けている。

「美優……美優ッ……!!」

　美優の膣内は挿入した瞬間に射精してもおかしくないほど気持ちよかったのに、俺は射精せずにコントロールすることができていた。あるいは、美優の本能が俺の精子を欲しながらも、理性側の美優がその本能を押させつけてしまうぐらいに『もっとセックスの快楽を味わっていたい』と意志を持って俺の射精を止めていたのかもしれない。

「あっ、ああっ！　おにぃ、ちゃん……っ!!」

　だがそれももう限界だった。睾丸から汲み上げられた精液が発射の直前にまで至り、強烈な射精欲が襲ってくる。それは美優から俺への明確な射精の要求だった。

「美優……もう、出すからな……ッ!!」

　腰を激しく動かしてペニスに摩擦を与え、脳内で弾けるように射精の信号が発信されてから、子宮口にペニスの先端を押しつける。それが美優とのセックスで何度も繰り返した射精のやり方で、最後に突き出した瞬間に精子が放出されることを、美優の体も覚えていた。

「おにぃ、ちゃ、あんっ……ああぁんうぅあっ……ああっ……!!」

「出るッ、出るぞ……美優──ッ!!」

　びゅるるっ、びゅる、びゅくっ──!!　美優がマークしてくれた子宮口にぴったりとペニスをくっつけて射精をすると、大量の精液が尿道を押し広げながら駆け抜け、三日間溜めたそのほとんどをホースの口を噛んだような勢いで美優の子宮に流し込んでいった。

「ぃひゅッがぁああぁっ────!!」

　硬直した身体から悲鳴のように絞り出された嬌声を最後に、美優は恍惚とした表情で天井を見上げ、全身を脱力させた。コンドームと変わらない密着具合でぴっちりとペニスに吸いついていた肉壺も、ペニスを引き抜けば俺が挿入した痕跡である空洞が出来上がっていて、そこからだらしなく涎を垂らすように白濁液を漏らしていた。

　ついに俺は、自分の妹に中出しをしたんだ。その実感が湧き上がってきたとき、俺の胸に残っていたのは、歓びと、興奮と、誰に向けたものでもない後引くような罪悪感だった。

「美優……」

　大量射精の影響か、貧血になったようにぼやける視界の中で、俺は美優に覆いかぶさる。快楽に罪悪感が混じっていたという表現は、少し正確ではない。罪悪感、背徳感、あるいは後悔か。そういったものがあったからこそ、俺はこんなにも興奮しているんだ。

　兄妹でもある恋人ではなく、恋人でもある兄妹としての関係を望んだ美優にとって、これこそが至高の性快楽に違いなかった。その考え自体は俺も肯定しているし、同じ道に合流してしまってもよいのではないかとすら最近は思っている。

　改めて思うのだ。俺はこの妹に、恋人らしさを求める必要はあるのか、と。

「お、にい……ちゃん……」

　美優が寝言のようなボソボソとした声で俺を呼ぶ。

「美優、どんな気分だ？」

　目の焦点が定まらないままの美優に声をかけると、美優はわずかにこちらに首を向けた。

「みずのなかに、いるみたい……とっても静かで、落ち着く……」

　口を半開きにして曖昧な滑舌で喋る美優は、意識の半分ぐらいは別の世界に行っているようだった。かなり危ない状態かもしれない。

「からだはふわふわ、宙に浮いてて……おなかのとこだけ、ムズムズして……きもち、よくて……んっ、んっ……あっ……」

　美優の腹筋が痙攣したかと思うと、ぼこっ、ぼこっ、と秘所から精液が溢れ出してテーブルに広がっていく。

「おにいちゃんの、せいえき、しきゅうに、いっぱい……あっ、ああっ……ぃ……んっ……」

　ペニスを抜いてもなおイキ続ける美優から、自分でも信じられないぐらいの量の精液が垂れ流しになっている。新雪を均したような色白のパイパンが悲惨な状況になっていて、俺はその光景に酷く萌えていた。

「美優。お兄ちゃんはここにいるぞ」

　快楽に悶えるうちに流れていた涙の跡を親指で拭って、俺は美優の唇にキスをする。

「んっ……ふぁ……お兄ちゃん……」

　それから美優はふっと笑って、ようやく俺のことを見てくれた。どうやら意識を引き戻すのに成功したらしい。

「ちから、入んない。お兄ちゃん起こして」

「はいよ」

　俺は両手を広げておねだりする美優の腕を引き上げて、ほとんど脱ぎかけになっていた浴衣を肩に掛け直す。

「ひゃっ……なに、これ……」

　美優は股を開きっぱなしにして寝ていたことに今さら気づき、さらにはそこから夥しい量の精液を漏らしていたことを知って、羞恥に耳を赤くした。

「中出しするとこうなるんだよ」

「あぁーうー……私が気づく前に拭いといてよぉ……！」

　美優はテーブルの上で体育座りになって、浴衣で全身を覆ってしまう。仕方ないので俺がティッシュで拭き取ることにした。この量はゴミ箱には残せないので、ビニール袋に入れて別の場所に捨てておこう。

「美優にも生でしたことを実感してもらったほうがいいかと思って」

　どうせなら写真でも撮っておきたかったぐらいだ。

「そんな配慮しなくても。私はお兄ちゃんの精液がお腹に残ってるのわかるんだから」

　美優はそう口にして、自分で言っておきながらきまりが悪そうにむくれ顔をした。

「かなり流れてた気がするけど、まだ残ってるのか？」

「まだまだいっぱい残ってますけど」

　美優はテーブルから降りようとして、しかし、精液が垂れてしまうのが心配なのか動けずにいる。ここはやはりアレしかあるまい。

「また絆創膏を貼ろうか」

　そう口にしながら、俺の手にはもう絆創膏の用意があった。

「お兄ちゃんってそういう俗っぽいこと好きだよね」

「まあそう言うな」

　ワレメに絆創膏はたしかに俗っぽいが、事実として今は有効な手段なのだから仕方がない。美優は大人しく脚を開いて、ティッシュで表面の粘液を拭った。一度経験してしまうとそれほど抵抗しなくなるのもいつもの美優だ。中出しセックスのあとで裸体を晒す羞恥心が和らいでいるのか、今回は端から端まで俺が貼っても美優は嫌がらなかった。

「……あの、お兄ちゃん。ここに押し入れがあるのですが」

　立ち上がってすぐ、あるいは意識が戻った段階から気づいていたのかもしれないが、美優はこの部屋に押し入れがあったことを俺に教えてくれた。それは居間に入った直後には目に入らなかった、襖の左側に続く場所にあったもの。押し入れを開けると布団一式が用意されていて、どうやら普通に寝ることもできたらしい。

「美優も疲れただろうし、布団は出しておこうか」

　テーブルを移動させて布団を敷けるだけのスペースを作る。そこに一組だけ用意して美優を寝かせて、俺はその間にゴミをまとめていた。

「……なにやってんだ？」

　俺が目を離しているうちに、美優がうつ伏せの状態でお尻だけを突き出して左右にフリフリしていた。誘っているのだろうか。

「こうすればお兄ちゃんの精液が子宮に入るかなと思って」

　素面に戻ったと思ったらまだ頭はバグったままのようだった。なんだかんだ絆創膏でアソコを塞いで喜んでいるのは美優の方なんじゃないか。

「それで入るようになるものなのか？」

　ゴミをあらかたまとめ終わって、俺は美優の隣に移動する。

「普通は入らないはずだけど。想像するとエッチだから入ると思ってる」

「なるほど」

　うちの妹は立派なエロ漫画脳になっていた。俺が中出しをしたとき、美優の体感では子宮の中にどっぷりと精液が注ぎ込まれていたことだろう。

「んへへ」

　抑えきれない笑みを浮かべて、美優はお腹をさすっている。俺に中出しされたことがよっぽど嬉しいらしい。

「お兄ちゃんの精子でいっぱい……」

　美優は浴衣がはだけるのも気にせず布団にゴロンと寝転がる。脂を残しながらもくびれが見えるぐらいに絞られた美優のお腹はさらさらで気持ちよさそうだった。これだけお腹が綺麗だからつるつるのアソコも映えるんだよな。思わず触りたくなってしまう。

「んっ、ああっ……！」

　つい我慢ができず、俺がお腹を触ると美優はビクビクビクッと腹筋を引き攣らせて喘ぎ声を出した。

「す、すまん」

「もー。お兄ちゃんが奥に出すからお腹まで敏感になっちゃったじゃないですか」

「申し訳ないとは思っている」

　反省するつもりは微塵もないが。

「お兄ちゃんのせいでまた変な気分になってきた」

　美優が何かを訴えかけるような目で俺を見つめてくる。これはいわゆるイチャモンというやつだな。

「俺だって美優がエッチな声を出すから変な気分になってきたよ。お詫びにおっぱいを吸わせてほしい」

「お兄ちゃんがそういうことするから胸が大きくなるんでしょ」

「いいじゃないかＨカップになったって。美優もエッチなんだし」

「私はエッチじゃありませんし！　あと全国のＨカップに謝りなさい」

　押しつ押されつの兄妹の問答。でも美優がイチャラブしたいのは明白で、そのためにはエッチなスキンシップが必要なので、兄としては引くわけにはいかない。

「美優、いいか？　よく聞け」

　俺は美優の頭の横に手をついて覆いかぶさる。

「お兄ちゃんのことが大好きな美少女ＧカップＪＣがエッチじゃないわけがない」

「酷い風評被害じゃないですか……！」

　実際のところわりと妥当な判断だと思う。

「……で、その妹にどう責任を取れと」

　不服ながらも申し訳なさそうな表情で美優が俺を見上げてくる。最近は俺に発情した姿を見せることも多くなってきたせいか、自分がエッチな妹ではないと否定しきることもできなかったようだ。

「こんなエッチな妹を持ってしまった兄の性欲を慰めてくれればそれで」

　だからおっぱいを吸わせてもらう。俺が上体を低くして、そのぷっくりとした突起に唇を近づけると、美優は最後の悪あがきに両手でそこを隠した。

「妹がエッチになるのはお兄ちゃんが欲情するのが悪いという反論は」

「聞けないな」

　俺は美優の手を布団に押しつけておっぱいにしゃぶりついた。

「あっ……いひゃ……ああんっ……！」

　ちゅるちゅると舌で舐りながら美優の乳首を吸い上げる。美優は再び喘ぎ乱れて、快感を受け流そうと膝を内股にして力を込めた。

「ちゅるっ……んっ……ああ……美優……すごく興奮する……」

「んあっ、ひゃ、らめっ……あかちゃん、みたいに……あんっ……吸っちゃいやぁ……！」

　美優の乳首を舐めると甲高い艶声が響いて勃起が止まらなくなる。はだけた浴衣から溢れ出した大ぶりな果実にしゃぶりついて、実の妹のおっぱいを吸っているのだと思うと余計に興奮して頭が変になりそうだった。

「むんっ……はぁ……美優……！」

　俺は美優の手を塞ぐこともやめて、もう片方の乳房を揉みしだく。

「んあっ、あっ、おにいちゃん……は、はずかしぃ……うぅ……あっ、んああっ……！」

　美優は手が自由になっても俺を退かそうとはせずに、背中に腕を回しておっぱいに吸いつく兄を慰めてくれている。それが美優の俺に対する優しさで、こうしていることが兄妹としての愛情表現だった。

「あっ、だめ、お兄ちゃん、まって……あっ、ああっ……お股、貼ったやつ取れちゃう……んっあっ……」

　美優にエッチな刺激を与えすぎて、絆創膏が愛液でふやけていた。このままだと膣内に残った精液で布団を汚すことになってしまう。

「んむっ……ふぅ。そうか、絆創膏はあんまり役に立たなそうだな」

　俺は美優のおっぱいから口を離して、しばらく思案する。新しい絆創膏を貼りつけてもまた無駄になるだけだろうし、エッチがしたくなってしまった今となっては邪魔でしかない。

「お腹の精液、出しきってみるか」

「どうやって？」

　美優は複雑そうな面持ちで尋ねてくる。精液は残しておきたいが、エッチができなくなるのも嫌で、渋々といった感じだ。

「まずそこのテーブルに膝をついて立ってくれ。痛かったら椅子の座布団を敷いてもいいから」

「下が硬いのは私は平気だけど。ここに膝立ちするの？」

　美優は四つん這いでテーブルの上に乗って、それから膝を曲げて正座をする。その状態から膝立ちをすると、帯をつけていない浴衣の前が開いて、美優のむっちりとした色白の豊乳とパイパンが露わになった。

「なんか、すごいエッチな格好……」

　美優は独り言のように呟いて浴衣を前に交差させる。

「美優のエッチな姿が世界で一番可愛いよ。だから、俺には隠さないでほしい」

「うぅ……そう言われても……」

　布団に寝転んでいたときから発情状態だった美優だ。兄のエッチなお願いはそう簡単に断れない。

　それに、普段の美優も、だんだんと俺にエッチな姿を見せることに寛容になってきている。昨日のエッチな悪戯からの流れで思ったのだが、美優はクールな表情で押し固めてしまったイチャラブしたい想いを、エッチをすることで少しずつ溶かしていっているのではないだろうか。

「頼むよ。美優の裸を見てエッチな気分になりたいんだ」

「うーん……お兄ちゃんがそこまで言うなら……」

　美優は大人しく浴衣から手を離して再び上下の恥部を露出させる。素直でいい子になったものだ。

「そこなら精液が垂れても簡単に拭けるから。絆創膏を剥がして、お腹を押してみて」

「……わかった」

　美優が絆創膏を剥がすと、ぴっちり閉じていたワレメが俺に見られている刺激でヒクヒクと動いて、溜まっていた愛液がとろっと流れ出てきた。

「もう時間が経ってるから、白いの残ってないかもよ？」

「それなら、漏れる心配をしなくて済むってことだろ。確かめてみよう」

「う、うん」

　美優は呼吸を整えて、両手でお腹を押し込みながら、少しずつお腹に力を入れていく。ぷるぷると筋肉が震えて、それでも美優は懸命に精液を押し出そうとしていた。こうやって訳がわからないながらも頑張っている美優を見ているだけで、興奮してペニスがピクピクと疼いてくる。

「あんまり、出ないかも……？」

「でも中にはかなり残ってるんだろ？」

「そのはずなんだけど」

　粘性が高すぎて押すだけでは出ないのだろうか。まさかそんなことはないと思うのだが、ここまで来てしまうと美優の膣の構造が俺の精液を溜め込むようにできていても不思議ではないので、単純に力を加えるだけでは出ないと考えるべきかもしれない。思えば美優がテーブルに寝転んでイッていたときは精液が流れ出ていたし、膣の蠕動が排出のきっかけになる可能性はある。

「美優。またちょっとお腹を触るからな」

「お兄ちゃんが押すの？」

「押すっていうか」

　蠕動させるといっても、ただ感じさせるだけだと弱いみたいだから、その先が必要なんだ。

「えっと……。イッてくれ」

　俺はどう表現するかを迷って、代替となる言葉を結局は見つけられず、美優の背後に回り込んでできるだけ優しい声でお願いをした。

「なんて返事をすればよいでしょうか」

　美優はほんのり照れた顔で視線を下げる。

「断られても触るつもりだけど。頷いてくれたら俺は嬉しい」

　これまでは俺が欲情するままに美優を一方的にイかせてきた。いや、美優だけではなく、佐知子も山本さんも、どの女の子だって、男が勝手に興奮してその結果に絶頂するものだ。だから、もし美優が俺の頼みに応えて自分の意思でイッてくれるのなら、これほど嬉しいことはないし、死ぬほど興奮する。

「えと、じゃあ、その……、はい。イキます……」

　ボソボソと聞こえるか聞こえないかぐらいの声で美優は答えて、触りやすいように浴衣を広げてくれた。そんな美優のエロい姿に、もうそれだけで射精してしまいそうになるのをぐっと堪えて、俺は美優の後ろから手を回して腹部に触れた。

「ん、んっ……ああっ……やっぱ、り、すごい……あっ……！」

　俺が美優のお腹を撫でると、中イキしているときと同じ痙攣反応が起こって、美優は膝立ちを保てずにフラつきそうになる。それを俺は背後から支えてなんとか美優の股を広げさせ、そこから精液が流れ出してくるのを待った。

「あっ……ひぁあっ……ん、ああっ……おにぃ、ちゃん……！」

　普段の前戯とは違って、肌を羽毛でくすぐるように触れるのではなく、中出しの時に美優がガイドしてくれた位置を軽く押しながら割れ目に向かって撫で下ろしていく。

「んんンッ……はぁ……ひぃあああっ……っあ……ぐっ……！」

　繰り返し押し寄せるオーガズムの波に美優は悶え続けて、力の抜けかかった脚がブルッと震えたかと思うと、美優は咄嗟に股間を隠そうと腕を内側に伸ばした。

「ひぁ……らめ、でちゃ……うっ……あっ……！」

　ポタ、ポタ、と愛液に薄まった白濁液が、美優の陰裂から垂れていた。お漏らしをしたような感覚に危機感を覚えた美優は、なおも続く俺の快楽責めに悶えながらも股を押さえようとする。

　しかし、それは形だけのこと。イかされることも、漏らすことも、どちらも気持ちよくなってしまった美優の体は、そのわずかに残った理性が発する信号にまったくついていっていなかった。お腹を撫でられてイキ続ける美優は、突き出すように局部を露出させて、ひたすら溜め込んだ精液を吐き出し続けている。

「美優。いっぱい出てるよ」

「あぁ、ぅぅ…………こんな、の、だめ……あっ、あっ……」

　美優の膣内から絞り出された精液がテーブルに広がっていき、やがて割れ目から白い粘液が垂れてこなくなったところで、俺は美優を解放した。精液を踏んでしまわないよう、後ろに引いてからお尻が着くように座らせる。

「はぁ、はぁ……なんかもう、私、お兄ちゃん以外と一生エッチできない……」

　美優は自分のお腹から出てきた精液の量を視認すると、他人には絶対に見せられないような姿まで兄に晒してしまったことをようやく自覚したようだった。

　これが、女の子を仕込む、ということなのだろうか。俺の周りには経験豊富な女の子ばかりだったから、開発する喜びを中々味わえずにいたけど。

　美優が俺の色に染まっていくのを見ていると、これまで味わったことのない格別な快感に心が満たされていった。

「最初から俺以外にないだろ」

　唯一可能性のあった遥とも性的な関わりを断つことを決め、男が相手となると兄にしか接触を許さないのだから、美優は一生俺としかセックスができないのだ。もはやこれ以上にエッチになりようのない体だ。

「ところで」

　テーブルの上で疲れきっている美優に、俺は屹立した剛直を見せつける。

「美優のせいでもうこんななんだが」

　美優にたっぷり中出しして満足していたはずの肉棒が、再び獣のような性欲を宿していた。

「中出ししていいかな」

「今お腹をキレイにしたばかりですけども？」

「……ダメか？」

「……ダメでは、ないです」

　美優は『どうぞこの体を好きにお使いください』と言わんばかりに、俺に赤裸々な姿を預けてくる。

　美優と迎える二度目の中出しセックス。二人の火が灯ったその瞬間、スマホのアラームが作動して、部屋中に電子音が鳴り響いた。

「あっ、しまった」

　ここは一時間きっかりしか借りられない休憩室。延長料金が取られるだけならいいが、後ろの予約が詰まっているので清掃員がこの部屋に入ってきてしまう。

「あと五分しかない」

「ふぇ……!?」

　美優は瞠目してその事実に驚愕する。見事に誘い受けが成功したと思っていた美優からしたら、とんだ水差しだった。

「い、急いでするか？」

「したい……したいけど……」

　悲しくも俺の早漏なら五分もあれば問題なく射精を済ませるには足る。それでも、せっかくの初デートでのエッチを雑に済ませるのは、美優にとってあまり好ましくはなかったようだ。

「まあ、でも、美優はいっぱいイッたから、結構満足してたりするのかな」

　そもそも美優の体力が保たない気もする。

「お兄ちゃんが一回しか射精してないのに満足できるわけがないじゃないですか」

　美優は俺に飛びついてきてよくわからないことを言い始めた。

「俺の問題なのか？」

　兄の精子が大好きな美優からしたら、自分がイクより俺が射精するほうが大事なのはわかる。でも、あれだけたっぷり中出ししたわけだし、男としての責務は果たせた気はするのだが。

「妹はもうお兄ちゃんがいっぱい射精しないと満足できない体になってしまいました」

　どうやら自分がイクとかどれだけ精液を出したかとかは関係なく、とにかく俺に射精をしてほしいらしい。兄としては嬉しいことだけれども、楽観的に考えていたらいつか地獄を見そうだ。

「これだけたっぷり精液は出しただろ」

　俺はテーブルに飲みかけのカルピスを溢したような乳白色の水溜りを指して美優の説得を試みる。山本さん相手のときはまだ美優をオカズにしないと抜けないからセーブされているが、美優が相手となっては制約がないどころか際限がない。

「やだやだお兄ちゃんがいっぱい射精してくれなきゃヤダ」

　俺を布団に押し倒した美優が、子供のような純粋な目で俺を見つめながらペニスをゴシゴシしてくる。妹がとんでもないイヤイヤ期に突入してしまった。

「み、美優って、エッチのことになると……っ……たまに、元の性格から考えられないぐらい甘えたがりになるよな……」

「性欲が高ぶりすぎるとお兄ちゃんスキスキ妹になるので諦めてください」

　美優はじーっと俺の目を見て、ずっとペニスをシコシコしている。さすがお兄ちゃんスキスキ妹になっただけあって好きな人の好きな部位をイジるのになんの躊躇もない。雑にシゴいているだけなので射精するほどではないのだが、ただでさえ興奮している体にこの手コキは刺激がすぎる。

「帰ってから……だと、遅いよな」

「うん」

　電車にも乗るし、家まで一時間以上かかるし。

「そしたら、このあと、ラブホにでも行くか……？」

　いつだか妄想した妹とのラブホテル。まさかこんなに早い段階で実現するとは思ってもみなかったが。

「行く」

　即答だった。もはや彼女感がどうだとか悩んでいる余裕すらなく、とにかくエッチをしていたいだけになってしまった俺たちは、休憩室から休憩室へとハシゴをすることになった。

「あとね、お兄ちゃん」

「な、なんだ……？」

　美優はなおも肉棒を撫でたり上下に擦ったりして、先走り汁に手がまみれても、構わずくちゅくちゅと音を立てて触り続けている。

「今日はたぶん、残り一日中ずっと、こんなテンションだと思うから、頑張ってね」

　美優は指先についた粘液を舐め取って微笑む。頑張ってね、と美優が言ったのは、『頑張って妹のためにたくさん射精してね』という意味だ。つまり、ラブホに着いたら俺は美優に凄まじい勢いでイチャつかれながら何回も射精することになる。射精地獄行きが確定した。

「お、お手柔らかに」

　すっかりお兄ちゃん大好きモードになった美優が頭をグリグリと擦りつけてきて、こうなると兄には頭を撫でる義務が発生するので俺は美優の髪を優しく撫で下ろしながら、『いっそ中出ししまくって美優の意識を飛ばしてしまうか』などと物騒なことを考えていた。

「お兄ちゃん」

　美優がいつもよりワントーン高い声で俺を呼ぶ。

「どうした？」

　俺が応えると、美優は満面の笑みで言った。

「お兄ちゃんと一緒にいると、ほんとに楽しい」

　それは、これまで美優が抱えていた悩みのせいで、素直に俺に伝わらずにいた、美優が今この瞬間に感じている本心だった。

「好き」

　その言葉を俺に伝えてくれた美優の目は、どこまでも純粋に、澄んでいて。

「俺も、美優が世界で一番好きだよ」

　こんな可愛い妹の期待は裏切れるわけもなく。俺は大人しく腹上死をも覚悟して美優に全精力を捧げることを決めたのだった。











０９．妹とラブホテル









　スパから出てきた俺と美優は、手を繋いでラブホテルを目的地に繁華街を歩いていた。時刻はすっかりと日も暮れた頃。珍しく都会の空には星が煌めいている。

「お兄ちゃんはさ、妹付き合いがいいよね」

　交差点の信号待ちで、美優が俺の腕にくっついて立ち止まる。日中よりも大きく開けられた谷間には、意図的に寄せられたおっぱいがゴムボールを潰したように盛り上がっていた。

　こんな俗っぽいやり方で兄の気を引こうというのだから健気な妹だ。美優は引きこもり系の色白なので、ワレメもおっぱいも写真を加工したみたいなツヤ肌をしている。そこにロリ特有のぷにぷにした肉質を併せ持っているこの妹は、もう存在自体が反則というか、美優のパイパンを思い出すだけで勃起してしまいそうだった。

「妹付き合いってなんだ」

　妹のエッチな挑発に人知れず負けそうになっていることをひた隠しながら、性欲モードでまたワケのわからないことを言い出した美優に妹付き合いなるワードの意味を尋ねてみる。妹におねだりされて、たっぷり中出しセックスしたあとにもかかわらず、なおもこうしてラブホテルに向かっていることだろうか。

「妹のお願いで友達をレイプしたりとか」

「なるほど付き合いのいい兄だな……」

　この妹ときたら、女子同士でいかがわしいことはするわ、他の子とセックスはさせるわ、自分のクラスを不健全の混沌に陥らせた元凶なだけはある。それでも、そんなありのままを好きになってしまった俺は、山本さんの言う通り少し普通ではないか、あるいは重度のシスコンだったのかもしれない。

「これからもいくらだって付き合うよ」

「さっすが」

　美優は密着したゼロ距離から飛びつくように俺の腰に抱きついてくる。まだ周囲には人もチラホラといるのに大胆なことだ。それから美優は照れ気味に俺から離れて、青信号になった横断歩道に足を踏み出した。

　俺への好意を表に出してくれるようになったのは嬉しい。性欲でムラムラしているからというのもあるだろうが、気持ちを言葉にしてもらえるだけで恋人らしい実感が持てるというものだ。恋人というより、ワルなバディという感じは否めないけれど。

「ところで」

　しばらく歩いて、風俗街に近づいてきたところで美優が口を開いた。

「お兄ちゃんは妹をどんなラブホテルに連れ込むつもりなんでしょうか」

　美優からのドキリとする質問。いよいよ兄の純情な心を弄び始めた。口調は落ち着いていてもお兄ちゃん大好きモードは継続中だ。激しくスキンシップをしなくても伝わってくる。真顔でじーっと見つめてくる美優が、俺に向けて『好き好き好き……』と熱いメッセージを発信しまくっているのが。

　きっと美優の脳内はエロい妄想で溢れかえっていて、もし思考回路を繋いだりなんかしたら、雪崩のように押し寄せる卑猥感情に侵食されて俺の脳は破壊されることだろう。

「ラブホなんてどこも同じだよ。特殊プレイ向けに凝ったところ以外は、二人で使える風呂とベッドが置いてあるだけだ」

「へー。そうなんだ」

　美優は調べる必要のない性知識は持ち合わせていない。兄に性教育をするために学んだもの以外は、遥との経験で得られた知識や技能しかないのだ。もしそうした経緯がなかったら、今でも美優は純粋無垢な清少女のままだったはず。

「いかがわしいお店が増えてきたね」

「もう風俗街の中心だからな」

　都会のラブホテルはある程度の範囲に集まっていることが多い。飲食店などの一般施設と風俗街が、駅を挟んでそれぞれ反対側に分離してることもあって、ラブホテルに行こうとすると必然的に大人のお店を目にすることになる。

　見慣れない街並みを興味深そうに観察していた美優が、どこか遠くの一点を眺めていることに気づき、その方向に目をやるとビルの二階の窓に『イメージサロン〜妹パラダイス〜』とパネルが貼りつけられているのが見えた。学生服にコスプレした二十代から四十代ぐらいの妹を相手にエッチなことをしてもらう性感サービス店だ。

　美優は俺もその店の存在に気付いたのを確認してから、ちょんちょんと手を引いて俺と目を合わせた。どうやら、自分の存在をアピールしているらしい。

「お兄ちゃん。妹パラダイスだって」

　妹は俺に向かってそう言った。

「あ、ああ。こっちも負けてられないな」

　何を言い返せばわからなくて、表明してしまった謎の対抗意識に、美優は「そうだね」とグーを握って応えてくれた。こちらは想像上の妹ではなく、血の繋がった本物の妹だ。しかも、実年齢に偽りのないロリロリの美少女で、演技ではなく本気で俺のことが好きときている。こんな妹とイチャラブしながら中出しセックスをしようというのだから、これがパラダイスでなくてなんなのか。負ける要素が一つも見当たらない。

　そんな与太話をしているうちに、ラブホテルに着いた。エントランスが見えないようになっている曇りガラスの自動ドアを、まずは俺が足を踏み込んで開け、その後ろを美優がついてくる。

　清掃が済めばすぐに部屋が空くとのことで、俺たちは数分待ってから部屋を選ぶことに。俺はすっかり慣れてしまった手つきで受付を済ませて、美優と二人でエレベーターに乗り込んだ。

「お兄ちゃんがラブホ慣れしてる……」

　美優はまるで、「妹がいなければ脱童貞どころか女の子とまともに話すこともできなかったあのお兄ちゃんがまさか」とでも言いたげな口調でそう言った。

「悪かったな」

　佐知子をはじめ、たくさんの女の子と深い関係を持てたのは俺にとって確実にプラスだった。男として自信がついたのもそうだが、もし俺が美優とだけ付き合っていたとしたら、妹と愛し合うことに疑問を抱き続けていた気がする。

「しかし、実の妹とラブホに来てよかったものか」

　エレベーターから出て、部屋の鍵を開けながら俺は呟く。

「ラブホへの妹の持ち込みはご遠慮くださいとは書いてなかったよ」

「連れ込みの間違いだろ」

　鍵を開けて靴を脱ぎ、見慣れたベッドルームへと足を踏み入れる。

「お兄ちゃんは私のことを一人の妹だと思うこともできるし、妹の形をした射精道具と考えることもできる」

「そんなこと言ってると本当にオナホにするぞ」

　俺が脅すようにそう言うと、美優にちょっぴり期待の眼差しを向けられた。ドＳなのかドＭなのか。

　そういや今の美優は本能側のテンションだったな。最近ではニュートラルな状態と混ざってきているのでわかりにくいが、この美優は性欲ムラムラでお兄ちゃん大好きな射精させたがり妹なのだ。

「ほら、私って、ロリータ服でコスするの好きでしょ？」

「ん、ああ。そうだな」

　そのうえコスプレした自分の姿を見てオナニーまでしているからな。

「そのせいか、自分がエッチ用の人形として扱われるのが、こう、客観的に見て興奮するというか」

「わかるようなわからないような」

　美優が特殊性癖を持っているということだけはよくわかった。いわゆる一般的なレイプ願望とは少し違うということだな。ラブドール願望とでも名付けるべきか。

「あ、お兄ちゃん、ここにコンドームがあるよ」

　美優はベッドに飛び乗ると、ティッシュ箱に置かれていた個包装のコンドームを手に取った。

「ゲームとかアニメだと中出しばっかりだけどさ。現実だとゴムがついてるのもエッチだよね」

　たしかに、避妊のためにゴムをつけようなんて、エロゲじゃ煩わしいだけだけど、リアルでするときはそのドキドキ感が特別な興奮に繋がるものだ。

「ゴムをつけるのって、挿入するための前準備だろ？　それを同意した時点で、セックスしていいって言われてるのと同じ意味になるし。そういうところがエロいんじゃないかな」

　それは美優と初めてセックスをしたときにも思ったこと。コンドーム自体が、一つのセックス許可証なのだ。

「ふーん」

　美優はじーっと俺の股間を見つめてから、何を思ったのか、コンドームをお腹の上に乗せて仰向けになった。万歳をする形で両手を上にして、ベッドに寝転がった美優が妖しい視線を仰いでくる。

「み、美優……？」

　ベッドには長い髪をシーツに晒した巨乳の妹が横になっている。完全なる着衣で、スカートが捲れて下着が見えているわけでもない。それなのに。

「お兄ちゃん。ここにコンドームがあるよ」

　お腹に乗せられたコンドームに注意を差し向けられて、俺は全身がゾワッと身震いした。美優は同じ言葉を繰り返しただけなのに、その一言に俺は性欲のスイッチを押されてしまった。

　誘われている。しかも強烈に。ゴクリ、と唾を飲み込む。目の前のベッドにはコンドームがセットになった妹が一人。膣内にはきっとローション代わりの愛液がたっぷりと仕込まれている。

　それはまさしく、開封した直後に楽しめるようにパッケージされたラブドールのように。「どうか私を使って」と、自分の体が性処理のためにあることをアピールしているのだ。

　なんともいじらしい妹のおねだりだ。はっきりとそう口にしなくても、もう俺とのエッチが待ちきれないことを、この妹は服を脱ぎもせずにコンドームをお腹に乗せるだけで伝えてきた。

「そんなに言うなら、使うからな」

　俺は下半身の衣服を脱ぎ去ってベッドに上がった。妹をオナホとして使うために。ペニスはすでに痛いほど勃起している。

「最後は、ゴムに出していいのか」

　俺はゴムの袋を破りながら尋ねる。

「それはダメ。ゴムしたまま射精したら怒るからね」

　やはり射精用ドールになってもそこは譲れないか。

「イキそうになったら生にするよ」

　妹がオナホになってもわがままに付き合うのが兄の務め。本番なら中出し、フェラ抜きなら口内射精、それが美優とエッチするときの原則だ。

　俺は美優に覆いかぶさって、パンツをズラしてペニスを挿入する。そして、亀頭がすっぽり入ったかというところで、美優が脚を閉じて俺の侵入を拒んできた。

「あっ……ふ、服が……」

　言いづらそうに美優が呟く。こんな雰囲気だから割りきりたい。でも、以前からずっと服が汚れることを嫌ってきた美優にとって、そう簡単に着衣セックスは受け入れられるものではない。

「美優がもし射精するための人形だとしたら、俺は服を着せて楽しみたいな」

「ううっ……それは……」

　美優にはいずれロリータコスチュームを着て中出しをさせてもらうことになる。これはそのための練習だ。

「美優はこれから俺が射精するために使われるんだ。それだけ考えて横になっててくれればいいから」

「う、うん」

　俺が諭すと、美優は全身から力を抜いて、天井を見つめた。美優はこれまでの俺の性処理──もとい、精液処理をしてきたわけだが、それはすべて美優が能動的に俺を射精させるものだった。俺に体を預けて、ただ射精させるためだけに挿入されるのは初めてになる。恋人らしいセックスからはまたかけ離れてしまったが、こんなスキンシップの取り方でなければ俺と美優は愛し合えなかった。

「美優、挿れるよ」

　俺は美優の両脚を持ち上げて、ペニスを少しずつ深くへと入れていった。

「……っ……あっ……」

　薄らと漏れる美優の喘ぎ声。普通にしてくれればいいのに、美優は人形らしくいようと、無表情で声を押し殺している。これはこれでエロい。

　俺は構わず正常位でピストンを開始した。そうして俺は初めて、着衣セックスのエロさを知った。服を着たまま、デートをしてきたままの姿の美優に、ペニスを挿入しているんだ。水族館でも遊園地でも、可愛い彼女を見せびらかすように連れ歩いて、そして俺は今、その彼女に淫らなことをしている。

「ああっ……美優……！」

　スカートに愛液が飛び散るのも構わずペニスを出し入れする。前後する腰の動きに合わせて、着衣のままの美優のおっぱいが上下に揺れていた。左右に流れることのない、ましてや俺に見せつけるために寄せ上げられたバストは、重量感のある乳房をこれでもかと強調している。

「んっ、んあっ……ぁ……うっ……ん……」

　服を着たままの新鮮なセックスに、美優の感度もこれまで以上に高まっている。それでもなお、美優は声を出さないように堪えていた。そうやって美優が性感に耐えている姿が愛おしくて、俺は声がわずかに漏れるぐらいのギリギリのポイントを責め続けた。

「あっ……ぁっ……うっ……あっ……」

　ペニスは半分だけを使い、できるだけ雑にストロークのリズムをバラけさせる。ただ入れて出してを単調に繰り返すだけの作業。

「ぁっ……っ……ふぁ……」

　それでも、膣内は俺のペニスを咥え込むようにギュッと締まって、緩んだ途端に漏れ出てくる愛液の量で充分すぎるほどに気持ちよさが伝わってくる。

　美優と初めてエッチをしたときは、ただエロゲのテキストを送るだけの、オナサポとすら呼べないぐらいの冷淡なものだったのに。今ではこうして俺のペニスを受け入れて、オナホにまでなってくれている。

　どこをどう切り取っても恋人らしいセックスではない。だが、こうしたエッチをしているときの美優が、何よりも愛おしく感じる。

「美優、好きだ……！」

　いくら不健全だと言われようとも、エッチをしているときが一番強く愛を感じられる。誰とどれだけエロいことをしようとも、妹と交わる興奮に勝るものはない。ひと皮剥けば淫らな本性が露わになるこのスケベな妹に、これからも何度だってエッチなことをしたい。

「っ……あっ、ぁ……お、おにい、ちゃん……」

　美優の顔が真っ赤に染まって、次の瞬間に差し込んだペニスに美優の体がビクンと跳ね上がった。

「ああっ……あっ……！」

　美優が感じてくれている。俺の好意を受け取って、その気分の昂りで、性感がどんどん増している。甘ったるい言葉を掛け合うよりも、俺たち兄妹はこうした触れ合いを通して愛情が深まっていくんだ。それが俺たちが互いにかけがえのない存在になっている理由でもあった。

「うっ……うぐっ……ぁ……うぅっ……んっ……」

　美優は感度が上がってもなお無反応でい続けようとする。握り込んだ手にも軋むぐらいの力が入って、もう他に意識を集中していないとイクのを堪えられなさそうだった。

「気持ちいいよ……美優……！」

　俺は構わず美優の蜜穴に肉棒を擦りつけた。何度挿入されてもぴっちりと張りついてくる狭い膣壁は、乱暴に扱うだけで罪悪感が湧き上がってきて、それがさらなる興奮材料になってペニスをまた肥大化させた。

　この妹にはどれだけイケないことをしてもいい。そんな加虐心が美優をより道具らしい肉穴として扱っている。

「うぅ……んふぅ……あっ……」

　呼吸を整えて快楽を受け流す美優だったが、膣内はビクビクと痙攣していて、もう絶頂を催している。その表情は気恥ずかしそうに目を横にそらしているだけなのに、体はこんなにも感じているなんて。ギャップにやられてこのままイッてしまいそうだった。

「あっ……ふぐっ……んぁっ……ひゃ、ら、らめっ……っ……！」

　俺の興奮を感じ取り、急激に増した快楽に声が出そうになって、それでも美優は全身をこわばらせることでどうにか耐える。

　しかし、そんな状態でも俺に容赦なくペニスを出し入れされて、美優のオーガズムを堰き止めていた快楽の堤防は呆気なく決壊した。

「んっ……っ…………ン──ッ！」

　呼吸を止めて声を抑えたまま、美優はわずかに海老反りになって、できるだけ俺にバレないようにして絶頂した。膣内の隙間に溜めきれない愛液が、じわりと結合部から溢れ出てくる。

「美優は、イクところも可愛いな」

　俺がそう褒めると、美優はむず痒そうに口を歪ませてそっぽを向いた。

「サービスみたいなものなので」

　美優は言い訳がましくだいぶ無理のある照れ隠しをする。女の子がイクと男が興奮するのは間違いないが。

　実際、どこまでイかずに耐えられるのだろうか。

「奥まで挿れても我慢できる？」

「子宮の入り口をグリグリされなければ頑張れる」

　やはりポイントはそこか。美優にとって俺のペニスで子宮を刺激されるのは強制的にイかせるスイッチみたいなもの。とはいえ、これまではセックスのフィニッシュでしか刺激したことがない。

「これから一番奥まで突いてみるから、イかないように我慢してみてもらってもいい？」

「えっ……！　いや、絶対に無理なんですが……！」

「まあまあ。そう思い込んでるだけで意外といけるかもしれないし」

　生殖に関わる行為で美優が興奮するというのは、あくまでも経験則ではそう考えられるというだけのこと。セックスでの盛り上がりがなければ存外それほど感じないのかもしれない。

「とりあえず、一分ぐらい耐えてみてくれ」

　これまで美優にはものの一分で簡単に射精させられてきた俺だ。もし、美優がいくら我慢しても一分以内に必ずイってしまうなんてことがあれば、俺たちの関係も少しはフェアなものになるかもしれない。

「いくよ」

「う、うん……」

　俺は美優に再び覆いかぶさって、美優の割れ目にペニスが垂直になるように軽く腰を浮かせて下半身を完全に密着させる。体温が溶け合う蜜洞の中で、亀頭にある触覚でもなんとか感じ取れるぐらいの、グリッと擦れる感触にまずはたどり着いた。ここが美優の子宮口だ。

「んっ……」

　強く口を真一文字に結んだ美優が、ほのかに表情を緩ませて反応する。美優も俺のペニスが当たっているのを感じ取っているらしい。それから、俺は膣内のペニスを竿の根元を支点にして上下に動かすように、美優の股に腰を擦りつけていく。

「あっ……うっ……ん、んっ……！」

　美優の腰を押さえる俺の両腕を、美優が咄嗟に掴んできた。少しでも俺との密着具合を緩和させることで感度を下げようとしているみたいだが、それでも俺は構わず押しつける。

　決して激しい動きではない。前後の移動はほぼゼロに等しく、速いピストンほど性感を覚える人にはただ休んでいるだけにも見える動作。それでも。

「ひああっ……あっ、ん、あっ……！　だ、だめっ……！」

　美優はもう声を抑えられなくなっていた。美優の膣の狭さからしたら太すぎるぐらいに勃起した竿が、あの柔らかな肉穴の中に入っているのだ。剛直化した棒で一番の性感帯である子宮口を抉られれば、美優にとっては激しいセックスなど取るに足らないほどの快楽になる。

「はぁ……ああうっ……ん、あっ……あああっ……！」

　俺の手を掴んだまま、美優の体がビクビクと痙攣していく。多めに見積もってもまだ三十秒も経っていない。

「美優、もうちょっと我慢できるか？」

「むり、むりむりぃ……！　イク……もう……イッちゃう……！」

　美優も自分でわかるぐらいの限界だったようだ。俺はあえて動きを変えたりはせず、美優が絶頂をするそのときまで、ひたすら単純なテンポで子宮を刺激した。

「あっ、あっ、ああっ……！　ひゃ、ら、めぇえっ……ひっ……イク……ッ……!!」

　美優はオーガズムの快感に下半身を力ませ、膝を内側へと閉じながらビクンビクンと体を弾ませた。本当に一分もしないうちに美優はイッてしまったのだ。

「はぅ……あぁ……ほんと、むり……これだけは、ほんと我慢できない……」

　子宮の入り口は美優を強制的に絶頂させるスイッチだった。こんなに小さい動きでも一分もしないうちにイッてしまうなんて。俺の妹は可愛すぎるな。

　しかし、結局、美優を気持ちよくするために動いてしまった。女の子をオナホとして扱うのは、思っていたよりも難しい。それが恋人ともなればなおさらだ。

「次は出すから。生で挿れるよ」

　俺は腰を引いてコンドームを外すと、美優のスカートの中に両手を伸ばした。

「美優はそのまま寝てて。俺が脱がすから」

「えっ……あ、うん……」

　パンツを脱がされる瞬間も美優はジッとしていた。しかし、その表情はいたたまれない様子だった。寝ている状態でパンツを脱がされるのは、普通に脱ぐよりもかなり羞恥を煽られるのだ。

「なあ、美優」

「ん？」

「ほんとに、射精だけするからな」

　俺の端折り気味の宣言に、美優はそれでも意図を汲み取って、期待に緩みそうになる頬を引き締めてシレッとした顔をそっぽに向かせた。

「ど、どうぞ、ご自由に」

　ほんのりと滲む恥ずかしさを声音に隠しきれないまま、俺に体を預ける美優。せっかく美優が射精用の肉穴として頑張ってくれているのに、普通にセックスをするのでは失礼だ。

　オナホを気持ちよくしようと思ってペニスを挿入する人間はいない。だから、俺がこれから行うのは、ただ竿を擦りつけて射精する行為だけだ。

「ふぅ…………っ……」

　ぬぷぬぷとペニスが静かに膣内へと侵入していく。イキ濡れした肉穴が竿全体をねっとりと包み込んできて、生の肉と肉が擦れる感触に、先走り汁どころか精液に近いものが漏れて出てきた。美優のつるマンに、グロテスクなほど勃起した肉棒が入っていく様は、いつ見ても興奮する。

　擦れば擦るだけ愛液ローションが出てくるエロい肉穴に、ぬちょぬちょと粘液を絡めながらペニスをねじ込んでいく。自分が気持ちよくなることだけに集中して、無言でひたすら腰を振り続ける。

「ん……あぁ……いっ……」

　広いベッドルームには、美優が漏らす艶っぽい吐息だけが嬌声として響いていた。あんあんと喘ぎ声を出さなくても、それだけで十二分にオカズとして俺を刺激してくれる。むしろこの方が興奮するぐらいだ。物凄く気持ちがいい。

　女の子が感じるだけ男も気持ちよくなるのは間違いないが、それは支配欲に近いものが満たされることで興奮が増しているだけ。膣肉の内側にあるヒダの一つ一つが絡みつくことで得られる快感は、シゴくことに集中してこそ感じ取ることができる。

　妹をオカズに、妹の体を使って、自分の好きなようにオナニーができるなんて。最高の快楽だ。しかも、中出しでティッシュいらず。マジでたまんないな。早く射精したい。

　二回もイッて敏感になった膣で、生のペニスを感じて、美優はただでさえキツい穴をさらに締める。余計に肉棒の形状が伝わってしまうだけのその生理反応を抑止したいのに、美優にはそれができない。快楽と困惑の入り混じったその表情に興奮するあまり、俺は何も言わずに精液を少しだけ膣に出していた。

　もっとよくしてあげたくなる気持ちを押し殺して、右手でするのと同じ要領で、カリにある性感スポットが刺激されるようにピストンを続ける。早漏は女の子が満足する前にセックスが終わってしまう悩ましい体質で、いつもなら頑張って射精しないように動きをコントロールするところだが、今回はそんな遠慮もいらない。イキたくなったら、それがどんなに早くても自分の好きなタイミングでイッていい。その余裕だけがギリギリのところで俺の射精を抑えていた。

「ひ……ひぅ……イッ……っ……！」

　美優はオナホであることに努めるために必死に手で口を押さえている。俺にお腹の深くまでペニスで突かれて、もう何度目かの絶頂に達していてもおかしくないのに、それさえ兄のために我慢している。普段なら一緒にイこうと言葉を交わすところだけども、俺はこの喘ぎ声を潜めて悶えている美優の姿を見ながら射精がしたかった。

「ふぅ……うっ、あっ……もう、出る……！」

　美優の絶頂を待たずして、俺は射精をした。どくどくと精液が膣内に流し込まれていって、静かに使われていた美優の体に俺の体温が混じる。

　尿道に残った精液が吐き出されるまで、俺は美優の締まった膣肉でペニスを絞られ、射精が完全に終わってからゆっくりと引き抜いた。美優は射精された興奮で絶頂の寸前にまで至った体を抱き、どうにか最後まで喘ぎ声を抑えきっていた。

「っ……はぁ……いっぱい、出たね……」

　美優は自分はイカせてもらえなかったのに、それでも満足そうに俺に微笑みかけてくる。本当に俺を射精させるのが好きなんだな。

「これでよかった？」

「もっと淡白に出してもらってもよかったけど」

「これ以上って、どうやれば……」

　セックスをするのだから、どうしたってそれなりの雰囲気にはなってしまう。

「お兄ちゃん、まだ硬いまんまだね」

「ああ。思ったより、よかったからな」

　黙って身勝手に射精するセックスの気持ちよさに、まだペニスが勃起したまま余韻として残っている。

「じゃあもう一回出そっか」

　美優はベッドにペタン座りして、俺の方は膝立ちのまま、肉棒が美優の小さな手に包まれる。中出ししたあとの愛液と精液が混じった竿は、手コキをするにはちょうどいいぐらいヌルヌルになっていた。

「手でするね」

「わ、わかった」

　何をするのかと緊張している俺をよそに、美優はシコシコとペニスをシゴく。

「お、おおっ……」

　懐かしい感触だった。美優に手でしてもらうなんて、まだフェラも許されなかった頃以来じゃないか。しかも、美優も真顔のままペニスをシゴいているし……なんだか、これはかなり股間にくるな。

「気持ちいい？」

「もちろんだよ。美優は、指が細いから……っ……欲しいところに、ピンポイントにくるというか……あっ……」

「それはよかった」

　美優はときおり指を絡めたり手のひらで撫で回すようにして、着実に俺に性感を与えていく。部屋は再び静まり返ったまま。今度は手コキで粘液に空気が混じる音と、俺が気持ちよさに漏らしてしまう吐息だけが部屋に流れていった。

「うっ……ふぅ……」

　美優の手が俺のペニスを半分ほど包んで、カリの段差を通過するたびに、ちゃこ、ちゃこ、と石珠が擦れるような音が鳴る。ラブホテルに来たらひたすらラブラブ中出しセックスをするものだと思っていたのに。俺はただ膝立ちをするだけになって、美優は股間に生えた突起を上下にシゴく機械のようになってしまった。これではオナホ妹というより、性処理用のアンドロイドとか、手コキメイドの方が近いような。

　そして、何より俺を興奮させるのが、これまで俺を幾度も射精させてきた、なんの気なく見つめてくる美優のぱっちりした目だ。顔では無機質に瞼をパチクリさせるだけで、真顔で俺に手コキをする、この美優の冷淡さが俺の性欲を燃え上がらせる。

「うっ……あっ……美優、やばい、すぐ出るかも……」

　先ほど出したばかりの三回目の射精だというのに、もう限界がすぐそこまで来てしまった。同じ真顔でも、冷たい視線でシコられていただけの昔とは違う。笑顔や惚れ顔などなくとも、テレパシーのようにお兄ちゃん大好き感情が伝わってくるのだ。

　そんな妹に手コキをされたら何分も我慢していられない。このまま射精してしまうと美優の服に思いっきりぶっかけることになるので、せめて口を開けてそこに出させてもらわないと。

「もう出そう？」

「相変わらず早くて申し訳ないけど……」

「お兄ちゃんが早漏なのはもう慣れてるから大丈夫だよ」

　この他人行儀な美優の優しさが身に染みる。そして興奮する。

「そしたら、私の中で出してみて」

「えっ……み、美優がいいなら、俺は構わないけど……」

　当時の美優だったら、そのまま口に射精させてそれで終わっていた。だが、今回はこれまでとは主旨が違っていたようで。

「はい、どうぞ」

　美優は手コキをやめると、四つん這いになって俺にお尻を向けてきた。

「はやくはやく」

「わ、わかった」

　俺は美優のスカートをめくり上げて、イキかけの肉棒を思いきって深くまで挿入する。

「うあっ……イク寸前に、この締めつけ……やばい……」

　それは人生で初めてコンドームをつけたとき、その圧迫感だけであっさりとイッてしまったときのように。手コキで敏感になっていたペニスが、後背位でさらに狭まった膣壁に圧迫されて、一気に射精を催促された。

　我慢することは望まれていない。勃たせて、挿れて、気持ちよくなったら、精液を出す。美優が期待しているのはその事務的な流れだけだ。

「んっ……お兄ちゃんので、お腹がキツがいっぱい……」

「み、美優……もう、い、イキそう……」

「いいよ。そのまま出して」

　生のペニスを突っ込んでいるところに、美優にそんなことを言われて我慢できるわけもなく。

「ああっ……美優っ……イク、イクッ……あっ……あああっ……！」

　俺は情けない腰つきでどうにか数回膣内で擦らせてもらって、それから引けた腰でビクビクと震えながら、細かい射精を何度も繰り返した。

「あっ、あっ、お兄ちゃんの精子、中で出てる」

　美優は嬉しそうな声で俺の射精を受け止めてくれた。ペニスを引き抜くと、こんなに短いセックスだったのにびっくりするぐらいの白濁液が流れ出てきた。

「き……気持ちよかった……」

「んふふ。私も、お兄ちゃんに射精されるの気持ちよかったよ」

　美優に冷たくされながら射精する経験を積みすぎたせいか、こんなに動きのないエッチでも満足ができてしまう。俺の性癖はこの妹のせいでどこまで歪められてしまったのだろうか。

「お兄ちゃんが早漏だからできるエッチでもあるんだよ。よかったね」

　また他人行儀にこの妹は。一層好きになってしまいそうだ。

「美優も満足した？」

　セックスはどれも中途半端だし、最近はイキまくって果てるパターンも多かったから、物足りなさがあっても不思議ではないが。

「うーんと、お兄ちゃんとのエッチ自体には満足なんだけど」

　美優は言いづらそうに、話を続ける。

「その、お口の方が、最近ご無沙汰なので……」

　照れ恥ずかしそうに告げられた美優の本音に、俺は大事なことを気づかされた。俺にとって過去の経験が美優の口に射精することを特別なプレイにしたように、美優にとっても口内射精は俺との特別なプレイなんだ。

「そうだったな」

　もしかしたら、オナ禁して溜まった精液は、美優の口に出してあげたほうが喜ばれるのかもしれない。美優はドロドロの濃い精液を飲むのが好きなようだし、俺もその方が興奮する。

「まずは風呂に入ろうか」

　お互い服を着たままだったし、自分の膣内に入っていたペニスをお掃除フェラするのは美優は嫌だろうからな。

　お湯を溜めてしばらくしてから二人で浴室へ。俺がまず体を流して美優にシャワーを渡してから浴槽に入る。それから、美優が髪の毛を結った肩に掛け流していく。美優の丸い体のフォルムに沿って腰から背中へと水流が形成されて、豊乳の先端からは清水が湧き漏れるように雫が落ちていた。

「ん？　どうかしたの？」

　俺の熱視線に美優が気づいた。

「いや、美優の裸って、エロいなって……」

「何を今さら」

　そう、今さらなのだ。それはわかっているのだが、何度見てもエロさが褪せない。全身ツルツルのロリボディにこの豊満さは反則だ。

「見られるのは嫌？」

「ううん。いっぱい見てほしい。お兄ちゃんしか見せる相手いないし」

　美優はシャワーを止めて、濡れた全身を抱き隠すように裸体を見せてくれる。世の女優たちよりも自分の体に自信を持っている美優のことだ。褒められるのはなんだかんだ嬉しいんだろうな。『エロい』が女の子にとって褒め言葉なのかは男に判断のつくところではないんだけど。

「でもアソコは見せてもらえないんだよな」

「どうせエッチしてるときは見えてるんだからそれでいいでしょ」

　美優は素っ気なく答えて俺の隣に入ってくる。美優もわかってて言っているのだろうが、セックスをしている最中に秘所が視界に入ってくるのと、美優の意志でアソコだけを見せてくれるのでは、その絵面のエロさに大きな隔たりがあるのだ。もし、美優が自らの指でぷにマンを広げて俺に見せてくれるようなことがあれば、俺はそれだけをオカズにして一生分を抜くことができる。

「お兄ちゃん」

　窘めるような美優の声音に、何が起こっているのかと思ったら勃起していた。妹が相手になると俺自身も呆れるぐらい際限がない。そのうち丸一日美優と繋がったままセックスをし続けられるようになるのではなかろうか。

「これは射精させないといけませんね」

　美優は俺と膝の距離を詰めて、こめかみの髪を耳にかける。その姿はまるで『射精旅館』の女将のようだった。エロエロモードの美優は俺の性欲がどんなに旺盛でも冷たくあしらうことはなく、喜んで俺を射精させてくれる。

「そしたら、舐めてくれるか」

　俺は湯船の縁に座って、勃起したペニスを美優に見せつける。

「できればタマの方から舐めてもらっていいかな」

「好きなの？」

「ま、まあな」

　タマ舐めは美優にはしてもらったことがない。つまりそれは他の女の子との経験というわけで。まあ山本さんにフェラしてもらったことがきっかけではあるんだけど、その快感の程を知っているというのは恋人としてはやや複雑だろうか。

「お兄ちゃんが好きならするけど」

　美優は優しく腰を掴んで、金玉にキスをするように唇から口で触れてくれた。結い上げた髪と風呂場の照明で、美優の顔の造形がより鮮明になる。お風呂に温められて血色のよくなった赤い唇が浅黒い玉袋を撫でているのは、綺麗な女の子を汚している感覚が増して興奮してくる。

「なんだか屈辱的なことをさせられてる気分」

　そして、それは美優も同じようだった。決して吸いついたりはしないように、睾丸を口の中に含んで、優しく舐めてはチュッと口を離して陰嚢を愛撫する美優。その表情は決して怒っているものではなかったものの、眉は下がって悩ましげだった。

「普通にフェラをしてても感じることではあるんだけどさ」

「屈辱的な気分を？」

「そう」

　美優はもとより山本さんのようなご奉仕体質ではない。お兄ちゃんの射精好き好きモードの本能側は喜んでフェラをしてくれるが、それでも根っこにある美優の感情がなくなるわけではないし、タマ舐めともなるとまた違った屈辱があるようだった。

「でも、フェラは美優がしたがってたから」

　お口が寂しいとのことだったので俺から提案したまでだ。

「別にそれが嫌とは言ってないもん」

　美優はほっぺを膨らませて、それから竿をひと含みにしてジュルジュルッと吸いついてきた。

「おおあっ……み、美優ぅうッ……！」

　急な刺激の変化に腰が浮いて滑り落ちそうになる。そんな俺をからかうように微笑いながらフェラを続けて、美優は容赦なく快感を与え続けてきた。久しぶりに咥えられるのが嬉しかったのか、いつものように照れ隠しに睨みつけてくることもせず、俺への熱い視線を外さないまま奥へ手前へとペニスを口内へ含み入れていく。

「んっ……じゅるっ……じゅるるっ……ぢゅっぷっ……！」

　屈辱は感じる。でも、屈服してみたい欲望は奥底に隠れている。この妹もだいぶブラコンを拗らせすぎているな。

「じゅるるっ、じゅぷっ……ちゅっぷ……！」

「み、みゆぅ……！　もっと、手加減して……！」

「んぶっ……ちゅっ……、はいはい」

　美優は口からペニスを出して、ふーふーと息をかけて冷ましてくれた。そんな美優の様子がエロ可愛くて、射精直前のペニスがさらにバルクして跳ね上がる。

「うっ……くうっ……！」

「こら。ふーふーでイかないの」

　美優に叱られて、それでもちょろっと白い液体が出てしまった愚息は、亀頭を真っ赤にしてなんとか射精を堪えた。しかし、これはもう次の刺激で確実にイってしまう。

「見るからに射精の寸前だね。こんな状態で止まることもあるんだ」

「気持ちも冷めれば萎えてくんだが、今は視覚的な刺激が強すぎて」

　俺の目の前には濡れた美優の裸体がある。色白卵肌のロリ巨乳がお湯に揉まれるようにして形を変え、ふわふわと柔らかそうに水面に浮いたり、かと思えば、美優が膝立ちになるとムチッとした丸みが張り出してきて、否応なくおっぱいに視線が奪われる。本人の自覚は薄いようだが、興奮にぷっくり膨らんだピンク色の乳首がこれまたエロティックだった。

「ふーふーし続けたらほんとにイく？」

「まず間違いなく」

「ふむふむ……それはそれでカワイイかも……」

　美優は俺の股間にまた近寄ってくると、元気に上反りして勃起している肉棒をジッと見つめてきて、それから数秒考え込んだ。

「これって手を使わずに射精したら上に飛んじゃうよね」

「俺が前傾になれば、重みで少しは水平になるけど」

「じゃあそうしてもらっていい？」

　どうやら美優はこのまま俺を射精させる気満々のようで、叱られ損のペニスは妹の吐息でイかされることになった。俺は湯船の縁ギリギリ手前に座り、上体を前に傾けてペニスの先端を美優の顔の上に向ける。下手したら顔射になってしまいそうだが。口の中に上手く入れないと怒るよな……。

　射精がそんな器用にコントロールできるものでないことを、美優にもそろそろ知ってもらいたいものだが、それでも美優は口を開けて『ここに出してね』と精液を吐き出す場所を指示してきた。

「じゃあお兄ちゃん、イっていいから出して」

　妹に射精の許可をもらって、口を開けられて、そうすると調教済みの俺のペニスは誰の手に触れられることもなくビクビクと射精の準備を始めた。

　これまで何度も叱られては条件付きで射精させてもらって、精液を飲んでもらって……俺のペニスにとっては、それが一つの正しい射精の形として体に覚えさせられていた。

　美優が俺のペニスの裏筋に顔を近づけてきて、「ふー」っと下から撫で上げるように息を吹きかけてくる。

「おおっ、あっ」

　たかが吐息に性感帯が強くくすぐられる。それから美優は、鈴口に向けて刺激をする気がないぐらいの弱い息を一定間隔で吹きかけてきた。それはもはや手コキのような強制的に射精へと導く行為ではなく、『飲んであげるから出ておいで』と優しく精子を誘っているようですらあった。

「あーん」

　繰り返される硬直化が、もはや限界であることを悟ると、美優は口を開けて俺が射精するのを待った。

「うぅ……あっ……！」

　赤い舌が喉奥に下げられた美優の口腔内を見て、俺は抗いようのない射精欲に襲われ、びゅっ、びゅっ、と空中に精液を射出した。その一部は美優の口元に掛かったものの、一番濃い液塊は無事に口の中へと落ちていって、射精が終わるその瞬間まで美優は口内に白濁液を溜めていた。

　射精が落ち着いてからも、美優は口を開けたまましばらく精液を舌で転がして、それからゆっくりと飲み込んだ。

「んふっ。ごちそうさま」

　美優はニッコリと微笑んで、久しぶりに精液を飲めたことを嬉しそうにしていた。しかし、やはり繰り返しの射精のあとで味が薄くなっていたのか、えもいわれぬ感情を顔に滲ませる。

「あっさりしすぎで物足りない」

　溜めたら溜めたで怒るくせに、この妹はどろどろの濃厚精液でなければ満足できないのだ。山本さんの件が済んだら、オナ禁でたっぷり凝縮した特濃精液を金玉が枯れるまで飲ませてやりたい。

「美優、あの、悪いんだが」

　俺のペニスは射精をきちんとしきれていなくて、硬い竿は発射直前の敏感状態のまま、さっきの射精で出るはずだった精液を余らせていた。

「残りもすぐ出るかな？」

「たぶん」

「なら、お風呂上がる前に済ませちゃおっか」

　美優は立ち上がって、シャワーとは反対側の浴室の壁に手をつく。

「挿れて」

　首だけを横にして後ろを振り向く姿がとても艶かしい。

　エロいな、この妹。

「挿れた瞬間に射精するかも」

　俺が美優のお腹に腕を回してペニスを当てると、美優はお尻を前後に振って割れ目でペニスを擦ってきた。

「それでいいんだよ」

　そんな美優が可愛くて、正直なところもうこの時点で半分ほど出かかっていた。

「いくよ、美優」

　立ちバックの体勢で、後ろから美優の膣内へと生の肉棒を差し込んでいく。

「あっ。すっごいカタい」

　股の間から、自分のお腹の中に、射精する瞬間のペニスが入ってきたことを、美優は嬉しそうに感じていた。そんな純粋な美優の愛らしさに、俺の性欲は最後の後押しをされた。

「で、出る……！」

　挿入だけして、ロクに腰も振れないまま、ドピュッ、ドピュッ、と膣内で精液が吐き出される。美優も射精されているのを感じているようで、俺の射精が続いている間は心地よさそうな表情をしていた。

「いっぱい出したね」

　今日一日で何度も中出しされたお腹をさすって、美優は感慨深げにそこを見下ろす。

「そのうちお兄ちゃんの精液だけでお腹が膨らんだりしないかな」

「そこまでエロ漫画みたいなことにはならないよ」

　ペニスを引き抜いて、垂れ落ちてきた精液がお風呂のお湯にふわっと浮き上がる。湯船にゆっくり浸かってもいられなさそうなので、美優と一緒にシャワーで体を流して浴室から出ることに。妹がエロ漫画脳になっているのは知っていたが、なぜ唐突にそんなことを言い出したのか。

「ボテ腹ってジャンルがあるじゃない？」

　美優が綺麗になった体を拭きながら不穏なワードを口にする。

「あれってすごくエッチだと思うんだよね」

「そ、そうか」

　妊娠が連想されるからなのか、美優のストライクゾーンの真ん中寄りにある性癖らしい。どこでそんな知識を仕入れたのかは聞かないことにしよう。俺も射精するだけで妹のお腹を膨らませられるならしてみたかった。前世の種族はオークだったのかもしれない。

「ふー……疲れたー」

　美優は裸のままベッドに倒れ込む。ホテルに入ってまだ一時間も経っていないが、美優の言う通りすでにかなりの疲労感があった。射精だけは何回もさせられたからな。美優としてもそこはもう満足だろうか。

「お水が飲みたい」

　美優に頼まれて、冷蔵庫から無料のミネラルウォーターを取り出す。俺の分をコップに注いでから、残りを美優に渡した。バスローブの前をはだけさせたまま着て、俺はテーブル脇に立ったままコップを傾けて水を喉に流し込んだ。ベッドには、美優が寝転んでいる。素っ裸になった美優が、両手を広げても端が余るほどに大きなベッドに、一人横たわっているのだ。

　こうして遠目から眺めていると、奇妙な気分になってくる。色白で艶のある肌をしたロリロリしい体に、大人びた長い黒髪と、重力に引かれながらも形の崩れない巨乳。そんな女の子が俺と一緒の部屋にいるという違和感。現実味のない現実を改めて認識させられるというか。そのベッドに寝ている少女が、俺のセックスの相手だということに掴みどころのない幸せを感じている。

「お兄ちゃん」

　美優が薄いシーツ一枚で体を隠してこちらを見つめている。ベッドにいるのは女性の美貌の一側面を完成させつつある美少女だ。

「どうしたんだ？　美優」

　だが、俺にとっては一人の妹でしかなかった。今日のデートを通してむしろその認識は強まっている。俺はどうあっても、美優を妹としてしか愛せないらしい。

「ラブホにいる妹はどうかなって思って」

　美優は男がエロいと感じるものをよく理解している。だから、妹である自分がラブホテルのベッドで兄を呼ぶだけで、それが淫靡な響きになることを知っている。

「美優ってなんでそんなエロいんだろうな」

　俺はベッドに足元側から乗って、正面から美優に近づく。

「巨乳だから？」

「そんな単純なものじゃないような……」

　小首を傾げながら安易な回答をする美優の豊満な乳がシーツの端からチラ見えして、ピクリと反応してしまったペニスに、あながち間違っていなかったかもしれないと思い直す。

　この妹が相手だと無限にエロい気分になるな。真面目に色々と危ないんじゃないだろうか、なんとかブレイクとか。

「お兄ちゃんはまだお射精できるの？」

「今になってまたできる気になってきた」

「すごいねお兄ちゃんは」

　美優は片手でシーツを上げたまま、逆の手を伸ばして小さく縮こまったペニスに触れる。

「シスコンぶりが」

「そこか」

　事実、妹が好きでたまらない。俺はロリコンであることも、シスコンであることも、もう認めなくてはならないところにいる。そして、それをからかう美優も、こんなシスコンの兄に愛されて喜んでいる。やはり相当なブラコンだ。

「妹への愛情に満ちているのは大変よいことです」

　一つビクつくたびに少しずつ膨らんでいくペニスを下側から美優が撫でる。そこからさらに腕を突っ込んできて、前腕の部分で金玉から後ろまでの肌まで触ってきた。普段触れられることのない敏感な臀部にまで美優の指が伸びてきて、俺のペニスはすぐに硬さを取り戻していく。そんな様子を美優が含みのある笑みで眺めていた。

「美優、どうした？」

「んーん」

　美優は首を振ってそれを誤魔化す。この勃起したペニスはどう処理したものか。布団を剥いで「セックスがしたい」と迫れば美優はしてくれるだろうけど。そんな空気でもない。

「美優の口で出してもいいかな」

　俺は膝立ちになって、ベッドで上体だけを起こしている美優にお願いする。

「この体勢のままフェラで抜いてほしい？」

「そうしてもらえると嬉しい」

　俺はバスローブを脱ぎ去って、勃起した肉棒を美優の口に近づけた。こうして自分から陰部をさらけ出すのは今でも慣れないが、お願いすれば美優はしてくれることを経験的に覚えてきたため、恥ずかしさに興奮も混ざってきている。

　美優もいつかはそうなってくれればいい。だいたいのプレイはやってきたものの、クンニだけは断固拒否されている。それがもし、美優の方から舐めてほしいとお願いしてくれるようになれば、無茶苦茶エロいことになるんだがな。

「お兄ちゃんはさ」

　美優は舌を出して、尿道口をスレスレに舐め上げる。

「おっ、おおっ……！」

「んふふ」

　快感に思わず声を上げた俺に、楽しげに微笑みかけて、

「妹のお口でフェラしてもらって、射精させてほしいんだよね？」

　そう問い直してきた。

「その通りお願いしたつもりだけど」

　まさかこの期に及んで条件をつけてくるつもりか。

「いやさ、ここに来る途中、『妹パラダイス』っていうイメージサロンがあったじゃない？」

　美優に聞かれて、そういえば妙に美優がそのお店のことを意識していたのを思い出す。

「ああいうお店っていくらするんだろ？」

「んー……要はピンサロだよな。七千円前後じゃないか？　フェラ抜き四十分とかで」

　いつだか鈴原が聞かれてもいない知識をベラベラと喋っていたので、多少は俺にも風俗関連の知識はある。

「そっか。じゃあ、仮に一時間一万円だとして。妹パラダイスに行くと、男の人は一万円で設定上の妹にフェラをしてもらえるんだよね」

「そうだな」

　よくわからないタイミングで始まった風俗談義。俺はまだペニスを突きつけているだけで、美優はそれを放置して俺を見上げている。

　それからは、無言の時間が続いて。ようやく美優の口が開いたと思ったら、俺のペニスの先をパクッと咥えて、じゅるっと吸いついてきた。

「うっ、おおっ……どうしたんだ、み、美優っ……うあっ……あっ……！」

　美優は急にフェラを始めて、ペニスを口に含んだまま、舌でしばらくコロコロと舐め転がす。その間もずっと俺を見つめ続けていた美優は、最後にちゅーっと空気を吸い出して、キュポッと音を立てて口を離した。

「お兄ちゃん、気持ちいい？」

　不意の問い掛けに、なぜかドキッとする。

「も、もちろん」

　美優はまだ俺をジーッと見つめていて、目線を切らさないまま再びペニスを口に含むと、じゅる、じゅるっ、とスローなペースでフェラをしてくる。

「あー……なんか、エロい…………くっ……気持ちいい……！」

　美優の謎行動に疑問は残るものの、とにかくエロい。フェラなんてこれまで何度もしてもらってきたのに、その絵面がやたらとエロかった。

「じゅるっ……んちゅ……じゅるるっ……ちゅぱっ……ん、ぶはぁ……。んふっ。お兄ちゃん、どう？」

　美優は媚びるぐらいの妙に甘ったるい声で尋ねてくる。

「どうもなにも、めっちゃエロいんだけど……」

　急にエロさ増し増しになった美優の、その理由に気づかされたのは次のことで。

「お兄ちゃんはフェラが一番好きだもんね」

　美優は裸を隠していたシーツを下ろして、両手で俺のペニスの根元を持ってフェラを再開する。

「はむっ……ちゅっ……お兄ちゃん……じゅるっ……んちゅっ……ぷは……んっ……ちゅぶっ……」

　俺たちが実の兄妹だからこそ、美優が俺を「お兄ちゃん」と呼ぶのはごく自然なことで、それが故に意識は薄れていた。愛情を込めた「お兄ちゃん」が本来持つべき響きの淫猥さ。そして、フェラをされるのが何より好きだと知っているほど、兄妹で何度もエッチをしてきたという事実。

「んっ……じゅるっ……じゅぷっ……へろっ……ちゅぷっ……」

「み、美優……！」

　実の妹にペニスを舐めさせている。これまでしてきたあれこれからその文脈だけを抜き出すと、俺たちはとんでもなくエロいことをしているのだった。

「お兄ちゃん、出そう？」

　いつもより高い声で、唇をつけたまま喋る美優の息遣いが、竿の先から腰に伝わってくる。

「出る、出るっ……！」

　口淫での刺激以上に、そう尋ねられたことが射精のトリガーとなった。俺は美優の口に肉棒を突っ込んで、そこで漏れる寸前の尿を吐き出すように、開放的な射精をした。

「んくっ……んっ……。また精液が出たね、お兄ちゃん。もうほとんど味はしないけど、トロトロの液はちゃんと出るんだ」

　美優は精液を飲み込むと、硬さの残るペニスを唇でもて遊んで、なおも口を離そうとはしない。俺もオーガズムこそしているが、もはや射精と呼べるような現象ではなくなっている。女の子がイッているのに近い。

「ねえお兄ちゃん」

　美優がうるっとした目で俺を見上げてくる。

「まだ出せるよね」

　落ち着いた声で、美優はまだ俺にそんな期待を向けてくる。

「美優が出せって言えば、出るはずだけど……」

「そうだよね。私のお兄ちゃんだもんね」

　美優は俺の回答に顔を綻ばせて、なおもフェラを続けた。

　俺は腰を前に突き出して、美優のわがままにペニスを預けた。

「んっ……んちゅ……むっちゅる……じゅるっ……」

　それからは、一心不乱だった。特別卑猥な言葉を使うこともなければ、激しく乱れることもない。俺のペニスを咥えていること自体が大好きで、ようやくフェラに集中できるようになったことを喜ぶように、美優はただ夢中になって肉棒をしゃぶっている。その分だけ容赦はなくて、喉も頬も舌の裏も、そのすべてを使って俺の肉棒を堪能していた。

「っ……ぐっ……！」

　これだけ没頭している美優のことを邪魔したくはない。それでも、どうしたって射精欲は襲ってくるもので。亀頭から根元まで舐り尽くす美優の舌技に耐えられず、睾丸がどんどん上へとせり上がっていく。

　俺は美優の肩を掴んで、どうにか舌が刺激する性感ポイントからずらそうとするのだが、そんな程度で美優の口淫により与えられる快楽から逃げきれるわけもなく。我慢の限界の限界まで耐えて、今度はイクと宣言することすらできずあっさりと口の中に射精してしまった。

「んむっ……じゅるっ……じゅるじゅぷっ……ずじゅっ……じゅっぷっ……！」

「ぐああっ……あっ……！」

　俺が射精してもなお、美優はフェラチオをやめなかった。口内射精された精液をあえて飲み込まず、肉棒に塗りつけてからその全体を一気に吸い尽くしてくる。

　そのあまりの快感に膝から力が抜けて、自然と後ろに倒れる形になった俺を、美優はそれでも追いかけてきてペニスを咥え続けた。俺がベッドに仰向けになって、今度は美優が四つん這いになって俺のペニスを咥え下ろす。

「ちゅっ……ちゅぷっ……じゅるっ……くちゅっ……」

　美優の首の動きは決して激しいものではない。ひたすらに俺の肉棒をしゃぶることに集中しているだけで、俺をイキまくらせるのを目的とした逆強制フェラというわけではないのだ。舌こそ俺を果てさせるためにグネグネとうごめいてはいるが、美優はじっくりと俺のペニスを味わっている。美優はサラッと言って流していたが、ここずっとフェラができていなかったことは、美優にとってかなりのフラストレーションだったのかもしれない。

「ぢゅるっ……じゅっ……じゅるるっ……んっ……ぐっちゅ……」

　俺の側も、天井を見つめてただ淫部を舐められているだけ。より正確に言えば、一緒にラブホに来た妹がペニスを咥えたがっているので、体を預けているというのが実態だ。

　俺の勃起を舌で堪能したい美優の想いが伝わっているからか、これだけ射精したのにまだ硬さが抜ける様子はなく。俺は妹に強制勃起させられて、フェラチオをさせてあげるために横になっていた。

　そして、俺がイクと予告しないことも、美優はそれはそれで楽しんでいたようで。続いて射精感がやってきたときには、俺は美優に何も言わずに口の中に射精した。それを美優が舐めて、飲み込んで、俺の金玉が空になるまでひたすらしゃぶり尽くされた。

　俺はずっとベッドに寝ていただけで、美優の口内に五回も射精をして、下腹部の感覚がなくなってきたところでようやくふにゃふにゃになった萎えチンが美優の口から解放されたのだった。

「んっ……ぷはぁ。ごちそうさま、お兄ちゃん」

　美優は丁寧に俺にそう言って、知らぬ間に体力を使って動けなくなっていた俺の横に寝転んできた。自身が「お兄ちゃん」と呼ぶ男の精液を飲みまくって、美優は充実した表情をしていた。

「寝たまま何回もイかされてるのはどうだった？」

「ひたすら気持ちよくて最高だった」

　寝ているだけで抜いてもらえて、射精の瞬間に何も配慮する必要がないというのはこれまでないほどの開放感だった。

「美優は、満足したか？」

「うん。すっごく満足。お兄ちゃんがよければまたこれやりたい」

　美優も俺に気を使わずにひたすらフェラができるこのプレイが気に入ったようだった。無言で淡々と何回も射精をさせられるあたり、かなり俺たち向きなエッチだとは思う。

「美優」

「ん？　なあに？」

　俺は艶のいい美優の髪の先を手前側に引くように撫でる。色白な裸体にかかる黒髪がより一層に映えていた。

「今日のデートで美優のことがまた好きになったよ」

　ずっと抱えてきた、彼女感のなさという問題は何も解決していない。むしろ、その感覚はスパでエッチをしたときからもっと薄くなっている。その代わりに、美優のことを妹として強く意識するようにはなっていて、その分だけ美優への愛は倍増していた。

「いっぱい伝わってるよ。だから、私も、少し素直になれた気がする」

　美優は照れ顔に緩んだ頬をかく。

「今の美優って、どっちの美優なんだ？」

　スパを出てからもずっと本能側のテンションだと言った美優は、事実としてエッチには積極的だったが、その雰囲気もプレイ内容もニュートラルな状態のものに近かった。

「お兄ちゃんも薄々感じてるとは思うけど」

　美優は何回か視線をそらしてから、身を小さくして俺と目を合わせる。

「根の私が本能を超え始めてるので……」

　それが羞恥を堪えて教えてくれた美優のちょっとした秘密だった。兄に対して異常なまでに発情する本能を超えたということは、理性が本能より強くなって上手く抑えられるようになったという意味ではなく……。

「だからね」

　俺の思考を遮るように美優が続ける。

「今まで言い訳に使っていた私もアレですが、そのあたりは気にせずその場の私に付き合ってもらえると嬉しいです」

　美優の中でも折り合いをどうつけようかは迷っているようで、俺の方はどっちの美優も好きなので迷わず頷いた。美優が体質的に兄に対する性本能が強いのはもう疑いようがない。そのせいで美優がとんでもなくエッチになったり理性的になったりするのには、もう慣れたつもりでいる。

　気になるのは、これまで何回も考えを巡らせてきたあのことだけ。美優と一緒にいるとき、本能モードの美優とイチャラブしているときには、俺は彼女感を少なからず覚えていた。エッチありきでしか恋人らしさを感じられないのは関係性としてどうかと思う一方、ニュートラルな美優を妹としてそのまま愛していくことも悪くないとは思う。あとは美優の意思と合わせていくしかないかな。

「ところで、妹パラダイスの話題を出したのは、何か意味があったのか？」

「世の中には妹がエッチだったらいいなって思ってる人がたくさんいることを知ってもらいたかった」

「なるほど」

　俺もエロゲをやっていたからわかる。妹モノはエロ作品の一大ジャンルだ。実際の妹に欲情する人間は少ないだろうが、妹がアニメやゲームのようにエッチだったらと思う男は大勢いる。

「俺の妹がエッチでよかったよ」

　これまでその事実を頑なに受け入れようとしなかったこの妹も、ようやく自分がエッチな女の子であることを認めるようになってくれた。

「妹もお兄ちゃんが二次元の美少女好きで助かっております」

　美優が少しニヤけた口元でそう言う。もし俺が二次元好きでなければ、美優のラブドール願望など理解できる人間にはなれなかった。エロゲオタクでよかった。

「お兄ちゃん」

　美優が腕を伸ばして、柔らかな裸体を俺に晒すようにしてから、数秒だけギュッとしてくれた。

「私も、お兄ちゃんとの将来のこと、考えてるからね」

　学校を卒業して、どんな仕事をしながら、二人でどんな部屋に住んで、どう暮らしていくのか。兄妹として、恋人としての今後を、じっくりと考えていく必要がある。まず考えるべきはどのランクの大学を目指すかだな。

「まず考えるべきはエッチの頻度だよね。今は奏さんが分担してくれてるけど、いなくなったらその分私だし」

「間違いないな」

　性欲を持て余すのも困るし、美優にハマりすぎるのも困る。実に悩ましい問題だ。俺たちにとっての最優先課題であることは間違いない。大学など二の次だ。

「二人暮らしを考えるなら、騒音問題を考えるとやっぱりマンションだよな。今は持ち家だからいいものの」

「ね、お兄ちゃんもうるさいし」

「美優ほどではないだろ」

「むっ」

「すまん」

　もっと静かにエッチする方法も考えなくては。こういう色々に思考を巡らせているのは楽しい。美優との未来はどうあっても明るいと思えるから、どんな悩みも楽しんでいられる。

「ホテルはまだ時間あるけど、寝てくか？」

「お兄ちゃんはどう？」

「正直もう家でもいい気はしてる」

「だよね。お兄ちゃんも妹がラブホテルにいる以上の楽しみはないだろうし」

　さすがは我が妹。男の感性をよくわかっている。

「んじゃ帰るか」

　こうして、ラブホテルに来て一時間で性欲を発散して出ていくという行きずりの男女のような時間を過ごして、俺たちは帰ることにした。美優が卒業するまでに制服を着せてまた来たいという欲望を俺は胸の内に抱き、それはまだ言わずに心の奥底で留めておくことにした。











１０．妹と過ごす時間









　リビングのドアを開けると、そこには今日も妹がいる。ソファーを背にしてカーペットに体育座りしている美優はまだパジャマ姿で、テレビを見ながらスマホをイジっていた。朝番組で紹介される便利グッズや服を検索するのが趣味なのだ。

　朝食を済ませてからは出かけるのかと思ったのに、今日は予定がないらしい。いつも姿勢正しくしている美優にしてはやや背中が丸まっている気がする。さすがに昨日のラブホテルでのエッチで疲れたのだろうか。──と、そんなことを考えていた俺の視線に美優が気づいた。

「この体勢だと心なしか肩が楽なんだよね」

「巨乳だもんな」

　腰まで伸ばした髪といい、低身長でも美しい比率の体といい、並ならぬ可愛さを保つためには同じ分だけ人並みならぬ苦労をしなければならない。一つ屋根の下で暮らす俺にさえ悟られない努力しているこの妹は本当に偉いと思う。

　肩が楽になると言っても体育座りの膝に乳房が乗っかるわけではなくて、あくまでふとももの斜面に挟んで留めておける程度だ。裸であれば潰れた乳房のエロティックを堪能できたのだが、あいにくと着衣をしているので胸のあたりのエロさはそれほど感じない。

「妹の体を相手に失礼なことを考えていませんか」

「まさか」

　お兄ちゃんはいつだって妹の裸に敬意を払っている。

「美優はもし胸のサイズを選べたら小さくする？」

「んー。どうかな」

　立ちながら冷たい麦茶を喉に流す俺に、美優は自分にもよこせと視線を仰ぎながら思案している。ロリ服での悩みを考えたら巨乳か貧乳かの二択でも小さくすると答えると思っていたが。

「この体もお兄ちゃんに気に入ってもらえてるしな」

　美優はパジャマの襟を伸びない程度に引っ張って谷間を見下ろす。体育座りで鏡餅のように膨らんだ乳房が光沢のある曲面を作り出していた。やはり体育座りはエロいな。

「巨乳好きな兄には巨乳の妹がお似合いなのではないでしょうか」

　美優は俺からお茶の入ったグラスを受け取りながらそう述べた。自尊心もそこそこに成長しているようだ。

「美優が貧乳だったら俺もつるぺた好きになってたよ」

「えー嘘。絶対におっぱいだけで奏さんを選んでたよお兄ちゃんは」

「そこまで言わなくても」

　邪魔な胸の膨らみへの恨みつらみはこういうところでとばっちりを食う。その生意気な口にいつもの物を突っ込んで塞いでやりたかったが、生憎と今は弾切れなので諦めるしかなかった。

「美優は出かけないんだな。遥のところに通い詰めかと思ってたよ」

「生理中に頑張りすぎて疲れたのでお休みをもらいました」

「なるほどな」

　エッチをしないのが前提だったから仕事の手伝いができたとはいえ、美優も体調が落ち着いた頃にやりたかっただろうに、俺とのことを考えてスケジュールを早めたのかな。

「そういうことなら、今日は家でゆっくりしてる？」

「なんで？」

「んや、まあ。まったく予定は考えてないんだけど。涼しいから暇なら二人で買い物にでも出かけようかと」

　デートと言うとしっかりしたプランを練らなければならない印象があって、前準備なく気軽に誘うことは俺にはまだ難しかった。それでも、美優と恋仲になってからも外出の頻度が変わらないのは、山本さんのあの発言からしても問題に思っていたのだ。

　疲れていてもデートがしたいというわがままは、もし俺が美優から向けられたら嬉しいものなので、美優も同じように感じてくれないかなと期待していた部分もある。俺も美優の恋人である自分に自信を持たなければならない。

「行く」

　むくっと立ち上がって、それからは余計な会話を挟むこともなく美優は髪のセットと着替えに向かった。近場ならいいとか条件をつけることもしなかったのは、やはり美優も俺と出かけられることを喜んでくれていたのか。

　俺も外出前の最後の支度をして、ソファーで時間を潰すこと数十分。簡単に外に行くだけにしてはやたらと時間がかかっているなと思っていたら、リビングのドアを開けて出てきた美優はボリューミーなツインテールを下げた可愛らしい姿に変わっていた。水族館デートをしたとき以上の気合いの入りようである。

「おっ……おぉ……」

　遥と出かけるときとは違い大人っぽいワンピースを着ている。それでもロリコスと似た雰囲気を感じるのは元々の童顔と髪型の問題か。昨日のような開放的な服より、やはり俺としてはこっちの方が好ましいな。

「可愛いすぎてびっくりした」

「ありがと。嬉しい」

　俺は美優と揃って玄関で靴を履く。最後に全身鏡で服のシワや髪のハネをチェックして、無目的のお出かけへ。

「行くとしても近場で買い物とかだけど、疲れてるのにそこまで気合いを入れてよかったのか？」

　俺としては嬉しい限りだけれども。

「なんかね。お兄ちゃんから誘ってもらえて嬉しくなっちゃって」

　表情には出ないが、たぶん言葉にしている以上にこの妹は喜んでいる。会話を交わしての同意もなく俺たちはバスに乗り込んだ。近場だと本屋で漫画を読み漁ったり家電量販店で新しい商品を見るぐらいしかなかったけど、せっかく美優がオシャレをしてくれたので駅に出るぐらいはしてもいいかと目的地を変えたのだ。

「お兄ちゃんに可愛いって言ってもらえるならこの格好にしてよかったかも」

　二人席の奥側に座った美優がワンピースのスカートを整えて呟く。

「俺も美優の可愛い姿が見れるなら誘ってよかったよ」

　お互いに前を向いたまま、体をくっつけたりと濃厚なイチャラブを醸すこともなく、淡々と本心からの好きを伝え合う。俺たち兄妹のデートとしては上々の滑り出しだった。

（本当に何にも考えずに出てきちゃったからな。バスが着くまでに店を調べとくか）

　そう思って駅周辺のお店を調べていると、駅の裏側のあたりに俺の興味を引く店を一つ見つけてしまった。

「ここって美優は知ってる？」

「行ったことはないよ。……ここに連れてくつもり？」

「美優がよければだけど」

　そこはロリータ系のファッションを扱っている服屋だった。コス服を特注していた美優のことだから一般的なお店に精通していないことは不思議でなかったが、遥と遊んでいるときは服を見て回るぐらいはしているはず。

「たまにならいいかな」

「あんまりこういう店には行かないのか？」

「昔はよく行ってたよ」

　聞いている限りでは前向きな返答ではない。かといって嫌がっている風でもないので行ってみることに。

　スマホの地図を頼りに目的の店に着くと、小じんまりとした店舗の大窓を挟んで可愛らしい服が展示されていた。狭い建物ではあったが乱雑に服が詰め込まれているなんてことはなく、西洋風のインテリアを中心に服を見せるものとして飾ったオシャレな内装になっていた。

　美優が先に店内に入ってくれて、ここまでとは逆に俺が美優の後ろをついていく形に。乗り気ではなかったわりにはいくつも服を取って鏡に合わせていた。

「こういうのってＳとかＬとかあるの？」

「なくはないけどだいたいはフリーサイズ。だから着る人によってかなりイメージが変わる。特に背丈と脚の長さね」

「ほほう」

　上下でセパレートしたタイプしか着ることのない男からするとわからない感覚というか、女の子の服にはまだまだ知らないことが多いようだ。ワンピース以外でもフリーサイズの服は少なくないとのこと。

　個人経営にも思える小さなショップなので店員が積極的に話しかけてくると思ったが、この店はそうでもないらしくレジの後ろで在庫の整理をしている。俺としては見て回るだけでも新鮮ではあるけれども、どうせ美優がいるのだから着こなしも見てみたい。

「試着してみる？」

「うーん……まあ、そうなるよね。したいはしたいんだけど」

　したいらしい。でもやはり前向きでもない。俺に見せるのが恥ずかしいのだろうか。なんて思っていると美優も意を決してくれたらしく、一着のワンピースを持って店員に試着を頼みに行った。

　俺は目線を合わせて会釈するだけの挨拶をして、美優を試着室に送ってもらうことに。一人で店内を回っているのでもよかったが、他にもお客さんがいたのでカーテンの前で突っ立っていることにした。

「着心地はいかがですか？」

「あ、はい。着れはしたんですけど、その……このあたりを緩めることってできないですよね……？」

「緩く、ですか？　少し失礼しますね」

　美優がカーテンを少ししか開けてくれないので、俺は着替えた美優がどんな姿になったのかわからないまま、店員との会話を聞いているしかなかった。

「とってもお似合いですよ。お客様は細身ですし、緩める必要はないかと思います。彼氏さんにご意見うかがってみますか？」

「ああいえ、実はその、背中のところがパンパンで」

「あっ、上の紐ですか……そう、ですね……たしかにシワが浮きますね。……お、おっきいですね」

「すみません」

「ああいえ、その、このリボンは緩めたりはできなくて、大変申し訳ございません。似たタイプでもう少しゆったり着れるものもありますがお持ちしましょうか？」

「いえ、大丈夫です。ありがとうございます」

　というやりとりだけを聞いて、俺が見ることができたのは家から出てきたときと同じ服装の美優だった。悲しい結果になってしまったことに、俺もかけてやる言葉が見つからず、お店を出るまでは愛想よくしていた美優もさすがにむっつり顔だった。

「こういうことがあるわけです」

「身をもって教えてくれてありがとう」

　無論、すべてがこうなるわけではない。美優の体に合った服もたくさんある。ただ、これが可愛いと思って選んだ服が、いざ着てみると胸がキツくて着られなかったとなれば、美優の巨乳への恨みが募っていくのも仕方のないこと。

「遥はどんな服でも完璧に着こなすんだよね……あれも遥が着てたら可愛いかったんだろうな……」

「遥のロリ服姿の話をしてるときだけはほんと恋する乙女みたいな顔をするよな」

「申し訳ないけどロリコスしてるときの遥はお兄ちゃんと同じくらい好き」

「悲しいやら嬉しいやら」

　それを聞いて自分のランクがだいぶ上にあると思ってしまう俺はやはり自信過小だろうか。

「普段はどうなの？」

「ただのレズの変態」

「仲いいんだよな？」

　こうまで断じられるとあながち由佳の評価も間違いではなかったのかもしれないな。

「気晴らしにゲーセンにでも行くか」

「そうだね」

　流れのまま気のゆくままに目的地を設定して、次はゲームセンターに移動することに。ノープランではあるけど、気兼ねしない関係だとここまで楽しめるものなんだな。

「美優はゲームセンターに来ることはどれぐらいあるんだ？　プリクラを撮るとか」

「私から進んで遊びにくることはないかな。由佳に連れられてシューティングゲームやったりするぐらい」

「どこまでいけんの？」

「そこまでは。お兄ちゃんはやったりする？」

「何度かお金を入れてクリアできるぐらいにはな」

　家に引きこもってゲームをしていた俺にとって、ゲーセンの筐体に入れる金は無駄でしかなかった。だから俺の経験もあくまで付き合い程度でしかない。それでも長年鍛えたゲーム勘はそれなりの汎用性を持っているのだ。

　話題に上がったついでに俺たちはシューティングゲームをやることにした。恋人というより仲良し兄妹としての絵面を抜け出せないまま、俺たちは順調なペースでステージをクリアしていく。たまに美優の撃ち漏らしのカバーに入ったりすると、少しだけ驚いた様子で美優が俺に尊敬の眼差しを向けてくれたりして、事前情報もなしにゲームクリアまでやったせいで小銭は消費したものの悪い気分ではなかった。

　ゲームは俺の数少ない得意分野だからな。これまでやり込んでいたことが実を結んだと思うと嬉しい。それからはレーシングゲームなどひと通り女の子でも手を出しやすいものを美優とやって、店内を一周したぐらいで外に出た。

「疲れは大丈夫？」

「楽しいから感じてない」

　美優だって遥と旅行する以外はそれほど外出するタイプでもないだろうに、家では一日中ゴロゴロしていたそうにしていた美優はむしろ今朝よりも元気そうに見えた。

　そして、駅前で、ゲーセンで、となれば、お昼が近づいてきたこの時間帯、必然的にその出会いは発生するのだった。

「あ、美優だ」

　真正面から向かい合いになったのは、美優のクラスメイト一行、ひいてはボリューミーな二つ結びと対比するような細長ツインテールを下げている由佳だった。

「あんたら何してんの？」

　当然の疑問である。これまで俺と美優と、それぞれに濃ゆい関係を持ってきた由佳からしたら、さぞ不思議な光景だろうさ。

「何って。デート」

　美優は俺の腕を掴んで体を寄せてくる。表情の方は真顔のままだった。

「デートならもっと恋人らしくイチャイチャしなさいよ」

　呆れたような睨みを俺に利かせて理不尽な注文をつける由佳の奥で、ご友人と思しき女子生徒たちがざわついている。「あの美優が男とくっついてる……！」とか「何者なのあの人……!?」とか、美優が男である俺と接触しているのを見て色めき立っていた。真正面で俺たちを睨んでいる由佳の表情もだんだんと固くなってくる。

「改めて見てみると凄いわね……美優がそこまでパーソナルスペースを許してるのは……」

「そんなに驚くことか？」

「そりゃもう学校じゃすれ違いざまに髪の毛が触れることすら許さない距離の取りようよ」

　由佳は手のひらを上げてやれやれと嘆息する。美優の性格を思えば信じがたいほどではないがそこまでしてるのか。

「そうなの？」

　隣で涼しい顔をしている美優に尋ねてみる。

「常々そうというわけでは」

　否定ではあったものの完全なる誤りというわけでもなかったらしい。恋人としては安心材料として考えていいんだよな。

「まあ仲良くしてるんなら何よりだわ。せっかくの休みなんだから楽しんでおきなさいよね」

　もっと突っかかってくるかと思ったのに、由佳はおせっかいな言葉を残すだけして友達を連れていってしまった。去り際の由佳の表情がやたらと余裕綽々だったので、これは何かあったとみていいな。次会ったときに聞いてみるか。

「美優の友達には俺たちの関係を知ってる子も少なくないんだよな？　今の美優の立場ってどうなってるの？」

「始業してみないとはっきりとは言えないけど、だいたいは本気にしてないのが半分と、相手が兄妹で納得してるのが半分って感じかな」

　俺たちはフラフラと駅に戻るように歩きながら話を続けた。兄妹恋愛を受け入れる層が半分もいることに驚きだ。おそらく知っているのが例のメッセージグループにいた特殊性癖の子たちばかりだからだろうが。あるいは、美優の男子への対応がそれだけ辛辣で、むしろそういうことならと納得ができたのだろうか。

　でも、そうか。これはなにも美優の学校に限ったことではない。これから先のことを考えれば、むしろ俺たちのことはもっと知ってもらわなければならないんだ。少なくとも、自分たちと近しい人には。

　山本さんと恋人っぽい関係にある現状って、将来的に考えると都合はいいんだよな。山本さんと三人の生活──兄妹の関係に一夫多妻の要素が混ざることで、本来ならめちゃくちゃになるはずの倫理観が、むしろ背徳的な関係を秘匿する目眩しになる。法的な意味が伴わなくとも俺は美優と結婚するつもりだけど、そこに山本さんがいた方が都合がいいことには変わらないのだ。この関係はいつか親にも告白しなければならないわけだし、美優が形式的にでも山本さんと勝負にこだわっているのは、そういった諸々をひっくるめた覚悟の再認識でもあるのかもしれない。

「昼飯もどうせだから食べてこうか」

　調べ物をするために人の少ないところに移動しようと、信号を渡ろうとしていたそのとき、大きな看板に貼りつけられた一つの写真が目に止まった。

　大皿いっぱいに刺身を並べた海鮮料理店の広告だった。フグとかアワビだったり、俺が味わったことのない高級食材がずらりと皿に乗っている。いつか大人になったら美優とああいう美味い飯も食いに行きたい。

「食べてみる？」

　揃えた前髪の隙間から、斜め上の視線でサラッと、まさかの提案が。高級料理に憧れているのは俺だけで、そういえば美優は遥との撮影のために何度も旅行をしていたんだった。美味い飯はたくさん食べてきたはず。

「店の最寄りが港側の駅っぽいし、電車移動だけでも一時間半はかかるんじゃないか？」

「特急に乗れば三十分で着くよ」

「そ、そんな手段が」

　俺とはやはり旅行の経験値が違った。というより、俺にはそもそもそんな上等な移動手段が脳内に候補としてない。せっかく提案してもらったので足は改札へと向かっていた。

「暇潰しで外に出てきただけなのに、結構ちゃんとしたデートになったな。美優は体力的には大丈夫そうなのか？」

「うん。平気。お金のことは気にしなくていいから、お兄ちゃんがいいなら行こうよ」

「なら、決まりだな」

　新幹線ではないので往復で数万とかかるわけでもない。俺はバイトを辞めることにしたので基本的には節約思考でいなければならないのだが、かといってデート費用までケチるようではお金を貯めてる意味もないのだ。

　それから在来線のホームで売っていた特急チケットを追加で購入して、俺たちは予約した指定席に乗り込んだ。窓際に張りついているタイプではない、進行方向と同じ向きに並べられた座席に二人で腰をかける。さすがに特急ともなると椅子自体も広々としていて快適だ。

　曇り空のため遠くまでを見通すことはできないが、他の客を気にせずに眺めていられる景色は普段と違った趣きがある。とは言っても俺は通路側で、静かにスマホを弄っている美優の可愛い横顔を眺めながら、たまに窓の外に目をやっている程度ではあるが。美優の自然体を見ていると、無理をして乗車中の話題を探そうとしていた緊張も解けた。

　美優は旅行慣れをしているから特急に乗るぐらいで興奮することはない。あるいは友達同士の旅行なら会話に華を咲かせるのかもしれないけど、俺たちは兄妹で、何かで繋ぎ止めていなくても関係が切れない確信があるから、家にいるときと変わらない距離感でいられた。

「お兄ちゃんはさ、もうゲームはやらないの？」

　しばらくの沈黙を先に破ったのは美優だった。どうやらゲーセンで楽しんでいた俺に何かを思ったらしい。

「マジョマルもログインするの気まずくなったしな。今は体を使うのに忙しくてそもそも時間が取れないし。受験勉強が落ち着くまではやらないかも」

「そうなんだ」

　美優はスマホで漫画を読むのに集中していたはずなのに、やたらとこちらに目配せをしてきて落ち着かない。

「なんでそんなことを聞くんだ？」

　俺が尋ねると、美優はディスプレイの電源を落としてスマホをポーチに仕舞った。

「お兄ちゃんは、彼女作りのためにゲームを売って、オンラインとかアプリのゲームもやめちゃったじゃない？」

「そうだな」

「あのときは必要なことだったとはいえ、言い出したのは私だから。それでお兄ちゃんの趣味を奪っちゃったのなら申し訳なかったなー、と」

　どうやら自分はロリコスのことも含めて私生活を尊重してもらっているのに、俺の生活が以前と比べてガラッと変わってしまったことを、美優は気にしているようだった。

「今の方が楽しい生活してるから、そんなに気にしなくて大丈夫だよ。またやりたいことが見つかったら相談するって」

　そもそも、俺がやっていたエロゲなんてものは、自分には叶わなかったセックスの代用でしかなかったのだ。あらかた有名どころはやったけれど、どれもストーリーに強く共感していたわけでもないし、これだけたくさんエッチができて文句などあろうはずもない。

「ゲームはいつでも買い直せばいいから。でも、美優と遥との関係は、一度終わらせたらそう簡単には元に戻せないものだろ。だから、俺はちゃんと二人の間で区切りがつくまでやり通してほしいよ」

　美優は遥とエッチはしないと決めているようだけど、今さらそれらしいスキンシップがあったとして、俺は気にしない。というよりもはや美優と遥がイチャイチャしているシーンなんて見てみたいぐらいだ。クローゼットに隠していたアルバムにはその手の写真もあっただろうし、許されることなら観賞したい。

「ならよかった。遥との写真は死んでも見せないけど、お兄ちゃんの気持ちは嬉しいよ」

「死ぬ直前ぐらいなら見せてくれてもいいんじゃないか？」

「そればっかりは絶対に無理」

　どうやらアソコを舐められるより許せないことが美優にもあったらしい。こっそり楽しみたい部類の趣味だろうから、俺も口にしているほど無理にとは言わないさ。

　それからはまた、それぞれでスマホを弄ったりたまに眠ったりする感じの、仲良し兄妹の遠出みたいな時間を過ごして、目的の駅に辿り着いた。バスを使えば旅館街に出ることもできるので、いっそ泊まってから帰ってもいいぐらいの観光地だ。往来する人の多さに比べても道が広くて歩きやすい商店街を通って、広告で見た店へと辿り着く。ランチでもコース料理だけが注文できるその店は、内装こそ旅館風で立派なものの、お金持ち専用というほどはないごく一般的な和食店だった。

　席の空き状況の関係で六人席に通された俺たちは、広々とした掘り炬燵式のテーブルに足を下ろした。座部は畳なので寝転がることもできる和式の一室。本当は酒でも頼んで合コンでもやるようなところなんだろうな。

「こういうのも夏休みじゃないとできないからね」

　腰を落ち着けて、折りたたみ式の手鏡を開き、風で膨らんだ左右の髪を美優が直している。特急の座席にしても店の予約にしても、社会人からしたら平日にあたるこの学生だけの休みだからこそ、行き当たりばったりでも可能だったのだ。これでも幸運が重なった結果であって、通常の土日ではまず叶わないだろうな。

　料理はといえば、それはもう絶品だった。俺の人生でも記憶にないぐらいの美味に舌鼓を打ち、あともう少し年齢がいっていれば日本酒でも煽りたかったほど。どんな味がするのかは知らないけれど、美優に熱燗を注いでもらったら無限に飲める気がする。

「そういやさ」

　腹が満たされて、しばらくは何もせず味の余韻にだけ浸っていようと思っていた俺に、ふと浮かんだ疑問。どうやらここの食事が、俺に必要なだけの栄養を供給してしまったようだった。

「その服ってロリコスの部類に入るの？」

「へ？　なんで？」

　美優はといえば純粋に料理とデートを楽しんでいたので、もはや自分がロリ可愛い格好をしていることなど忘れている。

「クローゼットに入ってたドレスみたいな服は無理だってわかったけどさ。そういう普通に可愛い格好でエッチするのは大丈夫なのかなと」

「そもそも妹との着衣エッチは非推奨なのですが」

「最近はそうでもないような気がしたから」

「んー。まあ。否定はしません」

　まだ俺が出したものを飲んでもらうことしか許されていなかった頃は、お気に入りの服を着てのエッチはまず許されなかった。それが本番までするようになった今では、抵抗感は間違いなく薄れている。

「したいの？」

「いつかな」

「いつか？　でいいの？」

「う、うん」

　美優にジッと見つめられて思わず目をそらしてしまう。昨日はあれだけ中出しセックスをしたというのに、今になってもう射精しなくなっているなんて口が裂けても言えない。

「せっかくの楽しいデートだし、今日に限っては、エッチは余分かなと」

　何より、個室とはいえ食事をする場所だ。居酒屋ならまだしも、お昼からエッチはいけない。射精は家かラブホテルでするものと決まっている。

「でもお兄ちゃんはしたそう」

「そ、それは……」

　テーブルを挟んで正面にいた美優が俺の隣に回ってきて、その愛らしい顔を近づけてくる。花柄のワンピースから伸びる色白な脚を見ているだけで勃起してしまいそうだ。

「とはいえ、エッチする流れじゃないことは私も同意します」

「だよな」

「なのでエッチですらなければよいのでは？」

「何を言っているんだお前は？」

　と突っ込んでおきながら、言われた瞬間に美優の発言の意図は汲み取れてしまった。今は不本意に湧き上がってしまった性欲だけが邪魔なのだから、それさえ取り除ければいいんでしょ、ということだ。

　本当にそれでいいのかと尋ねようとして、これだけ積極的にきてくれたということは、実は美優もムラムラしていたんじゃないかと俺は思い直した。あれだけ中出しセックスをしたからな。まだ子宮のあたりに疼きが残っていても不思議ではない。

「美優もエッチな気分だってことなら、俺も迷いはしないんだが」

　俺が想像する通りであるのは間違いなさそうだが、どうやら恥ずかしさなどが理由で、言えないから言わないというわけではないようだった。

「私も、エッチしたいなぁって思うことはあるし、それを素直に言えないのは私の課題ではあるんだけどね」

　美優は俺と体を密着させて、個室なのに不必要なほど声を抑えて本音を教えてくれた。

「お兄ちゃんの性欲に付き合って、仕方なしにお口とかでさせられるの、実は結構好きだったりするので」

　できることなら俺から美優に頼み込む形でしたいのだと、美優はそう言った。その方が興奮するらしい。まったく困った妹だ。ならば俺もそれに付き合ってやるのが筋というもの。

「ど、どこまで脱ぐか」

「んー……まあ、おトイレ感覚で、よいのでは」

　つまりはチャックを下ろす程度でいいということだが、本当に自分の扱いがそれでよいのだろうか。このロリで清楚な見た目で。もうお兄ちゃんも止まらないからな。

「なら、これを」

　俺は座った姿勢を変えないまま、ズボンのチャックをおろして、パンツから陰茎を露出させる。勃起したペニスは竿の半分だけが見えるようになっていて、テーブルを挟んでいるので扉からは普段通りにしか見えないほどの簡易的な脱衣。そこに上半身を下げた美優の口が覆いかぶさる。

　にゅるっとした温かさと共に俺は快楽に包まれて、美優も激しくしゃぶりついてくることはなく、俺を射精させるための必要最低限の刺激を陰茎に与えている。静かにペニスを咥えている空気感がとてもエッチで、それだけで射精をするには充分な興奮となった。

　二つ結びにしていることで側頭部の髪の毛がスッキリして、ズボンに顔を突っ込むようにして陰茎を咥えている美優の唇が、ストロークで首を上げる瞬間だけ見える。勃起した肉棒が美優の口に入っているところを見るのが何よりも好きだった。これはフェラの性感を楽しむのが目的のエッチではなく、ただ性処理をするための事務的な刺激行為なので、俺も射精欲が湧き上がってからは素直にそれに従った。俺はペニスのビクつきだけで射精の合図をして、美優の口に精液を出した。ビュッ、ビュッ、と精液が美優の口内に飛んでいる間も息を止めて、かつてないほど静かなままの射精が終わった。

「んっ……はい」

　美優が精液を飲み込んで、それだけで終わった。本当にトイレ感覚で射精だけをさせる、数分と満たない行為だった。

「ありがとう」

　兄の性処理には余念のない妹が、褒めてほしそうに頭を差し出している。俺は店員が伝票を持ってくるまでいっぱい頭を撫でてあげた。

　そうやって性欲も食欲も満たされて、デートも満足したので俺たちは家に帰ることにした。ついでだからと観光に時間を割こうとしないのは、俺たち兄妹らしさでもあるのか。帰りの特急席もちょうどいい発車時刻で取ることができて、また美優を窓側にしての二列並びで俺たちは逆方面に向かった。

　美優は店を出てからずっと静かで、もうそれが共通認識のジェスチャーでもある、ふとももをむず痒そうに擦り合わせるような動きをしきりに繰り返していた。俺が射精すれば満足すると言っていた美優でも、それで性欲が抜け切るのかと言われたらまた別のはずだ。

「ムラムラしてる？」

　訊いてみると、美優は隠すつもりもなさそうに赤らんだ頬をこちらに向けて答えた。

「してる」

　直球の返答だった。スカートの中だったら、指を入れてもバレないだろうか。

「少し触ろうか？」

「んー。どうしようかな」

　美優はどちらかというと否定の反応をして、はっきりした態度を示さない。

「なら、帰ってからする？」

「んふっ。私もそれを考えてる。でもそれも悩み中」

　美優はエッチがしたくて、俺も同意しているのに、何を迷うことがあるのか。

「今は気持ちいいエッチより、ラブがほしいかも」

　美優が唇を近づけてきて、それでも触れ合わせることはしない。その代わりに美優は「お兄ちゃんにムラムラさせられて、一人でもどかしくしてる時間も好き」と、大胆な告白をしてくれた。俺が一方的に飲ませるばかりだった頃は、美優は体質のせいで否応なしに発情していて、それを俺の知らないところで自分で処理していたんだ。それは美優にとってツラかった思い出ではなく、もはや一つのプレイとして成り立ってしまっている。

「帰ったら、いっぱいキスして」

　本当は今すぐにでも膣内への刺激が欲しいはずなのに、美優は帰宅したら何より先にキスをしてほしいとねだってきた。そんないじらしい妹の頼みを断れるわけもなくて、電車の中では肘掛けの上で指を絡ませるぐらいの慎ましいセックスしかできなかった俺たちは、帰宅直後にドアを閉めて真っ先に唇を重ね合った。

　我慢していた分だけ美優の口内の温度は上がっていて、ねっとりとした唾液の絡ませ合いが、互いの性欲を高めていく。数時間前に射精したばかりの俺も、もう美優を相手に射精したくなってしまっていた。

　本当なら、このまま前戯に移って、セックスにまでいきたかった。でもそれは美優の求めていたものではなかったから、俺はただひたすらに美優とキスをして、玄関から上がってリビングでくつろいでいる間も、夕食を済ませてお風呂に入っている間でも、ベッドに入ってさえただひたすらにキスをしていた。

「み、美優。そろそろ、出していいかな」

　俺の方が先に限界が来た。いや、美優もキスだけで軽くイクようになってたから、どっちにしてもこれ以上は引っ張れなかった。

「このまま出してくれるならいいよ」

　美優はお腹に勃起したペニスを擦りつけて、ユルユルの笑顔で答える。いつもの格好のままキスをして射精してほしいということらしい。俺もキスだけでたぶんイケるのだが、それだと美優はスッキリしきらないと思った。

「んっ、あっ──！」

　だから俺は体勢だけは維持したまま、美優のパジャマを捲り上げて、そこに生のペニスを擦らせてもらうことにした。これなら俺も物理的な刺激にも満足できるし、外側からでも子宮を刺激されれば美優は完全にイけるはず。そう考えて体を密着させて、ペニスを美優のへそのあたりに押しつけて、ぐいと腰を突き出すと美優はそれだけでビクビクと体を痙攣させていた。

「ふあ、あっ、それっ……んっ……ずるいっ……ああっ、あっ……！」

「美優……気持ちいいよ……美優っ……！」

「んあっ、あっ……お兄ちゃん……お兄ちゃん……！」

　絶頂のしすぎで息が苦しくなったら唇を離して、それからまた舌を捩じ込んで、キスをしながらの行為を続ける。最後の最後にだけ膣内にだせば、それで問題なく終わるはずだった。

「あ、あの。今日は、膣を使うのはなしで……」

「中出しすれば服は汚れないだろ？」

「そうなんだけど……その……」

　中出しであっても激しくすれば服にシワはつくし愛液も漏れてつく。しかし、俺と美優のセックスには速いピストンは不要だから、中出しに限っては服を汚さないのだ。

「不思議なんだけど、今日の私はお兄ちゃんからの愛情が欲しいみたいで」

「だから、中に出すんじゃないのか？」

　口内射精か中出しか、少なくとも美優の性本能は、そのどちらかでの射精しか許してくれない。なにより愛情があるからこそ中出しをするのだし、美優が何を言いたかったのか、最初はわからなかった。

「もしかして、外での続きを……？」

　そう尋ねると美優はコクコクと頷いた。今日の美優はお兄ちゃんのお願いで動き続けていた健気な妹モードだった。ドライで理性的な、素のままの顔をし続けていたし、それはこれだけエッチに盛り上がっている今でさえ同じなようなのだ。

　この間の美優は、理性が本能を超え始めていると言っていた。つまり、俺が射精しそうになっているこの段階になってさえ、強烈な生殖本能を抑えつけてしまうほどに元の美優の性的欲求が強くなっていると言うこと。それはつまるところお兄ちゃんが射精するために便利に使われる妹としての性癖だった。

「もちろん、お兄ちゃんがどうしても中出ししたいって言うなら、断るつもりはないんだけど」

　さきほどの俺の提案は、俺の射精欲求であると同時に、美優をイかせることを目的としたものだった。それが美優は気に食わないと言うのだ。お兄ちゃんに欲情されるだけで自分は勝手に満足するので、もっと身勝手に体を使ってほしいと。

　美優の言う通り、その結論として中出しをするでもよかった。だが、言われてみれば、セックスをするようになってから美優の膣ばかりを使うようになっていて、それは口内射精したときの新鮮さからすると美優も似たようなものを思っていたはずなのだ。

　だから俺は美優の服を上だけ脱がせて裸にすると、馬乗りになるように美優の胸に跨った。

「この中に出していい？」

　俺が大好きなはずのおっぱいを最近は使ってあげていなかった。自らの大きな胸を呪っていた美優が、今の自分の体を心から好きになれたのは、その大きな胸が俺を興奮させる部位になっていたからだ。

「ん。お好きにどうぞ」

　そんな言葉を吐きながらも嬉しそうな美優は、俺の腰の動きに合わせてゆっさゆっさと揺れる乳房を嬉しそうに眺めていた。自分の体の一部が兄の射精のために使われて、美優はもうそれだけで満足そうだった。

　そこからは激しいまぐわいは必要なかった。性欲を処理するためだけにフェラで簡単に抜いてもらったように、俺は射精するためだけにパイズリをしているのだ。乳房を揉んで、それでも美優が感じすぎて訳がわからなくなったりしないよう、乳首への刺激は最小限にして、俺はフィニッシュに向けたピストンを速めた。

　恍惚とした表情でそれを見つめる美優に見守られながら、最後は左右の乳房で陰茎を強く挟んで、俺はその中に射精をした。びゅるびゅると注がれる精液の熱さに、寝転んでいるだけだったはずの美優も息を切らして、オーガズムの瞬間と同じだけの興奮を味わっているようだった。

　パイズリ射精した精液を、美優に飲んでもらうということはしなかった。掬い上げるのが面倒だったのもあるけど、美優の胸をティッシュで拭って精液をゴミ箱にポイするだけの方が、処理っぽさがあってお互いによかったのだ。俺の精子が無駄になることなど本能側の美優が許しそうもないのに、もうそういうのも関係ないぐらいに元の美優の中で性欲が優位になったということなのか。

「ふう。スッキリした」

「んふふ。お疲れさま」

　パジャマを着直して俺の横に寝転んだ美優の顔は実に満足げだった。結局は膣内に一切の刺撃をしていないのに、もうこれ以上を求めてはいなさそうな顔だ。もしかしたら、俺にキスをされて、ペニスで子宮を刺激されて、最後におっぱいを雑に射精に使われたときの絶頂で、膣も陰茎を受け入れているときと同じように動いていたのかもしれないが。

「こんな変なエッチばっかり望む妹は、やっぱりダメな子なのかな」

　美優の性癖は正直なところ、露出好きな山本さんなどと比べても遜色なく特殊というか、変態性癖に分類されるものだとは思う。いくら美優がロリ可愛い女の子でも、ちょっとこれは受け入れられないと控えてもらいたがる男はいるかもしれない。でも、俺はそんな美優だからこそ好きなのだ。

「俺は今のままで愛させてほしいよ」

　ありのままを好きになってくれるから、美優は俺の存在をかけがえのないものだと評価してくれた。そこにおいて何よりも大事なのは、俺が無理して美優に合わせているのではなく、俺自身も自然体のままで美優のすべてを愛せるからこそ、美優はこれほどまでに俺を求めてくれている。どの言葉にも偽りはなく、美優のすべてが好きだ。

　そもそもが兄妹でセックスをしているわけで、将来を考えると誰よりも都合のいい女性との関係まで終わらせようとしていて。そうした道でなければ俺たちは幸せにはなれないから、どれだけ険しくてもやれることをやっていく。それが美優を理解するということだと俺はわかった。

「ずっと私のお兄ちゃんでいてね」

　美優は俺とくっついて、またいつものようにすうっと眠りについた。恋人になって、いつか夫婦になって、親になって。そんな中でも俺たちは、ふとしたときに兄妹に戻って愛し合うのだろう。美優と一緒にいられるこの人生が、ずっとエッチで楽しいものになればいいなと、俺も楽観的な望みを浮かべながら美優を抱きしめ返した。
















俺の妹が最高のオカズだった　〜恋人になっても妹として愛されたい〜
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